M-Class 


取扱説明書 




お客様へ 


このたびはメルセデス-ベンツをお買 
い上げいただを、ありびとラござい 
ます。 

この取扱説明書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避ずるた 
めの情報、万一のとをの処置などを記 
載しています。 

車をお使いになる前に、本書をおずお 
読み < ださし、。 


-取扱説明書は、いつでち読めるよう 
におず車内にな管してください。 

-この取扱説明書には、日本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びありまず。 

-装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あ0ます。 


-スイッチなどの形状や装備、操作 
方法などは予告なく変更されるこ 
とびあります。 


-オーディオやナビゲーシヨンに関し 
ては、別冊の「マルチファンクシヨ 
ンコント□ーラー取扱説明書」を 
お読みくださし、。 


-車を次の オーナーにお譲りになる 
場合は、車と一緒にすベての取扱説 
明書と整備手帳をおミ度しくだごい。 

-オプションや仕様により異なる装備 
には*マークびついています。 

-関連ずる内容び他のページにちあ 
る場合は、該当ぺージを (3-50) 
のよラなかたちで示しています。 

-操作手順などは、文頭に ► を記して 
います。 

-ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 


メルセデス.ベンツ日本株式会社 




表記と記載内容について 


A 


重大事故や命にかかわるけびを未然 
に防ぐために必ず巧っていたださた 
いことでず。 

I ま意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐため、必ず巧ってし''ただをたし、 
I ことでず。 

I 知識 

知っていると便利なことや、知っ 
I ておいていただをたいことです。 
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環境保護のためのアドバイスや 
守ってし''たださたし''ことを記載し 
ています。 


環境な護について 


ダイムラー社では、大気巧染の抑制、 
資源の有効利用をはじめとずる環境な 
護巧策に取り組んでいます。環境保護 
のため、お車をご使用になるとをはじ ( 
下の点にご協力ください。 

• タイヤの空気圧び適正であること 
を確認してください。 

• 停車したままの暖機運転は必要あ 
りません。 

• 急発進や急加速は避けてください。 

• エンジン回転数びその車の許容限 
度の2/3 (許容限度び6,000回転 
のときは約4,000回転）を超えな 
いように運転してください。 

• 不必要な荷物を載せたままにしな 
いでください。 

• スキーラックやルーフラックびお 
要でないとさは、車から取り外し 
てください。 


• 長時間の停車時は、エンジンを停 
止してください。 

• 指定サービスエ場で適切な時期に 
点検整備を受けてください。 
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ダイムラー社は、資源を有効活用 
ずるため、 U サイクル部品を積極的 
に導入しています。 


A 


車両には警告ラベルび貼付されてい 
ます。これらの警告ラベルには危険 
な状況を回避するための情報をはじ 
め、車をま全に使用ずるための情報 
び記されています。 

警告ラベルは絶巧にはびさないでく 
ださい。 












セレクターレバーの位置 

オートマチックトランス云ッシヨンの 
セレクターレバーは、センターコン 
ソールではなく、ステア1」ングのち側 
にあ0ます。 

セレクターレバーの 操作方法 

ち向指示やワイパーの操作をずる際 
は、誤ってセレクターレバーの操作を 
しないよラにま意して<ださい。事故 
を起こすおそれびありまず。 

また、センターコンソールにセレク 
ターレバーび ある車両と比べると、セ 
レクターレノ（一の操作方法び大をく異 
なります。詳しくは 巧-巨） をご覧く 
ださい。 
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. 安をのために 


駐停車ずるとを 

1-1 1 

雨降りや濃霧時の運お 

1-12 

才ートマチック車の取り扱い 

1-13 

こんなことにちま意 

1-15 



安をのために 


ちずる前に 


をす5ず々刖 


点検と壁倫 

曰常点検や定期点検は、使用ち自身の 
責任において実施することび法律で義 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の r 整備手帳」を 
お読み < ださい。 


夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーの冷媒に不足びないか、指定 
サービスエ場で点検を受けて<だ 
ごい。 

• オーバーヒートの予防策として、 
し、つちより頻繁に冷却水量を点検 
して < ださい。 


日ごろの化態と異なるとさ 

エンジンをかけたとを、いつ石と異な 
る音やにおいを感じたり、駐車して し、 
た場所に水やオイルの跡び残っている 
とさは、すみやかに指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 


ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動を始め、作動音などび聞こえること 
びありまずび、異常ではありません。 


タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異當な摩耗びない 
ことを点検して<ださい。タイヤの空 
気圧びほかったり、損傷したタイヤで 
走行ずると、タイヤび破裂したり、乂 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 
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シートベルトはがず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用して<ださい。 


運輯席足元にま意 

• 運転席の足元には、物を置かない 
でください。 ブレーキ ペダルやア 
クセルペダルの下に物び入ると、 
ペダルを操作でをな<なるおそれ 
びありまず。 

• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してくだごい。車に合った 
をのを使用しないと、ペダル操作 
びでさな < なるおそれびありまず。 






ま全のために 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t ずるお 
それびありまず。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び 
付かないラちに吸い込むおそれびあ 
りまず。 


ウォーミングアップ（暖機運転） 

エンジンび冷えているときでを、停車 
したままでの履機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を適 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さい。 


燃料の給油 

-燃料は無鉛プレミアムガソ U ンを 
使用してください。有鉛ガソ U ン 
や粗悪なガソリン、指定な外の燃 
料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど）を使用したり、添加剤などを 
混入すると、エンジンなどを損傷 
するおそれびあります。 

-目的地まで余裕ををって走れる 
よラに、十分な量を補給してく 
ださし、。 

-燃料給油□には、純正品(がの 
キャップを使用しないでください。 

• セルフ式のガソ U ンスタンドなど 
で給油するとをはおずじ(下の点を 
守り、ま全に十分ま意して作業を 
行なってくださし)。 

◊エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じて<だ 
さい。 

◊ 燃料給油□を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なってくださし、。 


走行'す々目な I し 

〇給ミ由作業をする人(がは燃料給 1 
油□に近付かないでください。 — 

〇給ミ由作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去してください。 

身体に静電気を帯びていると、 

放電による火花で燃料に引火し 
たり、火傷をするおそれびあり 
ます。 

〇作業中は車内に戻らないでく 
ださい。帯電ずるおそれびあ 
ります。 

◊キャップの取り外し/取り付 
け （3 -已 9) は確実に行ない、 

火気を近付けないよ5にして< 
ださい。 

〇燃料び塗装面に付着しないよラ 
にま意してください。塗装面を 
損傷するおそれびありまず。 
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走た r 3 る刖 IL 

◊ 給油ノズルは給油□の奥まで確 
実に差し込んで < ださい。 

◊給油び自動的に停止したら、そ 
れじ(上は給油しないでくださし、 
燃料漏れのおそれや、エンジン 
び不調になったり停止するおそ 
れびあります。 

◊手動で給油しているとさは、状 
況を見なびら、給油の勢いを強 
くしないでゆっくりと給油して 
ください。燃料び吹さこぼれる 
おそれびありまず。 

〇気化した燃料を吸い込まないよ 
ラにを意してください。 

〇ガソ U ンスタンド内に掲示され 
ているま意事項を遵守してくだ 
さし、。 


荷物を積むとき 

• 荷物はでさるだけラゲッジルーム 
に積んでください。 

• 車内に荷物を積むときは、セーフ 
テイネット （3-49) を使用してく 
ださい。また、荷物固定用リング 
(3-53) を使巧して、動かないよ 
ラに確実に固定して<ださい。急 
ブレーキ時などに荷物び放り出さ 
れ、乗員びけびをずるおそれびあ 
りまず。 


• ラゲツジ ルームカバーの 上に荷物 
を置かないでください。急ブレー 
キ時などに荷物び放り出され、乗 
員びけびをずるおそれびありまず。 

• 鋭い角のあるちのは、角の部分に 
必ず カバーを してください。 

• 荷物をラゲツジルーム左ちのウイ 
ンドウの下端、または U アドアウ 
インドウの下端よりち高く積み上 
げないで < ださし、。 


燃えるものは積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 
宙などを積まないでください。万一 
のとをに引火や爆発のおそれびあり 
ます。 
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ま全のために 


子供を乗せるとき 


子供を乗はるとき 


子供にち必ずシートベルトを着用 

• モ供であってち、シートベルトを 
正しく着用して、シートやヘッド 
レストび正しし'>位置になって し、 る 
ことを大人び確認してください。 
正しくシートベルトび着用でをな 
いルさな子供は、チャイルドセー 
フテイシートを使用してくださし、。 

-乳児や子供を抱いたり、膝の上に 
乗せて走行しないで<ださい。急 
ブレーキ時や事故のとを、大人と 
車の間に挟まれて重大なけびをす 
るおそれびあります。 


ルさな子供にはチヤイルドセーフティ 
シート 

日歳未満の子供にはチヤイルドセーフ 
テイシート（吕 -17) を使用ずること 
び法律で義務付けられていまず。 


子供はを席に 

-テ供はでさるだけ後席に乗せてく 
ださい。助手席では、テ供の動を 
び気になったり、モ供び運転装置 
をさわるなど、運転の妨げになる 
ことびあります。 

• チャイルドセーフテ イシー トは、 
必ず後席に装着してください。 

やむを得ず助手席に装着するとを 
は、車の進行方向に向けてチャイ 
ルドセーフテイシートを装着し、 
助手席シートを最後部に移動して 
<ださい。 

-子供を助手席に座らせるときは、 
助手席シートを最後部にし、正し 
く座らせてください。エアバッグ 
の作動時に大さな衝撃を受けるお 
それびあります。 







安全のために 


子供を乗せるとき 

子供には操作させない 

• ドアやドアウインドウは大人び開 
開してください。テ供び操作する 
と、身体を挟んだり、けびをする 
おそれびありまず。 

• U アドアのチャイルド プルーフ 
□ック （3-39) やドアウインドウ 
のセー フ テイスイッチ （3 -巨 8) を 
活用してください。 


ドアウインドウやスライディン グルー 
フ * ①開□部か5身体を出さない 

子供びドアウインドウやスライディン 
グルーフの開□部から身体を出さない 
よラにま意してください。けびをずる 
おそれびありまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 


車か5離れるとを 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になるおそれび 
あります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびありまず。 
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ま全のために 


慣5し運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで r 慣らし運転」ずること 
をお勧めしまず。 

新車時に十分な慣らし運転を行な5こ 
とにより、将来にわたってを定した性 
能を維持ずることびでをまず。 

知識 

新車時の高速走行後など、エンジ 
ン ルームから わずかに白煙び出た 
り、独特の臭いびすることびあり 
ます。これは防鐘保護ワックスび 
加熱されて発生ずるちので、故障 
や異萬ではあ D ません。走行距離 
び増すと臭いはな< なりまず。 


最初の1,已〇 0 km までは liTF のミ主意事 
項を守ってください。 

-エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び巨,000回転のとをは 
約4,000回転）を超えないよラに 
運転してください。 

-エンジンに大をな負担のかかる崖 
転は適けてくだごい。 

-いつち一定のエンジン回転数で走 
行ずるのではなく、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
<ださし、。 

. キックダウンや週度のエンジンブ 
レーキは避けてくださし、。 

• ティップシフト位置 [1 因、 B 因 、 [ill 
は山道などをお速で走行するとさ 
だけ使用してくださし、。 

走行距離び1,已 00 km を超えたら、ェ 
ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 
てください。 


慣5し運転^ ■ 

知識 1 

• ML 已3 AMG はが下のミ主意事項 
を守ってくださし、。 

0走行速度び1 40 km / h を超え 
ないよ5にしてくださし、。 

0エンジン回転数び4,500回 
転を超えた状態で長時間走 
行しないでください。 

• エンジンや駆動系部品の分解や 
交換をした後ち、慣らし運転を 
行なって< ださし、。 

. キックダウン： 走行中にアクセ 
ルペダルをいっぱいに踏み込む 
と、自動的に低いギアに切り替 
わり、エンジンの回転数び上 
びって素早<加速しまず。これ 
をキックダウンといいまず。 

• エンジンブレーキ： 走行中、ア 

クセルペダルを戻したとをに発 
生するエンジンの内部抵巧を利 
用した減速をエンジンブレーキ 
といいます。低いギアのときほ 
ど効さび強くなります。 





安全のために 


■ 111 I 


走行ずるとを 


アクセルペダルはおだやかに操作 

• 発進や加连ずるとをは、タイヤを 
空転させないよラにおだやひにア 
クセルペダルを操作して<ださい。 
タイヤを空転させると、タイヤだけ 
でなくトランスミッションや駆動系 
部品を損傷するおそれびあります。 

• 車間距離を十分に確保して、不要 
な急発進や急加速、急ブレーキを 
避けて < ださし、。 


横風び強いとを 

横風び強<、車び横方向に流されそラ 
なとをは、ステア U ングをしっかりと 
握り、いつちより速度を下げて進路を 
保ってくださし、。 


トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、ヘッドラ 
ンプを点灯してください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分ま 
意してくだごし、。 


エンジンブレーキのミき用 

下り坂び続くときは、エンジンブレー 
キを活用して<ださい。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効をび 
悪くなるおそれびあります。 


知識 

エンジンブレーキ：走行中、ァク 

セルペダルを戻したとさに発生ず 
るエンジンの内部あ抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低いギアのとさほど効さび強 
くなります。 


滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキを効 
かせないで < ださい。 
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ま全のために 


水たまりの通過を 

水たまりの通過をや洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このよラなとさは、後 
続車にミ主意しなびらほ速で走行し、ブ 
レーキの効をび回復するまでブレーキ 
ペダルを数回軽く踏んでくださし、。 


スタック（立ち往生）したとを 

-めかるみなどでタイヤび空転した 
り脱輪した状態から脱出するとさ 
は、タイヤを高速で空転させない 
でください。脱出直後に車び急発 
進して、事故を起こずおそれびあ 
ります。 


また、タイヤを高速で空転させる 
と異苗な過熱び起こり、タイヤの 
破裂や火災などの事故び起をたり、 
トランスミッシヨンを損傷ずるお 
それびあります。 

-スタックした状態から脱出ずると 
さは、タイヤ前後の±や雪などを 
取り除いたり、タイヤの下に板や 
石などをあてびうと効果的でず。 

また、オフ□-ドでの走行（已-已 0) 
ちご覧くださし、。 


走行ずるとき ■ 

道路冠水や車が水没したとを 1 

-冠水した道路を走行するとをに許 ~~ 
容されている最大水深は、約 
已〇巳 m です。 

また、レベルコント□ール装備車 
で車高をオフ□ー ドレべル3 (已- 
74) に設定したときは、最大約 
巨 Ocm です。 

-ミ可川などをミ度るときは（已-已 4) を 
ご覧ください。 

-豪雨などで道路び冠水し、マフ 
ラーに水び入ったときはミ夫してエ 
ンジンを始動しないで < ださし、。 
そのままエンジンを始動すると、 
エンジンに重大な損傷をちえるお 
それびあります。 

• 車び水没した場合は、水び引いた後 
でちエンジンを始動せずに、指定 
サービスエ場に連絡してください。 
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安全のために 


走行中に異常を感じた曰 


走行中に異常を感じたら 


警告口び点灯したとき 

ただちにま全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。それでち警告なび消灯しなし、と 
をは、指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。警告打び点灯したまま走行 
を続けると、事故を起こしたり、車 
に重大な損傷をちえるおそれびあり 
ます。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとを 

ただちにま全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してくださ 
し、。漏れやボディ下部に損傷を見つけ 
たとをは、運転を中止して指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。損傷を放 
置したまま走行を続けると、事故を起 
こずおそれびあります。 


走行中にタイヤがパンクしたり、破裂 
したとを 

あわてずにしつかりステア U ングを支 
えなびら、徐々に減速してま全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をすると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそれび 
あります。 
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ま全のために 


駐停車ずるとを 


駐車ずるときのを意事項 

-マフラーは 非當に高温になりまず。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃 
えやずいちのびある場所には駐停 
車しないでくださし、。 

-同柔をびドアを開くときは、周囲 
に危険びないことを運転をび確認 
して < ださし、。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では 
駐車しないでくださし、。 

-炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度びが苗に高くなりまず。ステア 
U ングやシートなどに触れると、火 
傷をするおそれびあります。 

-炎天下に駐車ずるときは、ウインド 
ウにカバーをしたり、ステアリング 
やセレクターレバー、シートなどに 
カバーやタオルをひけて、温度の上 
昇を抑えてください。 


-炎天下に駐車したをは、柔車する 
前に換気をずるなどして、車内各 
部の温度を下げてください。 

-フ□ントウインドウ周辺やボン 
ネットの吸排気□に枯れ葉や異物 
びある場合は必ず取り除いてくだ 
さい。車両下部の排水□び目詰ま 
りを起こし、室内に水び侵入する 
おそれびありまず。 


雪が降つているとさは 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあ0まず。 


急な坂道では 

急な坂道で駐車するとをは、シフトポ 
ジシヨンを la にして、パーキングブ 
レーキを確実に効ひせて<ださい。さ 
らに輪止めをしてください。 


駐停車ずるとき ■ 

仮眠ずるとき 1 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、ま 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のうちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さ出して 
事故を起こずおそれびあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンや マフラーび 異常過熱して义 
災の原因になるおそれびありまず。 


後退ずるとを 

後方視界び十分に確保でをないとを 
は、車から降りて後方のま全を確認し 
てくださし、。 






安全のために 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃露時の運輯 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨び降っていたり、濃霧び発生してい 
るとをは、路面び濡れて滑りやずく視 
界ち悪くなりまず。(下の点にま意し、 
いつちより慎重に運転してください。 

• 路面び滑りやすいので、タイヤの 
接地力び大さく低下し、通常より 
制動距離ち長くなりまず。 

また、見通しび悪いので歩行ちや 
障害物の発見び遅れびちになりま 
す。いつちより速度を下ば、車間 
距離を十分にとってください。 

• 濡れた路面では急激なエンジンブ 
レーキを効かせないで<ださい。 
滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、ス1」ップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびありまず。 
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• 路面び蕭れているとさは、クルー 
ズコント□ールを使用しないで< 
ださい。 

• 水たまりの通過後や激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで 
走行しているとをは、ブレーキの 
効きび悪くなることびあります。 
このとをは、後続車にミ主意しなび 
ら低速で走行し、ブレーキの効を 
び回復ずるまでブレーキペダルを 
数回軽く踏んでください。 

• ま全な視界を確保ずるため、必要 
に応じてデフ□スターや U アデ 
フオッガーを作動させてくださし、。 
またはエアコンデイシ ヨナー を作 
動させて車内を除湿してください。 


-雨降りや濃震時は、自分の車の存 
在を周囲に知らせるため、ヘッド 
ランプやフォグランプを点灯して 
ください。ただし、ヘッドランプ 
を上向さにすると、雨や濃震に反 
射して視界を損なったり、対向車 
を眩惑するので、下向をで点灯し 
て < ださし、。 

-濃霧のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるとさは、震び 
晴れるまで安全な場所に停車して 
ください。 






安全のために 


才ートマチック車の取り扱い 


運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上のま意を理解し、正し<操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」ちあわせてお読みください 

(5-1 7)〇 


才ートマチック車の特性 

ク U - プ現象：エンジンびかかってい 
るとを、セレクターレノ（一び ra、d 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくてち車びゆっくり動さ出しま 
ず。これをク U —プ現象といいまず。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低いギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早く加速します。 
これをキックダウンといいます。 


エンジンの始動前 

-ブレーキ ペダルは必ずち足で操作 
してください。不慣れな左足で操 
作ずると、事故を起こずおそれび 
あ0ます。 

-ブレーキ ペダルを踏み込んだとさ 
に、ペダルび一定のところで停止 
することやペダルの踏みしろの量 
を確認してください。 


エンジンの始動 

シフトポジションび la になってし、る 
ことを確認し、 ブレーキ ペダルを確実 
に踏んでエンジンを始動しまず。アク 
セルペダルを踏む必要はありません。 


オートマチック車の取り扱い 

発進 1 

-エンジンび適正なアイド U ング回 
転数になっていることを確認して 
<ださい。 

• シフトポジションを ID 、 ra にず 
るとさは、必ずブレーキペダルを 
十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

-急な上り坂で発進するとをは、 
パーキングブレーキを効かせたま 
まアクセルペダルを静かに踏み込 
み、車びわずかに動を出すのを確 
認してからパーキングブレーキを 
解除して発進して < ださい。 
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安全のために 


オートマチック車の取り扱い 
走行中 

• シフトポジションを Ul にしたま 
まで走行し続けないでくださし、。 
エンジンブレーキびまったく効か 
ず、ブレーキペダルだけで車连を 
調整しようとすると、車のコント 
□ールを失ラおそれびありまず。 

• 滑りやずい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こずおそれびありまず。 



停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、シフトポ 
ジシヨンび走行位置になると、車 
び急発進して事故を起こすおそれ 
びあります。 

• 急な上り坂での停車時、後退しよ 
ラとする車を、アクセルペダルを 
踏むことにより停止状態を保たな 
いで<ださい。トランス S ツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 

• 完全に停車する前に、シフトポジ 
シヨンを la にしないでください。 
トランスミッションを損傷するお 
それびあります。 


駐車 

• 駐車時や車から離れるときは、必ず 
シフトポジシヨンを la にして、 
ノ くーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

-後退したあとは、ずぐにシフトポ 
ジシヨンを la か Ml に房すように 
むびけてください。 m になって 
いることを忘れてアクセルペダル 
を踏み込むと、車び後退して事故 
を起こずおそれびありまず。 


-14 




安全のために 


こんなことにも注意 


運車5ずるときのを意事項 

-服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだ後は絶対に運転 
しないで < ださい。 

. ライターを車内に放置しないでく 
ださい。炎天下の車内は非常に高 
温になるため、ライターび発义し 
たり爆発ずるおそれびあります。 

-ペダル操作の巧げになるよラな靴 
(厚底靴など）やサンダル履をで運 
転しないで < ださし、。 

-ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの 
働ををして、火災び発生するおそ 
れびあります。 


違法改造はしない 

-違法改造はしないでください。違 
法改造や純正でない部品の使用は、 
保証の適用外になるだけでなく、 
事故の原因になります。 

定期交換部品などは純正品だけを 
使巧し、燃料や油脂類などは指定 
品を使用してくだごし、。 

-燃料やオイルの添加剤などは一切 
使用しないで<ださい。故障の原 
因になるおそれびあります。 

-無線機やオーディオなどの電装品 
を取り付けたり取り外ずとさは、 
指定サービスエ場におたずねくだ 
さい。 

自動車電話、携帯電話 

運転ちは、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないでください。道路交 
通法違反になります。なお、八ンズフ 
U —機能は使用でをますび、ま意力び 
散漫になり事故の原因になるおそれび 
あります。ま全な場所に停車してから 
使用してください。 


こんなことにち注意 

ナ ピゲーシヨ ンシステムは走行中に操 1 

作しない — 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
をるだけ走行中を避け、ま全な場所に 
停車してから操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最ル限 
(約]秒じ(内）にとどめてくださし、。 

きびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行びをいとさは、タイヤや 
エアクリーナー、オイル、フィルター 
類の点検整備や交換を、定期的な交換 
時期よりち早<行なラことび必要にな 
りまず。 
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SRS エアバッグ 
チヤイルドセーフテイシート 
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安全装備 


■ III I 11 



正しい運転姿勢になるよラに上記の 
点にま意してシートを調整して<だ 
さし、。 


警告 A 


• 運転席の柔員は必ず運商前に自 
分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してください。 
運転中に調整して操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびあります。 

-バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとを、 
けびをずるおそれびありまず。 

• シートのバックレストを大さく 
後方に傾けた状態で走行しない 
で<ださい。急 ブレーキ 時や衝 
突時などに身体びシートベルト 
の下を抜けてベルトの力び腹部 
や首にひかり、致命的なけびを 
するおそれびあります。 


ま意！ 

-シートを調堅しているとをは、 
シートの下や横に身体を入れた 
り、作動部に触れないでくださ 
し、挟まれてけびをするおそれ 
びあります。 

-シートの一部び身体や物に当 
たったとさは、それ liLh 操作し 
ないで < ださい。 

-誤ってシート調整スイッチに触 
れるとシートび動さ、柔員びけ 
びをするおそれびあります。子 
供を柔せているとをは十分を意 
してください。 


※車種や仕様によりシートのお状などは異なります。 
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シートベル 


シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員び受けるけがの被害を軽減させる 
乗員保護装置でず。 

急ブレーキや衝撃などを感知ずると 
シートベルトをロックして乗員び 
シートから放り出されないよラに拘 

■5^ しよ9 a 


シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正しく着用し、 
正しく取り扱ラことが必要です。 


シートベルトび首に 
当たったり、肩から 
外れないよラに高さ 
を調節する 


肩の中央にかかっている ' 


腰骨のでさるだけ低い位置' 
を通っている 


※車種や仕様によりシートの形状などは異なります。 


安全装備 


シート^'^ 



ねじれびない 


ベルトを急に引さ出して 
□ックすることを確認する 


バックルに正し< 
差し込まれている 


2 
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安全装備 


シ—トベルト 


シー トベルト①着用 



② 解除ボタン 

③ バックル 


シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルトを 
ゆっ <0引を出します。 

シートベルトび□ックして引き出 
せないとさは、シートベルトをか 
し戻してから、再びゆっくり引き 
出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認して、プレート①の先端を 
バックル③に差し込みまず。 

► 腰を通るベルトび腰骨のでをるだ 
けない位置にかかるよラにして、 
ベルトにたるみびないよラに身体 
に密着させます。 

► 肩を通るベルトび肩の中巧にかか 
つてし''ることを確認しまず。 


シートベルトを夕1•ず 

► 手でプレート①を持ち、バックル③ 
の解除ボタン③を押して、シートべ 
ルトをゆつくり巻を取らせまず。 
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安全装備 


フ□ントシートベルトの高さ調壁 



①□ック解除ボタン 
③アンカー 


シート^'^} 




シー h ベルトび首にかかった0、肩か 
ら外れたりしないよラに高さを調整し 
ます。 

高さは4段階に調整でさます。 


フ□ントシートベルト①高さを調壁ずる 

► 上げるときは、アンカー③をその 
まま上げます。 

► 下げるときは、□ック解除ボタン 
①を押しなびらアンカー③を下げ 
ます。 

調整後はアンカーび確実に□ック 
していることを確認してくだごい。 
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安全装備 


シ—トベルト 

警告 A 


• すべての乗員びシートベルトを 
着用して<ださい。シートべル 
卜を正し<着用していなかった 
り、シートベルトのプレートび 
バックルに確実に差し込まれて 
いないと、急ブレーキ時や衝突 
時などに身体を車内に激しくぶ 
つけたり、車外に放り出されて 
致命的なけびをするおそれびあ 
0ます。 

• シートベルトの機能び十分発 
揮でさるよラに、じ(下の点に 
ミ主意して正し<着用して<だ 
さい。 

◊バックレストをできるだけま 
直の位置にしてください。 

◊コートなどの厚手の衣類は着 
用しないでください。 


◊ シートに深く腰かけてくだ 
さい。 

◊ 肩を通るベルトを協の下に通 
さないでください。上体を固 
定でをず、衝突したとをなど 
に強い衝撃を受けまず。 

〇腰を通るベルトは腰骨のでを 
るだけあい位置にひけてくだ 
さい。腹部にかけると衝突し 
たとさなどに腹部び強 < 圧迫 
されます。 

◊ シートベルトびねじれた状態 
で着用しないでください。衝 
撃を分散でをなくなります。 

〇1本のシートベルトを2人が 
上で共用したり、シートべル 
卜と身体の間にパッグなどを 
挟み込まないでください。 


〇シートベルトク U ップなどを 
使用してシートベルトにたる 
みをつけないで < ださし、。 

◊テ供び着用ずるときは、着用 
状態を運転ちび確認して < だ 
さし、また、正しく着用でさ 
ない体格のテ供は適切なチヤ 
イルドセーフテイシートを使 
用してください。 

〇テ供を膝の上に柔せて走行し 
ないで<ださい。急 ブレーキ 
時や衝突時などに身体を車巧 
に激しくぶつけたり、車がに 
放り出されて致命的なけびを 
するおそれびあります。 

◊着用前に、シートベルトや 
バックルに損傷やちれびない 
ことを確認してくださし、。 
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安全装備 


ま意！ 

• シートベルトを正しく機能さ 
せ、損傷を防ぐために(下の点 
にを意してください。 

◊ ドアに挟んだり、鋭利な部 
分に当てない 

◊たばこの火など、熱いちの 
をお付けない 

◊バックル部分に異物を入れ 
ない 

◊着用時は胸ポケットにペン 
や眼鏡などを入れない 

◊ 分解や改造などをしない 

• 衝突後やシートベルトび大をな 
衝撃を受けたとさは、指定サー 
ビスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けてくださし、。 

• 純正部品ががのシートベルトは 
使用しないでください。 


• 妊娠中の方やけびの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートべ 
ルトを着用してください。 

• シートベルトの強度び低下し、 
柔員保護機能び損なわれるので 
清掃ずるとをは(下の点にミ主意 
して < ださい。 


〇強い酸性やアルカ U 性洗剤、 
有機溶剤などを使用しなし、 

◊乾燥時にドライヤーや直射 
日光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しなし、 


ンートへ/レト 

シートベルト着用警告 
pq シートベルト警ち灯 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 2 

点灯し、数秒をに消打します。 ~ 

点打しないとさは警告灯の異當ですの 
で、すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

エンジンびかかっているとをに運転席 
または助手席の乗員びシートベルトを 
着用していないとをは、シートベルト 
警告巧び点なします。 

シートベルト警告音 

運転席の柔員びシートベルトを着用せ 
ずにエンジンスイッチを2の位置にす 
るかエンジンを始動すると、警告音び 
数秒間鳴り、シートベルトの着用を促 
し Ct ^ 9 〇 






安全装備 


シ—トベルト 

走行中のシートベルト警告 

走行速度び約2目 km / h 政上になった 
とさに運転席または助手席の乗員び 
シートベルトを着用していないか、 
シートベルトをバックルからがしたと 
きは、シートベルト警告灯が点滅して、 
断続的な警告音を鳴ります。 

そのままの状態で約6日秒間走行する 
か、または停車したとさは警告灯は点 
灯に変わり、警告音ち鳴り止みまずび、 
シートベルトを着用しないまま再び走 
行を始めて速度び約2已 km / h 政上に 
なると、この警告は繰り返し行なわれ 
ます。 

知識 

助手席に重い荷物などを積んでい 
ると、エンジンがかかっていると 
さにシートベルト警告び行なわれ 
ることびあります。 


シート ベルトテン シヨナー 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後ち向から大さな衝撃を受けたとさに 
シ —トベルトを引さ込み、シートベル 
卜の効果を高める装置です。 

フ□ントシートと左ちリアシートの 
シートベルトに装備されています。 

シートベルトテンシヨナーは、エンジ 
ンスイッチび 2 の位置のとさに作動し 
ふ9 〇 


フ□ントシートのシートベルトテン 
シヨナーは、シートベルトびバックル 
に確実に差し込まれているときに作動 
しまず。 


また、車び横転したとさをシートべル 
トテンシヨナーは作動することびあり 
ます。 


「ベ J レ トノオ ~乂リ 三:■ツタ~_ ] 

ベルトフ オース リ三ッ ターはシー トべ 
ルトに一定 Li (上の荷重びかかったとさ 
に作動し、乗員の胸にかかる力を軽減 
し 9 〇 

フ□ントシートと左ちリアシートの 
シートベルトに装備されています。 
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安全装備 


注意！ 

• シー トベルトテン シヨ ナ ーび 作 
動ずると、シートベルトに強く 
締め付けられることがありまず。 

• シートベルトに強<締め付けら 
れている状態でシートベルトを 
外ずときは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみなびら 
バックルの解除ボタンを押して 
ください。シートベルトの張力 
により、解除したプレートが跳 
ね返り、けびをするおそれがあ 
ります。 

-パックル部分に作動の妨げにな 
るよラなちのびないことを確認 
してください。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず指定サービスエ場 
で新品と交換して < ださい。 

• 助手席に人び乗っていないとさ 
は、シートベルトをバックルに 
差し込まないで<ださい。事故 
などのとさに、シートベルトテ 
ンシヨナーび作動ずるおそれび 
ありまず。 


知識 

-シートベルトテンシヨナーの作 
動時にわずかなびら白煙び発生 
することびありますび、火災の 
必配はありません。 

また、ぜんそ< などの呼吸疾患 
のある方は一時的に呼吸障害を 
起こずおそれびありまずので、 
安全を確認のラえ車外へ出る 
か、ドアやドアウインドウを開 
さ換気を行なってくださし、 

. シートベルトテンシヨナ ーの 作 
動時に爆発音び聞こえまずが、 
通萬では聴力への影響はありま 
せん。 


. シー ト ベル トテン シヨナーが 作 
動ずると、エアバッグシステム 
警告巧が点巧しまず。 


ソ—トベルト 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車が施錠 
されていても、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグび作動 ^ 
ずると、ドアは自動的に解錠さ 
れまず。 

• 未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専 
用の処置が必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 
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安全装備 


PRE-SAFE (プレセーフ） 


PRE-SAFE (プレセーフ） 


PRE - SAFE は、緊急ブレーキや横滑 
りなどにより車び不安定な状態にある 
ことを感知したとさに、万一の衝突や 
横転に備えて乗員な護機能を高める装 
■です。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


PRE-SAFE の作動 

PRE - SAFE は、約3已 km / h じ(上で走 
斤しているとさ、じ(下のように作動し 
まず。 


◊ 衝突に備え、 PRE - SAFE 用の電動 
式シートベルトテンシ ヨナー び前 
席シートベルトを引を込み、シー 
トベルトテンシ ヨナー の効果を高 
めます。 

◊ メモ U — 付パワーシート装備車は、 
助手席び、エアバッグの作動に巧 
し不適切な位置にある場合は、シ 
ートを適正な位置に自動的に調整 
します。 

◊車の横滑りを感知ずると、万一の横 
転時に乗員び車外に放出されること 
を防ぐため、ドアウインドウとスラ 
イディングルーフ*びかし開いた状 
態まで自動的に開じます。 


車び不安定な状態から脱したときは、 
助手席の位置*、ドアウインドウやス 
ライデイングルーフの開を具合を再度 
調整してくださし、。 

ミ主意！ 

助手席の位置を調整するとをは、 
シート下部や後ちに物びないこと 
を確認してください。シートや物 
を損傷ずるおそれびあります。 


知識 

. 車び不ま定な状態から脱ずると、 
電動式シートベルトテンシヨナ 
一の張力び緩みまず。 

• 電動式シートベルトテンシヨナ 
一び解除されてちシートベルト 
び緩まないときは、シートの前 
後位置やパックレストの角度を 
少し後方に移動させると、シー 
トベルトび繰みます。 
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安全装備 



エアバッグは、シートベルトの効果を 
補助する装置でず。 


エアバッグの効果を発揮させるために 
は、シートベルトの正しい着巧び条件 
になりまず。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受ける 
と、収納されているエアバッグび瞬時 
にふくらんで柔員の前面や周囲にエア 
クッションを作り、柔員への衝撃を分 
散-軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動する 
エアバッグび異なります。 


運輯席/助手席エアバッグ 



①運転席エアバッグ 
ステアリングパッド部 
感 助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノ（ネル部 


SRS ェァバッグ ■ 

前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、柔員の頭部や胸部への衝撃を分 
散-軽減します。 

2 

また、車び横転したときを、運転席/ — 
助手席エアバツグは作動ずることびあ 
りまず。 

運転席/助手席エアバッグは、シー 
トベルトを着用しているとをに作動し 
ます。 


知識 

SRS は Supplemental Restraint 
System (柔員な護補助装置）の 
略です。 
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安全装備 


II I I 


フロント/リアサイドバッグ 


L ウインドウバッグ 




@フ□ントサイドバッグ 

運転席/助手席のバックレスト側面 
® リアサイドバッグ 
リアシートの左ち側面 


横方向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のサイドパツグび作動 
し、上体への衝撃を分散-軽減します。 

また、車び横転したとさもサイドバツ 
グは作動ずることびあります。 


愈ウインドウバッグ 

フ□ン ト ピラーから U アピラー間の 
ルーフ ライニング部 

横ち向からの強い衝撃を受けると、衝 
撃を受けた側のウインドウバッグが作 
動し、頭部などへの衝撃を分散•軽減 
しまず。 

また、車び横転したときちウインドウ 
バッグは作動することびありまず。 


SRS 


エアバツグシステム警告I灯 


エンジンスイッチを1の位置にずると 
数秒間点灯します。また、吕の位置に 
ずると点好し、エンジン始動をに消灯 


します。 


点灯しないとさや点灯後に消打しな 
いとさ、走行中に点灯したときはエ 
アバツグシステムやシートベルトテ 
ンシヨナーの故障です。ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてくだ 
ごい。 


知識 

エアバッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動したとさは、エアバッグ 
システム警告灯び点好しまず。 
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警告 A 


-エンジン始動ををエアバッグシ 
ステム警告巧び点灯するとさは、 
事故などの衝撃びあってちエア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しないおそれびあり 
ます。また、不意に作動するお 
それちあります。すみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 

- 運輯席は正しい位置に調整し、 
助手席はでさるだけ後部に動か 
し、エアバッグとの間隔を確保 
してください。間隔び狭すざる 
と、エアバッグび作動ずる衝撃 
でけびをするおそれびあります。 

-運転中はステア U ングのパッド 
部を持ったり、身体をステア U 
ングやダッシュボードにのせな 
いでください。 


-ウインドウやピラーの周囲にア 
クセサ U —などを取り付けない 
で < ださい。 

• アシストグ U ップやコートフッ 
クにかたい物や鋭利な物をかけ 
ないでください。 

• ステア U ングのパッド部やエア 
バッグ収納部に、バッジ、ス 
テッカー、 U モコンなどを貼付 
したり、市販のカップホルダー 
やアクセサ U —などを取り付け 
ないでくだごい。 

• 市販のシートカバーを使用しない 
でください。フ□ントサイドバッ 
グや1」アサイドバッグの作動び妨 
げられるおそれびありまず。 

-エアバッグ収納部やその近くに 
物を置かないでください。 


SRS ェァバッグ ■ 

• 膝の上にぺットや荷物を抱える 
など、エアバッグと柔員との間 
に物を置かないでください。 2 

• ルーム S ラーに巿販のワイド云 
ラーなどを取0付けないで<だ 
さい。 

-ドアなどの内張りに寄りひから 
ないでください。 

• 巧服のポケットなどに重い物や 
鋭利な物を入れないで<ださい。 
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SRS ェァバッグ 
ま意！ 

-エアバッグは高温のガスにより 
ふくらむため、すり傷や火傷、 
打撲などをずることびありまず。 

-エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
で<ださい。部品び熱<なって 
おり、义傷をずるおそれびあり 
ます。 

-エアバッグび作動した後は、必 
ず指定ヴービスエ場で新品と交 
換してくださし、。 

-エアバッグを取り外したり、 
関連部品や配線などを改造し 
ないでください。正しく作動 
しなくなったり、誤作動でけ 
びをずるおそれびあります。 


知識 

-車の前方ひらの衝撃び弱いとさ 
は シー トベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、エアバッグは作動 
しないことびあります。 

-ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
ごれていて ち、 エアバッグや 
シート ベルトテン シヨナー び作 
動すると、ドアは自動的に解綻 
ごれます。 

-エアバッグび作動すると、エア 
バッグシステム警告灯び点灯し 
ます。 


-エアバッグび作動ずると非常点 
滅灯び自動的に点滅します。自 
動的に点滅した非常点滅打を消 
灯ずるとさは、非當点滅巧ス 
イッチを押します。 

-エアバッグの作動時に爆発音 
び聞こえますび、通甫では聴 
力への影響はありません。 


-エアバッグの作動時にわずか 
に白煙び発生ずることびあり 
ますび、火災のむ配はありま 
せん。 

また、ぜんそ < などの呼吸疾 
患のある方は一時的に呼吸障 
害を起こずおそれびあります 
ので、ま全を確認のラえ車が 
へ出るか、ドアやドアウイン 
ドウを開さ換気を行なってく 
ださし、。 

-ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収ずる度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしを一致しません。 

-未作動のエアパッグを廃棄ずる 
とさは、廃棄専用の処置び必要 
でず。指定サービスエ場、また 
は専門業をに依頼してください。 
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運転席/助手席エアバッグが作動ずサイドバッグ/ウインドウバッグび 
るとさ 作動ずるとさ 


正面衝突などきの前方左も 
約30度！;■(内の方向から強 
い衝撃を受けたとを 

-約30。 

作動範囲 


約30。- 


r^ ^ 



客室部分に横ち向から強い衝撃を 
受けたとき 




SRS エァバッグ ■ 

運転席/助手席エアバッグび作動し 
ないとを 


後ろから衝突されたとを 2 



2-15 












































安全装備 


II 1 


運転席/助手席エアバッグび作動し 
ない場合があるとを 


サイドバッグ/ウインドウバッグが 
作動しない場合びあるとを 


いずれかのエアバッグが作動ずる場合 
びあるとを 


立木や電柱への衝突のとを 



斜めフ 

I 

5 向から衝撃を受けたとさ 

g が 


客室於夕 
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安全装備 



シートベルトは身長1已 Ocm じ(上の人 
び使用することを前提にしています。 
シートベルトび正しく着用でをない体 
格のテ供などは、適切なチャイルドセ 
一つテイシー トを使用してください。 

チャイルドセーフテイシートの取り扱 
いや装着方法については、製品に添付 
されている「取扱説明書」をお読みく 
ださし、。 


警告 A 


• シートベルトび正しく着用でを 
ない体格のテ供などは、チヤイ 
ルドセーフテイシートを使用し 
ないと、急ブレーキ時や衝突時 
などに身体を車内に激しくぶつ 
けたり、車外に放り出されて致 
命的なけびをずるおそれびあり 
す〇 


• 已歳未満のテ供を柔せるとをは、 
チャイルドセーフティシートを 
使用することび法律で義務付け 
られています。 

-已歳し i (上のテ供でち、シートべ 
ルトび正しく着用でさなし、モ供 
は、チャイルド セーフティシー 
卜を使用してくだごい。 

-身長]已 Ocm 未満のテイ共はチャ 
イルドセーフテイシートを使用 
して確実に身体を固定してくだ 
ごい。 


チャイルドセーフテイシート 

• テ供の体格に適合したチャイル 
ド セーフ テイ シー トを使用し、 

テ供を正しい姿勢で座らせ、身 2 

体をシートベルトで確実に固定 — 
して < ださい。 

• シー h ベルトび正し<着用でさ 
ない体格のテ供び、そのまま 
シートベルトを着用すると、首 
を締め付けた0、腹部を強<圧 
迫したりして致命的なけびをず 
るおそれびあ0ます。 

• チャイルドセーフテイシートは、 

後席に装着してください。 

• やむを得ず助手席に装着すると 
をは、必ず前向さに装着して、 
助手席をちっとち後ろの位置に 
して < ださい。 
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安全装備 


チャイルドセーフテイシート 
警告 A 


• 後ろ向きに装着するタイプの 
チャイル ド セーフテイ シー トは 
助手席に装着しないでくださし、。 
またタイプにかひねらず、助手 
席にはチャイルドセーフテイ 
シ ートを後ろ向きに装着しなし'! 
で<ださい。エアバッグび作動 
ずる衝撃で致命的なけびをする 
おそれびあります。 

チャイルドセーフテ イシー トに 
関する注意事項を記載したス 
テッカーび、サンバイヴーに貼 
付されていまず。 

• チャイルドセーフテイシートび 
損傷しているとをは新品と交換 
してください。大きな衝撃を受 
けたり、損傷したをのはモ供を 
保護でをません。 


• チャイルドセーフテイシートは 
確実に装着して<ださい。急ブ 
レーキ時などに、チャイルド 
セーフティ シー トび放り出され 
て柔員びけびをずるおそれびあ 
ります。 

• チャイルドセーフテイシートの 
下にクッシヨンなどを置かない 
でください。チャイルドセーフ 
ティシートび確実に装着されな 
し、おそれびあ0ます。 

• チャイルドセーフテイシートを使 
用しないとをは、車から取り外ず 
か、確実に固定してください。 

• チャイルドセーフテイシートは 
直射日光に当てないでください。 
炎天下では車内に置いたチャイ 
ルドセーフテイシートび高温に 
なり、子供び火傷をするおそれ 
び态 D ます。 


• 重い荷物やかたい物を積むとさ 
は、必ず荷物を固定してくださ 
し、。急ブレーキや事故のとさな 
どに荷物び前方に放り出され、 
柔員びけびをするおそれびあり 
まず。 

-子供だけを車内に残して車から 
離れないでください。 

〇運転装置に触れてけびをする 
おそれびありまず。 

◊誤ってドアを開さ、事故の原 
因になることびありまず。 

〇炎天下では車内び高温にな 
り、熱中症を起こずおそれび 
あります。 

◊寒;令時には車内び低温にな 
0、命にかかわるおそれびあ 
0ます。 
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安全装備 


チヤイルドセーフテイシート 


純正チャイルドセーフテイシート 

ダイムラー社では、子供の体重や年 
齢に応じた純正チャイルドセーフ 
テイシートを用意してし''ます。 

純正チャイルドセーフテイシートに 
は、じ(下のタイプびあります。詳しく 
は販売店におたずねください。 


選択の目ま 

シート名 

体重 

年齢 

べビーセー フ 
プラス 

約晦肝 

新生旧〜 9 力月位 

デュオプラス 

目〜181<呂 

助月〜 4 歳位 

キッド 

1 己〜 3 目! (邑 

3 歳半〜 12 歳位 


助手席エアバッグオフ表示灯 



①助手席エアバッグオフ表示灯 


チヤイルドセーフテイシート検知シス 
テム装備車のための表示巧で、曰本仕 
様には設定のない装備のため、表示灯 
としては機能しません。 

エンジンスイッチを1か吕の位置にし 
たとを、助手席エアバッグオフ表示灯 
び点灯することびありまずび、助手席 
エアバッグの機能は解除されません。 


※チヤイルドセーフティシートの種類や名称 
は予告なく変更されることびあります。詳 
しくは販売店におたずねください。 
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安全装備 


チャイルドセーフテイシート 


チヤイルドセーフティシート 
固定機構 

チヤイルドセーフティシートをシート 
ベルトで固定するとさ、シートベルト 
が引さ出されないよラに□ックして 
チヤイルドセーフティシートを確実に 
固定ずるシステムです。 

リアシートのシートベルトに装備され 
ています。 

警告 A 


テ供をチャイルドセーフティシー 
卜固定機構で遊ばせないでくださ 
い。固定機構び作動するとシート 
ベルトび引さ出し方向に動かなく 
なるため、誤ってシートベルトび 
首に卷さ付くと、窒息など致命的 
なけびをするおそれびあ0ます。 


固定機構を使用ずる 

► チャイルドセーフテ イシー トを、 
製品に付属の取扱説明書に従って 
正しく装着します。 

► シートベルトのプレートをパック 
ルに差し込んだ状態でシー h ベル 
卜をいっぱいまで引さ出した後、 
チャイルドセーフテイシートび確 
実に固定でさる位置までシートべ 
ルトを卷を取らせます。 

ま意！ 

チャイルドセーフテイシートを固 
定した後、シートベルトび引を出 
し方向に動かないことを確認して 
<ださし、。 


固定機構を解除ずる 

► シートベルトのプレートをノ（ック 
ルからがし、シートベルトを卷を 
取らせます。 

ま意！ 

シートベルトを着用した状態で上 
体を大きく動かしたときに、シー 
トベルトびいっぱいに引さ出され 
てチヤイルド セーフ テイシート固 
定機構び作動することびありまず。 
このとさは、固定機構を解除して 
から、シートベルトを再度着用し 
て < ださし、。 
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安全装備 


チヤイルドセーフテイシート 


ISO - FIX 対応チヤイルドセーフティ 
シート 固定装置 



①カバー 


左ちのリアシートに、 ISO - FIX 対応 
チヤイルド セーフ ティシート用の固定 
装置を装備しています。 

チヤイルドセーフティシートを装着ずる 

► カバー①を取り外しまず。 



②固定装置 


► 固定装置③にチャイルドセーフテ 
イシートを装着します。 

ま意！ 

チャイルドセーフテイシートを装 
着ずるとをは、中巧の席のシー h 
ベルトを巧み込まないよラにま意 
してください。 


警告 A 


-この固定装置は、体重 22 k 旨 ムソ 2 

下のモ供を柔せるときに使用し — 
てください。 

• チャイルドセーフテイシートは、 

必ず製品の取扱説明書の指示に 
従い、左ちの固定装置に装着し 
てください。装着のしかたを誤 
ると、事故のとさ、十分な効果 
び得られなかったり、チャイル 
ド セーフ テイ シー トびがれるお 
それびありまず。 

• チャイルド セーフテイ シートや 
固定装置び事故で損傷したり強 
い負荷を受けた場合は、新品に 
交換してください。 
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安全装備 


チヤイルドセーフテイシート 
テザーアン カー 



①カバー 
霞テヴーアンカー 


U アシートの背面にテヴーアンカー® 
を装備しています。 

それぞれのテヴーアンカーには、テ 
ヴーベルトを使用して、テヴーアン 
カーに対応した専用チヤイルドセー 
フテイシートを装着することびでさ 
ます。 

チヤイルドセーフテイシートの上部を 
固定することにより、事故のとさ、 
チヤイルドセーフテイシートの前ち 
への移動を抑えることびでさまず。 

カバー①を取りがして使用してくだ 
さし、 


警告 A 


. テザ—ベルトは、チャイルド 
セーフテイシートの位置に対応 
したテヴーアンカーに取り付け 
てください。 

. テヴーベルトびねじれたり、複 
数のテヴーべルトび交差しない 
ことを確認してください。 

-テヴーアンカーに、テヴーベル 
卜び確実に固定されていること 
を確認してください。 


知識 

純正チヤイルドセーフティシート 
には、テヴーベルトを装備してい 
ないタイプびあります。詳しくは 
販売店におたずね < ださい。 
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安全装備 



② テプー アンカー 

③ バックレスト 


④ ラゲッジ ルームカバー 収納リール 

⑤ へッドレスト 

テザーフックを取り付ける 

► テヴーアンカー ③の カバーを 取り外 

しますに-吕吕)。 

►へッ ドレスト⑥を上げまず。 


チヤイルドセーフテイシート 

► テヴー ベルト⑦を締めます。 



⑧ テヴーフック 
⑦ テヴーベルト 

►へッドレストの2本の支柱の間にテ 
ヴーベルトを通しまず。 

シート背をにラゲッジルームカバ 
—収納リール （3-48) を取り付け 
てあるとをは、テヴーベルトびバ 
ックレスト③とラゲッジルームカ 
ノ く一収納 U —ル④の間を通るよラ 
にします。 

► テヴーフック⑥をテヴーアンカー② 
にかけまず。 


► 必要であれば、ヘッドレストを少し 
下げます。 

テヴーべルトの動さび巧げられてし、 
ないことを確認して < ださし、。 
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インストルメントパネル 

3-2 

センターコンソール 

3-4 

キー 

3-7 

フ□ントシート 

3-17 

リアシート 

3-29 

ドア 

3-34 

テールゲート 

3-40 

ラゲッジルーム 

3-47 

ボンネット 

3-56 


. 運きちずる前に 


燃料給油 □ 

3-59 

盜難防止警報システム 

3-62 

パワーウインドウ 

3-6 色 

スライデイングルーフ 

3-69 

ルームミラー 

3-7 百 

ドア S ラー 

3-77 

ステア U ング 

3-81 

メーター パネル 

3-83 




運転ずる前に 


インストルメントパネル 



オフ n — ドパッケージ装備車 


※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置や形状び実際の車両と異なることびあります。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

⑩ 

ステア1」ング□ック 

解除八ンドル* 

3-81 

⑩ 

ステア U ング調整 
レバー* 

3-82 

⑩ 

パーキングブレーキ 
ペダル 

己-3目 

⑩ 

センターコンソール 

3-4 


操作部 

3-5 



3-6 

⑩ 

グ□ーブボックス 

八ンドル 

6-44 

⑩ 

グ□ーブボックス 
キーシ1」ンダー 

6-44 



を称 

ページ 

⑦ 

ステア U ング 

3-81 

⑨ 

ホーン/ 

運転席エアバッグ 

2-1 1 

⑨ 

セレクターレバー 

5-6 

⑩ 

ランプスイッチ 

己-23 

⑩ 

ドアミラー調整スイッチ 

3-77 


ドアミラー選がボタン 

3-77 


ドア云ラー格納/展開 

スイッチ 

3-80 


ドアウインドウスイッチ 

3-66 


セーフティスイッチ 

3-68 

⑩ 

テールゲートスイッチ* 

3-44 

⑩ 

ボンネット 
□ック解除レバー 

3-56 

⑩ 

エンジンスイッチ 

己-2 



名称 

ぺージ 

① 

マルチフアンクシヨン 

別冊 


コント□—ラー 



ヴイ ドビューカメラ/ 

曰-10巨 


パーキングアシスト U 

5-1 15 


アビューカメラ表示 


③ 

パークト□ニック 

曰- 10] 


インジケーター 



/作動表示1灯* 


③ 

エアコンデイシヨナー 

6-3 


コン 卜□ールパネル 

目-1白 

④ 

コンビネーシヨンレ 

曰-2己 


バー（へッドランプ/ 

曰-2目 


方向指示/ワイパー/ 

曰- 3] 


1」アワイパー) 

曰-34 

⑥ 

DSR /クルーズコン 

曰-巨2 


卜□—ル/可変スピー 

曰- 9] 


ド US ッターレバー 

曰-97 

⑥ 

メーターパネル 

3-83 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


センタ—コンソ—ル 


センターコンソール 


[オフ□-ドパッケージ装備車 



を称 

ぺージ 

① 

サスペンションモード 

選択スイッチ 

己-目8 

③ 

シートヒータースイッ 
チ（助手席） 

3-2 已 

③ 

ESP オフスイッチ 

己-47 

④ 

パーク ト□こ ック オフ 

スイッチ 

己-10已 

⑥ 

非苗点滅灯スイッチ 

己-3日 

⑧ 

走行モード選択スイッチ 

己-9 

⑦ 

シー ト ヒーター スイ ッ 
チ（運転席） 

3-2 已 

⑨ 

助手席エアバッグオフ 

表示灯 

2-19 



名祿 

ぺージ 

⑨ 

デイファレンシャル 
□ックダイヤル 

已-谷目 

⑩ 

□ーレンジスイッチ 

己-谷3 

⑩ 

DSR スイッチ 

曰-6日 

⑩ 

車高調整ダイヤル 

己-69 

⑩ 

盗難防止警報システム 
表示灯* 

3-62 


A 


エンジンスイッチを1か吕の位置に 
したとさ、助手席エアバッグオフ 
表示‘灯⑨び点灯することびありま 
すび、助手席エアバッグの機能は 
解除されません。詳しくはに- 19) 
をご覧ください。 



※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの配置やあ状び実際の車両と異なることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


センターコンソール 


r オフ□—ドパッケージ非装備車 




名称 

ぺージ 

① 

シートヒータースイッチ 
(助手席） 

3-2 已 

③ 

ESP オフスイッチ 

己-47 

③ 

DSR スイッチ 

己-巨日 

④ 

非常点滅灯スイッチ 

己-3日 

⑥ 

オフ□ード-ドライブ- 
プ□グラムスイッチ 

己-目已 



名称 

ぺージ 

⑥ 

シートヒータースイッチ 
(運転席） 

3-2 曰 

⑦ 

パークト□ニック 

オフスイッチ* 

己-10己 

⑨ 

助手席エアバッグオフ 
表示打 

2-19 

⑨ 

盗難防止警報システム 
表示灯* 

3-62 


A 


エンジンスイッチを1か吕の位置に 
したとさ、助手席エアバッグオフ 
表示灯⑨び点なすることびありま 
すび、助手席エアバッグの機能は 
解除されません。詳しくはに- 19) 
をご覧ください。 


※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの配置や形状び実際の車両と異なることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


センターコンソール 



を称 

ページ 

① 

シ ー トヒ ー タ ー スイッチ 
(助手席） 

3-25 

③ 

DSR スイッチ 

已-目日 

③ 

非苗点滅灯スイッチ 

已 -3 日 

④ 

走行モード 
選択スイッチ 

已 -9 

⑥ 

シートヒ ー タ ~ スイッチ 
(運転席） 

3-25 

⑧ 

パーク ト □こック 
オフスイッチ 

百-10已 



名称 

ぺージ 

⑦ 

車高調整スイッチ 

目-谷日 

⑨ 

助手席エアバッグオフ 
表示打 

2-19 

⑨ 

盗難防止警報システム 
表示打 

3-62 

⑩ 

ESP オフスイッチ 

5-47 

⑩ 

サスペンションモード 
選がスイッチ 

已 -78 



警告 A 


エンジンスイッチを 1 か 2 の位置に 
したとさ、助手席エアバッグオフ 
表示な⑨び点灯することびありま 
すび、助手席エアバッグの機能は 
解除されません。詳しくはに- 19) 
をご覧ください。 

※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの配置やあ状び実際の車両と異なることびあります。 
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運乾ずる前に 


キ— 


U モコン機能付さのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
綻に使用します。 

また、 それぞれのキーにはエ マージ ェ 
ンシーキーを収納しています。 

知識 

• 新たにキーをつくる場合は、指 
定サービスエ場におたずねくだ 
ごい。 

• 2つのキーを見わけるため、 
キーのストッパーの色は異なり 
弓 〇 


警告 A 


• テ供だけを残して車から離れな 
いでください。施錠されていて 
ち、誤って車内からドアを開い 
たり、運転装置に触れて、事故や 
けびをするおそれびあります。 


• 短時間でを、車内にキーを残し 
たまま車から離れないでくださ 
し、事故や盗難のおそれびあり 
ます。 


• 重い物や必要し i (上に大さな物、 
ステア U ングなどの操作部に接 
触する物をキーホルダーとして 
使用しないでください。 
キーホルダー自体の重みや、キ 
ーホルダーびステア U ングなど 
に接触することでキーびまねる 
と、エンジンび停止して事故を 
起こずおそれびあります。 


キー 

ま意！ 

• キーを紛失したとさは、盗難 
や事故を防ぐため、ただちに 
指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

• キーを強い電磁波にさらすと、 
U モコンに障害び発生ずるおそ 
れびあります。 

-キーは強い衝撃や水から避け 
て < ださし''。故障の原因にな 
りまず。 

-キーの先端部を巧したり覆った 
りしないで<ださい。故障や誤 
作動の原因になります。 

. 盗難や事故を防ぐため、車から 
離れるとさは必ず車を施錠して 
<ださし、。 






運転ずる前に 


キー 

リモコン機能 



①発信部 
③表示な 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑥ エマージェンシーキー 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさにが下の操作びでさます。 

-ドア、 テールゲート、 燃料給油 フ 
ラップの解綻/施綻 
-テールゲートの 開閉* 

-ドアウインドウとスライデイング 

ルーフ*の開閉 （3-1 3、 14) 

操作時に表示灯②び]回点滅しまず。 

EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 
①発信部 
③表示灯 

③ 施錠ボタン 

④ 解錠ボタン 

⑤ エマージェンシー キー 

⑥ テール ゲー ト 開閉ボタン 
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運乾ずる前に 


解錠ずる 

► 解錠ボタン④を押します。 

ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび解錠され、非當点滅巧び 
1回点滅しまず。 

施錠ずる 

► 施錠ボタン③を押します。 

ドア、テールゲート、燃料給油フ 
ラップび施錠され、非當点滅打び 
3回点滅しまず。 


* オフシヨンまたは仕様によ0装備び異なります 


テールゲートを 開く* 

► テールゲートび開を始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン⑧を押し 
続けまず。 

警告音び鳴りなびら、テールゲー 
卜び自動で開をます。 

テールゲートを 閉じる* 

► テールゲートび閉じ始めるまで、 
テールゲート開閉ボタン⑥を押し 
続けまず。 

警告音び鳴りなびら、テールゲー 
卜び自動で閉じます。 


知識 

車び施錠されているとさにテール 
ゲート開閉ボタン⑥を押ずと、 
テールゲートだけび解銳され、開 
をます。その状態でテールゲート 
開閉ボタンを押ずと、テールゲー 
卜び閉じ、施綻されます。 


キー 

ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

• U モコン操作で施强したとを 
は、が常点滅灯び3回点滅した 
こと、ドア、 テールゲート 、燃 
料給油フラッフび確実に施錠さ 
れたことを確認してくださし、。 

- U モコン操作でテールゲートを 
開くとさは、後ちや上方に十分 
な空間びあり、身体や物に接触 
するおそれのないことを確認し 
てください。 

- U モコン操作でテールゲートを 
閉じるときは、身体や物を巧ま 
ないよラに十分ま意してくださ 
し、。車の周りに子供びいるとを 
は、特にま意してください。 

-貴重品は絶対に車内に置いたま 
まにしないで<ださい。盗難の 
おそれびありまず。 
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運転ずる前に 


キー 

リモコン機能の設定切替 

U モコン操作での解錠時に、運転席ド 
アと燃料給油フラップだけを解綻ずる 
よラに設定でをます。 

リモコン機能の設定を切り曾える 

► 施錠ボタン③と解淀ボタン④を同 
時に約已秒間押し続けまず。 

キーの表示な③び2回点滅し、設 
定び切り替わりまず。 

この状態ではじ(下のよラに作動します。 

-解錠ボタン④を]回押すと、運転 
席ドアと燃料給ミ由フラップのみび 
解錠され、非苗点滅灯び]回点滅 
します。 

• 続けて約40秒しソ内に解綻ボタン④ 
を押すと、助手席ドア、 U アドア、 
テールゲートび解淀され、非常点 
滅灯び1回点滅しまず。 


リモコン機能の設定を元に戻ず 

► 施錠ボタン③と解錠ボタン④を同 
時に約已秒間押し続けます。 

キーの表示灯②び2回点滅し、元 
の設定に戻りまず。 


知識 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、 U モコン操 
作はでをません。 

• U モコン操作での解錠後約40秒 
な内に、が下のいずれかの操作 
をしないと、再び施綻されます。 

〇ドアを開く 
◊ テールゲートを 開く 
◊エンジンスイッチにキーを 
差し込む 

〇ドア□ックスイッチ（解綻） 
を巧す 

• 車びバッテ U —あびりを起こし 
たとをは、 U モコンの電池び正 
當でを U モコン操作での解錠/ 
施錠はでをません。 

• U モコンの電池び消耗ずると操 
作時に表お巧び点打せず、 U モ 
コン操作びでをなくなりまず 
び、エンジンは始動でをます。 
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運乾ずる前に 




r 施綻時①ドア S ラーの格納_ ] 

U モコン操作で施錠するときにドアミ 
ラーち併せて格納でをまず。 

格納されたドアミラーは、解錠した後 
にフ□ントドアを開くと展開します。 

この機能の設定と解除については （4- 
48) をご覧ください。 


知識 

ドア云ラー格納/展開スイッチで 
ドアミラーを格納してから施淀し 
たとをは、フ□ントドアを開いて 
ち、ドア S ラーは展開しません。 


□ケイターライティング 

周囲び暗いとを、 U モコン操作で解 
錠ずると、車幅灯、フ□ントフォグ 
ランプ、テールランプ、ライセンス 
ランプび点灯します。 

点巧したランプはが下のとさに消巧 
し Ct ^ 9 〇 

• 運転席ドアを開いたとさ 

• エンジンスイッチにキーを差し込 
んだとさ 

• 点巧してから約40秒経過したとを 

この機能の設定と解除については 
(4-38) をご覧ください。 


3-11 






運転ずる前に 




エマージ王ンシーキー 



①ストッパー 
③ エマージェンシーキー 


キーに収納されています。 

グ□ーブボックスを施綻/解錠ずる 
(巨- 44) ときに使用します。 

また、 U モコンび作動しないとをに、 
運転席ドアを解錠する （3-37) とを 
に使用します。 


エマージェンシーキーを使用ずる 

► ストッパー①を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー③ 
を矢印の方向に抜さまず。 

収納するとをは元の位置に差し込 
みまず。 


3-12 






運乾ずる前に 


r ヴ マーオープ ニング機能_ ] 

車内び暑くなっているとさなど、乗車 
ずる前に車内の空気を換気したいとさ 
は、 U モコン操作でドアウインドウと 
スライディングルーフ*を開くことび 
でさまず。 


キ— 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 
①発信部 
③解錠ボタン 


► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて、解湿ボタン 
③を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび 開をます。 

解錠ボタンから手を放すと、作動中 
のドアウインドウとスライディング 
ルーフはその位置で停止します。 


ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

- U モコン操作でドアウインドウ 
を開<とさは、ドアウインドウ 
に身体を寄りかけないでくださ 
し、。ドアウインドウとドアフ 
レームの間に身体び引さ込まれ 
てけびをするおそれびありまず。 

知識 

• U モコンを操作ずるとさは、 
キーの発信部を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて操作してく 
ださい。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとをは、 U モコン操 
作はでさません。 


* オフシヨンまたは仕様によ0装備び異なります 
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運転ずる前に 


キー 

コンビニエンスク□—ジング機能 

車から降りたをに、 U モコン操作でド 
アウインドウとスライディングルーフ 
* を閉じることびでをます。 

を意！ 

U モコン操作でドアウインドウやス 
ライディングルーフを閉じていると 
をに身体などび挟まれそラになった 
とをは、ただちに施錠ボタンから手 
を放し、解綻ボタンを押し続けて、 
ドアウインドウとスライデイング 
ルーフを開いてください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 



EASY - PACK 自動開閉テールゲート装備車 

① 発信部 

② 施錠ボタン 


► キーの発信部①を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて、施淀ボタン 
②を押し続けまず。 

すべてのドアウインドウとスライ 
ディング ルーフび 閉じます。 

施錠ボタンひら手を放すと、作動中 
のドアウインドウとスライディング 
ルーフはその位置で停止しまず。 


注意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下でI」モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

• U モコン操作でドアウインドウ 
やスライディング ルーフを 閉じ 
るとをは、開□部に異物びない 
ことを確認してくださし、。 

• U モコン操作で施綻したとさ 
は、車から離れる前に、すべて 
のドアウインドウとスライディ 
ングルーフび閉じていることを 
確認してくださし、。 

知識 

• U モコンを操作ずるときは、 
キーの発信部を運転席ドアのド 
ア八ンドルに向けて操作してく 
ださい。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるとさは、 U モコン操 
作はでさません。 
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運乾ずる前に 




r 電池の交換 _ I 

U モコンの作動可能距離び短くなった 
り、いずれかのボタンを押してを作動 
しない場合は、電池の消耗び考えられ 
ます。指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださし、。 

電池の交換は指定サービスエ場で行な 
ラことをお勧めします。 

警告 A 


電池はテ供の手の届かないところ 
に保管して<ださい。誤って電池 
を飲み込むおそれびあります。 

ちし電池を飲み込んでしまったと 
をは、ただちに医師の診断を受け 
て < ださい。 



① エマー ジェン シーキ ー 

② ストッパー 


電池の交換手順 

► ストッパー③を矢印のち向に押し 
なびら、 エマー ジェンシー キー ① 
を矢印の方向に巧き取りまず。 



① エマー ジェン シーキ ー 

③ 電池ケース 

④ 凹部 


► エマー ジェンシー キー① を凹部④ 
にかけて矢印の方向に押しなびら、 
電池ケース③を弓Iさます。 


知識 

キーのいずれかのボタンを押した 
とさにキーの表示灯び]回点滅す 
れば電池は正常です。 
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運転ずる前に 





③電池ケース 
⑥電池 
⑥電極板 


► 電池⑥を外し、新しい電池と交換 
します。 


知識 

- U チウム電池 （ CR 202 已）を 
2個使用しています。 

-電池を交換ずるとをは2個同時 
に交換してくださし、。 

-電池の表面に、巧れや脂分など 
び付着していないことを確認し 
てください。 


電池は2個とを®を上にして、電極 
板⑥の間に取り付けます。 

► 電池ケース③を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックします。 

► エマージェンシーキー①をキーに 
収納します。 


環境 9 


環境な護のため、使用済みの電池 
を廃棄ずるとさは、新しい電池を 
お買い巧めになった販売店で処分 
を依頼してください。 
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運乾ずる前に 


フ□ントシート 


フ□ントシートには li (下の3種類び 
あ0まず。 


4ウェイパワーシート 

3-18 

パワーシート 

3-19 

X モ U —付パワーシート 

3-20 


A 


運転席の柔員は必ず運転前に自分 
の運転姿勢に合った正しいシート 
位置に調整してください。運輯中 
に調整して操作を誤ると、車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびありまず。 


ま意！ 

-シートの調整をするとをは身体 
や物などび挟まれないよラにミ主 
意してくださし、。 

. シートを前方に移動するとをは、 
ダッシュ ボードと シー トの間に 
身体を挟まれないよラにミ主意し 
て < ださい。 

• U アシートを巧りたたんでし、る 
ときにフ□ントシートを後方に 
移動したり、バックレストをを 
方に倒すとさは、リアシートに 
接触しないよラにま意してくだ 
さい。フ□ントシート背面の収 
納ネットに収納している物や 
シートを損傷するおそれびあり 
ます。 


フ□ントシート 

• バックレストの角度やヘッドレ 
ストの高さを調整するとをは、 

サンノ（イヴーを収納して < ださ 
し、。へッドレストび最を高し、位 
置にあるとさは、サンバイヴー 
とへッドレストが接觸するおそ 3 

れびあります。 "" 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 


4ウェイパワーシート * の調舊 



シートを調舊ずる 

► シート調整スイッチを矢印①〜③ 
の方向に操作します。 

シートの前後位置は、レバーを④ 
のち向に引いたままシートを前後 
に動ひして調整しまず。 


矢 EP の 

調整内容 

ち向 

① 

バックレストの角度 

③ 

シートの高さ 

③ 

シートクッシヨンの角度 

④ 

シートの前後位置 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 



⑤□ック解除ボタン 


へッドレストの高さを調整ずる 

► 上ばるときは、ヘッドレストを引 
さ上げまず。 

下げるときは□ック解除ボタン⑥ 
を押しなびらへッドレストを下げ 
まず。 

ま意！ 

乗車するとをは、ヘッドレスト 
の中央び目の高さになっている 
ことを確認してください。 
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運転ずる前に 




[パワーシート * の調壁 ] シートを調壁ずる 

► シート調整スイッチを矢印①〜④ 
の方向に操作します。 


矢 EP の 

調整内容 

ち向 

① 

バックレストの角度 

③ 

シートの高さ 

③ 

シートクッシヨンの角度 

④ 

シートの前後位置 




⑤□ック解除ボタン 


へッドレストの高さを調舊ずる 

► 上げるときは、ヘッドレストを引 
を上げます。 

下げるときは□ック解除ボタン⑥ 
を押しなびらへッドレストを下げ 
まず。 


ま意！ 

乗車するときは、ヘッドレスト 
の中央が目の高さになっている 
ことを確認してください。 


* オプシヨンまたは仕様によ0装備び異なります 
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運転ずる前に 


III I 


シートを調舊ずる 

► シート調整スイッチを①〜⑥のち 
向に操作します。 


矢日口の 
方向 

調整内容 

① 

バックレストの角度 

② 

へッドレストの高さ 

③ 

シートの高さ 

④ 

シートクッシヨンの角度 

⑤ 

シートの前後位置 



メモリー付パワーシート * ①調舊 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


知識 

車種や仕様により、シートの前後 
位置を調整ずると、へッドレスト 
の高さを連動して上下します。 

ま意！ 

柔車するときは、ヘッドレストの 
中央び目の高さになっていること 
を確認してください。必要に応じ 
てへ ッドレストの高さを調整して 
くださし、。 
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r へツドレストの調壁_ I 

へツドレストには政下の2種類びあ 
0まず。 

-へツドレスト下部を前後に動かし 
て、へツドレスト角度を調整する夕 
イプ 

• へツドレスト全体を前後に動かして 
調整ずるタイプ 


運転ずる前に 


フ□ントシート 


角度を調壁ずるへッドレスト 



角度を調壁ずる 

► ヘッドレストの下部を持って、矢 
印の方向に動かしまず。 

へッドレストび後頭部に接するよ 
うに調整しまず。 


前後位置を調舊ずるへッドレスト 



前後位置を調舊ずる 

► へッドレストを矢印の方向に動か 
ふ自 a 

へッドレストび後頭部に接するよ 
ラに調整します。 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 


「ランバーサポート本 



①調整 レバー 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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腹部のサポートを調整でさます。 

ヴポートを増加させる 

► 調整レバー①を前方に操作します。 

ヴポートを減少させる 

► 調整レバー①を後方に操作します。 







運乾ずる前に 


Fneck pro アクティブへッドレスト1 

NECK PRO アクティブへッドレスト 
は、追突など後方からの衝撃を受けた 
ときに、フ□ントシートのヘッドレス 
卜び前方に動くことにより、乗員の頭 
部をより効果的に支持します。 

衝撃の大ささや衝撃を受けた方向に 
よっては 、 NECK PRO アクティブ 
へッドレストび作動しないことびあり 
9 〇 


警告 A 


フ□ントシートに市販のシートカ 
バーを使用しないでくださし 
NECK PRO アクティブへッドレス 
卜の作動び巧げられるおそれびあ 
りまず。詳しくは指定サービスェ 
場におたずねくださし、。 


フ□ントシート^ H 

ま意！ 

を全のため、追突など後方からの 
衝撃を受けたときは 、 NECK PRO 
アクティブへッドレストの点検を 
受けてくださし、。 

3 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 

作動した NECK PRO アクティブへッ 
ドレストを U セットずる 

事故などのとをに NECK PRO アク 
ティブへッドレストび作動した場合、 
U セットをしないと次に衝撃を受けた 
ときに NECK PRO アクティブヘッド 
レストび作動せず、頭部-頸部を保護 
ずることびでをません。 

この U セット作業は、指定サービス王 
場で行なラことをお勧めします。 

ヘッドレストの種類により、リセット 
方法び異なります。 



角度を調壁ずるへッドレスト 


► ヘッドレストの上部を①のち向に 
押します。 

► ヘッドレストを②の方向にいっぱ 
いまで押し下げます。 

► ヘッドレストを③のち向に押して、 
確実に□ックさせます。 

ちラー方のへッドレストでち同様の作 
業を行なってください。 



① U セットツール 

② へッドレスト 

③ ガイド 


前を位置を調壁ずるへッドレスト 

► へッドレスト③上部中央にある巧 
に、ガイド③におって車載のリセ 
ットツール①を差し込みます。 

► U セットツール①を、□ックする 
音び聞こえるまで矢印の方向に押 
し下げまず。 

► U セットツールを抜を、へッドレ 
ストを後ちおよび下方に強く押し 
戻して確実に□ックさせます。 

ちラー方のへッドレス h でを同様の作 

業を行なって< ださし、。 
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[ンートヒーター 



① シートヒータースイッチ 

② 表示巧 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに使用でさます。 

シートヒーターを使用ずる 

►シートヒータースイッチ①を押し 
まず。 


シートヒーター スイツチを押ずご 
とに点灯する表示灯②の数び変わ 
0、 シートヒーターの 作動び切り 
替わりまず。 


シートヒーターを停止ずる 

► シートヒータースイッチ①を押し 
て、表示好③を消打させまず。 


運転ずる前に 




点なしている 

mTmom 

作動内容 

3 

シー ト ヒーターが 強 
で作動します。 

約5分後に自動的に 
中に切り誓わります。 

2 

シー ト ヒーターが 中 
で作動します。 

約]日分後に自動的に 
弱に切り誓わります。 

1 

シー ト ヒーターが 弱 
で作動します。 

約20分後に自動的に 
停止します。 

〇 

停止しています。 
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運転ずる前に 


□ントシート 
を意！ 

-コートや厚手のを服な どを 着用 
している状態や、毛巧などのな 
温性の高いちのを シー トにかけ 
た状態で シー ト ヒーターを 使用 
したり、シート ヒーターを 連続 
して使用しないでください。異 
常過熱によりお温火傷（紅斑、 
水ぶくれ） を 起こしたり、シー 
ト ヒーターび故障す る おそれび 
ありまず。 


• Li (下の事項に該当ずる方は、熱 
すぎたり、1氏温乂傷をするおそ 
れびありまずので、十分にミ主意 
して < ださし、。 

◊乳幼児、お年寄り、病人、 
体び不自由な方 


◊ 皮膚の弱い方 
◊疲労の激しい方 

〇眠気をさそラ薬を服用され 
た方 

0飲ミ酉したち 

• シートに凸部のある重量物を置 
かないで<ださい。故障の原因 
になりまず。 


知識 

多くの電気装備を使用していたり 
バッテ U —の電圧び低<なると、 
シートヒーターび 停止ずることび 
ありまず。このとをは表示灯び点 
滅しまず。電圧び回復ずると、再 
び自動的に作動し、表示灯び点な 
します。 
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運転ずる前に 


G シート位置のメモリー機能* 


運窗席シートのスイッチ 

① ポジションスイッチ 

② メモ1」ースイッチ 


シート位置を記憶させることびでをま 
す。運転席シートでは、ステアリング 
の位置やドア云ラーの角度ち記憶させ 
ることびでさまず。 

記憶させたシート位置を呼び出ず 

► 呼び出したいポジションスイッチ 
①の]〜3のいずれかを押し続け 
まず。 

シートなどび動さはじめ、あらか 
じめ記憶させた位置になると停止 
します。 

I 知識 

ま全のため、ポジションスイッチ 
から手を放ずとシートなどは停止 
します。 


注意！ 

バックレストを大さく後方に傾け 
ているとさは、記憶位置を呼び出 
す前に、バックレストを起こして 
ください。 



フ□ントシート 

シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整します。 

運転席では、さらにステアリング 
の位置、ドア云ラーの角度を調整 
しよ弓。 〇 

ドアミラーの角度を調整するとき~~ 
は、エンジンスイッチを1か吕の位 
置にしてくださし、。 

► メモ U - スイッチ②を押します。 

► 約3秒じ(内にポジションスイッチ 
①の]〜3のいずれかを押します。 

確認音び鳴り、そのポジションスイ 
ッチにシート位置び記憶されまず。 

他のポジションスイッチにを同様の方 
法でシート位置を記憶させることびで 
さます。 


* オフシヨンまたは仕様によ0装備び異なります 
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運転ずる前に 


トシート 


マルチコントロールシーり（ツク * 



①バックレスト横ち向のヴ ポー ト調整 
③ラン バーサポー トの調整 

③ ラン バーサポー トの位置の調整 

④ シートクッション前部のヴポート調整 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


シートのサポートを調整します。 

エンジンスイツチび1ひ2の位置のと 
をに調整できます。 

スイッチは運転席/助手席のシート 
下部にありまず。 


シートクッシヨン前部①サポートを調 
舊ずる 

► スイッチ④を前方または後方に操 
作します。 

ラン バーサポー トを調壁ずる 

腰部のサポートを調整でをまず。 

► スイッチ③を押して、サポートの 
位置を調整します。 

► スイッチ③を押して、サポートの 
強さを調整しまず。 

バックレスト横ち向のサボートを調壁 
ずる 

► スイッチ①を左ちに操作しまず。 


知識 

スイッチを操作してち調整できな 
し、とさは、バックレストのエアタ 
ンクの圧力びほ下していまず。エ 
ンジンを始動してから再度調整し 
てください。 
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運転ずる前に 




アシ— 


r へッドレスト①高さを調整ずる 



①□ック解除ボタン 


へッドレストを高くずる 

► へッドレストを引を上げまず。 

へッドレストをほくずる 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
押し下げます。 

ま意！ 

乗車するとさは、ヘッドレストの 
中むび目の高さになっていること 
を確認してください。 


へッドレスト①脱着 
ヘッドレストを取り外ず 

► バックレストを前方に傾けます 

(3-31)。 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 3 
ヘッドレストを引き巧をます。 — 

へッドレストを取り付ける 

► バックレストを前方に傾けまず 

(3-31)。 

► 切り欠をのある支柱び左側の取り 
付け巧に乂るよラにして、ヘッド 
レストの支柱を取り付け巧に差し 
込んで□ックごせます。 


警告 A 


乗車するときは、必ずヘッドレスト 
を取り付けてくだごい。衝突時に重 
大なけびをするおそれびあります。 
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運転ずる前に 




r 分割巧倒式リアシート _ ] 

左ちいずれか一方、または両方のリア 
シートを巧りたたむことがでさます。 

警告 A 


• 大きな荷物を積まないときは、 
バックレストを起こしてくださ 
し、。ラゲッジルームの荷物など 
び前方に放り出され、けびをす 
るおそれびあります。 

. リアシートに乗車するときは、 
必ずバックレストを起こして確 
実に□ックしてください。事故 
や急ブレーキのとさなどに、け 
びをするおそれびあります。 


ま意！ 



リアシートクッシヨンを引き起こ 
したり、元の位置に戻すときは、 
ヒンジ周辺の部分（図中の X 印の 
ところ）などに身体や物び挟まれ 
ないよラにま意してください。 


U アシートを折りたたんでい 
るとさにフ□ントシートを後 
方に移動したり、バックレス 
卜を後方に倒すとさは、 U ア 
シートに接触しないよラにを 
意してくだごい。フ□ント 
シート背面の収納ネットに収 
細している物やシートを損傷 
するおそれびありまず。 

バックレストは非當に重量びあ 
りまず。倒すとをは身体を挟ま 
ないよラにを意して < ださし、。 
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運転ずる前に 





① ストラップ ③バックレスト ⑤フック 

② シートクツシヨン ④リ U — ス八ンドル 


リアシートを巧りたたむ 

► 巧りたたむ U アシートのヘッドレ 
ストをいっぱいまで下げまず。 


► UU — ス八ンドル④を引いて□ッ 
クを解除しまず。 

► バックレスト③を前方に倒します。 


► シートベルトをフック⑥にかけます。 


► シートクッション横にあるストラ 
ッフ①を引をます。 

シートクッション②の □ ックび解 
除ごれます。 

► シートクッション②を前方に引き 
起こします。 
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運転ずる前に 





③ シー トクッション 
③バックレスト 


バックレストび□ックされていない巧態 

⑥□ックインジケーター 


リアシートを元に戻ず 

► バックレスト③を元の位置に戻し、 
確実に□ックしまず。 


► □ックインジケーター⑥び見えな 
し、状態になっていることを確認し 
苗 〇 


► シートクッション②を元の位置に 
戻し、確実に□ックしまず。 


注意！ 

□ ックインジケーター⑥び見えて 
いるときはパックレストび□ック 
されていません。□ックインジ 
ケーターび見えなくなるまで、 
バックレストを確実に□ックして 
<ださし、。 
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運転ずる前に 


シートクッシヨンの脱着* 



① レバー 

② シートクッション取り付け部 


左ちいずれひ一ち、または両方のシ 
ートクッシヨンを取り外すことびで 
をまず。 

シートクッシヨンを取り夕1•ず 

► シートクッシヨンを前ちに引き起 
こしまず（3-31)。 

► シートクッシヨン裏のレバー①を 
引をなびら、シートクッシヨンを 
上方に取り外します。 

ま意！ 

シートクッシヨンを取り外したと 
をは、シートクッシヨン取り付け 
部③を後ちに倒さないで < ださし、。 


シートクッシヨン取り付け部②を 
後方に倒した状態でバックレスト 
を倒すと、シートクッシヨン取り 
付け部とバックレストび接触して、 
バックレストを損傷ずるおそれび 
ありまず。 


U ァシート^ 

シートクッシヨンを取り付ける 

► シートクッシヨン取り付け部②に 
シートクッシヨンを差し込みます。 

シートクッシヨンび確実に□ック 
されていることを確認します。 f 

► シートクッシヨンを後方に倒して、— 
□ックさせます。 

'1 ま意！ 

シートクッシヨンを取り付けたと 
きは、シートクッシヨンび確実に 
□ックされていることを確認して 
<ださし、。 


* オフシヨンまたは仕様によ0装備び異なります 
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運転ずる前に 


ドア 




①ドア八ンドル 

車がか!5開く 

► ドア八ンドル①を引きまず。 

車パか5閉じる 

► ドア八ンドル①をちって確実に閉 
じまず。 


③ドア レバー 

③ イン ナー グリ ップ 

④ □ックノブ 

車内か5開く 

► ドアレバー②を引きまず。 

ドアび施錠されているときは□ッ 
クノブ④び上びり、解綻されます。 

車内か5閉じる 

► インナーグ U ップ③をちって確実 
に閉じまず。 


警告 A 


-ドアは確実に閉じてください。 
ドアの閉じかたび不完全（半ド 
ア）な場合、走斤中にドアび開 
くおそれびあります。 

-ドアを開くとさは、周囲のま全 
を十分確認してくださし、。 

-同乗者びドアを開くとさは、危 
険びないことを運転ちび確認し 
て < ださし、。 


ま意！ 

• 車から離れるときは、エンジン 
を停止し、必ずドアを施銳して 
<ださし、。 

• ドアを閉じるとさは、身体や物 
を挟まないよラにま意してくだ 
さい。車の周りに子供びいると 
さは、特にま意してください。 
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運転ずる前に 


知識 

-助手席のドアと U アドアは、開 
いているとさに□ックノブを押 
し込んでから閉じると施綻ごれ 
ます。 

-ドアび完全に閉じていない状態 
で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに警告マークび表示されま 

す (10-7)。 

• ドア□ックスイッチや車速感応 
ドア□ックなどにより車び施錠 
されていてち、シートベルトテ 
ンシヨナーやエアバッグび作動 
ずると、自動的に解錠されまず。 


ィージーエントリー* 

運転席への柔り降りを容易にするた 
め、次のいずれかの操作をすると、ス 
テア U ングび上ちに移動します。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 

• エンジンスイッチび0ひ1の位置の 
とさに運転席ドアを開< 

ステア U ングは、次のいずれかの操作 
をすると、元の位置に戻ります。 

• 運転席ドアび閉じている状態で、エ 
ンジンスイッチにキーを差す 

• エンジンスイッチび0の位置のとを 
は、運転席ドアを閉じてから1の位 
置にする 


• エンジンスイツチび1の位置のとを 
は、運転席ドアを閉じて、吕の位置 
にする 


この機能の設定と解除については （4- 
47) をご覧ください。 


ドア 

ま意！ 

-子供だけを残して車から離れな 
し、でください。誤ってエンジン 
スイッチからキーを巧し''たり、 
運輯席ドアを開いたとさにイー 
ジーエント U —び作動し、身体 
び挟まれてけびをするおそれび 
あ0ます。 

. イージー エン ト U 一の 作動中に 
身体や物び挟まれないよラにま 
意してくだごし、。 

知識 

. イージー エント U 一の 作動を 停 
止するとさは、運転席のメモ 
U —スイッチひポジシヨンス 
イッチ、ステア U ング調整レ 
ノ（一のいずれかを操作してくだ 
さい。 

-ステア U ングの位置によって 
は、ステア U ングび上方に移動 
しないことびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


ドアごとに解錠/施綻する 



①□ックノブ 
③ドア レバー 


解錠ずる 

► ドアレバー®を矢印の方向に引き 
まず。 

このとさ、ドアを開さます。 

施錠ずる 

► □ックノブ①を押し込みます。 


注意！ 

-施錠後は、□ックノブが完全に 
下がっていることを確認してく 
ださい。 

-ロックノブが完全に下がってい 
ないドアびあるとさは、そのド 
アをいったん開を、再度閉じて 
から施錠して < ださし、。 
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運転ずる前に 



① エマージェンシーキーを抜く /差し 
込む位置 

② 解錠の位置 

U モコン操作で車を解錠でさないとさ 
は、運転席ドアのドア八ンドルのキー 
シ U ンダーにエマージェンシーキーを 
差し込み、解綻でをます。 

知識 

助手席ドアのドア八ンドルには 
キーシ1」ンダーはありません。 


運転席ドアを解錠ずる 

► エマージェンシーキー （3-12) を 
運転席ドアのドア八ンドルのキー 
シリンダーに差し込みます。 

► エマージェンシーキーを解錠の位 
置②にまわしまず。 

► ドア八ンドルをいっぱいに引をまず。 

運転席ドアの □ ックノブび上びり、 
運転席ドアび解錠されます。 

注意！ 

-エマージェンシーキーで運転席 
ドアを解錠して石、他のドア、 
テー J レゲート、燃料給ミ由フラッ 
プは解淀されません。 

-盗難防止警報システム装備車で 
は、 U モコン操作で施錠したを 
に、エマージェンシーキーで運 
転席ドアを解錠して開くと、盗 
難防止警報システムび作動しま 
す。警報を停止するには、キー 
をエンジンスイッチに差し込む 
か、キーの解錠ボタンまたは施 
錯ボタンを押しまず。 


ドア 

が常時の車の施錠 

U モコン操作で車を施綻でさないとを 

は、じ(下の方法で車を施錠してくださし、 

► すべてのドアを閉じた状態でドア 
□ックスイッチで車を施綻しまず。 

ドア□ックスイッチび作動しない 
とをは、すべてのドアの□ックノ 
ブを巧し込みます。 

► いずれかの U アドアから車を降り、 
そのドアを開いた状態でドアの □ 
ックノブを押し込み、ドアを閉じ 
9 〇 

車び施錠されまず。 

ミ主意！ 

-ドア□ックスイッチび作動せ 
ず、□ックノブを巧し込んで車 
を施綻したとをには、テール 
ゲー h び施綻されていないこと 
びあります。このとをは、車を 
施淀ずることはできません。指 
定サービスエ場に連絡して < だ 
さい。 

-キーの閉じ込みにミ主意して<だ 
ごし、。 
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運転ずる前に 


ドア□ックスイッチ 



運転席ドアのスイッチ 

① 解錠スイッチ 

② 施錠スイッチ 


車内から、すべてのドアと テールゲー 
卜をスイッチ操作で解綻/施錠でを 
ます。 


ドア□ックスイッチは、運転席ドアと 
助手席ドアにありまず。 

瞄錠ずる 

► 解綻スイッチ①を押します。 

施錠ずる 

► 施綻スイッチ②を押します。 

なのような場合はドア□ックスイッチ 
で解錠/施錠でさません。 

• U モコン操作で施綻しているとき 
-助手席ドアび開いているとさ 


注意！ 

ドアの□ックノブび下びっていて 

ち、車内のドア レバーを 引くとド 

アは開さまず。テ供び柔車してい 

るとをは特にミ主意してください。 

知識 

• ドア□ックスイッチで施錠して 
あるとを、車内のドアレバーを 
引いてフ□ントドアを開< と、 
化のドア、テールゲートち解綻 
されます。 

• ドア□ックスイッチで施錠して 
ち、燃料給油フラップは施錠さ 
れません。 

• ドア□ックスイッチにより施 
錠されていてち、エアバッグ 
やシートベルトテンシ ヨナー 
び作動ずるとドアは自動的に 
解挺されます。 
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運転ずる前に 


車速感応ドア□ック 

速度び約]已 km / h じ(上になると、ド 
アとテールゲートを自動的に施綻し 
9 〇 

この機能の設定と解除については 
(4-44) をご覧ください。 


ドア 


ま意！ 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で、車を移動したり、タイ 
ヤ交換などで車を持ち上げると 
をは、エンジンスイッチを0の 
位置にしてください。車輪び回 
転ずると施綻され、車がに閉め 
出されるおそれびあります。 

• 車速感応ドア□ックで施綻され 
たドアをドア□ックスイッチで 
解綻すると、ドアを開くひエン 
ジンを再始動するまで、車速感 
応ドア□ックは作動しません。 

知識 

車速感応ドア□ックにより施錯ご 

れていてち、エアバッグやシート 

ベルトテンシヨナーび作動すると 

ドアは自動的に解錠されまず。 


チャイルドプルーフ□ック（リアドア ）I 



①チャイルド プルーフ□ックレバー 
③解除側 
③設定側 

U アドアの車内のドアレバーを引いて 
を1」アドアび開かなくなりまず。 

チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 

► チャイルド プルーフ□ックレパー 
①を設定側③（下）にします。 

車内のドアレノ（一を弓 I いて、ドアび 
開かないことを確認して < ださし、。 

チャイルドプルーフ□ックを解除ずる 

► チャイルドプルーフ□ックレバー 
①を解除側②（上）にします。 
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運転ずる前に 


—ルゲート 


^ールゲート 


A 


エンジンをかけた状態でテール 
ゲートを開いたままにしないでく 
ださい。排気ガスび車内に入り、 
意識不明になったり、中毒死する 
おそれびありまず。 


を意！ 

-テールゲートを開くとさは、後 
方や上方に十分な空間びあり、 
身体や物に接触ずるおそれのな 
いことを確認してください。 

-テールゲートを開くとさは、 
テールゲートの動をにま意して 
<ださい。テールゲートのすぐ 
後ちにいると、テールゲートに 
接触して、けびをするおそれび 
ありまず。 


強風のとをにテールゲートを開 
くと、風にあおられ、テール 
ゲートび不意に下びることびあ 
りまず。風の強い曰は十分にま 
意してください。 

また、テールゲートに雪び積 
ちっているとをち同様にミ主意し 
てください。 

テールゲートを閉じたときは、 
テールゲー h び確実に閉じてい 
ることを確認してくださし、。 

テールゲートを閉じるときは、 
身体や物を巧まないよラに十分 
ま意してください。車の周りに 
テ供びいるとをは、特にま意し 
てください。 

テールゲートび開いているとを 
に1」モコン操作で施綻し、テー 
ルゲートを閉じるとテールゲー 
卜は施錠されます。キーの閉じ 
込みにミ主意して < ださい。 

ラゲツジルームには柔車しない 
でください。事故のとさ、けび 
をずるおそれびありまず。 


知識 

• テールゲートび完全に閉じてい 
ない状態で走行すると、警告音 
び鳴り、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに警告マークび表 
示されます。 

• EASY - PA 巳 K 自動開閉テール 
ゲート装備車は、テールゲート 
び自動で開閉しているとさに 
キーのテールゲート開閉ボタン 
かテールゲートク□ーヴース 
イッチ、テールゲート八ンドル、 
運転席ドアのテールゲートス 
イッチのいずれかを操作すると、 
テールゲートはその位置で停止 
します。 
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運転ずる前に 


テー 


^かか5の テールゲー トの開閉 



①テールゲート八ンドル 


テールゲートを開く _ 

(EASY-PACK 自動開閉テールゲート 
が装備車） 

► テールゲート八ンドル①を手前に 
引をまず。 

► テールゲートを引を上げまず。 


に ASY-PACK 自動開閉テールゲート 
装備車） 

► テールゲート八ンドル①を手前に 
引をます。 

警告音び鳴り、テールゲートび自 
動で開をまず。 

または 

► キーの テールゲート 開閉ボタン 
(3-8) を約2秒間押し続けます。 

警告音び鳴り、テールゲートび自 
動で開さまず。 
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運転ずる前に 


テ—ルゲート 


知識 

- EASY - PACK 自動開閉テール 
ゲート装備車では、マルチファ 
クシヨンディスプレイでテール 
ゲートの開く高さを2段階に設 
定できます （4-4 已）。 

-テールゲートび自動で開いてし、 
るとをに障害物との接触を感知 
ずると、テールゲートはその位 
置で停止しまず。 



③凹部 


テールゲートを閉じる 

(EASY-PACK 自動開閉テールゲート 
が装備車） 

► 凹部③に手をかけてテールゲート 
を引さ下ばます。 

► が側からテールゲートを軽<押さ 
スまず。 

ク□ージングサポーターび作動し 
て、テールゲートび閉じます。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、モ告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前に 





(EASY-PACK 自動開閉テールゲート 
装備車） 

► テールゲー h ク□ーヴースイッチ 
③を押します。 

警告音び鳴り、テールゲートび自 
動で閉じます。 

または 

► キーのテールゲート 開閉ボタン 
(3-8) を約2秒間押し続けまず。 

警告音び鳴り、テールゲートび自 
動で閉じまず。 


知識 

-テールゲートび自動で閉じてい 
るとをに巧み込みを感知ずる 
と、テールゲートは停止し、そ 
の位置から少し開をまず。 

• 完全に停車していないときは、 
テールゲートク□ーヴースイツ 
チ③でテールゲートを閉じるこ 
とはでさません。 
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運転ずる前に 


—ルゲート 


テールゲートを 開く 

► テールゲートスイッチ®を引き 
まず。 

警告音び鳴り、テールゲートが自 
動で開さます。 


④テールゲートスイッチ 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることがあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 



車内か5のテールゲートの開閉* 


知識 

-テールゲートび自動で開いてい 
るとさに障害物との接触を感知 
すると、テールゲートはその位 
置で停止します。 

• 完全に停車していないときは、 
テー )レゲー トスイツチ®で テール 
ゲートを開<ことはでさません。 
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運転ずる前に 


テールゲートを閉じる 

► テールゲートスイッチ®を押し 
9 〇 

警告音が鳴り、テールゲートび自 
動で閉じます。 


つ -ルヶ—卜 

知識 

-テールゲートが自動で閉じてい 
るときに挟み込みを感知する 
と、テールゲートは停止し、そ 
の位置から少し開さまず。 

Q 

-完全に停車していないとさは、 — 

テール ゲー トスイツチ®でテー 
ルゲートを閉じることはでさま 
せん。 
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運転ずる前に 


テ—ルゲート 


テール ゲート裏側のレバーで、 テール 
ゲートを角军錠して開 < ことびでさます。 
テールゲートを 開< 

► テールゲート裏側のカバー⑥を外 
します。 

► レバー⑥を矢印のち向に操作して、 
テールゲー トを開をまず。 


⑤ カバー 

⑥ レバー 


知識 

-レバー⑥でテールゲートを解錠 
してち、ドアと燃料給油フラッ 
プは解錠されません。 

-レバー⑥で解錠した後に、 テー 
ルゲー 卜を閉じると再び施錠さ 
れます。キーの閉じ込みにミ主意 
して < ださし、。 



テールゲート 裏側の レバーでの 解錠 


注意！ 

-盗難防止警報システム装備車は、 
U モコン操作で施錠した後に、 
レバー⑥でテールゲートを解綻 
して開くと、盗難防止警報シス 
テムび作動します。警報を停止 
するには、キーをエンジンス 
イッチに差し込むか、キーの解 
綻ボタンまたは施綻ボタンを押 
しまず。 

• EASY - PACK 自動開閉テール 
ゲート装備車は、テールゲート 
を開くとさに大をな力び必要に 
なります。テールゲートび不意 
に下びってをて、身体を巧まな 
いよラにま意してください。 
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運転ずる前に 


ラゲツジ ルーム 


r ラゲツジルームカバー 



①八ンドル 

© ラゲッジ ルームカバー 

@固定部 

©フック 


警告 A 


荷物を積むとさはラゲツジルーム 
カバーの下に納まるようにして、 
荷物を確実に固定してくださし、。 
急ブレーキや事故のとをなどに荷 
物び前方に放り出され、乗員びけ 
びをずるおそれびあります。 


I 注意！ 

ラゲツジルームカバーは 、リア 
シートのバックレストを起こした 
状態で使用してください。 


ラゲッジルーム I 

ラゲッジ ルーム カ パーを 使用ずる 

► 八ンドル①を持って、ラゲッジル 
-ムカバー②を U- ルから引さ出 
し CJ^ 9 〇 

► いっぱいまで引を出して、左ちの 3 

固定部③をフック④にかけます。 — 

ラゲッジ ルームカバーを 収納ずる 

► 八ンドル①を持って、ラゲッジル 
—ムカバー③をかし引をなびら、 

左ちの固定部③をフック④から外 
しまず。 

► ラゲ ッジルーム カバー ②を ゆっ く 
り卷を取らせます。 
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運転ずる前に 


ラゲツジルーム 

ラゲッジルームカバー収納リール 



①左側取り付け部 

③ □ック解除ボタン 
感 収納リールち端部 

④ ち側取り付け部 


リールを取りがず 

► ラゲツジルームカパーをリールに 
収納しまず。 

► □ツク解除ボタン②を押しなびら、 
収納 U —ルち端部③を左側にスラ 
イドごせます。 

収納 U —ルち端部③び左側に押し 
込まれ、収納 U —ルの長さび短く 
なりまず。 

► ち側取り付け部④から収納リール 
ち端部③を取り外します。 

► 収納 U —ルを取り外します。 


u— ルを取り付ける 

► 収納 U —ルち端部③び左側に押し 
込まれていて、収納 U —ルび短く 
なってし'>ることを5崔認します。 

収納 U —ルち端部③び左側に押し 
込まれていないとさは、□ック解 
除ボタン②を押しなびら、左側に 
押し込みまず。 

► □ ック解除ボタン②びち側および 
上面にくるようにしまず。 

► 収納 U —ルの左端部を左側取り付 
け部①に合わせまず。 

► 収納 U —ルち端部③をち側取り付 
け部④に合わせ、□ック解除ボタ 
ン②を押しまず。 

U —ルち端部③びち側にスライド 
してち側取り付け部④に固定され 
まず。 
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運転ずる前に 


II ■ 


[セーファイネツト 


A 


セーフティネットを使用ずるとさ 
は、しソ下の点にま意してくださし、。 
急ブレーキや事故のとさなどに荷物 
び前方に放り出され、乗員びけびを 
するおそれびありまず。 

• セーフティネットび確実に固定 
されていること 

• セーフティネットに損傷びなし、 
こと 

また、セーフティネットは重い荷物 
の移動を防ぐことはでさません。重 
い荷物を積載するとさは、確実に固 
定してください。 


の の 



①ストラップ 

セーフティネットを展開ずる 

► 2本のストラップ①を外しまず。 



② バー 

③ □ック解除ボタン 


► バー②を□ツクするまで開きまず。 

バー③はセーフテイネツトの下部 
にちラ1本あります。下部のバー 
ち□ックするまで開をまず。 


知識 

セーフテイネツトを収納するとさ 
は、上下のバーにある□ツク解除 
ボタン③を押しなびらバーを巧り 
たたみまず。 


》車種や仕様により、セーフティネットのお巧び異なる場合びあります。 
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運転ずる前に 


II 


セーフティネットの取り付け位置 



①フ□ントシート後ちの取り付け位置 ③取り付け部 
③1」アシート後ちの取り付け位置 ④□ツド 

セーフテイネツ トはフ□ントシートの 
後方①、または U アシートのを方②に 
取り付けることびでをまず。 


► U アシートの後方にセーフテイネ 
ットを取り付けるときは、ラゲッ 
ジ ルームカバー 収納 U —ルを取り 
がします。 

► セーフテイネット下側のフック⑤ 
およびアジヤスター⑨ （3 -已 1) び 
後方を向くよラにセーフテイネッ 
卜の上部を持ちまず。 

► セーフテイネットの□ッド④の片 
側を取り付け部③に差し込み、前 
方に押し込んで固定しまず。 

► □ッドを押し縮めなびら、ちラ片 
側の端を取り付け部③に差し込み、 
前方に押し込んで固定します。 
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運乾ずる前に 


ラゲツジルーム 



フ□ントシートを方に取り付けるとさ 
⑥フック 

⑧荷物固定用 U ング 


(リアシート足元） 

⑦ベルト 
⑨ アジヤスター 

フ□ン トシートをちに取り付けるとき 

► フック⑥を U アシート足元の荷物 
固定用 U ング⑥にかけまず。 



1」アシートをちに取り付けるとさ 
⑤フック 
⑦ベルト 
⑨アジ ャスター 
⑨荷物固定用リング 
(1」アシート後ち） 

リアシート後ちに取り付けるとき 

► フック⑥を U アシート後方の荷物 
固定用1」ング⑨にかけます。 


► ベルト⑦の端部を下方に引さまず。 

► 少しの間走行した後に、ベルトび 
ゆるんでいないことを確認しまず。 

ベルトびゆるんでいるとさは、ベ 
ルトの端部を引を、ベルトを締め ゥ 
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運転ずる前に 


II 


フ□ントシートを方に取り付けたとを 
⑥フック 

⑥ 荷物固定用 U ング 

⑦ ベルト 

⑨アジ ヤスター 



巧物固定用フック 


ラゲツジルームの左ちに荷物固定用 
フックびありまず。 


ま意！ 

荷物固定用フックには、約 4k 旨じ(上 
の荷物をかけないで< ださい。フッ 
クを損傷するおそれびありまず。 


①荷物固定用フック 



► アジャスター⑨を矢印の方向に引 
さ上げます。 

ベルト⑦びゆるみます。 

► 荷物固定用 U ング⑥からフック⑤ 
を外します。 

► □ッド④ （3 -已 0) を押し縮めなび 
ら、□ッドの端部を取り付け部か 
ら取り外しまず。 
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運乾ずる前に 


II ■ 


荷物固定用リング 



①荷物固定用1」ング（ラヴツジルーム内） 

荷物固定用 U ングはラゲツジルーム内 
①に4個、 U アシート足元②に2個あり 
ます。 



②荷物固定用リング （ リアシート足元) 


荷物固定用のアクセサリーは、ダイム 
ラー社の推奨品の使用をおすずめしま 
す。詳しくは指定サービスエ場におた 
ずね < ださし、。 


ま意！ 

. 荷物固定用 U ングには均等に力 
びかかるよラにして< ださし、。 

• 荷物の固定には擦れに強く丈夫 
な□ープを使巧し、荷物固定用 3 

U ングに通して確実に結んでく — 
ださい。 

-締め付けストラップを使用する 
場合は、荷物固定用 U ングに過 
大な力びかからないよラにミ主意 
してください。 
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運転ずる前に 


II 


I 荷物固定の例 



I 」アシートを使用でさる状態 

③ ネットを使用して巧物を固定 

④ 締め付けストラップと□ープを使用し 


て巧物を固定 


注意！ 

• 伸縮性のある□ープやネットを 
使用しないでください。重し、荷 
物を固定することびでさず、事 
故のとを、けびをするおそれび 
あります。 

• 固定ずる□ープやネットび荷物 
のちにかからないよラにしてく 
ださい。 

• 鋭い角のあるをのは、角の部分 
に カバーを してください。 

• 締め付けストラップは、荷物 
の上で交差するようにしてく 
ださし、。 


1」アシートを巧0たたんだ状態 

⑤ ネットと□ープを使用して巧物を固定 

⑥ 締め付けストラップを交差させ、□一 
プを使用して荷物を固定 
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運転ずる前に 


II ■ 


[ラゲツジルームに荷物を積むとき I 


①リアシートを使用して巧物を積んだ 
状態 

③リアシートを折りたたんで荷物を積ん 
だ状態 


荷物の積みちは車の走行を定性に大を 
く影響します。じ(下の点にま意してく 
ださし、。 

• ラゲッジルームには極端に重い荷 
物を積載しないでくださし、。 

• 重い物は車の中む近く（ラゲッジ 
ルーム前部）に確実に固定してく 
ださい。確実に固定でをていない 
と、急ブレーキ時などに荷物び動 
を、ラゲッジルーム内部を損傷す 
るおそれびありまず。 

• 荷物はラゲッジルームに積み 、 U 
アバックレストまたは前方に倒し 
たリアシートクッシヨンに接する 
よラにして < ださい。 

• 燃料を入れた容器やスプレーちな 
どを積まないでください。引义や 
爆発のおそれびありまず。 

• ラゲッジルームに荷物を積むとを 
はラゲッジルーム左ちのウインド 
ウより下の位置、またはラゲツジ 
ルームカバーより下の位置に積ん 
でください。 


リアシートに乗員びいないとを 


U アシートに乗員びいないとをは、荷 
物び前方に放り出されるのを防ぐた 
め、上図のようにシートベルトを交 
差させて、シートベルトのプレート 
を反対側のバックルに差し込んでく 
ださし、。 
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運乾ずる前に 




ボンネッ 


A 


-ボンネットから炎や煙び見えた 
とさは、ボンネットを開かない 
でください。火傷をするおそれ 
びあ0まず。 

-走行中はボンネット□ック解除 
レバーを引かないでくださし、。 
ボンネットび開いて事故を起こ 
すおそれびあります。 

-エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチび吕の位置の 
とさは、エンジンルーム巧には 
手を触れないでください。高電 
圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分びあり、それらに 
触れると非常にを険でず。 


• エンジンスイッチからキーを抜 
いていて百、冷却水の温度び高 
いとさはエンジンフアンなどび 
自動的に回転することびありま 
す。エンジンフアンなどの回転 
部分には身体や物をお付けない 
でください。 


► 運転席足元にあるボンネット□ッ 
ク解除レノ（一①を弓 I きまず。 


ボンネットを開< 



①ボンネット□ック解除レバー 
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運乾ずる前に 





②□ック解除ノブ 


► ラジェターグ U ルの上方にある□ッ 
ク解除ノブ②を矢印の方向に引を上 
げなびらボンネットを開をます。 


ま意！ 

-ワイパーアームを起こしたまま 
ボンネットを開かないで<ださ 
し、。ボンネットとワイパーび接 
触して、損傷するおそれびあり 
まず。 

-強風のとをにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネット 
び不意に下びるおそれびありま 
す。風の強し'!曰には十分に;主意 
して < ださし、。 

また、ボンネットに雪び積をつ 
ているときち同様にま意してく 
ださい。 


ボンネットを閉じる 

► ボンネットを引を下げ、ラジェター 
グ U ル上部から約 20 cm 〜 30 cm 
上方の位置で手を放して閉じまず。 

完全に閉じなかったとさは、ちう , 
一度ボンネットを開さ、同じ方法— 
でかし強めに閉じます。 


A 


走行前に、ボンネットび確実に 
□ックされていることを確認して 
ください。走行中にボンネットび 
開いて事故を起こすおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


ボンネット 
を意！ 

• エンジンルーム内に物を置し、 
たままボンネットを閉じると、 
ボンネットび変形するおそれ 
びあります。 

-ボンネットを閉じるとさは、身 
体や物を挟まないよラに十分ま 
意してください。車の周りに子 
供びいるとをは、特にま意して 
ください。 


知識 

ボンネットび完全に閉じていない 
状態で走行すると、警告音び鳴り、 
マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに警告マークび表示されます。 


ボンネットを垂直に開く 



③ □ックボタン 

④ 支は上部の□ックボタンの位置 

垂直位置まで開く 

► 左側す柱の下部にある□ックボタ 
ン③を押しなびら、ボンネットを 
押し上げて垂直の位置にしまず。 


□ックボタン③びすせ上部に移動 
し、□ツクごれます。 


垂直位置か5閉じる 

► 支柱上部に移動した□ックボタン 
④を押しなびら、ボンネットを閉 
じまず。 

知識 

垂直に開いたボンネットは、支柱 
上部に移動した□ックボタン④を 
押さなくてち通萬の開く位置まで 
下げることはでをまずび、その位 
置から閉じることはでをません。 

—度、垂直に開を、□ックボタン 
を巧しなびら閉じてください。 
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①燃料給油フラップ 



① 燃料給油フラップ 

② 取り外したキャップ 

③ ホルダー 

④ タイヤ空気圧ラベル 


運乾ずる前に 





燃料給油フラップを開く 

► エンジンを停止します。 

► 燃料給油フラップ①の矢印の部分 
を押します。 

キャップを取りかず 3 

► キャップを反時計回りにまねします。 

► キャップを^:合ミ由口から取り外します。 

取りがしたキャップ②を燃料給油 
フラップの裏側にあるホルダー③ 

に差し込みます。 

キャップを取り付ける 

► キャップを給油□に合わせます。 

► キャップをカチカチッといラ音び 
して空回りするまで、時計回りに 
まわします。 


燃料給油フラップを閉じる 

► 燃料給油フラップ①を押します。 
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運乾ずる前に 




知識 

-燃料給油フラップの裏側に、夕 
イヤ空気圧ラベル④び貼付して 
あります。タイヤ空気圧ラベル 
の見かたについては （8-18) 
をご覧ください。 

• U モコン操作での解錠/施錠に 
連動して、燃料給ミ由フラップを 
解錠/施錠されます。 


警告 A 


• エンジンをかけたまま給ミ由しな 
いでください。乂災び発生する 
おそれびあ0ます。 

-周囲に燃料びあるとさや燃料の 
巧いびするとをは、みして乂気 
を近付けないでください。火災 
び発生するおそれびあ0ます。 

-燃料を肌に付着させたり、気化 
した燃料を吸い込まないよラに 
してください。健康を害するお 
それびあ0ます。 


注意！ 

• 燃料は無銘プレミアムガソリン 
を使用してください。 

• 給油ノズルび最初に自動停止し 
た時点で給油を停止してくださ 
し、。燃料を入れすざると、燃料 
漏れのおそれや、エンジンび不 
調になったり停止するおそれび 
あります。 

• 燃料をこぼさないよラにま意し 
てくだごし、。 

燃料び車の塗装面に付着した 
とをは、すぐになを取ってく 
ださい。塗装面を損傷するお 
それびあります。 
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燃料給油フラッブび開かないとを 

U モコン操作で解錠してを燃料給油 
フラップの□ックび解除ごれないと 
さは、手動で□ックを解除します。 


運転ずる前に 


燃料給油口 



①ク U ップ 
③ カバー 


► ラゲツジルームち側のカバー②に 
ある2力所のク U ツフ①をコイン 
などで矢印の方向にまわし、カバ 
—③を取りがします。 



③ノブ 


► 内部にあるノブ③を後方に引をます。 
□ックび解除されます。 


ま意！ 

内部には金属び露出している部分 
びあります。必ず手袋を着用して 
作業を行なってくだごい。 
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運転ずる前に 


盗難防止警報システム 



①表示灯 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


盗難防止警報システムび待機状態のと 
をに、ドアやテールゲートび開けられ 
たりボンネットの□ックび解除される 
と警報び作動します。 


システムを待機状態にずる 

► U モコン操作で施錠します。 

表示灯①び点滅し、約10秒後に待 
機状態になりまず。 

システムび待機状態のとさは、表 
示巧①び点滅を続けまず。 


システムの待機状態を解除ずる 

► U モコン操作で解錠します。 
表示灯①び消灯します。 


知識 


U モコン操作で施錠した後、エマー 
ジェンシーキーで運転席ドアを解 
錠して開くと、警報び作動します。 
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運転ずる前に 


ま意！ 

-システムを待機状態にずるとさ 
はボンネットび完全に閉じてし、 
ることを確認してください。ボ 
ンネットの□ックび解除された 
状態でシステムを待機状態にし 
たとをは、ボンネットび開けら 
れてを警報は作動しません。 

• 待機状態のとさに車内のレバー 
を引いてドアや テールゲー トを 
開いたり、ボンネット□ック解 
除レバーでボンネットの□ック 
を解除すると警報び作動します。 
車内に人びいるとさは待機状態 
にしないでくださし、。 

-待機状態にしてち、表示な①び 
点滅しない場合は、システムび 
故障しています。ずみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


警報の作動 


システムび待機状態のとさ、じ(下のよ 
ラな状況を感知すると警報び作動し 
9 〇 

• ドアび開けられたとを 
• テールゲートび開けられたとさ 

• ボンネットの □ ックび解除された 
とさ 

警報び作動すると、サイレンび約30 
秒間鳴り、が苗点滅 I 灯び通南の約2倍 
の连さで約已分間点滅します。また、 
ルームランプや読書 I 灯などち約已分間 
点灯します。 

バッテ U —の接続び絶たれたとさ石、 
警報び作動します。 


盗難防止警報システム 

警報び作動したとき①解除ち法 

► キーの解錠ボタンまたは施綻ボタ 
ンを押ずか、エンジンスイッチに 
キーを差します。 

知識 3 

ドアや テールゲー トび開けられた 
り、ボンネットの□ックび解除さ 
れて警報び作動したとさは、それ 
らをすぐに閉じてち、警報は解除 
ごれません。 
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運転ずる前に 


盗難防止警報システム 


けん引防止警報機能* 

盗難防止警報システムび待機状態の 
とさ、車び傾いたことを検知ずると、 
けん引防止警報機能び働さ、サイレ 
ンと非當点滅灯の点滅による警報び 
作動します。 

けん弓 I 防止警報機能を待機状態にずる 

► U モコン操作で施湿しまず。 

約30秒後にけん弓 I 防止警報機能び 
待機状態になりまず。 

警報が作動したとをの解除ち法 

► キーの 解淀ボタンまたは施錠ボタ 
ンを押すか、エンジンスイッチに 
キーを 差しまず。 


けん弓 I 防止警 報機能の 解除 

車を立体駐車場に入れたり、力ーフエ 
U —や車両運搬車に柔せて移動ずると 
をは、けん引防止警報機能び作動する 
ことびありまず。 

そのよラなとさは、けん引防止警報機 
能を解除してください。 



けん引防止警報機能設定画面 


けん弓 I 防止警報機能を解除ずる 

► エンジンスイッチを1ひ2の位置に 
します。 

► マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにけん引防止警報機能設定画面 
を表示させます （4 -已1)。 

► D を押し、オフを選択します。 

けん引防止警報機能び解除され 
ます。 

► U モコン操作で車を施湿しまず。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


または 

► エンジンスイッチを1か2の位置に 
します。 

► マルチフアンクシヨンディスプレ 
イにエンジン停止時の表示設定画 
面を表示ごせます（4-42)。 

► ra を押し、"ケンインホ''ウシクイホゲを選 
択しまず。 



► エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、キーを抜さまず。 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に"ケンインホ''ウシケイホウオン’’と表示され 
ます。 

"ケンインホ''ウシケイホウすフ"と表示されたと 
をは、けん引防止警報機能び解除 
されていまず。そのまま、 U モコ 
ン操作で施錠してくださし、。 

► ステア I 」ングの ra または〇を 
押します。 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに"ケンインホ''ウシケイホウオフ’’と表示さ 
n' けん引防止警報機能び解除され 
ます。 

► U モコン操作で施錠します。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


盗難防止警報システム ■ 

ま意！ 

けん弓 I 防止警報機能を解除したとを 
は、必ずマルチフアンクシヨンディ 
スプレイに"ケンインホ''ウシケイホウオフ’’と表 
示されたことを確認してください。 


知識 

-けん引防止警報機能を解除して 
ち、盗難防止警報システムは作 
動します。 

• 次に U モコン操作で施綻するま 
で、けん引防止警報機能は解除 
されたままになります。 
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運乾ずる前に 


ウインドウ 


パワーウインドウ 


「ドアウインドウの開閉 



①フ□ントドアウインドウスイッチ 
感 リアドアウインドウスイッチ 


パワーウインドウスイッチは各ドアに 
ありまず。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウのスイッチびあります。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに、ドアウインドウを開閉でさます。 


ドアウインドウを開ぐ 

► スイッチを軽く押しまず。 

押している間だけ開さます。 

スイッチをいっぱいまで押ずと、 
自動で開さます。 

ドアウインドウを閉じる 

► スイッチを軽く引さまず。 

引いている間だけ閉じます。 

スイッチをいっぱいまで引 < と、 
自動で閉じます。 
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運乾ずる前に 


知識 

-ドアウインドウはリモコン操作 

で開閉でさます （3-1 3、 14)。 

-ドアウインドウが自動で開閉し 
ているとさに、スイッチを操作 
ずると、その位置で停止します。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
ずるか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約已分間は、 
ドアウインドウを開閉ずること 
がでさます。己分じ(巧にフロン 
トドアを開 < と、ドアウインド 
ウの開閉はでさな<なりまず。 

-ドアウインドウには挟み込み 
防止機能びあります。ドアウ 
インドウび自動で閉じている 
とさに挟み込みなどの抵抗び 
あると、ドアウインドウびた 
だちに停止し、その位置から 
かし下降します。 


パワーウインドウ 

ま意！ 


-運転席ドアのドアウインドウ 
は、挟み込み防止機能び作動 
してから約曰秒じ(巧に再度閉じ 
たとをは、挟み込みを感知し 
ません。 

-ドアウインドウが開いていると 
きに PRE-SAFE に- 10) び車 
両の横滑りを感知すると、ドア 
ウインドウび少し開いた位置ま 
で自動的に閉じます。 

-運転席ドアのスイッチで他のド 
アウインドウを開閉していると 
さは、助手席や U アドアのス 
イッチでドアウインドウを操作 
することはでさません。 


-ドアウインドウを開いていると 
きは、ドアウインドウに身体を 
寄りかけないでください。ドア 
ウインドウとドア フレーム のず 
さ 間に身体び挟まれてけびをす 3 

るおそれびあります。 

-ドアウインドウを閉じるとさ 
は、身体や物が挟まれないよラ 
にを意して<ださい。挟まれそ 
ラになったとさは、ただちにド 
アウインドウスイッチを押し 
て、ドアウインドウを開いて< 
ださい。 

-挟み込み防止機能には、挟み込 
みを感知しない範囲がありま 
す。ドアウインドウを閉じると 
さは十分注意してくださし''。 

-車から離れるとをや洗車のとさ 
は、ドアウインドウやスライ 
ディングルーフ * び完全に閉じ 
ていることを確認してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


) のーウイン ドウ 


セーフテイスイッチ 



①セーフティスイッチ 

1」アドアのスイッチによる U アドアウ 
インドウ操作びでさなくなります。 

モ供びリアシートに柔車ずるとをなど 
に使用してくだごし、。 


セーフティスイッチを設定ずる 

► セーフティスイッチ①を押して、 
押された状態にします。 

U アドアのスイッチからは1」アド 
アウインドウび操作でをなくなり 
まず。 

セーフティスイッチを解除ずる 

► セーフティスイッチ①を押して、 
押されていない状態にします。 

知識 

セーフティスイッチの設定/解除 
にかかわらず、運転席ドアのス 
イッチでは1」アドアウインドウを 
操作でさます。 


ドアウインドウび自動で開閉しない 
とさ 

バッテ U —あびりやバッテ U —の交換 
などで、一時的に電源び断たれたとさ 
は、ドアウインドウび自動で開閉でさ 
なくなることびありまず。 

このとをは、ドアウインドウを U セッ 
卜して < ださい。 

ドアウインドウを U セットずる 

► エンジンスイッチを1か吕の位置に 
します。 

► スイッチを軽く弓 I いて全閉にし、そ 
のまま2秒じ(上保持してください。 

► この操作を他のドアウインドウで石 
行ないまず。 

再び、ドアウインドウび自動で開閉 
でをるよラになりまず。 

詳しくは指定サービスエ場におたずね 
<ださし、。 
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運転ずる前に 



① スライデイングルーフスイッチ 

② 開く 

感 閉じる/チルトダウン 
④チルトアップ 
⑥閉じる/チルトダウン 


スライディングルーフを開閉ずる 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに操作でさます。 

スライディングルーフを開く 

► スライディングルーフスイッチ① 
を③の方向に軽く操作しまず。 

操作している間だけ開をまず。 

サン シエー ドび閉じている場合は 
連動して開さます。 

② の方向にいっぱいまで操作する 
と、自動で開をます。 

スライディングルーフを閉じる 

► スライディングルーフスイッチ① 
を③または⑥の方向に軽く操作し 
まず。 

操作している間だけ閉じまず。 

③ または⑥の方向にいっぱいまで 
操作すると、自動で閉じまず。 


スライデイングルーフ 


スライディングルーフをチルトアッ 
プ/チルトダウンずる 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
きに操作でをまず。 

スライディングルーフをチルトアップ 
ずる 

► スライディングルーフスイッチ① 
を④の方向に軽く操作します。 

操作している間だけチルトアップ 
しす a 

® の方向にいっぱいまで操作する 
と、自動でチルトアップしまず。 

スライディングルーフをチルトダウン 
ずる 

► スライディングルーフスイッチ① 
を感または®の方向に軽<操作し 
9 〇 

操作している間だけチルトダウン 
しまず。 

感または感の方向にいっぱいまで 
操作すると、自動でチルトダウン 
しまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 
警告 A 


乗員全員びシートベルトを着用し 
てください。シートベルトを着用 
していないと、車び横乾したとさ 
にスライデイングルーフの開□部 
から車がに放り出されて、致命的 
なけびをずるおそれびありまず。 


ま意！ 

-走行中はスライデイングルー 
フから身体を出さないで < だ 
さい。けびをするおそれびあ 
ります。 


-スライディングルーフには巧み 
込み防止機能びありますび、ス 
ライディングルーフを閉じると 
さやチルトダウンするとをは、 
身体などを巧まないよラにミ主意 
してください。特にモ供にはを 
意してください。 

-スライディングルーフの開□部 
に暖をかけたり、荷物を載せた 
りして大さな力を加えないでく 
ださい。スライディングルーフ 
を損傷するおそれびあります。 

-車から離れるとさや洗車のとを 
は、ドアウインドウとスライ 
ディングルーフび完全に閉じて 
いることを確認してください。 


• スライディングルーフの開□部 
から、角の尖った物を出し入れ 
しないで<ださい。スライディ 
ングルーフのシー J レ部を損傷ず 
るおそれびあります。 

• 降雨後や降雪後にスライディン 
グルーフを開くとさは、ルーフ 
上の水や雪などを取り除いてく 
ださい。車内に水や雪などび入 
るおそれびあります。 

• スライディングルーフ上に雪や 
氷び付着した状態で操作しない 
でください。スライディング 
ルーフを損傷ずるおそれびあり 
9 〇 
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知識 

• スライディング ルーフは u モコ 
ン操作で開閉でをまず （3-13、 
14)。 

• スライディングルーフび自動で 
開閉またはチルトアップ/チル 
トダウンしているとさに、ス 
イッチを操作すると、その位置 
で停止しまず。 

-スライディングルーフには巧み 
込み防止機能びありまず。スラ 
イディングルーフび自動で閉じ 
ているとさやチルトダウンして 
いるとをに挟み込みなどの抵抗 
びあると、スライディングルー 
フびただちに停止し、その位置 
から少し開をます。 


-スライディングルーフを開いて 
走行しているとを、走行風の影 
響などで空気の振動を感じる場 
合は、スライディングルーフの 
開度を変えるかドアウインドウ 
を少し開くと、解消ずることび 
お D まず。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するひ、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約已分間は、 
スライディングルーフを操作で 
をます。約已分じ(内にフ□ント 
ドアを開くと、スライディン 
グルーフの操作はでをなくな 
ります。 


運転ずる前に 


スライデイングルーフ 

• スライデイング ルーフび 開し、て 
し、 るとをに PRE-SAFE (2- 
10) び 車の横滑りを感知す る 
と、 スライディング ルーフび 少 
し開いた位置まで自動的に閉じ 
まず。 3 

-スライデイング ルーフび 開閉で 
をないとさは、指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 

自動チルトアップ機能 

スライディングルーフを開いた状態 
で、エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、エンジンスイッチからキーを巧 
いたとをは、な下のとをにスライディ 
ングルーフび自動で閉じ、チルトアッ 
プした状態で停止します。 

-降雨などによりレインセンサーび 
雨滴を感知したとを 

• エンジンスイッチを0の位置にす 
るか、エンジンスイッチからキー 
を抜いてから、約] 2時間経過した 
とを 


ま意！ 

-自動チルトアップ機能で閉じて 
し、るスライデイングルーフに 
は、巧み込み防止機能びありま 
ずび、スライデイングルーフか 
ら身体や物などを出さないでく 
ださし、。 

• 請れたタオルなどでフ□ントウ 
インドウを巧くと、スライデイ 
ングルーフび閉じることびあり 
9 〇 


知識 

• レインセンサーに雨滴びかから 
ないとさは、自動チルトアップ 
機能は作動しません。 

• 自動チルトアップ機能でスライ 
ディングルーフび閉じていると 
をに挟み込みなどの抵おびある 
と、挟み込み防止機能び働を、 
スライディングルーフびただち 
に停止し、その位置から少し開 
さまず。その後自動チルトアッ 
プ機能は解除されます。 

• 自動チルトアップ機能は、エン 
ジンスイッチび1か吕の位置の 
とをやスライディングルーフび 
チルトアップしているとをは作 
動しません。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから約已秒間は、 
自動チルトアップ機能は作動し 
ません。 
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運乾ずる前に 


スライデイングルーフ 


r サンシエ-ド 



① グリップ 

② サンシェード 


サンシェードを開閉ずる 

► グ U ップ①を持って開閉しまず。 

スライディングルーフを開くと、連動 
して開をます。 


ま意！ 

スライデイングルーフび開いてい 
るときに、サンシエード②とルー 
フ内張りの間に身体び挟まれない 
よラにま意してくだごい。 


スライデイングルーフび開いてい 
るときは、サンシエード②を閉じ 
ることはでをません。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 


r スライディングルーフのリセット I 

じ(下のとさは、スライディングルーフ 
び自動で全開しないことびありまず。 
スライディング ルーフの 1」セットを行 
なって < ださい。 

• バッテ U —あびりやバッテ U — 交 
換などで電源び断たれたとさ 
• スライディングルーフびスムーズ 
に作動しないとさ 

-スライディングルーフを修理した 
とを 


スライディング J レーフを U セツトずる 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ふ9 〇 


► スライディングルーフスイッチを 
④の方向 （3 -巨 9) に押してチルト 
アップし、そのまま約2秒じ(上押 
し続けまず。 

► スライディングルーフを操作して、 
自動で全開することを確認します。 

スライディング ルーフび 自動で全 
開しないとをは、再度 U セット操 
作を行なって< ださし、。 


知識 

スライディング ルーフの U セツトび 
でをないとをなどは、指定サービス 
工場で作業を行なってください。 
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運乾ずる前に 


II ■ 


ルーム5ラーを調壁ずる 

► 手で ルーム S ラーの 角度を調整し 
9 〇 

ま意！ 

ドアミラーには死角びあります。 
車線変更をするとをは、必ずルー 
ム云ラーでち後ちを確認して<だ 
さい。また、必ず肩ごしに直接斜 
め後方を確認して < ださい。 

①センサー 


J レー公ニフー 


ルーム S ラーの調藝 


化 


A 


ミラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整ずると、事 
故を起こずおそれびあります。 
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運転ずる前に 


ルーム5 ラー 
自動防眩機能 

周囲び暗<、エンジンスイッチび1か 
吕の位置のとを、ルーム S ラーのセン 
ヴー①び後続車のライトを感知ずる 
と、自動的にルーム S ラーの色の濃 
度び変わり眩しさを防止しまず。 

知識 

-ルームミラーのセンサー①に後 
方からのライトび当たらないと 
をは、自動防眩機能は作動しな 
いことびあります。 

• シフトポジションび ra のとさ 
やフ□ントルームランプび点打 
しているときは自動防眩機能は 
解除されます。 

-ルーム云ラーと連動して運転 
席側のドア云ラーち防眩にな 
ります。 


ま意！ 

- S ラーのガラスび破損すると、 
液体び漏れ出すことびありま 
ず。この液体は物を腐をさせる 
性質びありますので、目や皮膚 
に直接触れないよラを意してく 
ださし、。 

-万一、液体び目に入ったとをや 
皮膚に付いたとさは、ただちに 
清潔な水で十分に洗い流し、医 
師の診断を受けてくださし、。 

. 液体び車の塗装面に付着した 
とさは、ただちに水で湿らせ 
た巧などで拭さ取ってくださ 
し、塗装面を損傷ずるおそれ 
びあります。 


• ルーム S ラーのミちれを取ると 
さにガラスク1」ーナーを使用 
する場合は、必ず指定サービ 
スエ場にごホ目談ください。ガ 
ラスク1」ーナーによつては、 
ルーム-ラーび変色するおそ 
れびあります。 

• セーフティネットを使用してい 
るとをなど、ルーム S ラーのセ 
ンサーび後続車のライトに照射 
されないとさは、自動防眩機能 
は作動しません。十分を意して 
走行してくださし、。 
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運転ずる前に 




ドア巧一 


A 


ミラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整ずると、事 
故を起こずおそれびあります。 


[ドアミラーのち度調舊 



①助手席側ドア云ラー選択ボタン 
③運転席側ドア云ラー選択ボタン 
③ドアミラー調整スイッチ 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに調整でをまず。 

ドアミラーのち度を調壁ずる 

► 調整したい側のドア S ラー選択ボ 
タン①または②を押しまず。 

ボタンの表示灯び点灯しまず。 

► ドア云ラー選択ボタンの表示灯び 
点好しているときに、ドアミラー 
調整スイッチ③を操作してドアミ 
ラーの角度を調整します。 


3-77 
















運転ずる前に 


ドァ5ラ- 
を 意！ 

-ドア云ラーに写った像は実際よ 
りち遠くにあるように見えます。 
ドアミラーで後方を確認ずると 
さは十分ま意してくださし、。 

-ドア S ラーには死角びあります。 
車線変更をずるとをは、必ず 
ルーム S ラーで ちを方を確認し 
てください。また、必ず肩ごし 
に直接斜め後方を確認してくだ 
ごい。 

-ドア S ラーは車体の側面から突 
さ出ています。ずれ違いや車庫 
入れのとさ、また、歩行ちなど 
に十分を意してくださし、 

-ドア云ラーの巧れを取るとさに 
ガラスク U —ナーを使用ずる場 
合は、必ず指定サービスエ場に 
ご相談ください。ガラスク U — 
ナーによつては、ドアミラーが 
変色するおそれびありまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


知識 

-ドア S ラー には ヒーター び装着 
されています。1」アデフォッ 
ガー（巨-14、 30) を作動させた 
とをやが気温度び下びつたとを 
は、自動的に温め5れ、凍結を 
防ぎまず。 

. 車種や仕様により、ドアミラー 
の角度は、 運転席シートやステ 
アリングの位置と併せて記憶さ 
せることびできまず （3 -吕7)。 

-運転席側ドア云ラーは、ルーム 
S ラーに連動して防应になりま 

ず （3-7 巨)。 


-ドア S ラーの角度を調整しない 
まま約]已秒経過すると、ドア云 
ラー選択ボタンの表示灯は消灯 
します。 


助手席側ドアミラーのパーキングへ 
ルプ機能* 

シフトポジションを IS 1 にしたとを 
に、助手席側ドア云ラーの角度びあら 
かじめ記憶させていた角度になり、車 
両後方の視界を確保して、後退を容易 
にずることびでさます。 

エンジンスイッチび2の位置のとをに 
作動しまず。 

ドア S ラーを I 己廈させていた角度にずる 

► 助手席側ドア S ラー選択ボタン① 
を押しまず。 

► シフトポジションを13にしまず。 

助手席側ドア云ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 
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運転ずる前に 


助手席側ドア S ラーは次のいずれかの 
ときに元の角度に戻りまず。 

• シフトポジションを ra から伸.の 
位置にして約10秒経過したとを 

-走行速度び約] Okm / hliLh になつ 
たとさ 

-運転席側ドア S ラー選択ボタン② 
を押したとを 


ドァ5ラ- 

助手席側ドア S ラーのち度の記憶 


知識 

-運転席側ドア云ラー選択ボタン 
②び押されているときは、助手 
席側ドア S ラーの角度は変わり 
ません。 

-パーキングヘルプ機能び作動し 
ているとさは、助手席側ドアミ 
ラー選択ボタンの表示打び点灯 
したままになります。 


パーキングブレーキを確実に効か 
せ、エンジンを停止しまず。 

エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 3 

助手席側ドア云ラー選択ボタン①— 
を押します。 

シフトポジシヨンを13にしまず。 

助手席側ドア S ラーの角度び、あ 
らかじめ記憶させていた角度にな 
りまず。 

ドアミラー調整スイッチ③で、助 
手席側ドア云ラーを後退時に後方び 
確認しやずい角度に調整します。 

調整した角度び新たに記‘慮さ n ます。 
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運転ずる前に 


ドァ5ラ- 

ラーの 格納/展開 



め 格納/展開スイッチ 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
をに操作でをます。 

ドア云ラーを格納ずる 

► 格納/展開スイッチ④を押します。 

ドア云ラーを展開ずる 

► 再度、格納/展開スイッチ④を押 
します。 


ま意！ 

-ドアミラーは手で格納したり、展 
開しないでください。ドア S ラー 
を損傷するおそれびあります。 

-走行するとさはドアミラーを展 
開してください。 

-ドアミラーを格納/展開してい 
るとをは、身体や物び挟まれな 
いよラにま意してください。車 
の周りにテ供びいるとさは、特 
にを意してください。 

-洗車機を使用するとをはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
S ラーを損傷するおそれびあり 
まず。 


知識 

• U モコン操作で施綻ずるとさに 
ドアミラーち併せて格納できま 
す。詳しくは （3-11) をご覧 
<ださし、。 

• エンジンを停止して停車してい 
るとをに、歩行ちなどび当たり 
ドア云ラーびわずひに曲びった 
場合、次にエンジンを始動し、 
连度び約4已 km / h じ(上になる 
と、ドア云ラーび走行時の位置 
に戻ります。完全に戻らないと 
さは、格納/展開スイッチを押 
して戻してください。 


3-80 



















運転ずる前に 


I ■ 


ステアリング 


A 


• ステア U ングの調整は、必ず停 
車中に行なってくださし、走行 
中に行なって操作を誤ると、事 
故を起こずおそれびあります。 

• 運転中はステア U ングのパッド 
部を持たなし''でくださし、万一 
のとさ、エアバッグの作動を巧 
げるおそれびあ0ます。 

• ステア U ングのパッド部に力 
バーをしたり、エアバッグの上 
にバッジ、ステッカー、才一 
デイ オの U モコ ンなどを貼付し 
ないで<ださい。エアバッグの 
作動を妨げたり、作動時にけび 
をずるおそれびありまず。 


ま意！ I ステアリングの調壁（手動式） I 

-ステア U ングをいっぱいにまわ 
した状態を長く保持しないでく 
ださい。ステア U ング装置を損 
傷ずるおそれびありまず。 

• 故障などでエンジンを停止して 
けん引するとをは、十分ミ主意し 
てください。エンジンび停止し 
ていると、通常のとをに比べて 
ステア U ング操作に非常に大き 

な力びお要でず。 ①ロック解除ノ '^ンドル 

ステアリング位置を調壁ずる 

► ステア U ングコラム下部の□ック 
解除八ンドル①を手前に引さまず。 

► ステア U ングを前後上下に動かして 
正しい位置に調整します。 

► □ック解除八ンドル①を前方に押 
して□ックします。 

調整後は、ステア U ングび確実に 
□ックしていることを確認してく 
ださい。 


ステアリングの調壁（手動式) 



①□ック解除八ンドル 
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運転ずる前に 


ステア U ング 


r ステアリングの調舊（電動式) 



③ステアリング調整レバー 

③ 前後位置の調整 

④ 上下位置の調整 


前を位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバー②を③の 
方向に操作しまず。 

上下位置を調壁ずる 

► ステア U ング調整レバー②を④の 
方向に操作しまず。 


知識 

車種や仕様により、ステアリング 
の位置は、運転席シー h の位置や 
ドア云ラーの角度と併せて記憶 
(3-27) させることびでさまず。 


A 


テ供だけを車内に残して車から離 
れないでください。ステアリング 
調整レバー②を操作ずることでス 
テア U ングび動を出し、ステア1」 
ングに巧まれるおそれびありまず。 
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メーター パネル 


® ① ® 







運転ずる前に 


II ■ 
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運転ずる前に 


II 


① ABS 難口 tBl 

エンジンスイッチを吕の位置にすると 
点 I 灯し（点灯しないとをは表示巧び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後に消灯しないとさや 
エンジンびかかっているとさに点灯 
したとをは A 巨 S に異苗びあります。 
通常のブレーキ時の制動能力はおな 
されますび、 A 日 S 、 巨 AS 、 ESP は 
作動しません。 


詳しくは（已 -40) をご覧ください。 


ま意！ 

A BS 警告灯び点巧したとさは 
日 AS 、 ESP 石作動を停止します。 
指定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


②巧変ス ピー ドリミツ ター 
表示灯 


LIM 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点打し（点巧しないとをは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


可変スピード U ミツターを作動させた 
とさに点打しまず。 

詳しくは（已 -97) をご覧くださし、。 
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運転ずる前に 


II ■ 


③ ESP / ETS 表示口 

〇 


④ 回 


⑥ ブレーキ 警告 口 


エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点灯し（点 I 灯しないとさは表示打び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
巧しまず。 

ESP の機能を解除したとをに点 I 灯し 
まず。 

また、 ESP または ETS び作動したと 
さに点滅します。 

詳しくは （已-43、4已） をご覧くださし)。 


この表示灯/警告打は、他の表示な/ 
警告灯と同様に点灯しますび、曰本仕 
様車には該当しない装備のため、表お 
好/警告灯としては機能しません。 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点打し（点打しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

じ(下のよラなとさに点灯しまず。 

• ブレーキ液の量び不足しているとさ 

• パーキングブレーキを解除してし、 
ないとを（エンジンスイッチを1の 
位置にしたとをち点打します） 


知識 

ESP の機能を解除しているとをに 
タイヤの空転や横滑りを感知ずる 
と 、 ESP / ETS 表お巧び点滅しま 
すび ESP は作動しません。ただし、 
このとさにブレーキを効かせると 
ES 円ま自動的に作動します。 


ま意！ 

-ブレーキ液の量び不足して点灯 
したとをはブレーキシステムに 
漏れびあることび考えられま 
す。ま全な場所に停車して、指 
定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 

-パーキングブレーキを解除して 
ち消巧しないとをは、ただちに 
指定サービスエ場で点検を受け 
てくださし、。 
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運転ずる前に 


II 


⑧⑩ち向指示表示口 

⑦⑨^ 一夕一照度調節 6 A 

⑩リセツトボタン 

卜 U ツプメーターや各種設定などを U 

方向指示灯や非苗点滅灯を作動させた 
とさに点滅します。 

詳しくは（已-29、 30) をご覧ください。 

点打しているメーターの明るさを調整 
できまず。 

ボタン⑨を押ずと明るくなり、ボタン 
⑦を押すと暗くなります。 

セツトするとさに使用します。 
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運転ずる前に 


II ■ 


⑩シートベルト警告灯 



⑩エアバッグシステム 
警告灯 


SRS 


® エンジン警告灯 




エンジンスイッチを吕の位置にすると 
点 I 灯し、数秒後に消灯しまず。 

点灯しないとをは警告打び故障してし、 
ます。 

詳しくは（吕 -7) をご覧ください。 


エンジンスイッチを！の位置にすると 
数秒間点打しまず。また、2の位置に 
すると点巧し、エンジン始動後に消灯 
します。 

点灯しないとさは警告巧び故障してい 
ます。 

点 I 灯後/エンジン始動後に消灯しな 
し、 とをやエンジンびひかっていると 
をに点灯したときはエアバッグシス 
テムやシートベルトテンシヨナ ー、 
助手席乗員検知機能の故障です。た 
だちに指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

詳しくはに-1吕）をご覧ください。 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点打し（点打しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジンびかかっているときに点灯し 
たとさはエンジンの制御システムに異 
常びありまず。ただちに指定サービス 
工場で点検を受けてくだごし、。 

知識 

燃料切れによりエンジン警告灯び 
点灯したとさは、燃料をネ甫給した 
後にエンジン始動を3〜4回繰り返 
すと、エマージェンシーモードび 
解除されます。 
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運転ずる前に 


II 


⑩ハイビーム表示な 团 


へッドランプを上向さで点灯ごせたと 
さに点巧しまず。 


r ⑥燃料計_ I 

燃料の残量を表おします。 

燃料タンク容量は約9已 U ットルです。 

I ま意！ 

給ミ由のとをはエンジンを停止して 
ください。 


⑩燃料給油口位置表示 



燃料給油 □ の位置を表示しています。 


燃料給油□の位置は、車体後部ち側に 
あります。 
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運転ずる前に 


メーター パネル 


⑩燃料巧量警告口 

燃料の残量び少なくなると点好し 
9 〇 

警告灯び点 I 灯したとさの残量は約] 3 
リツトル （ ML 日3 AMG は約]已 U ツ 
トル）です。 

知識 

走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高连道路 
や自動車専用道路などでの燃料切 
れは道路交通法違反になります。 


r ⑩タコ メータ~_ I 

1分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 


r ⑩マルチフアンクシヨンディスプレイ 1 

各種設定画面や故障/警告メッセー 
ジなどを表示します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
じ(下のとさに点灯しまず。 

• 運転席ドアを開いたとさや閉じた 
とを（約30秒後に消巧） 

• U セットボタンを巧したとさ 
(約3□秒後に消打） 

• エンジンスイッチを1か吕の位置に 
したとを 

• 車外ランプび点好したとを 
詳しくは （4-1 〜）をご覧ください。 
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運転ずる前に 


II 


领スピードメーター 

車の走行速度を表示します。 

速度の表示単位をマイルに変更ずるこ 
とちでをますび、マイル表示にずると 
km / h 表おに比べ、同じ数字でち約 
] .已倍の速度になりまず。ま度の出し 
ずざを防ぐため km / h 表おにしてくだ 
ごし、。 


表示の切り替えについては （4-33) 
をご覧ください。 


知識 

• 1 mph は約].巨 km / h でず。 

-マイル表示を選がすると、卜 
U ツプメーターなどの表示ちマ 
イル表示になります。 
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「⑩時計_ ] 

時刻は、マルチフアンクシヨンコント 
□ーラーに連動して自動的に調整され 

ホす0 

時刻を調整することはでさません。 






ステア IJ ングスイッチ 

4-2 

メイン画面一覧 

4-3 

車両情報 

4-4 

AMG 表示 

4-16 

オフ□-ドモード設定 

4-24 

オーディオ 

4-2 百 

ナビ ゲー シ ヨン. 進行方向方位表示 

4-2 百 


4. マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車高レベル/オフ□—ド表示 

4-26 

故障表示 

4-27 

さ種設定 

4-29 

車両設定 

4-49 

卜 U ップコンピュー ター 

4-52 

電話 

4-56 


4-1 






A 


マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イを操作するとさは、常に周囲の 
状況にま意して < ださい。 


名称 

①マルチフアンクシヨン 
ディスプレイ 

③設定スイッチ/音量スイッチ 
口 各種設定の設定グループ選 
B 択画面でグループを選がし 
たり、設定項目画面で機能 
のオン/オフを選択します。 

各メイン画面とオーディオ 
画面表示中に操作すると、 
音量を調節でさます。 

ML 巨3 AMG では、レー 
スタイマーび操作でをます 

(4-19)。 

③ 通話開始/終了スイッチ(電話） 
K 電話を受信/切断でを 
因 ます。 

④ スク□ールスイッチ 

E 3 還がしたメイン画面内の 
gq 各画面を切り替えます。 


⑤ 表示切り替えスイッチ 

メイン画面を選択します。 

固 

⑥ ボイスコント□ールボタン 

⑦ ボイスコント□ール解除ボタン 

圓 

ま意！ 

走行中にステア U ングのスイッチ 
やボタンを操作するとをは、直進 
時に行なってください。ステア U 
ングをまわしなびらスイッチを操 
作すると、事故を起こずおそれび 
あります。 

《電話とボイスコント□ールの操作につい 
ては、別冊 r マルチフアンクシヨンコント 
□ーラー取扱説明書」をお読みください。 
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ンディスプレイ 


メイン画面-^ 


メイン画面一 



圓巧國苗国/式 国/ 


《巧障びあるとをのみ表示されます。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
は、車両に関する各種情報や故障/ 
警告 X ッセージなどを表示するシステ 
ムです。 

エンジンスイツチが1か2の位置のと 
きに表示できまず 0 


① 

車両情報 

4-4 

② 

AMG 表お* 

4-16 

③ 

オフ□ードモード設定* 

4-24 

④ 

オーディオ 

4-2 已 

⑥ 

ナビ ゲー シ ヨン. 

進行ち向方位表示 

4-2 已 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 


⑥ 

車高レベル/オフ□一 
ド表お本 

4-26 

⑦ 

故障表お 

4-27 

⑨ 

各種設定 

4-29 

⑨ 

車両設定 

4-49 

⑩ 

卜 U ップコンピューター 

4-52 

⑩ 

電話 

4-56 
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車両情報 


ンディスプレイ 



①車両情報メイン画面 
(卜 U ップメーター/才 
ドメーター） 

③ 車両情報サブ画面 

(外気温度表示/サブ 
スピードメーター/巧 
変スピード1」 云ッター 設 
定連度表术/ DSR の 
設定速度表示/ DSR 
インジケーター/オフ 
□ー ド. ドライブ.プ 
□グラムインジケータ 
一* / □—レンジ マー 
ク*/シフトポジション 
表お/ギアレンジ表示 
/ギア表示* /走行モ 
—ド表示*) 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 
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4-6 


4-4 





















ンディスプレイ 


③ 

タイヤ空気圧警告シス 
了ム画面 

4-8 

④ 

をま P 水温度画面 

4-1 1 

⑥ 

ヴブスピード x - 夕一 
/が気温度表 W 画面 

4-12 

⑥ 

メンテナンスインジケ 
一夕一画面 

4-13 



車両情報メイン画面を表示させる 

► MBI または 田11 をキ甲して、車両情報 
イン画面を表示させまず。 


① 

卜 U ップ 
メーター 

U セツト後の走行お 
離を表示しまず。 

② 

オド 

メーター 

これまでに走行した 
距離の総合計を表示 
します。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


車両情報 ■ 

卜 U ップメーターを U セットずる 
(0.0 に戻ず） 

► U セットボタン （3-8 巨） を、表示 
び0.0になるまで巧し続けます。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


① 

外気温度表示/ヴブスピ 
-ド X - 夕一 

夕1気温度または走行速度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"インストルメ 
ントクラスタ"の’’車両情報サブ画面の表示 
設定画面" (4-35) でわないます。 

② 

可変スピード U ミッター/ 
DSR の設定速度表 

巧変スピードリミッター(已 -9 已）または 
DSR (已-已 9) で設定した速度を表示します。 

③ 

□ SR インジケーター 

DSR (已-百 9) を作動させたとさに表示され 
ます。 

④ 

オフ□ー ド-ドライブ■プ 
□グラムインジケーター* 

/□ーレンジマーク* 

オフ□ー ド.ドライブ-プ□グラム （已-色己） 
または口ーレンジモード （5- S 3) に設定し 
たとさに表示されまず。 



が 化 

口 

A 

温度表示び crcii (上でち、路面び凍 

結していることびあります。 
には十分ま意してください。 

走行 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 


を意！ 

が気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 


知識 

温度をフ□ントバンパー付近で測 
定しているため、温度表示は路面 
からの簡射熱などの影響を受けま 
す。したびって、温度表おび実際の 
外気温度と異なることびありまず。 
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ンクシヨンディスプレイ 


⑥シフトポジション表示 


© ギアレンジ表示 
ギア表示* 


③走行モート表 * 




オートマチックトランス S ッションのシフ 
トポジションを表示しまず。 

選がしているシフトポジションは反転表示 
されます（5-8)。 

テイップシフトのときに選択しているギア 
レンジを表おしまず（已-11)。 

マニュアルギアシフト*のとをに選がして 4 

いるギアを表おします（已-14)。 

オートマチックトランスミッションの走行 
モードを表示しまず（已-目）。 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 



車両情報 


ンディスプレイ 


タイヤ空気圧警告システム画面 

4輪す ベての タイヤの回転速度を モニ 
ターし、タイヤ空気圧が低下すること 
により他のタイヤとの回転速度に差び 
生じると、マルチフアンクシヨンデ 
イスプレイに警告 X ッセージを表示 
します。 


タイヤ空気圧警告システムは、 Li (下の 
状況のとさは作動しません。 

•力ーブを巧がってし''るとさ 
• 加連または減速をしているとき 

• 砂地や舗装されていない地面など 
の滑りやすし>路面を走行してし'!る 
とさ 

• 積雪路や凍結路などを走行してい 
るとさ 

-スノーチェーンを装着して走行して 
し''るとさ 

-ルーフに荷物を積んでいたり、重 
い荷物を積んで走行しているとさ 

上記に該当しない条件で約2日 km/h 
(上の速度で数分間走行した後、異萬 
び検知されると警告が行なわれます。 


警告 A 


-空気の入れすざなど、まちびっ 
たタイヤ空気圧の調整に巧して 
は警告び行なわれません。燃料 
給油フラップの裏側にあるタイ 
ヤ空気圧ラベルを参照し、必ず規 
定の空気圧に調整してください。 

. タイヤ空気圧警告システムは、複 
数のタイヤから同量の空気び漏れ 
た場合などは検巧でをません。ま 
た' タイヤ空気圧の点検を行なう 
システムではありません。 

-急激な空気圧1氏下（タイヤに異 
物び貫通した場合など）に巧し 
ては警告を行なうことびでさま 
せん。このとをは、急ブレーキ 
や急八ンドルを避け、しっかり 
ステア U ングを支えなびら、 
徐々に減速してま全な場所に停 
車してください。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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タイヤ空気1^告システムを再*3；!1ずる 

LU 下のとをは、タイヤ空気圧警告シス 
テムを再起動させてください。 

. タイヤ空気圧を調整したとを 

-ホイールやタイヤを交換したとさ 

-新しいぶイールやタイヤを装着し 
たとさ 


► タイヤ空気圧警告システムを再起 
動する前に、燃料給油フラップの 
裏側に貼付されているタイヤ空気 
圧ラベル （8-18) を参照して、す 
ベてのタイヤび、適正な空気圧に 
調整されていることを確認してく 
ださし、。 

警告 A 


タイヤ空気圧警告システムは、夕 
イヤ空気圧び適正に調整されてし、 
ないとさは、正萬に作動しません。 



ンディスプレイ 




知識 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに"夕仆クウキアリケイ]クシステムイク''こッシヨン 
オンテ'' サドウ"と表示されたときは、 
エンジンスイツチを吕の位置にし 
てください。 


► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

► IMBI または 田！ をキ甲して、車両情報 
メイン画面を表示ごせます （4 -已）。 

► ra または巴 a を押して、タイヤ空 
気圧警告システム画面を表示させ 

^ 〇 

"夕仆クウキア’ツケイ]クシステムサドりメニ:!-: 
R ホ'' タン”と表示されまず。 

► U セットボタン （3-8 巨）を押します。 



※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


な!ミ寐紛コク 


就 じャンが 


li 


タイヤクウキアツ 
ケイコクシステム 
ヴイシドウ 



マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"夕仆クウキアツケイ]クシステムサイシドウ 
?" と表示されます。 

► ■■ を押して、"八イ"を反転表示 
にします。 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに"夕仆クウキア、ツケイ]クシステムヴイシドウ" 
と表示されます。 

数秒後に、タイヤ空気圧警告シス 
テムび作動を始めます。 


知識 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"夕仆クウキアリケイ]クシステムヴイシドウ 
?" と表示されてから約]己秒間何 
ち操作をしないと、再起動は中断 
ごれます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




冷却水温度画面 


冷ミ P 水温度画面を表示させる 


知識 



WBJ または 田11 を押して、車両情報 
イン画面を表示させまず。 

巨 a または区 a を押して、冷却水温 
度画面を表示させます。 


指定の冷却水を適切な混合比で 
使用しているとさは、約]2日む 
までは オーバーヒー トは起こし 
ません。 


暑い曰や上り坂び続<とをなど 
に、冷却水温度の表示びち端付 
近を示ずことがありまずが、マ 4 
ルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに冷却水に関する故障/警告 
；><ッセージ （10-12) び表示 
されない限り、問題ありません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


サブスピードメーター/が気温度表 


巧画面 



①サブスピード;>< 一夕一 
© 外気温度表示 


走行速度またはが気温度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"インス 
トルメントクラスタ’’の"車両情報サ 
ブ画面の表示設定画面’’ （4-3 已）で行 
ないます。 


サブスピードメーター/が気温度表 
示画面を表示させる 

► WBI または imi を巧して、車両情報 
メイン画面を表示ごせます (4-5) 〇 

► ra または区 a を押して、サブスピ 
ードメーター/外気温度表示画 
面を表示させまず。 


知識 

サ ブス ピードメーターの 表示単位 
を km / h または mph に切り曽える 
ことびできます （4-34)。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
71 \ します。 

メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
倫を行なって< ださし、 


自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備の約]力月 
前になると、エンジンスイッチを吕の 
位置にしたとさやエンジンびひひって 
いるとさに、メンテナンスインジケー 
ター画面び自動的に表示ごれまず。 

画面は数秒後に表示前の画面に戻り 
ます。 4 

表示中に画面を戻ずとさは、リセット 
ボタン （3-8 巨）を押します。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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車両情報 


ンディスプレイ 


メンテナンスインジケーター画面は、 
手動でち表示でをます。 

手動で表示さはる 

► エンジンスイッチを1か2の位置に 
します。 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 

► Ea または Ea を押して、メンテナ 
ンスインジケーター画面を表おさ 
せます。 


表术メッセーシ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のよラに変化しま 
す。#には A ひら H までのアルフ アベ 
ットび入ります。 

点検実施前の表示例 

ソンサンス#アト XX ニチ,， 

ソンテナンス#アト XX km " 

点検実施時期になったときの表示例 

ソンテナンス#グッ]ウシの!’’ 

実施時期を過ざたときの表示例 

実施時期を過ざたとさは、(下のよラ 
なメッセージび表示され、警告音び鳴 
ります。 


ミ主意！ 

• メンテナンスインジケーター 
は、エンジンオイル量表示やエ 
ンジンオイル量の警告表示では 
ありません。 

-メーカー指定点検整備を指定の 
時期までに行なわなかった場合 
は、保証などの対象がになるこ 
とびおります。 


ソンサンス# XX こチ111テイ巧’’ 
ソンテナンス# XX km ]1テイマス" 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


知識 

• ソンテナンス A " ソンテナンス巨’’など、 
ソンテナンス”の後に表おされる A か 
ら H のアルファベットは、次回 
のメーカー指定点検の範囲び、 
点検項目の少ない点検整備から 
総合的な点検整備まで、どれに 
該当するかをおずをのです。た 
だし、曰本では法定点検びある 
ため、これらの範囲は該当しま 
せん。 

• ソンテナ'ノス A + " ソンテナンス日+ ’’な 
ど、 A から H のアルファベット 
の後に [+ ] の表示びあるとを 
は、ブレーキ部品交換などの点 
検整備び含まれていることを示 
します。 


-ブレーキパッドは次回の メーカ 
一指定点検整備(前に摩耗の限 
巧に達ずることびあります。 
ブレーキパッドの交換につい 
ては、指定サービスエ場で相談 
の上、しソ下のどちらかで対処し 
て < ださし、。 

◊今回のメーカー指定点検整備 
で交換ずる 

◊後日に別途交換する 

• メンテナンスインジケーターび 
自動的に表示される時期は一定 
ではなく、運転スタイルや走行 
距離などにより変わります。 

エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短時間の運転を避ける 
と、次回のメーカー指定点検整 
倫の実施時期までの走行距離び 
伸びることびあります。 

• バッテ U —の接続をがしている間 
の経過日数は、加算されません。 


車両情報 ■ 

メンテナンスイン ジケーターの リセット 

メーカー指定点検整備後に、指定サー 
ビスエ場でメンテナンスインジケー 
ターを U セットしてください。 

リセットを、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
(ま]已 ,000 km 、 曰を女で I ま3已已曰 I こ言受 
定されます。いずれか先に達する距離 4 

または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示しまず。 

注意！ 

メンテナンスインジケーターの表 
示などに異當びあるとをは、すみ 
やかに指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 



① 

ギア表示-油温表示 
画面 

4-17 

③ 

ギア表示-電圧表示 
画面 

4-1 谷 

③ 

ギア表示-レースタイ 
マー 曲を] 

4-1 白 

④ 

計測結果表示画面 
(全ラップ） 

4-22 

⑥ 

計測結果表示画面 
(ラップ別） 

4-23 


《 AMG 表は、 ML 63 AMG のみ表 
示されます。 


※画面表示や操作ちまなどは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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ンディスプレイ 




ギア表示-油温表示画面 


①ギア表示 
③油温表示 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実際のギア位置を表示 
します。 

エンジンびかかっていて、シフトポジ 
シヨンが ra のときに表示されます。 

油温表示®は、エンジンオイルの油温 
を表 TJi ； します。 

ギア表示-油温表示画面を表示させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます。 


ま意！ 

油温表示画面のマークが点滅して 
いるとさは、エンジンオイルび温 
まっていません（油温び約8日で 
未満になっていまず）。このとさ 
はエンジン回転数を必要(上に上 
げないよラに運転して<ださい。 

知識 

• エンジンスイッチを1の位置む、 
ら2の位置にしたとさ、油温表 
示画面が実際と異なる油温を瞬 
間的に表示することがあります 
び、異常ではありません。 

• エンジンスイッチが1の位置のと 
さは、油温表示画面は表示され 

ません。このとさは"-で" 

び表示されます。 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 


「丰六表术-電圧表术画面 



①ギア表示 
霞電圧表示 


ギア表示①は、オートマチックトラン 
ス S ッシヨンの実隙のギア位置を表示 
しま"§。 

エンジンびかかっていて、シフトポジ 
シヨンが ra のときに表示されます。 

電圧表示③は、バッテリーの電圧を表 
しふ9 〇 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


ギア表示-電圧表示画面を表示させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます 

(4-17)。 

► ra または区 a を押して、ギア表 
示-電圧表示画面を表示させまず。 
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ンディスプレイ 




ギア表の•レースタイマー画面 



①ギア表示 
③計測タイム 
③ラップ表示 


ギア表示-レースタイマー画面では、 
ヴーキットコースなどで周回ごとのラ 
ップタイムを計測•記録したり、その 
結果を一覧表示でをまず。 

レースタイマーは、エンジンスイッチ 
が2の位置のとき、またはエンジンび 
かかっているときに使用できます。 


ギア表示-レースタイマー画面を表示 
させる 

► WBI または 面11 をキ甲して、ギア表 
お-油温表示画面を表示させます 

(4-17)。 

► ra または区 a を押して、ギア表 

お-レースタイマー画面を表示さ 
せます。 4 

知識 

-計測タイムは]秒単位で表示さ 
れます。 

• ギア表示-レースタイマー画面 
を表示させているとさは 、 ra 
または D を押して才ーディオ 
などの音量を調節することはで 
きません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 


タイム計測を開始ずる 

► ra を押します。 

タイム計測び開始されます。 
タイム計測を停止ずる 
► タイム計測中に ra を押しまず。 
タイム計測び停止しまず。 


知識 

-タイム計測を停止しているとを 
に ra を巧ずと、停止した時点 
からタイム計測び再開されまず。 

• タイム計測中に、停車してエン 
ジンスイッチを1の位置にする 
と、タイム計測び停止します。 

その後、エンジンスイッチを吕の 
位置にずるかエンジンを始動して 
ra を押ずと、停止した時点から 
タイム計測び再開されまず。 


スプ U ットタイムを表示ずる 

► タイム計測中に D を押します。 

スプ U ットタイムび約已秒間表示 
されまず。 

約已秒経過後に、タイム計測の表 
示に戻0まず。 

知識 

スフ U ットタイムを表示している 
ときに再度 D を押ずと、スフ U 
ットタイムびラップタイムとして 
記録され、次のラップのタイムび 
表示されまず （4 -吕1)。 


言十測したタイムをミ肖去ずる 

► タイム計測び停止しているときに 
D を押します。 

計測タイムび消去ごれ、表おび 
00:00〇〇に戻ります。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ラップタイムを IS 録ずる 



①ギア表示 
③計測タイム 


③最速ラップタイ厶 
® ラップ数 

最大目件までの計測タイムをラップタ 
イムとして記録できます。 



ンディスプレイ 




► タイム計測中に D を押します。 

スフ U ットタイムび約已秒間表示 

されます。 

知識 

このとさから、なのラップタイム 

の計測び開始ごれます。 

► スフ U ットタイムび表示されてい 

るとをに、再度 D を押します。 

スフ1」ットタイムびラップタイム 

として記録され、次のラップタイ 

ムび表示されまず。 

知識 

• ラップタイムび記録されてい 
るときは、計測タイム③の下 
に最連ラップタイム感び表お 
されます。 

-ラップタイムび目件記録される 
と、それ(上計測びでさな<な 
りまず。新たにタイム計測を行 
なうときは、記録したラップタ 
イムを消去して < ださい。 


記録したラップタイムを消去ずる 

► タイム計測び停止しているときに、 
リセットボタン （3-86) を2回押 
しまず。 

記録したラップタイムび消まされ、 
表示が日日:日日00に戻ります。 

知識 4 

-記録したラップタイムは個別に 
消去でをません。 

• エンジンスイッチを0の位置に 
するか、エンジンスイッチから 
キーを抜いてから一定の時間び 
経過ずると、計測タイムとラッ 
プタイムは消去されます。 


※画面表示や操作方まなどは予告なく変更されることびあります。 
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AMG 表示 


ンディスプレイ 


2周(上のラップタイムが記録されて 
いるとさは、タイム計測後に計測結果 
を表示でさます。 


計測結果表示画面（全ラップ） 

①合計時間 

@計測した全ラップでの最高速度 
@計測した全ラップの総走行距離 
® 計測した全ラップでの平均速度 


全ラッブの計測結果を確認ずる 



RT 00:54 21 
142 km/h 
0 88 km/h 

80 km 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


計測結果表示画面（全ラップ）を表示 
させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
お-油温表示画面を表示させます 

(4-17)。 

► 巨 a または区 a を押して、計測結果 
表示画面（全ラップ）を表示させ 
^ 〇 

知識 

タイムを計測しているとをは、全ラ 
ップの計測結果は確認でさません。 
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ンディスプレイ 




ラップごとの計測結果を確認ずる 



^——±3 00:13 55 
138 km/h 
^——0 88 km/h 

20 km 


計測結果表示画面〔ラップ別） 



①フッ プ表 TJX 
©ラップタイム 

③表示されているラップでの最高速度 
® 表示されているラップでの走行距離 
愈表示されているラップでの平均速度 


ラップタイムが記録されているとき 
は、タイ厶計測後にラップごとの計 
測結果を表示でさまず。 


計測結果表示画面（ラップ別）を表示 
させる 

► WBI または 田11 をキ甲して、ギア表 
示-油温表示画面を表示させます 

(4-17)。 

► 巨 a または区 a を押して、表おさせ 
たし''ラップの計測結果表示画面を 
選択します。 4 


知識 

• 表示されているラップが最速ラ 
ップのとをは、ラップ表示①が 
点滅します。 


-タイムを計測しているとさは、 
ラップごとの計測結果は確認で 
きません。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


オフ□ー ドモード設定 



[; オフ□-ドモード設定画面 



ML 巨3 AMG のオフ□ー ド.ドライ 
つ' - プ□グラムの目受定びでさます。 

オフ□ー ドモード設定画面を表示さ 
せる 

► エンジンスイッチを吕の位置にし 
ます。 

► またはを押して、オフ□一 
ドモード設定画面を表おさせます。 

詳しくは（已-巨 6) をご覧ください。 


表示 

設定内容 

オン 

オフ□ー ド-ドライブ•フ 
□グラムび設定されまず。 

オフ 

オフ□ー ド-ドライブ•フ 
□グラムわ巧邵をされまず。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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オーディオ 



ンディスプレイ 


/ナビゲーシヨン-進行方向方位表示 




オーデイオの使用時にそれぞれの情報 
を表で^します。 


オーディオのメイン画面を表示させる 

► MB] または 田11 をキ甲して、才ーディ 
才のイン画面を表示させます。 

才ーディオの ><イン画面表示中に、 
ra または区 a を押すと、ラジオの選 
局、 CD の選巧などがでさます。 

音量調節 

► ■■ またはをキ甲すと、音量を調 
節でをまず。 


《詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説明書」をお 
読みください。 



マルチファンクシヨンコントローラー 
のナビゲーシヨン機能で目的地を設 
定したときに、ルート案内をマルチ 
ファンクシヨンディスプレイに表示 
でさます。 

ルート案巧を行なっていないときは、 
画面に進行方向の方位び表示されまず。 

ナビ ゲーシヨン. 進方向方位表示画 
面を表示させる 


► 画 Bi または 田！ をキ甲して、ナビゲー 
シヨン-進行ち向ち位表示画面を 
表示させます。 


※画面表示や操作方まなどは予告なく変更されることびあります。 


《詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説明書」をお 
読みください。 
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ンディスプレイ 


車高レベル/オフ□-ド表示 


車高レベル/オフ□ー ド表示 


車高レベルやデイファレンシャル□ッ 
ク * に関する情報を表示しまず。 


オフ□ー ドパッケージ装備車は 、 AIR 
マテイックサスペンションの車高レべ 
ルとデイファレンシャル□ックの作動 
状態を表示することびでさまず。 


車高レベル/デイファレンシャル □ 
ック表示画面を表示させる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► WBI または liW をキ甲して、車高レべ 
ル/デイファレンシャル□ック表 
示画面を表示させまず。 

言羊しくは（百-71、87、88)をご覧くた! 

さい。 

© デイファレンシャル□ック表示 


フアレンシャル 


車高レべル/デ- 
□ ック表示画面 

(オフ□ー ドパッケージ装備車） 



①車高レベル表示 


※画面表示や操作ちまなどは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 


車局レべ J レ表 TF 画面 
(ML 色3 AMG ) 



①車高レベル表示 


ML 目3 AMG は、 AIR マティックサス 
ペンシヨンの車高レベルを表示ずるこ 
とがでをます。 

車高レベル表示画面を表示させる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► WBI または 田11 をキ甲して、車高レべ 
) レ表示画面を表示させまず。 

詳しくは（已 -80) をご覧ください。 
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ンディスプレイ 



① 故障件数画面 

にの例では、]件故障びありまず） 

② 故障メッセージ画面の例 

故障や異當び起さたとを、車の状況を 
メッセージで表示しまず。 

知識 

故障びないとをは、故障表示画面 
は表おされません。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


故障表示 ■ 

自動表示機能 

エンジンびかひっているとをに故障び 
起さたとさは、故障メッセージ画面び 
自動的に表示されます。 

ステアリングの 圏3田11 や PS cga 、 ま 
たはリセットボタンを押すと、故障 
ッセージが消えまず。 

4 
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ンディスプレイ 


故障メツセージを確認ずる 

エンジンスイツチび1か吕の位置のと 
をに表示されまず。 

► WBI または 田！ を巧して、故障件数 
画面①を表示させます。 

故障件数び数字で表おされます。 

► ra または区 a を押して、故障メツ 
セージ画面③を順番に表示させま 
す。すべて表示されると、故障件数 
画面①に戻ります。 


故障表示のと^ット _ 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に故障メッセージび表おごれている 
とさは、エンジンスイッチを0の位置 
にずると、故障メッセージの表示び 
消无ます。 

ただし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンスイッチを1か吕の位置 
にするか、エンジンを始動したとを、 
再び故障メッセージび表示されます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


ミ主意！ 

-表おされる故障や異當は一部の 
限られた装備についてであり、 
表おされる内容を限られていま 
ず。故障や異萬の表おは運転ち 
を支:援ずるちのです。発生した 
故障に対処して車のを全性を確 
保する責任は運転をにあります。 

-故障/警告メッセージび表おご 
れたとをは、必ず指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

-表示ごれる故障/警告メッセー 
ジについては （10-2 〜）をご覧 
<ださい。 
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各種設定 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


ンディスプレイ 




① 

各種設定メイン画面 

4-30 

② 

設定グループ選択画面 

4-30 

③ 

各種設定項目の初期化 
曲を 

4-31 

④ 

各種設定項目の初期化 
完了画面 

4-31 


注意！ 

走行中でち設定を変更することび 
でをまずび、ま全のため、必ず停 
車中に操作してください。 
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各種設定 


ンディスプレイ 



メイン画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます。 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
を表示させます。 


設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、設定グ 
ループを 選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
ra を押すと、還択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表示ご 
れまず。 

設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でをまず。 

► 因または因を巧して、設定項目 
画面を選択します。 

► u または D を巧して、設定項目 
を選択したり、機能のオン/オフ 
を選択します。 

選択した設定び記憶されます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




各種設定頃目の巧期化 


セッテイ 

コウジョウシユッカ 
ジノセッテイニ 
リセットシマスカ？ 
カクニン八 R ボタン! 


初期化画面 


y 


各種設定のすべての項目を工場出荷時 
の設定に初期化する（戻す）ことびでを 
まず。 


さ種設定項目を初期化ずる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させます （4- 

30)。 

► U セットボタン （3-86) を約 3 秒間 
押し続けます。 

左記の初期化画面び表示されます。 


セッテイ 

コウジョウシユッカ 
ジノセッテイニ 
リセットシマシタ 


初期化完了画面 

► 巧]期化画面の表示中(約已秒が内)に、 
再度1」セツトボタンを押します。 

ネリ期化を実行し、上記の初期化完 
了画面び表示されます。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


知識 

-初期化画面び表示されてから約 
已秒間 U セツトボタンを押さず 
にいると、各種設定メイン画面 
に切り替わります。 

-初期化ずると設定グループ選択 
画面び表示されまず。 

-走行中に初期化操作を行なった 
とさは、ま全のため、初期化さ 
れない項目びあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 



※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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① 

各種設定メイン画面 

4-30 

③ 

鼓疋クルーフ遺が画回 

4-30 

③ 

連度-距離単位設定 
画面 

4-33 

④ 

ヴブスピード x —夕一 
単位設定画面 

4-34 

⑥ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

4-34 

⑥ 

車両情報サブ画面の表 
示設定画面 

4-3 己 




















ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

30)。 


► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グループ選択画面 
②を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ra または〇を押して、"インスト 
ルメントクラスタ'’を選択します。 

► Ea を押します。 

インストルメントクラスタの最初 
の設定項目画面び表おされます。 



スピードメーターとマルチフアンクシ 
ヨンディスプレイの速度と走行距離の 
表示単位の設定びでさます。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

表示び km / h 、 km にな 
ります。 

マイル 

表示び mph 、 マイル、 
Ml になります。 


注意！ 

1 mph は約]. 6 km/h でず。スピー 
ドメーターとサブスピードメータ 
一の表示単位びマイル表おになっ 
ていると、誤って速度を超過する 
おそれびありまず。必ず km 表示を 
選択して < ださい。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


直設定 

ヴブスピードメーター単位設定画面 


デジタルスピード メーター 


マイル 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
サブスピード一夕一(4-6、 12) の 
表示単位の設定がでさます。 


■-または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

km 

km / h 表示になります。 

マイル 

mph 表示になります。 


注意！ 

] mph は 約 1 .6 km / h です。 スピー 
ド 六一夕一とヴブスピー ド> (一夕 
-の表示単位びマイル表示になつ 
ていると、誤って速度を超過する 
おそれびあります。 


ディスプレイ言語設定画面 


ゲンゴ 


English 

© 

t ホンゴ^ 

© 


ディスプレイに表示する言語の設定び 
でさます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

English 

英語表示になります。 

ニホン]、、 

曰本品表 Tjd しなります。 


知識 


この画面で設定した言語び7ルチ 
フアンクシヨンコント□ー ラーに 
を適用されます。詳細については、 
別冊「マルチフアンクシヨンコン 
卜□ーラー取扱説明書」をお読み 
くだごい。 


車両情報ヴブ画面の表示設定画面 


ヒヨウジ 


ステータスヒヨウジ 


ソクド 

④ 


© 



車両情報ヴブ画面に表示される項目の 
設定びでさます。 

► ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 


表示 

設定内容 


車両情報サブ画面の 
表おびサブスピード 
メーターになります。 

ソクド 

このとさ、7ルチフ 
アンクシヨンデイス 
プレイのサブスピー 
ドメーター/外気温 
度表示画面 （4-1 吕） 
には外気温度び表示 
されまず。 


車両情報サブ画面の 
表おびが気温度にな 

0まず。 

力''イキオンド 

このとさ、7ルチフ 
アンクシヨンデイス 
プレイのサブスピー 
ドメーター/外気温 
度表示画面 （4-12) 
にはサブスピード 
メーターび表おごれ 
ます。 


4 
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ンディスプレイ 



① 

各種設定メイン画面 

4-30 

③ 

設定グループ選択画面 

4-30 

③ 

へッ ドランプ点灯モー 
ド設定画面 

4-37 

④ 

□ケイ ター ライティン 
グ設定画面 

4-3 谷 

⑥ 

車外ランプ消打遅延機 
能設定画面 

4-39 

⑥ 

ルームランプ消灯遅延 
機能設定画面 

4-40 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

30)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グルーフ選択画面 
②を表示させまず。 

設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、"ライト’’ 
を還択します。 

► Ea を押しまず。 

ランプの最ネリの設定項目画面び表 
示されまず。 



へッドランプの点打モードの設定びで 
さます。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 

表示 設定内容 

手動点灯モードです。 

へッドランプなどを 
点灯するとをはラン 
7 こ 1アル フスイッチを操作し 4 

ます。 — 

曰本ではこのモード 
に設定して < ださい。 

苗時点灯モードです。 

ランプスイッチび 
■■ の位置のとさ 
は、エンジンスイッ 
チを1か吕の位置に 
ずると、車幅灯、テ 
ツネニオン ールランプ、ライセ 

ンスランプび点灯し 
9 〇 

エンジンを始動する 
と、車幅灯などに加 
え、へッドランプび 
点：なします。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


ま意！ 


□ケイターライティング設定画面 


設定び當時点打モードのとさは、 
ま全のため走行中に設定を変更ず 
ることはでさません。 

このとをは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに"セツテイ n テイシチュウノ 
ミカノウドス.. と表示されまず。 


キノウ 


□ケイタライティング 


オン 

© 

因 

© 


知識 

-苗時点打モードは、走行中の苗 
時点灯び義務付けられている諸 
国に対応していまず。日本では 
手動点打モードに設定して使巧 
して < ださい。 

-萬時点打モードを設定している 
とさにへッドランプを上向をに 
したり、フォグランプなどを点 
灯ずるとをは、各スイッチを操 
作して < ださし、。 


周囲び暗いとさに U モコン操作で解錠 
するとランプび点灯ずる機能の設定び 
でをます。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 

表示 設定内容 

周囲び暗いとさに U モコン 
操作で解淀すると、車幅灯、 
オン フ□ントフォグランプ、テ 
ールランプ、ライセンスラ 
ンプび点打しまず。 

□ケイターライティングは 
U 作動しません。 


詳しくは （3-11) をご覧ください。 
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ンクシヨンディスプレイ 





周囲び暗いときにエンジンを停止する 
と車外ランプび点打ずる機能の設定び 
でさます。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

周囲び暗いとさにエンジ 
ンを停止すると、車幅灯、 
フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプび点灯し、ドア 
やテール ゲー トを開いて 
閉じた後、約]已秒後に 
消灯します。 

オフ 

車外ランプ消灯遅延機能 
は作動しません。 


詳しくは（已-吕 8) をご覧くださし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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各種設定 


ンディスプレイ 


ルームランプ消な遅延機能設定画面 



ルームランプび自動点打モードのとを 
にエンジンスイッチからキーを巧くと 
ルームランプび点灯ずる機能の設定び 
でをます。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

ルームランプび自動点打 
モードのとをにエンジン 
スイツチからキーを巧く 
と、ルームランプび約 

10 秒間点なします。 

オフ 

ルームランプ消灯遅延機 
能は作動しません。 


詳しくは（巨- 38) をご覧ください。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 





① 

各種設定メイン画面 

4-30 

② 

設定グループ選択画面 

4-30 

③ 

エンジン停止時の 
表术設定画面* 

4-42 

④ 

ウインタータイヤスピ 
ードリ S ッター設定画面 

4-43 

⑤ 

車速感応ドア□ック設 
お曲を] 

4-44 

⑥ 

テールゲート開度の設 
定曲由]ホ 

4-4 已 


※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備が異なりまず 
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各種設定 


ンディスプレイ 


設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

30)。 


► 各種設定メイン画面①表あ中に ra 
を巧して、設定グループ選択画面 
②を表示ごせまず。 

設定グループを選択ずる 

► ra または D を押して、"シャ U 
ヨウ’’を選択しまず。 

► Ea を押します。 

シヤ U ヨウの最巧の設定項目画面 
び表おごれまず。 


エンジン停止時の表示設定画面* 



エンジンスイッチを0の位置にしたと 
さやエンジンスイツチからキ ー を抜し'' 
たとをに表示される画面の設定びでを 
まず。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

ケンインホ''ウシ 
ケイホウ 

けん引防止警報機能の 
オン/オフ画面になり 
ます。 

キ□メ-夕- 
ヒ ョ ウシ'’ 

車両情報メイン画面にな 
ります。 


知識 

エンジンスイッチを0の位置にして 
ひら、またはキーを抜いてか日約 2 
分間経過ずると、けん引防止警報 
機能を解除したり、待機状態にす 
ることはでをなくなりまず (3-6 已)。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 
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ンディスプレイ 




ウイ ンタータイヤスピー ド U S ツ ター 
設定画面 



最高連度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

曰本仕様でち設定はでさまずび法定連 
度を守って走行してください。 

知識 

• 車の最高速度政上に制限速度を 
設定してち、車の最高速度上 
の速度で走行ずることはでさま 
せん。 

-ウィンタータイヤスピードリ云 
ッターを設定しているときは、 
可変スピードリミッ ター (已 -9 已） 
で設定でさる制限速度は、ウィ 
ン ター タイヤスピード US ッタ 
一の設定速度び上限となります。 


► ra または〇を押して、設定内容 
を選択します。 


表示 

設定内容 

オフ 

ウイン ター タイヤス 
ピー ド U 云ッターは 
作動しません。 


240 km/h 
230 km/h 
220 km/h 
210 km/h 
200 km/h 
1 90 km/h 
1 80 km/h 
1 70 km/h 

1色 Okm/h 


最高速度がそれぞ 
れの速度に設定され 
ます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


各種設定 

車速感応ドア□ック設定画面 


才ートマティック 


ドア□ック 


の 

© 

オフ 

0 


走行速度び約1已 km / hliLh になったと 
をに、ドアとテールゲートを自動的に 
施錠する機能の設定びでをまず。 


ra または D を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

車連感応ドア□ックび作 
動しまず。 

オフ 

車速感応ドア□ックは作 
動しません。 


詳しくは （3-39) をご覧ください。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


4-44 












ンディスプレイ 




テールゲー ト開度の設定画面* 



テールゲートの開<高さを設定するこ 
とびでをます。 


► ra または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

テールゲートの 開く高さ 
びイ氏い位置になります。 

オフ 

了 —— J レゲ——卜1ま最ち局し、 
位置まで開さます。 


詳しくは （3-40) をご覧くださし、。 


※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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各種設定 


ンディスプレイ 



※画面表示や操作ちまなどは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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① 

各種設定メイン画面 

4-30 

③ 

設定グループ選択画面 

4-30 

③ 

イージーエント U —設 
お曲を]* 

4-47 

④ 

施綻時のドア云ラー格 
納設定画面 

4-4 谷 





















ンディスプレイ 




設定グループ選択画面を表示させる 

► またはを押して、各種設定 
メイン画面を表示させまず （4- 

30)。 


► 各種設定メイン画面①表示中に ra 
を押して、設定グルーフ選択画面 
②を表示させまず。 

設定グループを選択する 

► ra または〇を押して、"コンフ 
オート"を選択します。 

► Ea を押しまず。 


イージーエント U -設定画面* 



運転席への柔り降りを容易にずるイー 
ジーエント U —機能の設定びでをまず。 


► ra または D を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

オン 

ステア U ングび上方に移 
動しまず。 

オフ 

イージーエント U — 機能 
は作動しません。 


詳しくは （3-3 已）をご覧くださし、。 


コンフオートの最ネリの鼓定項目画 
面び表示されます。 


※画面表示や操作ち法などはモ告なくを更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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各種設定 


ンディスプレイ 


施錠時のドアミラーホ各納設定画面 



U モコン操作での施錠時にドアミラー ^ ra または〇を押して、反転表示 
を格納する機能の設定びでさます。 を移動しまず。 


表示 設定内容 

U モコン操作での施錠時 
オン にドア云ラーび格納され 

ます。 

U モコン操作での施链時 
オフ にドア S ラーは格納され 

ません。 

詳しくは （3-11) をご覧くださしん 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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※画面表示や操作ち法などは予告なく変更されることがあります。 
* オプションまたは仕様により装備が異なりまず 


ンディスプレイ 




① 

□ S R 速度設定画面 

4-50 

② 

けん引防止警報機能設 
定画面* 

4-51 


® * 
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車両設定 


ンディスプレイ 



マルチフアンクシヨンデイスプレイで 
は、 DSR の速度を日 km / h から 
1 8 km / h の間で、 2 km / h 単位で設定 
でをます。 

□ SR 速度設定画面を表示させる 

► またはを押して、 DSR 速 
度設定画面を表示させまず。 

► ra または〇を押して、設定速度 
を選択します。 


知識 

□ SR を作動させているとをは、ク 
ルーズコン ト □ー ル/巧変 スピー 
ド U ミッターレパーにより 、 DSR 
の設定速度を 4 km / h から] 8 km/h 
の間で、] km / h 単位で一時的に変 
更ずることびでをまず。 

詳しくは 巧-巨 2) をご覧ください。 


表示 

設定内容 

6〜巧 
km/h 

□ SR の設定速度びそれ 
ぞれの速度になります。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


けん弓 I 防止警報機能設定画面* 



盗難防止警報システムのけん引防止警 
報機能*を設定でをまず。 

けん引防止警報機能設定画面を表示さ 
せる 

► またはを押して、 DSR 速 
度設定画面を表示させます。 

► ra または区 a を巧して、けん引 
防止警報機能設定画面を表おさせ 
ます。 

► ra または〇を押して、反転表示 
を移動しまず。 


表示 

設定内容 

オン 

けん引防止警報機能び待 
機状態になります。 

オフ 

けん引防止警報機能び解 
除されます。 


車両設定 ■ 

知識 

エンジン停止時の表示設定画面 
(4-4吕）び"ケンインホ''ウシケイホゲのと 
をは、エンジンスイッチを0の位 
置にするかエンジンスイッチから 
キーを巧くと、マルチフアンクシ 
ヨンディスプレイに"ケンインホ''ウシケイホ 
ウオフ"または"ケンインホ''ウシケイホウオン’’ A 
と表おごれます。このとを raw ~~ 
〇を押ずと、けん引防止警報機 
能を待機状態にするか、または解 
除することびでをまず。 

詳しくは （3-64) をご覧くださし、。 


※画面表示や操作ち法などはモ告なくを更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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ンディスプレイ 


トリップコンピューター 



① 

シヨー トト U ツプ 
六_ター画面 

4-53 

② 

□ングト U ツプ 
六一夕_画面 

4-54 

③ 

走行可能距離画面 

4-目已 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 



①エンジン始動からの走行距離 ( km ) 

③エンジン始動からの経過時間 （ h ) 

③エンジン始動からの平均速度 （ km / h ) 
@エンジン始動からの平均燃費 ( km / I ) 


ショートト U ップ; ><- 夕一は、エンジ 
ンを始動したとさを起点とした情報を 
^TTv します。 

エンジンスイッチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約 4 時間 
経過ずると、ショートトリップ一夕 
一は自動的にリセットされます。 

ショートトリップメーター画面を表お 
させる 

► またはを押して、ショート 
トリップ X- ター画面を表おさせ 
ます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 


卜 U ップコンピューター 

ショートト U ップメーターは、手動で 
ち U セットでをまず。 

ショートトリップ メーターを 手動でリ 
セットずる 

► ショートトリップ一夕一画面が 
表示されているとさに、X—夕一 
パネルのリセットボタン (3-86) 

を押し続けて、表示をリセットし 4 
ます。 
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ンディスプレイ 


トリップコンピューター 


□ ングトリツプ メーター 画面 


リセットカラ 
-1 00 km 1 

^- *79 km/h 

己. 8 km/l 



①リセットからの走行距離 （ km ) 
©リセットからの経過時間 （ h ) 

@リセットからの平均速度 （ km / h ) 
® リセットからの平均燃費 ( km / I ) 


□ングト U ップ一夕一は、リセッ 
卜したときを起点とした情報を表示 
します。 


□ングトリップメーター画面を表示 
させる 

► またはを押して、ショート 
トリップ一夕一画面を表示させ 

ます （4 -己3)。 

► ra を押して、□ングト U ップメー 
夕一画面を表示させます。 


□ングトリップメーターをリセットずる 

► □ングトリップ夕一画面び表示 
されているとさに、X—夕ーパネル 
のリセットボタン （3-86) を押し 
続けて、表示をリセットします。 


知識 

リセット後、□ングト U ップ >< — 
ターは、目目， 9 目目 km 走行後、また 
は目.目 9 目時間経過後に自動的にリ 
セツトされます。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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ンディスプレイ 


トリップコンピューター 



走行可能距離画面 


ソウコウカノウ：11 2 kn 


現在の燃料残量で走行可能なおよそ 
の距離を計算し、予測値として表示 
します。 


y ： 


走行可能距離画面を表示させる 

エンジンスイツチを 吕の 位置にし 
ます。 

またはを押して、 ショート 
トリツプメーター画面を表示させ 

ます （4 -已3)。 

区 a を押して、走行可能距離画面 
を表示させます。 


を意！ 

走行可能距離は、現在までの平均 
燃費と残り燃料から計算した予測 
値です。今後の走行状況に応じて 
大をく変動することびありますの 
で、燃料計を確認して、早めに給 
油してくださし、。 

燃料残量び少ないとをは、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに’’ネンI」ヨウI」ザ'- 
了 わウ1シテクタ''サイ"と表示ごれるか、が 
下の マークび 表示されまず。 


最寄りのガソ U ンスタンドですみやか 
に給油してくださし、。 



※画面表示や操作ち法などは予告なくを更されることびあります。 
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電話 


ンディスプレイ 



電話画面を表示させる 

► IMBI または 田11 を巧して、電話画面 
を表示ごせます。 


通話ずる（電話を夏信ずる） 

► 電話びかひってきたとをにステア 
リ ングの通話開始スイ、ソチ屈を 
押します。 

電話を受信でをます。 

通話を終える（電話を切断ずる） 

► ステア U ングの通話終了スイッ 
チ^を押します。 

電話を切断でさまず。 


※画面表おや操作ち法などは予告なく変更されることびあります。 


メモ U - 番号による電話の発信 

メモリーしてある電話番号に電話をひ 
けることびでをます。 

► 電話画面表示中に、 G3 または区3を 
押して、電話をかける巧手先のメモ 
U —番号を選択しまず。 

► ステア U ングの通話開始スイッ 
チ®を押します。 


《詳細については、別冊「マルチファンク 
シヨンコント□ーラー取扱説明書」をお 
読みください。 


4-56 














エンジンスイッチ 

己-2 

エンジンの始動と停止 

已 -4 

オートマチックトランスミッション 

已 -6 

マニュアルギアシフト 

己-13 

才ートマチック車の運輯 

已 -17 

ランプ 

百-23 

方向指示 

5-29 

非常点滅巧 

已 -30 

ワイパー 

已 -31 

パ ーキングブレーキ 

己-3色 

ブレーキ 

己-37 

ABS 

已 -39 

BAS 

已 -42 

ETS 

百-43 

ESP 

己-斗百 

4MAT に 

已 -49 


. 運転ずるとさ 


オフ□—ドでの走巧 

己-己0 

DSR 

百-己9 

ヒルスタートアシスト 

己-64 

オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 

己-6已 

AIR マティックサスペンション 

(オフ□ー ドパッケージ装備車） 
AIR マティックサスペンション 

5-67 

(ML 色3 AMG) 

己-77 

□ —レンジモード 

百-83 

ディファレンシャル□ック 

5-86 

クルーズコントロール 

百-90 

巧変スピードリミッター 

己-9已 

パークト□ニック 

百-100 

サイドビューカメラ 

百-106 

パーキングアシストリアビューカメラ 

百-11己 




運転ずるとさ 


エンジンスイッチ 




作動内容 

⑩ 

0:キーを差し込む/巧く位置 

① 

1:エンジンを停止したまま電 
気装備の一部を使用すると 
き■の位置 

② 

吕：走行ずるとさの位置 

すべての電気装備び使用で 
さます。 

③ 

3:エンジンを始動する位置 

エンジンスイツチを③の位 
置までまわして手を放す 
と、 自動的に スターターび 
まわり、エンジンび始動し 
まず。 


タツチスタート 

エンジンスイツチを③の位置までま 
わすと、手を放してち自動的にスタ 
ーターび作動し続け、エンジンび始 
動しまず。 
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運転ずるとさ 


警告 A 


ごく短時間でち、車から離れると 
さはエンジンスイツチから キーを 
抜いてください。また、子供だけ 
を車内に残さないでください。し、 
たずらから車の発進、火災などの 
事故び発生ずるおそれびあります。 
また、炎天下では車内びが苗に高 
温になり、熱中症を起こすおそれ 
びあ0まず。 


ま意！ 

• 走行中にエンジンを停止させな 
し、で<ださい。エンジンブレー 
キび効かな< な0まず。また、 
ブレーキやステアリングの操作 
に非苗に大をな力び必要にな 
りまず。 


• バツテ U —あびりを防止ずるた 
めに、駐車時は必ずエンジンス 
イツチからキーを抜いて<だ 
さい。 

• エンジンスイッチにェマージェ 
ン シーキーを 差し込むことはで 
きません。 


エンジンスイッチ 

知識 

• エンジンスイッチからキーを抜 
かずに⑩の位置で長時間放置し 
ていると、キーびまわせな<な 
ることびあります。このとさは、 
キーをいったんおさ、再度差し 
込んでからまねしてください。 

-キーの発信部び覆われていた 
り、ミちれていると、エンジンを 
始動でさな < なります。 C 
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運転ずるとさ 


エンジンの始動と停止 


エンジンの始動と停止 


エンジンを》台動ずるとを 

► パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認してくださし、。 

► シフトポジションび la になって 
いることを確認してくだごし、。 

► 確実に ブレーキ ペダルを踏みます。 
► エンジンスイッチにキーを差し込 
み、アクセルペダルを踏まずに3の 
位置までまわして手を放します。 


ま意！ 

• エンジンは、シフトポジション 
び Ul のとさち始動でさまず 
び、ま全のため、必ずシフトポ 
ジションを la にして、ブレー 
キペダルを踏んで始動してくだ 
さい。 

• 少しでを車を動かすとさはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作にが萬 
に大さな力び必要になります。 


知識 

ランフやエアコンディショナーな 
ど、バッテ1」一の負担になる装置 
のスイッチをオフにしておくと始 
動性び良くなりまず。 
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運転ずるとさ 


エンジンを始動でをないとを 

► エンジンスイッチを0ひ1の位置ま 
で戻してから再始動してください。 

► シフトポジションが la になって 
いることを確認してください。 

それでちエンジンを始動でをないとを 
は、指定サービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


エンジンを停止ずるとを 

► 完全に停車しまず。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、 
パーキングブレーキペダルを確 
実に踏み込み、シフトポジシヨ 
ンを13にします。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆつ<り 
放します。 


エンジンの始動と停止 

を意！ 

水温び高めのとをは、少しの間ア 
イド U ング状態でエンジンを冷却 
してから、エンジンを停止してく 
ださい。 
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運転ずるとさ 


オートマチックトランスミッション 


オートマチックトランス三ッシヨン 


シフトポジシヨンを選択ずる 


ま意！ 


セレクターレバ’一 



① セレクタ ーレバー 

② ノ（ーキングポジションの逞択 

③ ニュートラルポジションの選択 

④ ニュートラルポジションの還択 

⑤ 1」バースポジションの逞択 

⑥ ドライブポジションの逞択 


► セレクターレバー ①を 操作して、 
シフトポジションを選がします。 


セレクターレバーはステアリング 
のち側にあります。ち向指おやワ 
イパーの操作をする際は、誤って 
セレクターレバーの操作をしなし、 
よラにま意してください。事故を 
起こしたり、車を損傷するおそれ 
びあります。 


ポジション 


操作方法 

El 

パーキング 

駐車およびエンジン始動/ 
停止の位置 

► セレクターレバー先端のボタン 
を③の方向に押しまず。 

四 

ニユートラル 

動力が伝わらない位置 

押したり、けん引してち 
らラことで車を移動でき 

9—0 

► セレクターレバーを③または④ 
のち向に軽く操作します。 

■a 

U バース 

後退するとさの位置 

► セレクターレバーを⑥の方向に 
いっぱいまで上げまず。 

|〇 

ドライブ 

走行するとさの位置 

1速〜7速の範囲で自動的 
に変速しまず。 

► セレクターレバーを®の方向に 
いっぱいまで下げまず。 
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運転ずるとさ 


注意！ 

•約] Okm/hli (下で走行している 
とさは、 lO から13、または 
■a から10にシフトポジシヨ 
ンを変更でさますび、シフトポ 
ジシヨンび変更されたことに気 
付かずに一旦停止して、再度走 
り出すと、車び不意にを退また 
は前進して事故を起こすおそれ 
びありまず。 


シフトポジションを13または 
■a にするときは、完全に停車 
して<ださい。トランス云ッ 
ションを損傷ずるおそれびあり 
y 〇 

エンジンび暖まるまでは、エン 
ジンやトランスミッションに大 
さな負担びかかるよラな運転を 
しないでください。 


オートマチックトランスミッション 
警告 A 


走行中にシフトポジションを m に 
すると、エンジンブレーキびまつ 
たく効かなくなり、事故を起こし 
たり、トランスミッションを損傷 
するおそれびあります。 




運起ずるとき 


オートマチックトランスミッション 
知識 

• エンジンスイッチび2の位置で、 
ブレーキ ペダルを踏んでいると 
きに、13から他のシフトポジ 
ションにでさまず。 

• エンジンスイッチび1の位置で 
ブレーキ ペダルを踏んでいると 
をに、シフトポジションを la 
から ui にでをまず。 

• シフトポジションを13にした 
とさは、確認音び鳴ります。 

• セレクタ ーレバーから 手を放ず 
と、セレクターレバーは 中立の 
位置に戻ります。 

• シフトポジションが m か IO 
のとさにエンジンスイッチを0 
か1の位置にずると、シフトポ 
ジションが ui になります。 

さらにこの状態でフ□ントドア 
を開<か、エンジンスイッチか 
らキーを抜<と、シフトポジ 
シヨンが ra になります。 

※上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 



-シフトポジションを la から他 
のシフトポジションにするとさ 
に ブレーキ ペダルび踏まれてい 
ないと、マルチフアンクション 
ディスプレイに" P レンシ''カラシフト 
フ''レ-巧フンテ''クタ''サイ"と表示され 
ます。 

• 約]日 km/hLU 上で走行している 
とさは、|〇から13、または 
13から IO にシフトポジショ 
ンを変更しようとすると 、 MSM 
になります。 

• シフトポジションが raii (がの 
とさに運転席ドアを開<と、マ 
ルチフアンクションディスプレ 
イに"セレクタカ''ソウ]ウイチ"と表示さ 
れ、警告音び鳴ります。 


①シフトポジション表示 

( ドライブが選択されている状態） 

マルチフアンクションディスプレイが 
表示されているとさに、選択されてい 
るシフトポジション①び反転表示され 
ます。 

ま意！ 

マルチフアンクションディスプレ 
イび故障してシフトポジションが 
表示されないときは、セレクター 
レバーを 憤重に操作してゆっくり 
とアクセルペダルを踏み、選択さ 
れたシフトポジションを確認して 
から走行してくださし''。また、す 
みやかに指定サービスエ場で点検 
J を受けてくださし、。 


予告なく変更されることびあります。 
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運転ずるとさ 


オートマチックトランスミッション 


走行モードの切り替え* 


オフ□—ドパッケージ装備車 



① 走打モー表 TJX 


路面の状況や運転に合わせてオートマ 
チックギアシフトの走行モードを切り 
替えることができまず。 

選択された走行モード①は X —ターパ 
ネルに表示されます。 



③走行モード選択スイツチ 


走行モードを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ®を押し 
ます。 


ML 63 AMG 


5 


走行モードを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ感を押し 
ます。 



⑤走行モード選択スイツチ 


S モードー M モードー S モー ドと 
切り誓わります。 


C モードー S モー ドー M モー ドー 
C モー ドと切り誓わります。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 


走行モード 


S モード 

十分な加连を得たいときに使用します。シフトポジションを 
la にしたときは C モード* *より力強く後退します。 

C モード* 

S モードより早めにシフトアップび行なわれまず。ゆるやか 
な運転や滑りやすい路面を走行ずるとをに適していまず。 

シフトポジションを|〇にしたとさは S モードよりゆるやひに 
後退しまず。 

M モード 

マニュアルでギアを選択でさまず。 

詳しくは （已 -13) をご覧ください。 


警告 A 


選択したモードにより変速特性び 
変わります。必ず路面の状況に 
合ったモードを選択してくださし、。 


知識 

- S モードまたは C モードを選択 
した状態でエンジンを停止ずる 
と、次にエンジンを始動したと 
さは停止したとさのモードにな 
0まず。 


• M モードを選択した状態でエン 
ジンを停止すると、次にエンジ 
ンを始動したとさは、 S モード 
または C モードになります。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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r テイップシフト 



①低いギアレンジを選択 
© 高いギアレンジを選択 

オートマチックトランス云ッシヨン 
のギアの変速範囲（ギアレンジ）を 
変えることにより、不必要に変速し 
ないよラにすることびでさます。 

走行モードが M モード* (已-10) 外 
のとさに、テイップシフトにでさます。 


運転ずるとさ 


オートマチックトランスミッション 



③ギアレンジ表示 


テイップシフトにずる 

► シフトポジションび|〇のとを 
に、ステア U ング左側のボタン① 
を押します。 

ティップシフトに切り替わり、選 
択されたギアレンジ③びマルチ 
フアンクシヨンディスプレイに表 
ホされまず。 


ほいギアレンジを選択ずる 

► ステア U ング左側のボタン①を押 
します。 

イ氏いギアレンジび選択され、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
ギアレンジ③び表示されます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ステア U ングち側のボタン②を押 
します。 

高いギアレンジび選択され、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
ギアレンジ③び表示されます。 

テイップシフトを解除ずる 

► ステア U ングち側のボタン②を押 
し続けます。 

テイップシフトび解除され、ギア 
レンジ表示③に’’陋|’’び表示され 
ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運転ずるとき 


オートマチックトランスミッション 


レンジ 


■n 

1速〜7速の範囲で変速し 

9 〇 

四 

1连〜巨速の範囲で変速し 

cA 9 〇 

四 

1速〜已速の範囲で変速し 

9 〇 

figl 

1连〜4速の範囲で変速し 

9 〇 

四 

1连〜3速の範囲で変速し 
ます。エンジンブレーキび 
必要なとさに使用します。 

の 

1連〜2速の範囲で変速しま 
ず。下り坂や山道、悪路を 
走行するときに使用します。 

の 

] 連に固定されます。エン 
ジンブレーキび最大に作用 
します。急な下りあや長し、 
下り坂を走行するとさに使 
用しまず。 


警告 A 


滑りやすい路面やカーブを走行し 
ているとさは、あいギアレンジを 
選択してエンジンブレーキび効< 
と、駆動輪びグ U ップを失ラおそ 
れびあります。低いギアレンジを 
選択するとさは十分ミ主意してくだ 
さい。また、滑りやすい路面状況 
で駆動輪を空転ごせると、駆動系 
部品を損傷ずるおそれびありまず。 


ま意！ 

マルチフアンクションディスフレ 
イび故障してシフトポジションや 
ギアレンジび表示されないときは、 
ティップシフトを解除して走行し 
てください。また、すみやかに指 
定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


知識 

• テイップシフトにしたとをに選 
択されるギアレンジは、そのと 
をの走行連度やエンジン回転数 
などにより異なりまず。 

• シフトポジションび|田のとを 
にボタン②を押ずと、走行速度 
やエンジン回転数に応じてシフ 
トアップび行なわれます。 

-加速時にエンジンの許容回転数 
を超えるおそれびあるとをは、 
自動的にシフトアップされ、高 
いギアレンジになります。 

-ギアレンジ表示は還択したギア 
レンジを示しており、実際のギ 
アを示ずちのではありません。 
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ステア u ングのボタンを操作して、マ 
ニユアルでギアを選択でさます。 


警告 A 


滑りやすい路面やカーブを走行し 
ているとさは、シフトダウンに 
よってエンジンブレーキび効<と、 
駆動輪びグ U ップを失ラおそれび 
あります。ギアをシフトするとさ 
は十分ま意してください。また、 
滑りやすい路面状況で駆動輪を空 
居させると、駆動系部品を損傷す 
るおそれびありまず。 


ま意！ 

エンジンび暖まるまでは、エンジ 
ンやトランスミッションに大きな 
負担びかかるよ5な運転をしない 
でください。 

知識 

マニュアルギアシフトでは ESP の 
機能を解除しないで走行すること 
をお勧めします （已-47)。 


運転ずるとさ 


マニュアルギアシフト 
マニュアルギアシフトの選択 


(左）オフ□ー ドパッケージ装備車 
(も ） ML 63 AMG 

①走行モード選択スイッチ 

マニュアルギアシフトを選択ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、走行モードを M モードにします。 




* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずるとき 


マニュアルギアシフト 



② 走行モード表示 

③ ギア表示 


► 走行モード表お③に ’’nr び表示 
され、選択されているギア③び表 
示されます。 

また、マルチファンクシヨンディ 
スプレイに AMG メニュー*を表示 
しているとさは、マルチファンク 
シヨンディスプレイに選択されて 
いるギアび表示されまず（4-17、 
18、19)。 


知識 

マニュアルギアシフトではギア表 
示③に表おされる数字は実際のギ 
アを示してし)ます。 

運転ちのシフトアップ/ダウン操作 
や、自動的なシフトアップ* /ダウ 
ンに応じてシフトインジケーターに 
表おごれる数字石変わりまず。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


マニュアルギアシフトを解除ずる 

► 走行モード選択スイッチ①を押し 
て、走行モード表示③に ’’nr ま 
たは "111" * を表示させます。 

知識 

マニュアルギアシフトを選択した 
状態でエンジンを停止すると、次 
にエンジンを始動したときは、 
オートマチックギアシフトに切り 
替わります。 


5-14 












運転ずるとさ 


シフト操作 



④ シフトダウン 

⑤ シフトアップ 


シフトダウンずる 

► ステア U ング左側のボタン④を押 
しまず。 

押すたびに]段下のギアにシフト 
ダウンしまず。 

シフトアップずる 

► ステア U ングち側のボタン⑥を押 
し CJ ^ 9 〇 

押すたびに ] 段上のギアにシフト 
アップしまず。 


マニュアルギアシフト 

を意！ 

□ーレンジ*になっているとさは 
(5-83). エンジン回転数び高回転 
になってをオートマチックトラン 
スミッシヨンは自動的にシフト 
アップしません。エンジン回転数 
の上げずざにま意してください。 
エンジンを損傷するおそれびあり 
ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずるとき 


マニュアルギアシフト 


知識 

. 停車すると、ギアは]速にシフ 
卜されます。 

. 車種や仕様により、停車時に選 
択できるギアは異なります。 

• シフトダウン操作をしなくて 
ち、速度とエンジン回転数に応 
じて、自動的にシフトダウンず 
ることびありまず。 

-シフトアップ/ダウン操作をし 
てち、還択したギアび適切でな 
し、場合は、エンジン保護などの 
ため、シフトアップ/ダウンさ 
れません。 


• ML 巨3 AMG では、自動的にシ 
フトアッフされません。 

• オフ□ー ドパッケージ装備車で 
は、キックダウンを行なラこと 
びでをまず。 

• ML 63 AMG では、キックダウ 
ンを行なラことはでをません。 

-ステア I 」ング左側のボタンを押 
し続けると、そのとさの加连に 
最石適したギアび選がごれます。 


-オフ□ー ドパッケージ装備車で 
は、エンジン回転数び上昇して 
レッドゾーンに近付くと、シフ 
トアップ操作をしなくてち自動 
的にシフトアップされます。こ 
のとさ、ギア表おの数字ち変わ 
ります。 


シフトアツプ表示 （ ML 巨3 AMG ) 



①ギア表示 

感 シフトアップ表示 " up " 


エンジン回転数び上昇して、シフト 
アップするタイ S ングになったとを 
は、マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イの表示びホくなり、選択しているギ 
ア表示①の横に、 ’’ up " ③び表示されま 
す (4-17)。 
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運転ずるとき 


才ートマチック車の運車ち 


運転する前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しい操作をしてくださし、。 

オートマチック車の特性 
クリープ現象 

エンジンびかかっているとを、シフト 
ポジションび13、 Id じ(外のときは 
動力びつなびった状態になり、アクセ 
ルペダルを踏み込まなくてち車びゆっ 
くり動さ出しまず。これをク1」ープ現 
象といいます。 

キックダウン 

走行中にアクセルペダルをいっぱいま 
で踏み込むと、自動的に低いギアに切 
り替わり、エンジンの回転数び上びっ 
て素早<加速します。これをキックダ 
ウンといいまず。 


発進ずる 

► エンジンを始動します。 

► ブレーキペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認します。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、シ 
フトポジションを ra にしまず。 

警告 A 


アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しないでく 
ださい。車び急発進したり、オー 
トマチックトランスクッションを 
損傷するおそれびあります。 

► パーキングブレーキを解除しまず。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みまず。 


才ートマチック車の運転 

を意！ 

急な上り坂で発進するとさは、 
パーキングブレーキを効かせたま 
まブレーキペダルから足を放し、 
アクセルペダルをゆっくりと踏ん 
で、車び動を出す感触を確認して 
からパーキングブレーキを解除し 
て発進してください。 
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運転ずるとき 


才ートマチック車の運車5 


通常走行 

通萬はシフトポジションを|〇にして 
走行します。アクセルペダルの踏み加 
減や走行速度に応じて、自動的に変を 
び行なわれます。 

警告 A 


走行中にシフトポジシヨンを ■。■ に 
すると、エンジンブレーキびまつ 
たく効かなくなり、事故を起こし 
たり、トランスミッションを損傷 
するおそれびあります。 


知識 

-エンジンびをえているときは、 
より高いエンジン回転数でシフ 
トアップび行なわれまず。これ 
により、触媒びより早く適正温 
度に達しまず。 

• オートマチックトランスミッ 
シヨンは、運転ちの運転の仕方 
に合わせて、自動的に変速の夕 
イミングを制御します。運転を 
や運転スタイル、運転状況び変 
化したとさは、変速タイ S ング 
ちそれに合わせて変化します。 


素早く加速したいとを 

► アクセルペダルををめに踏み込む 
と、より高い回転数でシフトアッ 
プしまず。 

または 

► アクセルペダルをいっぱいまで踏 
み込むと、キックダウンして、素 
早く加連しまず。 

ま意！ 

キックダウンをするとさは、周囲 
の状況にま意しなびら操作して< 
ださい。事故を起こすおそれびあ 
りまず。 


ゆっくりなめ5かに加速したいとを 

► アクセルペダルを少しだけ踏み込 
みます。 

より低い回転数で、早めのタイミ 
ングでシフトアップしまず。 
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運転ずるとさ 


才ートマチック車の運串5 


上り坂を走行ずるとを 

► おの勾配などに応じて、ティップ 
シフトで低いギアレンジを選択し 
まず。 

変速の少ない、なめらかな走行び 
でさます。 

下り坂を走行ずるとを 

下り坂を田■で走行ずると、エンジン 
ブレーキの効さび弱く、速度び出すざ 
ることびあります。 

► ±反の勾配などに応じて、ティップ 
シフトでほいギアレンジを還択し 
まず。 

エンジンブレーキの効をび強くなり 
まず。 

エンジンブレーキ： 走行中にアクセル 
ペダルを戻したとさに発生するエンジ 
ン内部の抵抗を利用した減速をエンジ 
ンブレーキといいまず。低いギアのと 
さほど効さび強くなります。 


警告 A 


• 長い下りあや急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。ブレーキペダルを踏 
み続けたり、急ブレーキを繰り 
返すと、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあります。 

• 急激なエンジンブレーキを効か 
せないで<ださい。ス U ップし 
て車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびありまず。 


滑りやずい路面を走行ずるとを 

警告 A 


滑りやすい路面では、低いギアレ 
ンジを選択したり、シフトダウン 
操作を行なラことによる急激なエ 
ンジンブレーキを効かせないで< 
ださい。車のコント□—ルを失し、、 
事故を起こすおそれびあります。 


エンジンの許容回転数を超えるお 
それびある場合は、ほいギアレン 
ジや低いギアを選がすることはで 
をません。このとをは、ブレーキ 
ペダルで減速してから再度操作し、 
速度に応じたエンジンブレーキを 
効かせて < ださし、。 
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運転ずるとき 


才ートマチック車の運転 

狭い場所で輯回ずるとを 

► ブレーキ ペダルを踏みなびら、走 
行速度を調整します。 

► 後方など周囲のま全を確認し、ゆ 
つくり スムーズに 加连しなびら転 
回します。 


停車ずるとを 


シフトポジシヨンを1〇にしたままブ 
レーキ ペダルを踏みまず。 

やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジシヨンを la にしまず。 


A 


停車中は空ぶかしをしないで<だ 
ごい。万一、シフトポジションび 
ID 、 13になると、車び急発進し 
て重大な事故を起こすおそれびあ 
0ます。 


ま意！ 

-急な上り坂などではアクセルぺ 
ダルの踏み加減によって停車状 
態を保たないでくだごい。トラ 
ンス云ッションに負担びかか 
り、過熱や故障の原因になり 
ます。 

. 停車中は ブレーキ ペダルを確 
実に踏み、ク U — プ現象（已- 
17) で車び動かないようにし 
てください。 

• シフトポジションを la にする 
とをは、完全に停車してくださ 
し、トランスミッションを損傷 
ずるおそれびありまず。 
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駐車 

► 完全に停車ごせ、ブレーキペダル 
を踏み込んだまま、パーキングブ 
レーキを確実に効ひせます。 

► シフトポジションを la にします。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを抜をます。 

► ブレーキ ペダルから足をゆっくり 
放します。 


運転ずるとさ 


才ートマチック車の運転 ■ 


警告 A 


駐車時や車を離れるとさは、必ず 
シフトポジションを la にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、エンジンを停止してください。 
シフトポジションを la にしただけ 
では十分なブレーキ効果び得られ 
ず、あ道などで車び動さ出すおそ 
れびあ0ます。 


を意！ 

-急な坂道で駐車ずるとをは、 
パーキング ブレーキを 確実に効 
かせてください。ごらに輪止め 
をして、前輪の下り側を歩道方 
向に向けて < ださい。 

-短時間でち車から離れるとき 
は、テ供だけを車内に残さない 
でください。また、ドアウイン 
ドウやスライディングルーフ* 
を閉じ、車を施結してくださし、。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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運転ずるとき 


才ートマチック車の運転 

エマージ王ンシーモード 

トランスミッションに異常び発生し、 
自動変速びでさなくなったとをは、自 
動的にエマージェンシーモードに切り 
替わることびありまず。この場合、じ ( 
下の方法でギアを2速か U バースに入 
れることびできるようになり、走行で 
さる場合びあります。を全な場所まで 
移動して指定サービスエ場に連絡して 
くださし、。 


エマー ジェン シーモー ドでの走行 

► ま全な場所に停車し、シフトポジ 
ションを la にします。 

► エンジンスイッチを 0 の位置にし 
て、約]0秒間待ちます。 

► エンジンを始動します。 

► シフトポジションを1〇にします。 
2速ギアに固定され、前進でを 
ます。 

または 

► シフトポジションを13にします。 
U バースギアに固定され、後退で 
をまず。 


ま意！ 

-2まや U バースに 変速でさな 
かったり、変连でさてち走行で 
さないとさは、指定サービスエ 
場に連絡してください。 

• エマージェンシーモードで走斤 
ずるとをは、動力性能び大さく 
制限されます。十分にミ主意して 
走行し、指定サービスエ場で点 
検を受けて < ださい。 
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運転ずるとさ 




ンブ 


ランプスイッチ 



①ランプスイッチ 


注意！ 

エンジンを停止した状態で、ラン 
プを長時間点灯しないでくださし、 
パ‘ッテ U —があがるおそれびあり 
ます。 



位置 

作動内容 

② 

〇 

ずべてのランプび消灯 

③ 

CTHil 

周囲の明るさに応じて 
自動的に点‘灯/消1灯 

④ 

j : D 。; 1 

車幅灯、テールランプ、 
ライセンスランプやス 
ィツチなどの照巧び点 
灯し、表示1 灯⑦び点灯 

⑥ 


へツドランプび点巧 

⑧ 


ち側のパーキングラン 
プび点灯 


B3 

左側のパーキングラン 
フび点灯 

⑦ 

車幅灯表示灯 

⑨ 

フ□ントフォグランプ表示灯 

⑨ 

U アフォグランプ表示巧 


ま意！ 

ランプスイツチを巨因の位置にし 
たまま、キーを抜いて運転席ドア 
を開くと、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"ライ 
トヲケシテクタ''サイ!"と表示されます。 
このときはランプを消丹してくだ 
さい。パツテ U —び态びるおそれ 
び友 0 ます。 
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運転ずるとき 


ランプ 

へッ ドランプ 
知識 

へッドランプび点灯しているとさ 
に、エンジンスイッチを1の位置 
にずると、ヘッドランプび消灯し 
まず。 

さらにこの状態でエンジンスイッ 
チを0の位置にして運転席ドアを 
開<か、エンジンスイッチから 
キーを抜くと、車幅灯などを消灯 
します。 

へッドランプを手動で点灯ずる 

► ランプスイッチ①を瞧3の位置に 
します。 

• エンジンスイッチび1の位置の 
ときは、車幅灯、テールランプ、 
ライセンスランプび点灯し、車 
幅灯表示な⑦び点灯します。 

• エンジンスイッチび吕の位置の 
ときは、上記に加えてヘッドラ 
ンプち点灯しまず。 


へッドランプの自動点灯機能 

周囲び暗いときに、へッドランプを自 
動的に点な/ミ肖灯でをまず。 

へッドランプを自動的に点な/消打 
ずる 

► ランフスイッチ①を匹！因の位置に 
しまず。 


• エンジンスイツチび1の位置の 
ときは、周囲び暗くなると、車 
幅巧、テールランプ、ライセン 
スランプび自動的に点 I 灯し、車 
幅 I 灯表示灯⑦び点打しまず。 

• エンジンびかかっているとをは、 
上記に加えてへッドランプを自 
動的に点'なしまず。 


知識 


フ□ントウインドウの上部中央に 
は明るさを感知するセンサーびあ 
ります。このセンサーは、レイン 
センサーと同じ位置にありまず 
(已-33)。センサー部にステッ 
カーなどを貼付すると、自動点な 
機能び働かなくなります。 


警告 A 


-ランプの点灯/消巧に関する責 
任は運転者にありまず。ランプ 
の自動点灯機能は運転者を支援 
する機能です。 

-(下の状況などではランプは自 
動的に点打しなかったり、点 I 灯 
していたランプび消灯して事故 
を起こずおそれびあります。こ 
のとをは、手動でランプを点灯 
してください。 

〇震の中を走行ずるとを。 

〇対向車のランプなどにより、 
センサーび正萬に作動しない 
とさ。 

• ランプスイッチを 化,"•、 から^3 
の位置にするとさは、必ず停車 
してください。ランプび一瞬消 
灯して事故を起こずおそれびあ 
ります。 
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運転ずるとさ 





へッドランプ下向を/上向さの 
切り替え 


⑩下向き 
⑩上向き 
⑩パッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを⑩の 
位置にしまず。 

へッドランプび下向さになります。 

へッドランプを上向きにずる 

► コンビネーションスイッチを⑩の 
位置にしまず。 

へッドランプび上向をになります。 

メーター パネルの八イ ビーム 表示 
灯应1び点巧しまず。 


パッシングずる 

► コンビネーションスイッチを⑩の 
方向に引をまず。 

引いている間、ヘッドランプび上 
向をになります。 

メーター ノ くネルの八イ ビーム 表示 
灯^び点なします。 

コンビネーションスイツチから手 
を放ずと⑩の位置に戻ります。 


ま意！ 

対向車びあるとをや巿街地を走行 
するとをは、ヘッドランプを上向 
さにしないでくだごし、。 
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運転ずるとき 


ランプ 
フォグランプ 

フ□ントフォグランプを点:打ずる 

► エンジンスイッチび吕の位置でラ 
ンプスイッチ①の位置び巨囚また 
は^のとをに、ランプスイッチ 
を]段引をます。 

フ□ントフォグランプび点巧し、 
フ□ントフォグランプ表示打⑨び 
点灯します。 

フ□ントフォグランプと U アフォグラ 
ンプを点なずる 

► エンジンスイッチび吕の位置でラ 
ンプスイッチ①の位置び区因また 
は^のとをに、ランフスイッチ 
を 2 段引をます。 

フ□ントフォグランプと U アフォ 
グランプび点灯し、フ□ントフォ 
グランプ表示打⑨と U アフォグラ 
ンプ表示好⑨び点打します。 


警告 A 


ランプスイッチび田のの位置のと 
きは、フォグランプを点灯するこ 
とはでさません。震の中を走行ず 
るとをは、あらかじめランプス 
イッチを^3の位置にしてヘッドラ 
ンプを点打してください。 


ま意！ 

-フォグランプは、震などの悪天 
候で、十分な視界び確保でさな 
いとをじ(外には使用しないでく 
ださい。対向車や後続車の迷惑 
になります。 

-エンジンを停止した状態でラン 
プを長時間点 I 灯しないでくださ 
し、バッテ U —びあびるおそれ 
び友0ます。 


A ’ー キングランプ 

暗びりでの駐車時に後続車などに車の 
存在を知らせるため、車幅灯とテール 
ランプだけを点灯します。 

パーキングランプを点打ずる 

エンジンスイッチび0か1の位置のと 
さ、またはキーを差し込んでいなし、と 
をに点巧させることびでをます。 

► ランプスイッチを la または0因の 
位置にしまず。 


位置 

作動内容 


ち側のノ f ーキングランプび 
点打 

P 3 

左側のノ（ーキングランプび 
点打 
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運転ずるとさ 


コーナ U ングランプ 

し i (下のとさに、方向指示灯の点滅、ま 
たはステア U ング操作に連動して、フ 
□ントフォグランプび点灯します。 

-周囲び暗いとを 

• エンジンびかひっていて、走行速 
度び約40 km/hli (下のとき 

-へッドランプを点打しているとを 

方向指示なの点滅との連動 

方向指示灯を点滅させると、点滅させ 
た側のフ□ントフォグランプび点打し 
まず。 

シフトポジションび13のとさは、フ 
□ントフオグランプは点灯しません。 


ステア U ング操作との連動 

ステア U ングを操作ずると、操作し 
た側のフ □ ントフォグランプび点な 
しふ9 〇 


シフトポジションび ra のとをは、ス 
テア U ングを操作した方向と逆側のフ 
□ントフオグランプび点灯します。 


知識 

• 点滅ごせたち向指示灯の方向 
と、ステア U ングの操作ち向び 
異なるとさは、方向指示打と同 
じ側のフ□ントフォグランプび 
点灯します。 

• フ□ントフォグランプはゆつく 
り消なするため、一時的に左ち 
両側のフ□ントフォグランプび 
点巧ずることびあります。 

• 点 I 灯したフ□ントフォグランプ 
は、約3分後に自動的に消巧し 
ます。 


ランプ 

アクティブライトシステム 

周囲び暗く、ヘッドランフを点灯して 
走行しているとをにステア U ングを操 
作ずると、操作した方向にヘッドラン 
プの向をび変わります。 

知識 

• へッドランプの角度は、ステア 
U ングの操作角度や走行速度に 
応じて変化します。 5 

-変化ずるへッドランプの角度は 
ルさいため、変化びわかりに< 
いことびあります。 
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運転ずるとさ 


ランプ 

車がランプ消灯遅延機能 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、車幅灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやテールゲートを開いて開 
じた後、約]已秒後に消灯します。 

この機能の設定と解除については （4- 
39) をご覧くださし、。 


車かランプ沿'灯遅延機能を一時のに解 
除ずる 

► エンジンを停止したを、エンジン 
スイッチを吕の位置にします。 


知識 

-ランプび消打するまでの時間 
は、ドアやテールゲートを閉じ 
てから消灯するまでのおよその 
時間でず。 

• エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにす 
るか、開いてそのままにしてひ 
ら約已0秒後に、ランプは消打 
します。 
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運転ずるとさ 



①ち側のち向指お灯び点滅 
③左側のち向指お灯び点滅 


ち側のち向指示 I 灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の 
ち向に操作しまず。 

を側のち向指示 I 灯を点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
ち向に操作しまず。 

ステア1」ングを直進に戻ずとコンビ 
ネーションスイッチは自動的に戻り 
まず。戻らないときは手で戻してく 
ださし、。 

方向指示巧び点滅しているとをは、 
メーターパネルの方向指示表示打を点 
滅します。 


ち向指の 

知識 

-方向指示灯を点滅させていると 
をに非常点滅灯スイッチを押す 
と、非常点滅打に切り替わりま 
す。再度、お常点滅灯スイッチ 
を押ずと、方向指お巧に切り替 
わります。 

• コンビネーションスイッチを軽 
く操作ずると、方向指示巧び3回 
点滅します。 C 
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運転ずるとさ 





①非常点滅灯スイツチ 


故障などの非當時に、やむを得ず路上 
で停車するとをなどに使用しまず。 

が常点滅:打を点滅させる 

► 非當点滅灯スイッチ①を巧しまず。 
すべての方向指示巧び点滅しまず。 

非苗点滅灯スイッチ①とメーター 
ノ くネルの方向指お表示巧ち点滅し 
ます。 

が常点滅：打を消むさせる 

► 再度、お苗点滅打スイッチ①を押 
します。 


知識 

• 非常点滅打を点滅させていると 
さに方向指おの操作をすると、 
その方向のち向指示灯の点滅に 
切り替わります。方向指お巧び 
消灯すると、再び非甫点滅打に 
切り替わりまず。 

-エアバッグび作動ずると、非常 
点滅'灯び自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非甫点滅灯を 
解除するとをは、非甫点滅打ス 
イッチを押しまず。 


ま意！ 

-非當時ムソがは使用しないで<だ 
ごし、。 


-エンジンを停止して長時間使用 
すると、バッテ U —びあびるお 
それびあります。 
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運転ずるとさ 


ヮィパ- ■ 

ワイ八°一を作動させる 

エンジンスイッチび1か吕の位置のと 
をに作動します。 

► コンビネーションスイッチをまね 
してワイパー作動 モー ドの マーク 
③を^〇〜 S に合わせまず。 


5 


①テイップ機能/フ□ントウインドウ 
ウォッシャーの噴射 
® ワイパー作動 モー ドの マーク 


ワイ，又一 



位置 

作動内容 

〇 

停止 

■ 

間欠モード I 
(停止〜高速） 


間欠モード n 
(停止〜高速） 

同じ雨滴量の場合、 
間欠モード I よりち 
ワイパーが速<作動 
します。 


低速モード 

日 

高速モード 
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運転ずるとき 


ワィ パー 

ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーションスイッチを矢印 
①のち向に軽く押します。 

ワイパーび]回だけ作動しまず 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウびミ需 
れているとさだけ使用して < ださし、。 

フ□ントウインドウウォツシャーを 
晴射ずる 

► エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさ、コンビネーションスイッチ 
を矢印①の方向にいっぱいに押し 
ます。 

その間ウオッシヤー液び噴射し、 
ワイパーち作動しまず。 


知識 

• 間欠モードでは、フ□ントウイ 
ンドウのレインセンサーび感知 
した雨滴量や走行速度などに応 
じて、ワイパーの作動を自動的 
に切り替えます。 

• 間欠モードのとを、停車時にフ 
□ントドアを開くとワイパーは 
作動しません。ワイパーは(下 
のとさに作動を再開しまず。 

〇シフトポジションび la また 
は ui のとをは、ドアを閉じ 
て他のシフトポジションに 
シフトしたとさ 

〇シフトポジションび|田また 
は13のとをは、ドアを閉じ 
たとを 

• コンビネーションスイッチ 
び D および S の位置のとさ 
ち、停車時および1氏速走行時の 
ワイパーの作動は、レインセン 
ヴーにより自動調整されます。 


-ボンネットの□ックび解除され 
ているとさは、ワイパーは作動 
しません。 

-ワイパーび作動しないとをは、 
別のモードを選択ずると作動す 
ることびあります。 

• を季にはウォッシャー液の濃度 
にま意し、を用の純正ウォッ 
シャー液を使用してください。 
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運転ずるとさ 




[ へツトフンプウオツソヤ— 


レインセンサー 

フ□ントウインドウ上部中巧にレイン 
センサーびあります。 

注意！ 

レインセンサー部にステッカーな 
どを貼付しないでください。レイ 
ンセンサーび正しく機能しなくな 
ります。 


エンジンびかかっていてへッドランプ 
び点巧しているとをに、フ□ントウイ 
ンドウウォッシャーを約已回操作する 
と、ヘッドランプウオッシヤーび自動 
的に作動しまず。 


知識 

• エンジンを停止ずるか、ヘッドラ 
ンプを消巧させると、フ□ントウ 
インドウウオッシャーを作動させ 
た回数は U セットされまず。 

• を季にはウォッシャー液の濃度 
にを意し、を用の純正ウオッ 
シャー液を使用してください。 


を意！ 5 

へッドランプは樹脂製レンズを使用 
してし''るので、必ず専用の純正 
ウォッシャー液を使用してくださし、。 
レンズを損傷ずるおそれびあります。 
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運転ずるとき 


ワイ パー 


リアワイ パー 



①ノブ 

感 リアワイパー作動モードのマーク 

③ リアワイパー作動位置 

④ 停止位置 

⑤ テールゲートウインドウウオッシヤー 
作動位置 



⑥ U アワイバーインジケーター 

U アワイパーを作動させる 

► エンジンスイツチび1か吕の位置の 
ときにノブ①をまねして、 U アワ 
イ パー 作動 モー ドの マーク ②を③ 
の位置に合わせまず。 

U アワイパーび間欠で作動し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
に、 U アワイパーインジケーター 
⑧び表示されます。 


知識 

エンジンスイツチび2の位置でフ 
□ントワイパーび作動していると 
さにシフトポジションを la にす 
ると、 U アワイパーびじ(下のよラ 
に作動しまず。 

• フ□ントワイパーび間欠作動の 
とを 

◊間欠で作動します。 

• フ□ントワイパーびほまあるい 
は高ま作動のとを 

◊低速で作動します。 


テールゲートウインドウウォッシャー 
を晴射ずる 

► エンジンスイッチび1か吕の位置の 
とさにノブ①をまねして、 U アワ 
イパー作動 モー ドの マーク ②を⑥ 
の位置に合わせ続けます。 

その間ウォッシャー液び噴射し、 
U アワイパーち作動します。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

• ワイパーやウォッシャーを使用 
するとさは、歩行者に水しぶさ 
やウォッシャー液びかからない 
よラにミ主意してください。 

• ウインドウを巧くときなどは、 
必ずコンビネーションスイッチ 
を ■■ (停止）の位置にしてく 
ださい。ワイパーび動を、けび 
をずるおそれびありまず。 

• ウインドウび乾いているとをは 
ワイパーを使用しないで<ださ 
し、。ウインドウの表面に細かい 
傷び付いたり、ワイパーブレー 
ドを損傷するおそれびありまず。 

ウインドウび巧れている場合 
は、必ずウォッシャーを噴射し 
てから使用してください。 


• エンジンを停止するとさは、必 
ずコンビ ネーシヨ ンスイッチ 
を■■の位置に戻してくださ 
し、。 コン ビネーシヨ ンスイッチ 
び D L ソがの位置のままエンジ 
ンスイッチを1の位置にすると、 
ワイパーび作動し、ウインドウ 
び肅れていないとをは傷び付< 
おそれびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
とをは、ウォッシャーの操作を 
しないでください。ウォッ 
シヤーポンプを損傷ずるおそれ 
びあ0ます。 


ヮィパ- ■ 

• 寒冷時にはワイパーびウインド 
ウに貼り付くことびあります。 
作動させる前に貼り付いていな 
いことを確認してください。貼 
り付いたままワイパーを操作す 
ると、ワイパーブレードやモー 
ターを損傷ずるおそれびあり 
ます。 

-雪などが付着しているとさは、 

雪などを取り除いてからワイ 
パーを操作して<ださい。作業 
の際には、を全のため、エンジ 
ンスイツチからキーを抜いてく 
ださい。 
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運転ずるとき 


パーキングブレーキ 



① バー キング ブレーキ ペダル 

② 解除八ンドル 

③ ブレーキ ペダル 


パーキングブレーキを 効かせる 

► ち足で ブレーキ ペダル③を踏み、 
左足でパーキングブレーキペダル 
①をいっぱいまで踏み込みます。 

エンジンびかかっているとさやエ 
ンジンスイツチび1の位置のとを 
は、 メーター パネルの ブレーキ 警 
告灯び点灯します。 

パーキングブレーキを 解除ずる 
► ブレーキ ペダル③をいっぱいまで 
踏みなびら解除八ンドル③を手前 
に引をます。 

エンジンびかかっているとさや エ 
ンジンスイツチび1の位置のとを 
は、 メーター パネルの ブレーキ 警 
告灯び消灯します。 

ま意！ 

-パーキングブレーキは完全に停 
車してから効かせてください。 

-急なあ道に駐車ずるとをは、夕 
イヤに輪止めをしてくださし、。 
さらに前輪の下り側を歩道方向 
に向けて < ださし、。 


警告 A 


-子供だけを車内に残して車から 
離れないでくだごい。パーキン 
グブレーキを解除して車び動さ 
出し、事故を起こずおそれびあ 
ります。 

-パーキングブレーキを効かせた 
まま走行しなし、でくださし''。 
パーキングブレーキび過熱して 
効かなくなったり、火災び発生 
するおそれびあります。 


知識 

パーキングブレーキを解除せずに 
走行ずると、警告音び鳴り、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
警告メツセージび表示されます。 
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運転ずるとさ 


ブレーキ 


A 


-長い下りあや急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返すと、ブレーキび効かなく 
なり、停車でをなくなるおそれ 
びあります。 

-ブレーキ ペダルの上に足を置い 
たまま運転しないでください。 
ブレーキ パッドび早く摩耗する 
だけでな <、ブレーキび 過熱し 
て効かな<なったり、火災び発 
生するおそれびあります。 


ま意！ 

• ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからない 
よラにして<ださい。ブレーキ 
ディスクを損傷するおそれびあ 
りまず。 


-水たまりの通過後や洗車後は、 
ブレーキの 効さび悪くなること 
びあります。このとをはを続車 
にま意しなびら低速で走行し、 
ブレーキの 効をび回復するま 
で、 ブレーキ ペダルを数回軽< 
踏んでください。 

• 必ず純正のブレーキパッドを使 
用してください。純正じ(がのブ 
レーキパッドを使用ずると、ブ 
レーキ特性び変わつてま全なブ 
レーキ操作びでさな < なるおそ 
れびありまず。 

• マルチフアンクションデイスフ 
レイにブレーキ液またはブレー 
キパッドに関ずる故障/警告 
メッセージび表示されたとをは 
(10-8) をご覧ください。 


ブし—十 

18 讚ブレーキ警告け 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点巧し（点のしないとをは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

エンジン始動後やエンジンスイッチび 
1の位置のとをは、パーキングブレー 
キを効かせていると点灯したままにな 
りまず。 

エンジンびかかっているとさやエンジ 5 

ンスイッチび1の位置のとをに、パー— 
キングブレーキを解除して石消打しな 
いとをは、ブレーキ液の量び減ってし、 

まず。ま全な場所に停車して、指定 
サービスエ場に連絡してください。 
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運転ずるとさ 


ノレ—丰 
E 巨 V 

E 巨 V (エレクト□ニック.ブレーキパ 
ワ ー- ディストリビューション）は、 
後輪のブレーキ圧を調整し、ブレーキ 
時の車両操縦性と走行安定性を確保し 
よラとするシステムでず。 

警告 A 


E 日 V に異苗びあるとさち通萬のブ 
レーキは作動しますび、後輪び 
□ックずるおそれびありまず。路 
面の状況にあわせて慎重に運転し 
て < ださし、。 


ML 63 AMG のブレーキのを意事項 

ML 已3 AMG の高性能ブレーキシス 
テムは、走行速度やブレーキペダルの 
踏力、気温や湿度などの外気環境によ 
り、ブレーキノイズを発生することび 
あ0まず。 


また、 ML 已3 AMG のブレーキパッ 
ドやブレーキディスクなどブレーキシ 
ステムを構成する部品は、運転スタイ 
ルや走行状況に応じて摩耗度合いび異 
なってさます。走行距離は摩耗度合い 
を測る目まにはなりません。負荷の高 
い運転を行なったとさは、摩耗度合い 
は高くなります。 


ま意！ 

• ML 63 AMG のブレーキパッド 
は、目まとして走行距離び数百 
km を超えるまでは制動能力を完 
全には発揮でさません。この期 
間は、必要に応じてブレーキぺ 
ダルをかし強めに踏んで < ださ 
し、。また、ブレーキパッドの交 
換を行なったとをを、目まとし 
て走行距離び数百 km を超えるま 
ではま意してください。 

• ML 63 AMG のブレーキシス 
テムに高い負荷をちえるよう 
な走行をした後は、必ず指定 
サービスエ場で点検を受けて 
ください。 
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運転ずるとき 


A 己 S 


ABS (アンチ□ック.ブレーキン 
グ-システム）は、急ブレーキ時や滑 
りやすい路面でのブレーキ時など、車 
び不安定な状況になったとさに、タイ 
ヤの□ックを防ざ、ステアリングでの 
車両の操縦を確保する装置です。 


警告 A 


• A 日 S はブレーキ操作を巧助ずる 
装置で、無謀な運転からの事故 
を防ぐちのではありません。 
A 巨 S び適切に作動してち、車両 
操縦性や走行ま定性の確な、制 
動距離の短縮には限界びありま 
ず。常に道路や天候の状況にミま 
意し、十分な車間距離を保って 
運転してください。 

また、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では効果を発揮しません。 


- A 巨 S 作動時のま全確保やち険回 
避については運転者に全責任び 
ありまず。 


-ブレーキ操作をするとをは、ブ 
レーキペダルをしっか0と踏み 
込んで<ださい。ポンピングブ 
レーキを行なラと制動距離び長 
くなることびありまず。 


ABS^H 

を意！ 

- A 巨 S は制動距離を短くする装置 
ではありません。 liTF のよラな 
路面び滑りやすい状況では、 

A 日 S を装備していない車と比べ 
制動距離び長くなることびあり 
ます。 

〇雪の積ちった路面や凍結し 
た路面 

〇砂利道などの荒れた路面 5 

〇石だたみのよラに摩擦係数び I 

連続して変化ずる路面 
〇 スノーチェーン 装着時 
-軽く ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでち A 日 S び作動するとさ 
は、路面び滑りやすくなってい 
ます。十分ミ主意して走行して< 

ださし、。 
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運転ずるとさ 




知識 

- ABS が作動ずるとブレーキぺダ 
ルに振動を感じますび異常では 
ありません。そのまましっかり 
とブレーキペダルを踏み込んで 
<ださい。 

-路面の状況に関わらず、 A 巨 S は 
速度び約 8 km/h を超えると作 
動でをるよラになりまず。 

- ABS に異常びあると、じ(下のシ 
ステムち正しく作動しなくなる 
ことびあります。 

〇 ESP 
◊ 日 AS 
〇 ETS 


- A 日 S に異常びあると、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
ESP に関する故障/警告メッ 
セージび表示されることびあり 
ます。ずみやかに指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

-バッテ U —電圧び低下ずると 
A 日 S び一時的に機能を停止しま 
す。電圧び回復ずると、機能石 
元に戻りまず。 

-雪の積ちった路面や凍結した路 
面では、ウィンタータイヤやス 
ノーチェーンを装着してくださ 
し、タイヤのグ U ップび失われ 
た状況では、 ABS の効果は発揮 
されません。 


ABS 警告な 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点巧し（点灯しないとをは警告巧び故 
障していまず）、エンジン始動後に消 
灯しまず。 

エンジン始動後消 I 灯しないとをやエン 
ジンびかかっているとをに点灯したと 
きは、 A 巨 S に異寓びあります。通當 
のブレーキ時の制動能力はおなされま 
ずた、 A 曰 S 、 巨 AS 、 ETS 、 ESPI まイ乍 
動しません。 

いつちより慎重に運転し、ずみやかに指 
定ヴービスエ場で点検を受けてください。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに A 巨 S に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさ 
は ( 1 0-3) をご覧ください。 

• ABS に異常びあると、急ブレー 
キ時にタイヤび□ック してステ 
ア U ング操作び効かな < な0、 
制動距離び長<なるおそれびあ 
ります。 


オフ□—ド ABS 

オフ□ー ド A 日 S は、未舗装路やめか 
るみなどの悪路でブレーキを踏んだと 
きにフ□ントタイヤを強制的に□ック 
させ、制動力を向上させるオフ□ー ド 
専用のシステムでず。 

オフ□—ド ABS は、オフ□—ド-ド 
ライブ.プ□グラム* (已-巨已） を作 
動させたとさ、または□ーレンジ* 
(5-83) にしたときに、約 30 km/h 
心ソ下の速度でブレーキを強 < 踏むと自 
動的に作動します。 


ABS 

警告 A 


• オフ□ー ド ABS は未舗装路、め 
かるみなどの悪路でのブレーキ 
時の制動力を高める装備で、無 
謀な運転ひら事故を防ぐちので 
はありません。オフ□ー ド ABS 
び適切に作動してを、制動力に 
は限界びありまず。 

• オフ□ー ド A 日 S の作動時は、フ 5 
□ントタイヤび□ックするため — 
車の操縦性に影響をおよぼずお 
それびありまず。慣重に運転ず 
ることをむびけてくださし、。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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運転ずるとさ 




己 AS 


巨 AS (ブレーキアシスト）は、緊急 
ブレーキの操作時に、短い時間で大さ 
な制動力を確保するブレーキの巧助装 
■です。 

巨 AS の操作は、通苗のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

曰 AS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されまず。 


警告 A 


• 日 AS は緊急 ブレーキの 操作を 
補助する装置で、無謀な運転か 
日の事故を防ぐをのではありま 
せん。巨 AS び作動してを制動 
距離の短縮には限界びありま 
ず。また、タイヤのグ U ップび 
失われた状況では効果を発揮し 
ません0 


-日 AS に異常びあるとさを通苗 
のブレーキは作動しますび、緊 
急ブレーキ時には制動距離び長 
くなるおそれびあります。 


-曰 AS 作動時のま全おなや危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


知識 

- BAS に異萬びあると、 A 巨 S ち 
正し<作動しな<なることびあ 
0まず。 

-日 AS に異苗びあるとをは、マル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に A 目 S に関する故障/警告 
メッセージび表示されますび、 
通常のブレーキは作動しまず。 

-バッテ U —電圧びお下ずると 
日 AS び一時的に機能を停止しま 
ず。電圧び回復ずると機能を元 
に戻ります。 


ミち意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに A 巨 S に関する故障/警告メツ 
セージび表示されたときは （ 1 0-3) 
をご覧ください。 
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ETS 


ETS は、滑りやすい路面などで車輪び 
空転したとをにブレーキを効かせて発 
進時や加速時の駆動力を確なしよラと 
するシステムです。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4-ETS び装備され 
ていまず。 


運転ずるとさ 


ETS^H 


警告 A 


• ETS は駆動力を確保し車両操縦 
性や走行ま定性を高めるシステ 
ムで、無謀な運転からの事故を 
防ぐをのではありません。 ETS 
び適切に作動してち、駆動力の 
確保には限界びあります。 


ESP / ETS 表示口 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点巧し（点なしないとをは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

発進時または走行中に点滅したとを 
は、 ETS び作動しています。 

ETS に異苗びあるとさは、マルチファ 


• ETS 作動時のを全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
ありまず。 


ンクシヨンディスプレイに ESP に関 
する故障/警告メッセージび表示さ 5 
れまず。 ( 1 0-4) をご覧ください。 — 


知識 

A 巨 S 警告灯^び点打していると 
をは、 ETS ち作動しません。指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 
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運転ずるとき 


ETS 

警告 A 

ESP / ETS 表お灯び点滅したとを 
は、タイヤび空転しているか、車 
び横滑りしています。アクセルぺ 
ダルを踏む力を少しゆるめて < だ 
さい。また、慎重に運転するとと 
ちに、じ(下の操作は絶巧に行なわ 
ないよラにして<ださし、。 

• 急八ンドル 

• 急ブレーキ 

-急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

• ESP の機能の解除 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


ま意！ 

-指定されたサイズ(がのタイヤ 
を装着すると、 ETS び正しく機 
能しないことびあります。 

• エンジンをかけた状態で前輪ま 
たは後輪を上げてけん引しなし、 
で < ださし、。 

• ブレーキダイナモ上でパーキン 
グブレーキを点検ずるときは、 
約] 0砂じ(内にしてくださし'1。 
また、エンジンスイッチを 0 か 
1の位置にして < ださい。ブ 
レーキシステムや駆動系部品を 
損傷ずるおそれびありまず。 

• □ーラーダイナモ上では車輪を 
動かさないで < ださい。 


知識 

ブレーキに 大をな負荷びかかりブ 
レーキび 過熱ず ると、ブレーキの 
イ呆護のため、 ETS び一時的に解除 
されます。また、このと さ ESP / 
ETS 表示灯び点巧し、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに故障/ 
警告メッセージび表示されます。 


オフ□—ド ETS 

オフ□—ド ETS は、オフ□—ド.ドラ 
イブ.プ□グラム* (已-巨已）を作動 
させたとさ、または□ーレンジ* (已- 
83) にしたときに、 ETS の作動び自 
動的に悪路走行に適した制御になる、 
オフ□—ド専巧のシステムです。 
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ESP ' 


ESP (エレクト□ニック.スタビ I 」 
ティ.プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不ま定な状況 
になったとさに、個別のタイヤにブ 
レーキをかけたりエンジンの出力を制 
限して、車両操縦性や走行ま定性をお 
保しよラとするシステムです。 

この車には、4輪駆動システムのため 
に専用に開発された 4- ESP び装備され 
ていまず。 


運転ずるとさ 


ESP^H 


警告 A 


- ESP は車両操縦性や走行ま定性 
を高めるシステムで、無謀な運 
転からの事故を防ぐちのではあ 
りません。 ESP び作動してを、 
車両操縦性や走行ま定性の確保 
には限界びあります。また、夕 
イヤのグ U ップび失われた状況 
では効果を発揮しません。 

• ESP 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
ありまず。 


ESP / ETS 表示口 

エンジンスイッチを吕の位置にずると 
点巧し（点なしないとをは表示灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 

発進時または走行中に点滅したとを 
は、 ESP び作動しています。 

ESP オフスイッチで ESP の機能を解 
除（已 -47) しているときは、点巧し 
たままになります。 5 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
ESP に関する故障/警告メッセージ 
び表示されたとをは (10-4) をご覧 
<ださい。 


知識 

A 目 S 警告打^び点灯していると 
をは、 ESP 石作動しません。指定 
サービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、。 
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運転ずるとさ 


ESP 

警告 A 

ESP / ETS 表お灯び点滅したとを 
は、タイヤび空転しているか、車 
び横滑りしています。アクセルぺ 
ダルを踏む力を少しゆるめて < だ 
さい。また、慎重に運転するとと 
ちに、じ(下の操作は絶巧に行なわ 
ないよラにして<ださし、。 

• 急八ンドル 

• 急ブレーキ 

-急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 

• ESP の機能の解除 


ま意！ 

• ブレーキダイナモ上でパーキン 
グブレーキを点検ずるときは、 
約] 0秒じ(内にしてください。 
また、エンジンスイッチを 0 か 
1の位置にして < ださい。ブ 
レーキシステムや駆動系部品を 
損傷ずるおそれびありまず。 

• □ーラーダイナモ上では車輪を 
動ひさないで < ださい。 

-指定されたサイズ(外のタイヤ 
を装着ずると、 ESP び正しく機 
能しないことびあります。 


知識 

エンジンびかかっている状態で、 
駐車場などのターンテーブルで回 
転させたり、駐車場のらせん状の 
アプ□ーチを走行しているとをな 
どに、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに ESP に関する警告メッ 
セージび表示され 、 ESP / ETS 表 
示灯や A 巨 S 警告灯び点打ずること 
びあります。 

このよラなとさは、ま全な場所に 
停車して、エンジンスイッチを 0 
の位置に戻し、エンジンを再始動 
してください。 

しばらく走行ずると、警告メッ 
セージや表おな、警告打は消灯し 
ます。 
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運転ずるとさ 


ESP^H 


オフ□—ド ESP 


[ESP オフスイッチ 


オフ□—ド ESP は、オフ□—ド-ド 
ライブ.プ□グラム* (已-巨已）を作 
動ごせたとを、または□ーレンジ* 
(5-83) にしたときに、 ESP の作動 
び自動的に悪路走行に適した制御にな 
る、オフ□ー ド専用のシステムでず。 

未舗装路やめかるみなどの悪路でアン 
ダーステアや才ーノ（ーステアび起こり 
車び不安定な状況になると作動し、車 
両操縦性や走行安定性を確保しよラと 
します。 



① ESP オフスイッチ 


ESP オフスイッチは、 ESP の機能を 
解除するためのスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行する 
とさや、スノーチェーンを装着してし、 
るときなどは、 ESP の機能を解除した 
ほラび走行しやずい場合びあります。 

ESP ①機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとをに、 
ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP の機能び解除され、メーター 
パネルの ESP / ETS 表示灯び点打 
したままになりまず。 


ESP を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているときに、再 
度 ESP オフスイッチ①を押しまず。 

ESP び待機状態になり、メーター 
パネルの ESP / ETS 表示巧び消灯 
します。 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずるとさ 


ESP 

警告 A 

ESP オフスイツチで ESP の機能を 
解除したとさは、必ず路面の状況 
に応じた速度で慎重に運輯すると 
とをに、な下の操作は絶巧に行な 
わないよラにしてください。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
-急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 


ま意！ 

-車輪を上げてけん引されるとを 
は、エンジンスイッチを吕の位 
置にしないでください。 ESP び 
作動し、接地している車輪のブ 
レーキび作動します。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそ 
れびありまず。 

- ESP び故障ずると、マルチファ 
ンクションディスプレイに故障 
/警告メッセージび表示され、 
エンジンの出力び1 氏下すること 
びあります。走行び困難なとを 
は、すみやかにま全な場所に停 
車し、指定サービスエ場に連絡 
してくだごい。 


知識 

-エンジンを始動したとを 、 ESP 
は常に待機状態になります。 

• ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除しているとをにタイヤ 
の空転や横滑りを感知すると、 
ESP / ETS 表示巧び点滅しま 
ずび、 ESP は作動しません。 

ただし、このとをにブレーキを 
効かせたとさは、 ES 円ま自動的 
に作動します。 

- A 日 S に不具合び生じたときは、 
ESP の機能ち解除されまず。 

-指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、 
ESP び作動することびあります 
(走行中に ESP / ETS 表示巧び 
点滅したままになります）。 
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運転ずるとき 


4 MATIC 


4 MAT には、滑りやすい路面での発 
進時や加速時の走行安定性を向上さ 
せ、車両操縦性を確保しよラとする4 
輪駆動システムです。 


警告 A 


• 4 MAT には車両操縦性や走行ま 
定性を高める装備で、無謀な運 
転からの事故を防ぐちのではあ 
りません。 4 MAT に車でち、車 
両操縦性や走行ま定性の確保に 
は限界びあります。 

• 運転時のを全確保や危険回避に 
ついては運転ちに全責任びあり 
ます。 


• 滑りやすい路面などでいずれか 
のタイヤび空転したときは、ア 
クセルペダルを踏む力をかしゆ 
るめてください。また、憤重に 
運転するととをに、(下の操作 
は絶対に行なわないようにして 
ください。 

〇急八ンドル 
◊ 急ブレーキ 
◊急発進、急加速 
〇急激なエンジンブレーキ 


4 MAT に 

ミ主意！ 

• 4 M AT に車であってち雪道や凍 
結路などでは、ウインタータイ 
ヤやスノーチェーンを装着し、 
速度を控えめにし、車間距離を 
十分確保して運転してくださし、。 
スノーチェーンは後輪に装着し 
て < ださし、。 

• ブレーキダイナモ上で車輪を 
動かすときは、約] 0秒じ(内に 5 

して < ださし）。また、エンジ 
ンスイッチを 0 か 1 の位置にし 
てください。ブレーキシステ 
ムや駆動系部品を損傷ずるお 
それびありまず。 

-ダイナモメーターを使用して検 
査などを行なラとをは、必ず2 
軸ダイナモメーターを使巧して 
ください。駆動系部品やブレー 
キシステムを損傷するおそれび 
あります。 

詳しくは指定サービスエ場にお 
たずね < ださし、。 
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運起ずるとを 


オフ□-ドでの走行 


オフロードでの走行 


車の特性や操縦性を知ることにより、 
を全に目的地に到達ずることびでをま 
す。悪路走行の前に練習走行をされる 
ことをお勧めします。 

オフ□ー ドを走行する前に下のま意 


をよくお読み < ださい。 

環境 


環境に配慮して走わし、 

自然破壊 

をしないでくだごい。 



オフ□—ドを走行ずる前に 

-タイヤの溝の深さと空気圧を点検 
してください（8-18)。損傷びな 
いか点検し、小石などの異物び挟 
まっている場合は取り除いてくだ 
ごい。バルブキャップび紛失して 
いる場合は、取り付けてください。 

- U ムび歪んでいたりホイールに損 
傷びある場合は交換してください。 

-ブレーキに泥ミちれびないひ確認し 
て<ださい。緊急時に十分なブ 
レーキカび得られないおそれびあ 
りまず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D ます 


• エンジンオイル量を点検して<ださ 
しんエンジンオイル量び少ないとさ 
は必ず補給してください（8-9)。 

•ジャッキび正萬に動くか点検して 
ください。万一のためにけん引用 
ケーブルや巧りたたみ式スコップ 
などを車に積んでおいてくださしん 

• 荷物び確実に収納されていること、 
または確実に固定されていること 
を確認してくださし、。 

-ドアウインドウとスライデイング 
ルーフ*び閉じていることを確認 
して < ださし、。 
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運転ずるとさ 


オフ□ー ドを走行するとを 

► 停車して、必要に応じてオフ□一 
ド•ドライブ.プ□グラム* (5-65) 
を作動させるか、□ーレンジ* (已- 
83) にして<ださし、。 

► レベルコント□ール*で車高を上 
げ、十分な最ほ地上高を確なして 

<た!さし） （已-69、79)。 


-地あや路面の状況びお握でをない 
とをや視界の悪いとさは、走行ず 
る前に車から降りて、を険びない 
ことを確認してください。 

-上りはじめと終わりは、なだらかな 
斜面を選択して走行して < ださい。 

-斜面を斜めに走行しないでくださ 
し、車び横転ずるおそれびありま 
す。斜面を斜めに走行ずる必要び 
あり、万一横転しそラになった場 
合は、ただちに料面の下り側ヘス 
テア U ングをまわし、姿勢を立て 
直してください。 


-シフトポジションを Ul にしたま 
まで走行しないでください。エン 
ジンブレーキびまった<効かず、 
ブレーキペダルだけで車まを調整 
しようとすると、車のコント□一 
ルを失ラおそれびありまず。 

•岩、巧、木の切り株、溝など、大 
をな障害物を避けて走行してくだ 
さい。 


オフ□-ドでの走行 ■ 

• 車をジャンプさせないでください。 

車体や駆動装置を損傷するおそれ 
びあります。 

• クルーズコント□ールを使用しな 
いでください。 

-高低差のある段差を柔り越える場 
合は、左ち両輪で乗り越えてくだ 
さい。片輪で乗り越えると車体や 
駆動装置を損傷するおそれびあり 
ます。 5 

-できるだけわだちからがれないよ "" 
ラに走行してください。 

-坂道はできるだけまっすぐに上り、 

まっすぐに下りてくださし、。 

• 低速でスムーズに走行し、常に夕 
イヤび地面に接していることを確 
認してください。 

-アクセルペダルはゆっくり踏み込 
み、タイヤを空転させないよラに 
して < ださい。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運起ずるとさ 


オフ□-ドでの走行 
坂を上るとを 

► 必要に応じて、オフ□—ド-ドラ 
イブ-プ□グラム*を作動させる 
か、□ーレンジ*にしてくだごし、 

► 必要に応じてセンターデイファレ 
ンシャルや U アデイフアレンシャ 
ルを□ック * してくださし'! (已- 

8巨)。 

► おの勾配に合わせて、テイップシ 
フトでギアレンジを選択してくだ 

さい （已 -1 1)。 

► エンジンを高回転までまわさない 
ようにして、ゆっくりと走行して 
<ださし、。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D ます 


知識 

-おび急勾配で上り切れない場合 
は、 U 夕ーンせず、シフトポジ 
シヨンを la にして後退して下 
りてください。 

-急なあ道で発進ずるとをは、ヒ 
ルスタートアシストび作動し、 
発進を巧助しまず。詳しくは 
(已-巨 4) をご覧ください。 

• 急勾配の坂で前輪の荷重び不足 
したとさは、前輪は空転しやず 
<なります。このよ5な状況を 
検知すると ETS び作動し、自動 
的にブレーキ制御を行なし、ま 
す。これにより後輪へのトルク 
配分び増えて登坂能力び増しま 
す。詳しくは（已 -43) をご覧 
ください。 


坂を上り切ったとき 

► あを上り切る直前にアクセルぺダ 
ルをゆるめ、車の惰性を利用して 
上って< ださし、 

これにより、車び跳ねたりせず、 
駆動力を失ラことびありません。 
また、速度び上びりずぎないよラ 
にして下り坂に備えることちでを 
ます。 


5-52 




運転ずるとさ 


坂を下るとき 

► おの勾配に合わせて、テイツフシ 
フトでギアレンジを選択してくだ 

さい (5-1 1)〇 

► DSR を作動させてください （已- 
已 9)。 DSR による制動力び不十分 
なとさは、前輪び斜面に巧してま 
つずぐ下り方向を向いていること 
を確認して、憤重にブレーキぺダ 
ルを踏んでください。 


-速度を上げないでください。 

-滑りやずい急な下り勾配を走行ず 
るとをは、エンジンブレーキを効 
果的に効かせなびら車を横滑りさ 
せないよラに、ミ主意深くブレーキ 
ペダルを踏み込んでください。 

-長い下り坂を走行した後は、必ず 
ブレーキを点検して < ださし、。 


オフ□-ドでの走行 

知識 

オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラ 
ム * を作動ごせたとをや□ーレン 
ジ*にしたとさは、自動的にオフ 
□ー ド A 巨 S になり、悪路での制動 
力を高めまず （已 -41)。 


ま意！ 

オフ□ー ド A 巨 S び作動してホイー 
ルび□ックしたとをは、車両操縦 5 

性び著しく低下します。を意して 
走行して < ださし、。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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運起ずるとさ 


オフ□-ドでの走行 

ミ可川などを渡るとを 

► オフ□—ド-ドライブ-フ□グラ 
ム*を作動させるか、□ーレンジ 
* にして < ださし、。 

► レベルコント□ール*で、車高を 
オフ□ー ドレべル 3 に上げてくだ 

ごい（已-74)。 

► 必要に応じてセンターデイファレ 
ンシャルや U アデイフアレンシャ 
ルを□ック * してください。 

► テイップシフトで田 田 か田因を選 
択してくださし、。 

► エンジンを高回転までまわさない 
ように走行してくださし、。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D ます 


. やむを得ずミ印 II などをミ度るときは、 
走行前に水深とり I 底の状況を確認 
してください。 

• ま全な場所でテスト走行をしてく 
ださい。最大許容水深値（已-已已） 
を超えるところは絶巧に走行しな 
いでくださし、。 

-河川をミ度っている途中でドアを開 
かないでください。浸水すると、 
内装や電気装備を損傷ずるおそれ 
びあります。 

• 人び歩くくらいの速度で、水深の 
浅い場所を選択し、ミ度りまず。水 
に入るとさは速度を上げないでく 
ださい。波び立ちエンジンや車体 
を損傷するおそれびあります。 

• 波び立たないよラにゆっくりと一定 
の速度を保って走行してくださし、。 


-ミ印 II をミ度っている途中でシフト操 
作をしたり、車やエンジンを停止 
させないでください。水の中は抵 
抗び大をいため、発進び困難にな 
ります。 

-ミ印 II の流れに巧して直角または下 
流ち向へ横断してくださし、。 

-ミ印 II を渡った後は、ブレーキの効 
さび悪くなります。ブレーキぺダ 
ルを軽く数回踏んでブレーキパッ 
ドを乾ひしてください。また、夕 
ィヤの溝を洗浄して < ださい。 
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運転ずるとさ 


オフ□ー ドでの走行 


r 最大許容水深値 



①最大許容水深値 


レベルコント□ール装備車/非装備 
車では最大許容水深値び異なり 
ます。 

レベルコント□—ル*については（已- 
69.79) をご覧ください。 


レベルコント□ール非装備車 已 0cm 
レベルコント□ール装備車 


オフ□ードレべル3 

60cm 

オフ n —ドレべル2 

50cm 

オフ n —ドレべル1 

已日 cm 


ML 63 AMG 

車高を上げにとさ 已 0cm 


※上記の数値は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更される場合びあります。 
* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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運転ずるとき 


オフ□-ドでの走行 


アブ□-チ/デパーチヤーアングル I 



© © 


① アプ□ーチアングル（フ□ント） 

② デパーチャーアングル（リア） 

レベルコント□ール装備車/非装備 
車、 AMG スポーツパッケージ装着車 
/非装着車ではアプ□ーチアングル/ 
デパーチャーアングルび異なります。 

レベルコント□—ル*につし、ては （已- 
巨9、 79) をご覧ください。 




アプ□ーチ 
アングル 
(フ□ント） 

デパーチヤー 
アングル 
(1」ァ） 

レベルコント□ール非装備車 

約27。 

約26。 


AMG スポーツパッケージ装着車 

約22。 

約2色。 

レベルコント□ール装備車 


オフ□ードレべル3 

約33。 

約3日。 


オフ□ードレべル2 

約3]。 

約2日。 


オフ□ードレべル1 

約28。 

約2色。 


通常走行レベル 

約2己。 

約2午 

ML 色3 AMG 


車高を上げたとき 

約2己。 

約27。 


通常走行レベル 

約20。 

約22。 


※上記の数値は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更される場合びあります。 
* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D ます 
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運転ずるとさ 


オフ□ー ドでの走行 


障害物を柔り越えるとき 

木の切り株や大さな石、その他の障害 

物を乗り越えるとさは、(下のま意に 

従ってください。 

► オフ□ー ド-ドライブ.プ□グラ 
ム*を作動させるか、□ーレンジ 
* にしてください。 

► 必要に応じてセンターデイファレ 
ンシャルや U アデイフアレンシャ 
ルを□ック * してください。 

► テイップシフトでギアレンジ 
を BH に選択してくだごい。障害 
物の大ささを確認してください。 

► エンジンを高回転までまわごない 
ようにして、ゆっくりと走行して 
<ださし、。 


-障害物に巧して直角になるよラに 
して、まず前輪で障害物の中央を 
柔り越え、次に後輪で柔り越えて 
<ださい。障害物の端のほラを乗 
り越えると、横滑りするおそれび 
あ0ます。 

-障害物により車の底部や車体、駆 
動部を損傷させないよラにま意し 
てください。 

-同乗ちびいるとをは、車がから誘 
導してちらってくだごし、。 


砂地を走行ずるとを 

► レベルコント□ール*で、車高を 
上げてください。 

► 必要に応じてセンターディファレ 
ンシャルや U アデイフアレンシャ 
ルを□ック * してくだごし、。 

► 状況に合わせてティップシフトで 
ギアレンジを還択してくださし、。 

► エンジンを高回転までまわさない 

よラにして、やや速度を上げて走こ 
行してください。 

-砂地では車び埋まらないよラ、や 
や速度を上げて走行してください。 

• 他の車び残した浅いわだちをな 
ぞつて走行してください。このと 
さは、わだちの深さと固さにを意 
して < ださし、。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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運転ずるとさ 


オフ□-ドでの走行 

わだちを走行ずるとさ 

► オフ□—ド-ドライブ-フ□グラ 
ム*を作動させるか、□ーレンジ 
* にして < ださし、。 

► レベルコント□ール*で、車高を 
上げてくださし、。 

► 必要に応じてセンターデイファレ 
ンシャルや U アデイフアレンシャ 
ルを□ック * してください。 

► テイップシフトでギアレンジを 
[ill に選択してください。 

► エンジンを高回転までまわさない 
ようにして、ゆっくりと走行して 
<ださし、。 

• わだちと車の底部との間に十分なを 
裕びあることを確認してください。 

• わだちび深い場合は、左ちどちらか 
の車輪をわだちの間に柔せて走行し 
てくだごい。車の底部び地面に接触 
し、タイヤび地面から離れて走行不 
能になるおそれびありまず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D ます 


オフ□-ドを走行した後に 

オフ□ー ド走行後は、車を点検ずるこ 

とをお勧めしまず。 

► オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 
* を解除するか、□ーレンジからノ 
—マルレンジ*にしてください。 

► レベルコント□ール*で、路面に 
適した車高にしてください。 

► DSR を解除してください。 

► ヘッドランプやテールランプなど 
を洗ミきし、損傷びないか点検して 
ください。 

► ライセンスプレートを洗をしてく 
ださい。 

► ホイールやホイール八ウス、ボデ 
ィ底部、タイヤをスプレーガンな 
どで洗浄し、タイヤに挟まった異 
物を取り除いてくだごし、。 


► 車の底部、タイヤ、ボディ、ステ 
ア U ング、駆動系部品、排気系部 
品などに損傷びないか点検してく 
ださし、。 

► 植物や枝などび車体や駆動部に挟 
まっていないか点検してください。 
これらび挟まっていると火災の危 
険びあるほか、燃料系部品、ブレ 
ーキホース、アクスルジョイント 
やドライブシャフトのカバーなど 
を損傷ずるおそれびありまず。 

► めかるみ、砂の上、水の中を走行 
した後は、ブレーキディスク、ホ 
イー ル、 ブレーキ パッド、アクス 
ルジョイントを点検し、掃除して 
ください。 

► 走行中に強い振動を感じる場合は、 
ホイールの隙間などに異物びかみ 
込んでいないか点検してくださし、。 

車の損傷は柔りむ地を悪化させ、事故 

の原因になりまず。指定サービスエ場 

で点検を受けてくださし、。 
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運転ずるとさ 


DSR^H 


DSR 


DSR (ダウンヒル- スピー ド-レ 
ギュレーシヨン）は、下り坂を走行す 
るとさに自動的にブレーキを作動さ 
せ、設定した速度を維持しよラとする 
システムです。 

下り坂の勾配が急になるほどブレーキ 
の効さ具合は強<なり、勾配がゆる< 
なるとブレーキの効さ具合は弱 < なり 
まず。 

勾配のない路面でち作動しまずが、必 
ず下り坂を走行ずるとさに使用してく 
ださし、。 

設定できる速度は 6 km / h から 
1 8 km / h の間です。 


警告 A 


□ SR 使用時のま全確保や危険回適 
については運転者に全責任びあり 
ます。 


知識 

DSR び作動していて石、アクセル 
ペダルを踏むと車は加速します。 
またブレーキペダルを踏むと、車 
は減速します。 


を意！ 

• DSR の設定速度の表示と、ス 
ピー ド メーター およびマルチ 
フアンクシヨンディスプレイの 
速度表示には、若干の誤差び生 
じることびありまず。 

-極端な下りあなどで DSR び設 
定連度を維持でをないとさは、 
ブレーキペダルを踏んで減速し 
て < ださし、。 

• DSR は必ず下り坂を走行ずると 
をに使用してください。路面の 
勾配にかかわらず作動しますの 
で、路面や周囲の状況、特に後 
方の車などにま意しなびら操作 
してください。事故を起こすお 
それびあります。 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに DSR に関する故障/警 
告メッセージび表おごれたとさ 
は (10-10) をご覧ください。 
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運転ずるとさ 





DSR の作動と解除 


感設定速度 

(設定:速度び己 km / h のとき) 


(左）オフ□ー ドパッケージ装備車 
(ち）オフ□ー ドパッケージ非装備車、 
ML 已3 AM 巨 
① DSR スイッチ 
③表示な 


□ SR を作動させる 

► エンジンびかかっていて走行速度 
び約 30 km / h じ(下のときに 、 DSR 
スイッチ①を押します。 

スイッチの表示灯②び点打し、マル 
チフアンクシヨンディスプレイの車 
両情報サブ画面に DSR インジケー 
ター⑤び表示されます。 


④設定速度 
⑥ DSR インジケーター 


その後、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイの車両情報サブ画面 
に設定速度④び表示されまず。 




また、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに設定速度③び数秒間表 
示されます。 
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運転ずるとさ 


DSR^H 


□ SR を解除ずる 



約 30km/h 政上の速度で走行していて、 DSR を 
作動させよラとしたとき 


知識 

約3日 km / hl ； (上の速度で走行して 
いるとさは DSR を作動させること 
がでさません。このとをは7ルチ 
フアンクシヨンディスプレイに上 
記の ツセー ジび表示されます。 


► DSR スイッチ①を押します。 

スイッチの表示灯®が消灯し、マ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
に" DSR オフ"と数砂間表示されます。 

車両情報サブ画面の設定速度®と 
DSR インジケーター®も消灯し 
ふ9 〇 


ミ主意！ 

DSR を解除ずるとさは周囲の状況 
に注意してください。急な下り坂を 
走行しているとさに DSR を解除ず 
ると、自動で作動しているブレーキ 
が解除され速度が上昇し、事故を起 
こずおそれがあ0まず。 

知識 

• エンジンを停止ずると、 DSR 日 
は解除されます。 — 

-走行速度び約3己 km / h 政上にな 
ると DSR は自動的に解除され 
まず。このときは警告音ととも 
にマルチフアンクシヨンデイス 
プレイに" DSR オフ"と表示され 
9 〇 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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運転ずるとき 




マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で DSR の速度を設定ずる 



□ SR 設定画面 

マルチフアンクシヨンデイスプレイで 
DSR の速度を設定ずることびでさ 
まず。 

設定できる速度は己 km / h から] 8 km/h 
の間でず。 

知識 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イで設定した DSR の速度は、エン 
ジンスイツチからキーを抜いてを 
消去されません。 


速度を設定ずる 

► マルチフアンクシヨンディスフレ 
イに DSR 速度設定画面を表おさせ 

ます （4 -已0)。 

► ステア1」ングの ra を押します。 

2 km / h 単位で設定速度び上びり 
まず。 

または 

► ステア I 」ングの D を押します。 

2 km / h 単位で設定速度び下びり 
まず。 

ま意！ 

走行中はマルチフアンクシヨン 
ディスプレイで DSR の設定を行な 
わないでください。車のコント 
□ールを失い、事故を起こすおそ 
れびあります。必ず レバーで 設定 
を行なってください。 



⑥ 設定速度を上げる 

⑦ 設定速度を下げる 


5-62 












DSR を作動させているとをは、レ 
バーで DSR の設定速度を一時的に変 
要ずることびでさまず。 

この変更によって設定でさる速度は 
4km/h から] 8km/h の間でず。 

知識 

レバーで設定した DSR の速度は、 
エンジンを停止すると消去されま 
ず。次にエンジンを始動したとをは、 
マルチフアンクシヨンディスプレイ 
で設定した速度になります。 


運転ずるとさ 


DSR^H 


設定速度を上げる 

► レパーを⑥のち向に軽く操作します。 

1 km/h 単位で設定速度び上びります。 
または 

► レバーを ⑥の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

設定連度び、 

• 1 Okm/hli (下のときは 
一] Okm/h-»l 8km/h に 

• 1 Okm/h じ(上のときは 
一] 8km/h に 

設定速度び上びりまず。 

► 希望する速度になった日レバーか 
ら手を放します。 

そのとをの速度に設定されまず。 

知識 

設定した速度は数秒間マルチフアン 
クシヨンデイスプレイに表示され、 
その後、サブ画面に表示されます。 


設定速度を下げる 

► レバーを⑦の方向に軽く操作します。 

1 km/h 単位で設定速度び下びりまず。 
または 

► レバーを ⑦の方向にいっぱいまで 
操作します。 

設定速度び' 

• 1 Okm/h しソ上のときは 
- 0km/h-»4km/hl こ 5 

• 10 km/h け下のとをは 
- ►4km/h に 

設定速度び下びりまず。 

► 希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放します。 

そのとをの速度に設定されまず。 

知識 

設定した速度は数秒間マ J レチフアン 
クシヨンデイスプレイに表示され、 
その後、サブ画面に表示されます。 
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運転ずるとさ 


ヒル スター トアシスト 


ヒルスタートアシス 


上り坂での発進時に車び後退するのを 
防ざ、発進を容易にします。 

また、上り坂を後退して登るとさの発 
進時の前進ち防ぎます。 


A 


ヒルスタートアシストはパーキン 
グブレーキに代わる石のではあり 
ません。駐車ずるとをは必ずパー 
キングブレーキを確実に効かせ、 
シフトポジションを la にしてくだ 
ごし、。 


ヒルスタートアシストを作動させる 

► 上り坂での発進時に、通甫通りブ 
レーキペダルから足を放してアク 
セルペダルを踏みます。 

ヒルスタートアシストび自動的に 
約]秒間ブレーキを効かせ、車び 
後退するのを防ざます。 


ヒルスタートアシストはじ(下のとをに 
は作動しません。 

-下り坂で発進するとを 
• シフトポジションび ui のとを 

-パーキングブレーキび効いている 
とを 

- ESP び故障して解除されている 
とさ 
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運転ずるとさ 


オフ □ー ド.ドライブ.プ□グラム 


オフ □ー ド•ドライブ•プ□グラム 


悪路や湿水路などを走行するとをは、 
オフ□ード.ドライブ.プ□グラムを 
作動させてください。 

エンジンの出力特性やギアシフトの夕 
イミング、 A 巨 S 、 ESP 、 ETS などの 
制御び、オフ□ー ド走行に適したちの 
になりまず。 

注意！ 

積雪路や凍結路を走行するとをやス 
ノーチェーンを装着しているとさ 
は、オフ□ー ド-ドライブ-プ□グ 
ラムを作動させないで < ださい。 

■ 知識 

• オフ□ー ド-ドライブ.プ□グ 
ラムを作動させているとをは、 
より高いエンジン回転数でシフ 
トアップび行なわれることびあ 
ります。 

• エンジンスイッチひらキーを抜い 
ても、設定内容は記億されます。 

* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 


オフ□-ド-ドライブ-プ□グラム 
スイツチでの操作* 



①オフ□ー ド.ドライブ.プ□グラム 
スイッチ 
③表示灯 

オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラムを 
作動させる 

► エンジンスイッチび吕の位置のと 
をに、オフ□ー ド-ドライブ•プ 
□ グラムスイッチ①を押しまず。 

スイッチの表示な③び点灯しまず。 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イの車両情報サブ画面に、オフ 
□ー ド.ドライブ.プ□グラムイ 
ンジケーター③び表示されまず。 



③オフ□ー ド.ドライブ.プ□グラム 

インジケーター 5 

オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラムを 
解除ずる 

► エンジンスイッチび吕の位置のと 
をに、オフ□ー ド-ドライブ■プ 
□グラムスイッチ①を押します。 

スイッチの表示灯②び消好しまず。 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イの車両情報サブ画面のオフ□一 
ド-ドライブ-プ□グラムインジ 
ケーター③び消灯します。 
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運転ずるとさ 


オフ□-ド.ドライブ.プ□グラム 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
での操作* 



オフ□ード-ドライブ-プ□グラムを 
作動させる 


► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに、オフ□ー ドモード設定画面 
を表示させます（4-24)。 

► ■■ を押して、"オン"を反転表示に 
します。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 



①オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラム 
インジケーター 

マルチフアンクシヨンディスフレ 
イの車両情報サブ画面に、オフ 
□ー ド-ドライブ-プ□グラムイ 
ンジケーター①が表示されます。 


オフ□ー ド-ドライブ-プ□グラムを 
解除ずる 

► マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに、オフ□ー ドモード設定画面 
を表示させまず（4-24)。 

► 〇を押して、"オブを反転表示に 
します。 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの車両情報サブ画面のオフ□一 
ド-ドライブ-プ□グラムインジ 
ケーター①が消灯します。 
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運転ずるとさ 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車) 


AIR マティックサスペンション 
(オフ□ー ドパッケージ装備車) 


AIR マティックサスペンションは、崖 
転のスタイルや路面状況などに応じ 
て、サスペンションや車高を最適な状 
態に自動調整します。 

また、サスペンションモード選択ス 
イッチで3種類のモードを選がした 
り、車高調整スイッチで車高を4つの 
レベルに調整でさまず。 

このシステムはじ(下の2つにより構成 
されています。 


ADS 

ADS (アダフティブ.ダンピング•シ 
ステム）は、 AIR マティックヴスペン 
シヨンの機能の一部です。 

サスペンシヨンモード選択スイッチで 
3種類のサスペンシヨンモードを選択 
でをます。 

エンジンびかかっているとをに操作で 
さます。 


警告 A 


サスペンシヨンモード選択スイツ 
チを操作ずるときは、ホイール八 
ウスのおくや車の下に人びいない 
ことを確認してください。車高び 
を化するとをに、身体を挟むおそ 
れびあります。 


ADS (アダフテイブ. — 

ダンピング.システム） 

レベルコント□ール 已-巨9 
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運転ずるとき 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 


ヴスペンションモードを選択ずる 

► サスペンションモード選択スイッ 
チ①を押します。 

サスペンシヨンモードび AUTO 一 
SPORT — COMF — AUTO と切り 
替わりまず。 


① サスペンションモード還択スイッチ 

② 表示灯（スポーツ） 

③ 表示な（コンフオート） 



点なずる 

モード 

作動内容 

消な 

AUTO 

通萬走行用のモードでず。 

③ 

SPORT 

(スポーツ） 

スポーティな走行に適したモードです。標準 
より約]已 mm イ氏し、車高になりまず。 

③ 

COMF 

(コンフオート） 

快適性を重視する走行に適したモードです。 


知識 

• サスペンションモードび AUTO 
モードか COMF モードのとを 
は、走行連度び一定しソ上になる 
と、車高び下びりまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いてち、選択したサスペンショ 
ンモードは記1意されます。 

• いずれかのドアび開いていると 
さは車高は下びりません。開い 
ているドアを閉じると、車高び 
下びります。 
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運転ずるとさ 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 


レベルコント□—ル 



①車高調整ダイヤル 
③車高上昇のち向 

③ 車高下降の方向 

④ 表示灯 


レベルコント□ールは、 AIR マテ イツ 
クヴスペンシヨンの機能の一部です。 

悪路などを走行するとさは、車高を上 
げることにより最低地上高を確なずる 
ことびでをます。 

車高は、車高調整ダイヤル①により、 
4つのレベルを選択でをます。 

エンジンびかかっているとさに操作で 
さます。 


点灯ずる表示巧の数 

車高レベル 

車高上昇値 

設定可能速度 

〇 

通常走行レベル 

Omm (標準） 


1 

オフ□—ドレべル1 

標準+3日 mm 

〜]日日 km/h 

2 

オフ□ードレべル2 

標準+8日 mm 

〜 70km/h 

3 

オフ□ードレべル3 

標準+1 ] Omm 

〜 30km/h 
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運転ずるとき 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 


警告 A 


• 車高を調整ずるときは、ホイー 
ル八ウスの近くや車の下に人び 
いないことを確認してくださし、。 
車高び変化ずるとをに、身体を 
挟むおそれびありまず。 

• 通常は、でさるだけ低い車高で 
走行してください。車高び上昇 
ずると、車の重むを上びり、事 
故を起こすおそれびあります。 

• 車高を上昇ごせたとさは、急発 
進や急加速を避け、憤重に運転 
操作を行なって<ださい。 ESP 
び作動してを、車両操縦性や走 
行安定性の確保には限界びあり 
9 〇 


ま意！ 

-連続して車高を調整しないでく 
ださい。エアポンプの保護機能 
によつて作動び停止することび 
ありまず。 

-車高を下げるとさは、車体の下 
に十分な空間びあることを確認 
してください。車体を損傷ずる 
おそれびあります。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに車高に関する故障/警告 
メッセージび表示されたとさは 
(10-9) をご覧ください。 


知識 

-走行中に車高を調整すると、よ 
り短い時間で車高調整を完了さ 
せることびでをます。 

• 停車中は、 U モコン操作で車を 
解錠したとをやドアを開いたと 
をに、積載荷物の重量に応じて 
車高び調整されることびあり 
ます。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いてち、選択した車高レベルは 
記憶されまず。 

• いずれかのドアび開いていると 
さは、車高は下びりません。開 
いているドアを閉じると、車高 
び下びります。 
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運転ずるとさ 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
①表示 



車高レベルの表示 


マルチファンクシヨンディスプレイを 
"車高レベル/オフ□ー ド表示’’画面 
(4-26) にしているとをは、車高の上 
昇/下降状態や車高レベルび表示さ 
れまず。 

"オフ□ー ド表示’’画面を表示させてい 
ないとをに、レベルコント□ールを作 
動ごせたとさは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイの表示びじ(下のよラに 
切り替わります。 

• 車高をオフ□ー ドレべル3ながの 
レベルにしたときは、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイの画面は、 
車高調整び完了した約已秒後に、 
元の画面に戻りまず。 

車高び調整されている途中で、ス 
テア U ングスイ、ソチの BMIM ま/:- 
は巨 a 区 a を押すと、他のメニュー 
を選択でさます。 


• 車高をオフ□ー ドレべル3にした 
とさは、車高調整び完了してをマ 
ルチフアンクシヨンディスプレイ 
の画面は元の表示に戻りません。 

車高び調整されている途中で、ス 
テア U ングスイッチの BM IBB ま 
たは0区 a を押ずと 、そのとを 
の車高びオフ□ー ドレべル 2L ソ下 
のとさは、他のメニューを選択で 
さます。 

知識 

設定巧能速度(上の速度で車高を 
調整しようとしたとをは、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに"レ 
Vルチョウセイシリフカ"と表示されまず。 


※画面表示などは予告なく変更されることびあります。 
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運転ずるとき 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 



;高下降インジケーター 


車高をオフ□—ドレべル1にずる 


⑤車高上昇インジケーター 


停き中、または約100 km/hli (下で走行 
してし)るときに設定できまず。 

► 車高び通萬走行レベルのときは、車 
高調整ダイヤ;レ①を時計回り③にま 
わして、表示巧④の状態を下図のよ 
ラにしまず。 


通常走行レベル 


レ^レ1 


消灯 

丽 

点滅 



マルチフアンクシヨンデイスプレ 


► 車高びオフ□ー ドレべル2、または 
オフ□ー ドレべル3のとさは、車高 
調整ダイヤ j レ①を反時計回り®にま 
わして、表示灯④の状態を下図の 
よラにします。 


レベル 2 

レベル 3 

♦ 

レベル] 

レスレ1 

消打 

点麻 J 

点減 

点減 1 

点灯 

点打 J 



マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高下降インジケーター®と 
"力]ウチュウ"び表示されまず。 


イに車高上昇インジケーター®と 


"シ''ヨウショウチュウ"が表示されまず。 



⑦車高インジケーター 


車高調整び完了ずると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに"オフ□-ド州サ 
1" と表示され、車高インジケーター 
® が]個点'灯します。 

また、表示灯®び1個点灯します。 


※画面表示などは予告なく変更されることびあります。 
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運転ずるとさ 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 



⑦車高インジケーター 


車高をオフ□-ドレべル吕にずる 


⑤車高上昇インジケーター 


停車中、または約 70km/hli (下で走行し 
ているとをに f 免走:でをます。 

► 車高び通苗走行レベル、または才 
フ□ー ドレべル]のときは、車高調 
整ダイヤ J レ①を時計回り③にまわし 
て、表示打④の状態を下図のよラ 
しまず。 


通常走行レベルレベル1 

♦ 

レベル2 


ル吕_レベル2 い 


® 

@ 


車高調整ダイヤル①操作直後の表示な④の 
状態 


車高びオフ□ー ドレべル3のとを 
は、車高調整ダイヤル①を反時計回 
り③にまわして、表示打④の状態を 
下図のようにしまず。 


車高調整び完了すると、マルチフアン 
クシヨンディスプレイに"オフ□-ド州ヴ 
2" と表示され、車高インジケーター 
⑦び2個点灯しまず。 


レベル3 

レふ2 


点麻 
点な 
点な 



車高調整ダイヤル①操作直後の表示巧④の 


状態 


また、表示灯®び2個点灯しまず。 


マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに車高下降インジケーター®と 
"力]ウチュウ"が表示されます。 


5 


マルチフアンクションデイスプレ 

イに車高上昇インジケーター⑥と _ 

"がョウショウチュウ"び表示^れホす ※画面表示などは予告なく変更されることびあります0 
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運転ずるとき 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 



車高をオフ□-ドレべル3にずる 


⑤車高上昇インジケーター 


停車中、または約 30km/ 他(下で走行し 
ているとさに設定できます。 

► 車高調整ダイヤル①を時計回り③に 
まわして、表示打④の状態を下図 
のよラにします。 


通常走行 



レベル 

レベル1 

レベル2 

♦ 

レベル3 

レスレ3 

♦ 

レベル3 

点麻 

点麻 

点麻 

点滅 

点減 

点灯 

点滅 

点打 

点灯 



車高調整ダイヤル①操作直後の表示好④の 


状態 



⑦車高インジケーター 


マルチフアンクションディスプレ 
イに車高上昇インジケーター®と 
"シ''ョウショウチュウ"び表示されまず。 

車高びオフ□ー ドレべル2じ(上に 
なったときは "max. 3日 km/h" と 
表示されます。 

車高調整び完了すると、マルチフアン 
クションディスプレイに"む□-ドタカヴ 
3" と表示され、表示灯®が3個点丹 
しま弓。 


また、車高インジケーター®が3個点 
灯します。 


警告 A 


一般道では車高をオフ□ー ドレべ 
ル3にして走行しないでくださし、。 
重/。び高 < なり、事故を起こすお 
それがありまず。 

また、 Li (下の内容を守って運乾し 
て < ださい。 

-オフ□ー ドレべル2では走破で 
さないよラな悪路を走行すると 
さのみ、オフ□ー ドレべル3に 
してください。 

-オフ□ー ドレべル3のとをは、 
約3日 km/hLU 上の速度で走行し 
ないで <ださい。 

-オフ□ー ドレべル3にずると、 
車両操縦性び大さ < 変化します。 
急八ンドルや急加速、急ブレー 
キは避けてください。 


※画面表示などは予告なく変更されることびあります。 
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運転ずるとさ 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 


オフ□-ドレべルの自動解除 



車高びオフ□—ドレべル3のときに約 30 km/h 
iiLh のま度で走行した場合の警ちメッセージ 


オフ□-ドレべル3の自動解除 

車高びオフ□ー ドレべル3のとをに走行 
速度び約 30 km / h を超えると、警告音 
ととをに左記の警告メッセージび表示 
されます。 

そのままの速度で走行を続けたり、速 
度を上昇させたとさはオフ□ー ドレべ 
ル3は自動的に解除ごれ、そのとをの 
速度に適した車高に自動調整され 
ます。 

知識 

オフ□ー ドレべル3で走行してい 
るときに、停車するか速度を下げ 
ると、車高び自動調整されること 
びありまず。 


オフ□-ドレべル吕①自動解除 

車高びオフ□ー ドレべル2のときに、 
約 90 km / h け上の连度で走行ずるか、 
約70〜 90 km / h の速度で約20秒が 
上走行すると、オフ□ー ドレべル2は 
自動的に解除され、オフ□ー ドレべル 
1になりまず。 


オフ□-ドレべル1①自動解除 

車高びオフ□ー ドレべル]のときに、^ 
約] ] 己 km / hLi (上の速度で走行する 
か、約]日日〜]] 5 km / h の速度で約 
2日秒じ(上走行ずると、オフ□ー ドレ 
ベル1は自動的に解除され、通常走行 
レべかしになります。 

ADS のモードがく AUT 日または C 日 MF 
のとさは通常走行レベルに 、 SPORT 
のときは八イウてイレベル（已-76) 
になります。 


※画面表示などは予告なく変更されることびあります。 
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運転ずるとき 


AIR マティックサスペンション（オフ□-ドパッケージ装備車） 


車高を通常走行レベルにずる 

► 車高調整ダイヤル①を反時計回り③ 
にまわして、表示な④の状態を下図 
のよラにしまず。 


⑥車高下降インジケーター 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
車高下降インジケーター⑥と"力]ウチュウ’’ 
び表おごれます。 

車高調整び完了すると、点滅していた 
スイッチの表示 I 灯び消えます。 

知識 

車高び下びっているとさにいずれ 
かのドアを開くと、作動は停止し 
ます。開いたドアを閉じると、作 
動は再開します。 




※画面表示などは予告なく変更されることびあります。 


八イウェイレペル 

ADS (已 -67) のモードび AUT 日か 
COMF のとき に、 約] 8 日 km / h 政上の 
速度で走行するか、約] 目日〜 
18 日 km / h の速度で約2 日 秒政上走行 
ずると、車高び約]目 mm 下がりまず。 

速度び約4 日 km / h 仪下になるか、約 
4 日〜 7 日 km / h の連度で約2 日 秒 LU 上 
走行すると、車高は通常走行レベルに 
戻0まず。 

ま意！ 

必ず法定連度を守って走巧して< 
ださい。 

知識 

ADS のモードが SP 日 RT のとさは、 
走行速度にかかわらず、車高は八 
イウェイレベルになりまず。 
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運転ずるとさ 


AIR マティックサスペンション （ ML 已 3 AMG)^fc 


AIR マティックサスペンション 
(ML 63 AMG ) 


運転のスタイルや路面状況などに応じ 
て、サスペンションや車高を最適な状 
態に自動調整します。 

また、サスペンション制御を選択した 
り、車高を上げることびできます。 

このシステムはじ(下の2つにより構成 
されています。 


ADS 

ADS (アダプティブ-ダンピング•シ 
ステム）は、 AIR マティックヴスペン 
シヨンの機能の一部です。 

ヴスペンシヨンモード選択スイッチで 
吕種類のヴスペンシヨンモードを選択 
することがでさます。 

エンジンびかかっているとさに操作す 
ることびでをます。 


ADS (アダフティブ- 
ダンピング.システム） 

百 - 77 

レベルコント□ール 

已 -79 


警告 A 


サスペンシヨンモード選択スイツ 
チを操作ずるとさは、ホイール八 
ウスのおくや車の下に人びいない 
ことを確認してください。車高び 
を化するとをに、身体を挟むおそ 
れびあります。 
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運転ずるとき 


AIR マティックサスペンション （ML 己 3AMG) 

ヴスペンションモードを選択ずる 

► サスペンションモード選択スイッ 
チ①を押します。 

サスペンシヨンモードび AUTO 一 
SPORT—COM F — AUTO と切り 
替わりまず。 


①サスペンションモード還択スイッチ 
③表示灯（スポーツ） 

③表示な（コンフオート） 


点なずる 

モード 

作動内容 

消ホ I 

AUTO 
(才ート） 

通萬走行用のモードです。 

③ 

SPORT 

(スポーツ） 

スポーテイな走行に適したモードでず 。 AUTO 
モードより約 8 mm 低い車局|しなります。 

③ 

COMF 

(コンフオート） 

快適性を重視する走巧に適したモードです。 
AUT 日モードより約 7 mm 高い車高になります。 



知識 

• サスペンションモードび AUTO 
モードか COMF モードのとを 
は、走行連度び一定しソ上になる 
と、車高び下びりまず。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いてち、選択したサスペンショ 
ンモードは記1意されます。 

• いずれかのドアび開いていると 
さは車高は下びりません。開い 
ているドアを閉じると、車高び 
下びります。 
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運転ずるとさ 


AIR マティックサスペンション （ ML 已 3 AMG)^fc 


レベルコント□—ル 

悪路などを走行ずるとをは、車高を上 
げることにより最低地上高をおなする 
ことびでさまず。 

エンジンびかかっているとをに操作で 
をます。 

警告 A 


• 車高を調整ずるときは、ホイー 
ル八ウスの近くや車の下に人び 
いないことを確認してくださし、。 
車高び変化ずるとさに、身体を 
挟むおそれびありまず。 

-通苗は、でさるだけ車高を上げ 
ないで走行してくだごい。車高 
び上びると、車の重むを上びり、 
事故を起こずおそれびあります。 

-車高を上げたとさは、急発進や 
急加速を避け、慎重に運転操作 
を行なってください。 ESP び作 
動してち、車両操縦性や走行を 
定性の確保には限界びあります。 


ま意！ 

-連続して車高を調整しないでく 
ださい。エアポンプの保護機能 
によって作動び停止することび 
ありまず。 

• マルチフアンクシヨンディスプ 
レイに車高に関する故障/警告 
メッセージび表示されたとをは 
(10-9) をご覧ください。 

知識 

• エンジンスイッチを2の位置に 
すると、車高調整スイッチの表 
示 I 灯び点灯します。エンジン始 
動後は、記憶されている車高に 
対応して、表示灯び点なします。 

• U モコン操作で車を解綻したと 
きやドアを開いたときに、積載 
荷物の重量に応じて車高び調整 
されることびあります。 

• 走行中に車高を調整ずると、よ 
り短い時間で車高調整を完了さ 
せることびでさまず。 


• サスペンションモードび AUTO 
モードか C 0 MF モードで標準の 
車高のとをに、エンジンを停止 
して U モコン操作で施綻する 
と、標準の車高より約 8 mm 低 
い車高になることびあります。 

次にエンジンを始動すると、標 
準の車高に戻りまず。 

• マルチフアンクションデイス 
プレイを"車高レベル/オフ 日 
□—ド"表示画面 （4-吕巨） に — 
していないとをは、車高調整 
を開始するとオフ□ー ド表お 
画面び表おされます。車高調 
整び完了した約5秒後に、元の 
画面に戻ります。 

車高調整の途中で、ステアリン 
グスイツチの BUI WBI または 
巨 a た a を押すと、元の画面に 
お.ます 0 
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運転ずるとき 


AIR マティックサスペンション （ML 已 3AMG) 



車高の調整 



①車高調整スイッチ 
③表示灯 


③車高上昇インジケーター 

車高を上げる 

► 車高調整スイッチ①を押します。 

スイッチの表示灯②び点滅し、車 
高び上びり始めまず。 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに、車高上昇インジケーター③ 
と"ダヨウショウ’’び表示されまず。 


車高調整び完了すると、スイッチ 
の表示灯び点打して、マルチファ 
ンクションディスプレイに"レ V ル 
Hi " と表示されまず。 

知識 

走行速度び約 70 km / h しソ上のとき 
は車高を上ばることはできません。 
このとをは、マルチファンクション 
ディスプレイに " IA '' ルチョウセイシ3のが 
と表示されます。 
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運転ずるとさ 


AIR マティックサスペンション （ ML 己 3 AMG)^fc 



④車高下降インジケーター 

標準の車高に下げる 

► 車高調整スイッチ①を巧しまず。 


車高調整び完了すると、スイッチ 
の表示巧び消 I 灯して、マルチファ 
ンクシヨンディスプレイに " A 旧巧ィ 
ツグ’と表示されます。 


スイッチの表示巧②び点滅し、車 
高び下びり始めます。 


マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに、車高下降インジケーター④ 
と"力]ウチュウ’’び表示されまず。 


ま意！ 

車高を下ばるとさは、車体の下に 
十分な空間びあることを確認して 
ください。車体を損傷ずるおそれ 
びあります。 


知識 

-車高を上げた状態で、走行速度 
び約日 Okm / h が上の速度になる 
か、走行速度び約7 0〜 
90 km / h での走行び約20秒間こ 
続くと、標準の車高に下びりま 
ず。このとさ、車種や仕様によ 
りマルチフアンクシヨンデイス 
プレイに"レへ''ルセンタクショウキヨ"と 
表示されることびありまず。 


• いずれかのドアび開いていると 
さは、車高は下びりません。開 
いているドアを閉じると、車高 
び下びりまず。 


※画面表示や操作方法などは予告なく変更されることびあります。 
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運転ずるとき 


AIR マティックサスペンション （ ML 已 3 AMG ) 


八イウ王イレベル 

ADS のサスペンションモードび 
AUTO モードのとをは、走行速度び約 
]40 km / hliLh になるか、走行速度び 
約1 20—1 40 km / h での走行び約20 
秒間続くと、車高び下びり、八ィゥェ 
ィレベルになります。 

ADS のサスペンションモードび 
巳 0 MF モードのとをは、走行速度び約 
1 80 km / hliLh になるか、走行速度び 
約1巨〇〜]日 Okm / h での走行び約20 
秒間続くと、車高び下びり、八イウェ 
イレベルになります。 


いずれの場合ち、速度び約 40 km/h 
しソ下になるか、約40〜 70 km / h の速 
度で約20秒しソ上走行ずると、選おさ 
れている ADS のサスペンシヨンモード 
に応じた車高に上びります。 


ま意！ 

必ず法定速度を巧って走行して< 
ださい。 

知識 

ADS のサスペンシヨンモードび 
SPORT モードのとをは、走行速 
度にかかわらず、車高は八イウエ 
イレベルになりまず。 
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急勾配の道路を走行するとをや、巧川 
などを渡るとさ、トレーラーをけん引 
するとさなど、強い駆動力を必要とず 
る場をは□ー レンジにしまず。 



①□—レンジスイッチ 
©表示灯 


運転ずるとさ 


□ ー レンジモード 


ギアレンジ 

用途 

ノーマル 
レンジ 

一般道路走行用です。 

□ー レンジ 

急勾配の道路を走行す 
るとをやミ印 II などを;度る 
とをなどに使用しまず， 

ノーマル レンジに比べ 
て速度は約 ] / 3 にな 
り、強い駆動力び発生 
します。 


ま意！ 

じ(下のとさは□ー レンジを使用し 
ないで < ださい。 

• めかるみなど滑りやすい路面を 
走行^ずるとき 

• 積雪路や凍結路を走行するとさ 

-スノーチェーンを装着している 
とさ 


* オプションまたは仕様により装備び異な0ます 
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運転ずるとき 


己ーレンジモード 



③ □ー レンジ マーク 


注意！ 

f 走行モードび M モードのとさに 
if □ーレンジにすると、エンジン回 
T 転数び許容回転数に達してを自動 
i| 的にシフトアップされません。エ 
| t ンジン回転数を上げすざないよラ 
にを意してくだごい。エンジンを 
i!i 損傷するおそれびあります。 


□ーレンジにずる 

► エンジンびかかっていて、走行速 
度び約40 km / h じ(下のときに、シ 
フトポジションを Ul にします。 

► □ー レンジスイッチ①を押します。 

ギアチェンジの動作び終了すると、 
作動音び鳴り、スイッチの表おな 
③び点巧します。 

また、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに□—レンジマーク③び 
表示されまず。 


ノーマル レンジにずる 

► エンジンびかかっていて、走行速 
度び約 70 km / hl ； (下のとさに、シ 
フトポジションを Ul にしまず。 

► □ーレンジスイッチ①を押します。 

ギアチェンジの動作び終了すると、 
スイッチの表示灯②とマルチファ 
ンクションディスプレイの□ーレ 
ンジマーク③び消打します。 
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運転ずるとさ 


I マルチフアンクシヨンディスプレイの 
I 警告メッセージ 

ギアチェンジの動作び正當に終了して 
し、ないときは、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイにしソ下のメッセージび表 
示されまず。 

" max . 40 km/h テ'' ソウ]ヴ • 

走行速度び約 40 km / h しソ上のときに 
□ーレンジにしよラとしています。 

スイッチの表示灯②ち点滅しています。 

► 走行速度を約 40 km / hL ソ下にして、 
操作を行なってくだごい。 

" max . 70 km/h テ'' ソウ]ヴ • 

走行速度び約 70 km / hli (上のときに 
ノーマル レンジにしよラとしてい 
まず。 

スイッチの表示灯③ち点滅しています。 

► 走行速度を約 70 km / h しソ下にして、 
操作を行なってください。 


"タングカン N こシフトシテクタ''サイ" 

走行速度は約40 km / h しソ下（□ー レン 
ジにずるとき）または約 70 l < m / h じ ( 
下（ノー•マルレンジにするとを）に 
なっていまずび、シフトポジションび 
Ul になっていません。 

► シフトポジションを Ul にして< 
ださい。 


"シフトド州キャンセルサイキドウシテクタ’'サイ" 

何らかの原因でギアチェンジの動作び 
完了していません。 

► ギアチェンジのための条件を確認 
し、再度操作を行なってください。 


□ —レンシモート 

"テイ外 U ’- キンク'' フ”レ-キソウサ" 

警告音び鳴0ます。 

ギアチェンジの動作び完了していませ 
ん。ギアびニュートラルになってお0、 
エンジンとホイールの間で動力び伝達 
されていません。 

注意！ 

走行を続けないでください。駆動 
部品を損傷ずるおそれびありまず。 5 


► 周囲の状況にま意しなびら、停車 
してくださし、。 

► パーキングブレーキを効かせて< 
ださい。 

► ギアチェンジのための条件を確認 
し、再度操作を行なってくださし、。 

ギアチェンジの動作び完了すると、 
警告メッセージび消えます。 
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運転ずるとき 


■ デイファレンシャル□ック 



①デイファレンシャル□ックダイヤル 


ディファレンシャル□ックは、車輪び 
空転して走行でさな < なつた場合など 
に、デイファレンシャルを□ックする 
ことにより、空転していない車輪に駆 
動力を伝え、脱出を容易にする緊急時 
の装備でず。 

デイファレンシャル□ックは、自動ま 
たは手動により操作ずることびでさ 
ます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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作動内容 


モード 


AUTO モード 

状況に合わせてディファレンシャルロックが 
自動的に作動します。 

センター 

デイファレンシャ J レ 
□ック 

センターディファレンシャルを手動で□ック 
ずることびでさます。 

□ックずると、フ□ント/ U アのプ□ペラ 
シャフトび直結し、前輪または後輪び空乾し 
た場合でち駆動力を確保します。 

センター/リア 
デイファレンシャル 
□ック 

センターディファレンシャルと U アディファレ 
ンシャルを手動で□ックすることびできます。 

□ックずると、フ□ント/リアのプ□ペラ 
シャフトと U ア左ちのアクスルび直結し、空 
転していない車輪にち駆動力が伝わります。 





















運転ずるとさ 


ミ主意！ 

ディファレンシャル□ックの手動 
操作は、 AUTO モードでは駆動力 
び不足する場合にのみ行なってく 
ださし、。 

知識 

• 前輪の駆動力は ETS により、自 
動的に制御されます。 

• ディファレンシャル□ックの作 
動状態は、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイの"オフ□ー ド 
表示"画面 （4-2 巨）に表示され 
まず。 


AUTO モードにずる 



► エンジンを始動します。 

デイファレンシャル□ックダイヤ 
] レ①の表示灯③び点灯します。 

► 他のモードを選択しているときは、 
デイファレンシャル□ックダイヤ 
ル①をまわして、表示巧②を点巧 
ごせます。 

マルチファンクシヨンデイスプレイを 
"オフ□-ド表示。画面 (4-26) にし 
ているときは、"才-ドの文字び表おさ 
れます。 


デイファレンシャル□ック 

AUTO モードでは、デイファレンシャ 
ル□ックは自動的に制御されまず。 

舗装路面からオフ□ー ドまで、様々 
な路面状況に適した駆動力び発生し、 
車の旋回時にち影響をちえません。 


5 
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運転ずるとき 


デイファレンシャル□ック 

センターデイファレンシャルを 
□ックずる 



⑤センターデイファレンシャルが□ック 
した状態 


► 約3日 km / h 政下で走行していると 
きにディファレンシャル□ックダイ 
ヤル①をまわして、表示'灯感を点灯 
させます。 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面 （4-26) にし 
ているとさは、センターディファレン 
シャルびロックしたことを示す n 風 
が表示されます。 

AUT 日モードから操作したときは、 
"才-ドの文字び消えまず。 


センターデフアレンシャルとリアデ 
ファレンシャルを□ツクずる 



⑤ センターデイファレンシャルが□ック 
した状態 

⑥ リアデイファレンシャルが□ックした 
状態 



約3日 km / hLU 上で走行しているとき 
デイファレンシャルを□ックしようと 
したときは、マルチファンクシヨン 
ディスプレイに上記のメッセージが表 
示されます。 


► 約3日 km / hli (下で走行していると 
をにディファレンシャル□ックダイ 
ヤル①をまわして、表示灯®を点灯 
させます。 

マルチファンクシヨンディスプレイを 
"オフ□-ド表示"画面 （4-26) にし 
ているとさは、センター/リアディ 
ファレンシャルび□ックしたことを示 
す D び2つ®®表示されます。 

AUT 日モードから操作したときは、 
"才-ドの文字が消えます。 
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運転ずるとさ 


知識 

• ま全のため、センターデイファ 
レンシャルや U アデイフアレン 
シャルを手動で□ックしてし''る 
ときに走行速度び約已 Okm / h を 
超えると、自動的に□ックび解 
除されまず。 

• 化のモードを選択した状態でエ 
ンジンを停止し、約] 0秒しソ上 
経過した後にエンジンを再始動 
すると AUTO モードに切り替わ 
ります。 


警告 A 


• 緊急時の脱出 L ソがは、雪道や凍結 
路でデイファレンシャルを手動で 
□ックしないでください。 また、 
デイファレンシャルを□ックした 
とをは、急発進をしないでくださ 
し、車の向きび急に変わり、事故 
を起こすおそれびありまず。 

-デイファレンシャルを手動で 
□ックした状態で舗装路面や表 
面の固い路面を走行しないでく 
ださい。また、旋回中にデイ 
ファレンシャルを□ックしたり、 
□ックを解除しないでください。 

旋回時でち直進しよラとする力 
び強く働さ、急激に直進状態に 
戻ることびあり、事故を起こす 
おそれびあります。 


デイファレンシャル□ック 

ミ主意！ 

• デイファレンシャルを□ックし 
たとさは、アクセル操作やステ 
アリング操作はゆっくり巧ない、 

慎重に運転してください。 

• デイファレンシャルを□ックず 
るとさは、車輪が空転していな 
いことを必ず確認してください。 
車輪び空転しているときに□ッ 
クずると車が突然飛び出ずおそ 5 
れがありまず。 — 

-車をシャシーダイナモ上で動 
かすとさは、必ずパーキング 
ブレーキを確実に効かせ、短 
時間であっても駆動アクスル 
外を持ち上げるか、ドライ 
ブシャフトを外してください。 
このとさ、センターデイファ 
レンシャルを必ず□ックして 
くださし''。駆動装置を損傷ず 
るおそれびありまず。 
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運転ずるとさ 


クルーズコント □ ール 


クルーズコントロール 


アクセルペダルを踏まな<てち、設定 
した速度を自動的に維持して走行でさ 
まず。 

設定できる速度は約3日 km / hliLL です。 


警告 A 


-車の走行連度や先行車との車間 
距離の確ななど、クルーズコン 
卜□ール使用時のま全おなやを 
険回避については運転をに全責 
任びあります。 

-しソ下のよラな場合はクルーズコ 
ント□ールを使用しないでくだ 
ごい。車のコント□ールを失い、 
事故を起こすおそれびあります。 

◊急な下り坂、急カーブ、巧び 
り<ねった道路 


◊加減速を繰り返すよラな交通 
状況や交通量のをい道路 

◊雨で;'1れた路面や積雪路、凍 
結路などの滑りやすい路面 

◊降雨時や降雪時、濃震時など 
視界び確保でさない場合 


ま意！ 

• クルーズコント□ールは、主に 
高速道路や自動車専用道路で使 
用することを想定した石ので 
ず。市街地では使用しないでく 
ださし、。 

-指定のサイズで4輪とち同じ銘 
柄のタイヤを装着しないと、ク 
ルーズコント□ールび誤作動す 
るおそれびありまず。 

• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにクルーズコント□ールに 
関する故障/警告メッセージび 
表示されたときは、 （10-6) を 
ご覧くださし、。 
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運転ずるとさ 


クルーズコント □ —ル 


ま意！ 

• 急な下りあなどで惰性びついた 
とをは、速度を維持ずるために 
自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまずび、設定速度を維 
持でをないことびあります。 

このよラなとさは、 ブレーキ ぺ 
ダルを踏むか、ティップシフト 
でイ氏いギアレンジを還択し、エ 
ンジン ブレーキの 効さを強< し 
て、減速してください。 

ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。ス U ッ 
プして車のコント□ールを失 
し、、事故を起こすおそれびあり 
まず。 


それでち設定速度を維持でをな 
いとをは、 ブレーキ ペダルを踏 
んで減速してください。 


自動的に ブレーキを 効かせてし、 
るとをは、 ブレーキ ペダルび奥 
に引さ込まれます。 ブレーキ ぺ 
ダルの下に足を置いていると挟 
まれたり ブレーキの 作動を巧げ 
るおそれびあります。 


①〜⑥レノ（一の操作ち向 
⑥表示灯 

巧変スピードリミッター （已 -97)、 
□SR (5-62) と同じレバーを使用し 
ます。 



レノ（一の表示打⑥び消灯しているとさ 
に、クルーズコント□ールを操作でさ 
ます。 


レノ（一の表示打⑥び点灯しているとさ 
は、巧変スピード U ミツターを操作で 
をる状態でず。レバーを⑥の方向に押 
すと表示なび消打し、クルーズコント 
□ールの操作びでさる状態に切り替わ 
りまず。 
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運転ずるとき 


クルーズコントロール 

クルーズコント□-ルを設定ずる 

► DSR び解除されていることを確認 

します巧-巨1)。 

► 希望の速度まで加速、または減速 
します。 

► 希望の速度に達したとさ、レバー 
を①か②のち向に操作します。 

そのとをの速度にクルーズコント 
□ールび設定されます。 

または 

► レバーを④の方向に操作します。 

-設定速度び記憶されているとさ 
は、記憶されている速度に設定 
ごれます。 

-設定速度び記憶されていないと 
をは、そのとをのま度に設定さ 
れまず。 

アクセルペダルから足を放すと、設 
定した速度を維持ずるように走行し 
ます。 



⑦設定速度 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イに設定速度⑦び数秒間表おされ 
ます。 


警告 A 


解除前に設定していた速度に再度 
設定するとさは、周囲びま全な状 
況であることを確認してください。 
走行中の速度と設定ま度に大さな 
差びあると、急加速や急減连をし 
て事故を起こずおそれびありまず。 


知識 

-走行速度び約 30 km/hli (下のと 
さや、 ESP オフスイッチで 
ESP の機能を解除しているとさ 
はクルーズコント□ールを設定 
でをません。このとをは、7ル 
チフアンクシヨンディスプレイ 
に"--- k m / h ’’び数秒間点滅し 
ます。 

• クルーズコント□ールを解除す 
る前の設定连度は記憶されます。 

• エンジンスイッチを一度0か1 
の位置にずると、記憶された速 
度は消去されます。 

• クルーズコント□ールの設定速 
度の表术と、スピードメーター 
およびマルチフアンクシヨン 
ディスプレイの速度表示には、 
若干の誤差び生じることびあり 
ます。 
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運転ずるとさ 


設定速度を上げる 

► レバーを①®方向に軽く操作しまず。 

1 km / h 単位で設定速度び上びりまず。 

希望する速度になったらレバーか 
ら手を放します。 

または 

► レバーを①の方向にいっぱいまで 
操作しまず。 

1 Okm / h 単位で設定速度び上びり 
まず。 

1 km / h 単位の端数で速度び設定さ 
れていたとさは、設定速度び切り 
上びり、その後] Okm / h 単位で設 
定速度び上びります。 

希望する速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 

そのとさの速度に設定され、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
設定速度び数秒間表おされまず。 


設定速度を下げる 

► レパーを③のち向に軽く操作します。 


1 km / h 単位で設定速度び下びります。 

希望する速度になったらレバーか 
ら手を放します。 


または 

► レバーを ③の方向にいっぱいまで 
操作します。 

1 Okm / h 単位で設定速度び下びり 
ます。 


1 km / h 単位の端数で速度び設定さ 
れていたとをは、設定速度び切り 
下びり、その後1 Okm / h 単位で設 
定速度び下びりまず。 

希望する速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 


そのとをの速度に設定され、マル 
チフアンクシヨンデイスプレイに 
設定速度び数秒間表示されまず。 


クルーズコント □ —ル 

知識 

レバーを②の方向に操作して減速 
しているとさに、シフトダウンし 
たり、自動的にブレーキを効かせ 
ることびあります。 


を意！ 

• クルーズコント□ールび自動的 
にブレーキを効かせているとさ 
は、ブレーキペダルび奥に引さ 5 

込まれます。ブレーキペダルの 
下に足を置し''ていると挟まれた 
り、ブレーキの作動を巧げるこ 
とびありまず。 

• レバーを①の方向に操作してク 
ルーズコント□ールの設定速度 
を上ばるとさは、周囲の状況に 
ミ主意してください。レバーから 
手を放した後ち、設定した速度 
に到達ずるために車び加速する 
ことびありまず。 
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運転ずるとき 


クルーズコント □ —ル 

—時的に速度を上げる 

追い越しなどで一時的に速度を上げ 
るとをは、アクセルペダルを踏んで速 
度を上げてください。アクセルペダル 
から足を放ずと、元の設定速度に戻り 
ます。 


クルーズコント□ールの 設定を解除 
ずる 

► ブレーキ ペダルを踏みまず。 

または 


► レバーを③のち向に操作します。 


または 


► レバーを⑤のち向に操作します。 


レバーの表示灯⑥び点巧し、可変 
ス ピー ド U ミ ッターの 操作びでを 
る状態に切り替わります。 


警告 A 


クルーズコント□—ルはシフトポジ 
ションを Ul にしてち解除されまず 
び、走行中はシフトポジションを 
151 にしないで<ださい。エンジン 
ブレーキび効かないため、事故を 
起こしたり、トランスミッション 
を損傷ずるおそれびありまず。 


知識 

じ(下のとをはクルーズコント□ール 
び自動的に解除されまず。 

-シフトポジションを Ul にした 
とを 

- ESP び作動したとさ 

• ESP オフスイッチで ESP の機 
能を解除したとを 

このとさは警告音び鳴り、マルチ 
フアンクションディスフレイに’’クル- 
て ] ン阳-ルオフ’’と表示されまず。 

また、パーキングブレーキを効かせ 
たとをちクルーズコント□ールは自 
動的に解除されます。 
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運転ずるとさ 


可変スピードリミッター 


巧変スピード US ッターは、制限速度 
を設定ずると、アクセルペダルを踏み 
込んでいてち、設定速度を超えないよ 
ラに走行ずることびでをまず。 

設定できる速度は 30 km / h か日 
210 km / h 、または2已 Okm / h の間 
でず。 

ただし、車の最高连度し i (上に制限连度 
を設定してち、車の最高连度 liLh の速 
度で走行ずることはでをません。 


《車種や仕様により設定でさる击 y 限速度び 
異なります。 


警告 A 


• 走行時は法定速度を遵守してく 
ださい。可変スピード U ミッ 
ター使用時の安全おなや危険回 
避については運転者に全責任び 
ありまず。 

-運乾を交代ずるとをは、必ず交 
代ずる運乾ちに、可変スピード 
U 云 ッ ターの機能と設定した制 
限速度を伝えてください。 

巧変ス ピー ド U 云 ッターの 機能 
を知らずに運転すると、アクセ 
ルペダルを踏んでをま度び上び 
らず、事故を起こすおそれびあ 
0ます。 


可変スピードリ=ッター ■ 

• 可変スピード U ミッターはブ 
レーキペダルを踏んでち解除で 
きません。 

• 巧変スピード U 云ッターは設 
定した制限连度(上に加速ず 
る必要のないとさに使用して 
ください。 


5 
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運転ずるとき 


可変ス ピー ドリミツ ター 
ま意！ 

-急な下り坂などで惰性びついた 
とをは、连度を維持ずるために 
自動的にブレーキを効かせるこ 
とびありまずび、設定速度を維 
持でをないことびあります。 

このよラなとさは、ブレーキぺ 
ダルを踏むか、テイツプシフト 
で低いギアレンジを選択し、エ 
ンジンブレーキの効さを強くし 
て' 減速してくださし、。 

ただし、路面び滑りやすいとさ 
は、急激なエンジンブレーキを 
効かせないでください。ス U ツ 
プして車のコント□ールを失 
し、、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


• 自動的に ブレーキを 効かせてし、 
ると をは、ブレーキ ペダルび奥 
に引さ込まれまず。 ブレーキ ぺ 
ダルの下に足を置いていると挟 
まれたり ブレーキの 作動を妨げ 
るおそれびあります。 

-巧変スピード U 云ッターの設定 
速度の表示と、スピードメー 
夕一およびマルチファンクシヨ 
ンディスプレイの连度表示に 
は、若干の誤差び生じることび 
あります。 


• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに可変スピード U ミッター 
に関ずる故障/ 警告メッセージ 
び表おされたときは (10-6) 
をご覧ください。 


知識 

• ウィンタータイヤスピード U 
ミッタ— （4-43) を設定して 
いるときは、可変スピード U 
云ッターで設定でをる制限速度 
は、ウィンタータイヤスピード 
U 云ッターの設定速度び上限と 
なりまず。 

• 設定した速度を維持でさないと 
をは、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
’’ I 」ミットヲ]1のダ’と表おされるこ 
とびありまず。 
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運転ずるとさ 


巧変スピードリミツターの使いかた 



①〜⑤レバーの操作ち向 
⑧表示灯 

クルーズコント□—ル （已 -91)、 
DSR (5-62) と同じレバーを使用し 
まず。 

レバーの表示な⑥び点巧しているとさ 
に、可変スピード U ミッターを操作で 
をます。 

レバーの表示巧⑥びミ肖好しているとさ 
は、 クルーズ コント□ールの操作びで 
をる状態です。レバーを⑤の方向に押 
すと表示灯⑥び点灯し、巧変スピード 
U S ッターを操作でをる状態に切り替 
わりまず。 


可変スピードリ=ッター ■ 



可変スピード U S ッターを設定ずる 

► DSR び解除されていることを確認 

しまず 巧-巨 1)。 

► レバーを①または②の方向に軽く 

操作しまず。 

. 停車中および走行速度び約 
30 km/hL ソ下のときは30 km/h 
に設定されます。 

• 走行连度び約 30 km/h しソ上のと 
さはそのとをの速度に設定ごれ 
まず。 

または 

► レバーを④のち向に操作しまず。 

• 設定速度び記憶されているとを 
は、記憶されている连度に再度 
設定されまず。 

• 設定速度び記憶されていないと 
さで、停車中および走行速度び 
約30 km/h が下のときは、 
30 km/h に設定されまず。 


⑦設定ま度 

⑨巧をスピード1」吉ッター表示灯 5 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に設定速度⑦び表示ごれ、数秒後に 
車両情報サブ画面に移動します。 

また、メーターパネルの巧変ス 
ピード U S ッター表お巧⑨び点灯 
しふ 〇 


• 設定速度び記憶されていないと 
きで、走行速度び約 30 km / hLi ( 
上のとをは、そのとをの速度に 
設定されます。 
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運転ずるとき 


可変ス ピー ドリミッ ター 

知識 

-可変スピード U ミッターを解除ず 
る前の設定速度は記憶されます。 

• エンジンスイッチを一度 0 か 1 
の位置にすると、記憶された速 
度は消去されまず。 

. 車種や仕様により、走行连度び 
記憶されている設定速度より約 
已 Okm/hliLh 高し、ときは、記憶 
されている速度に再度設定ずる 
ことびでをません。このとをは 
マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイに "— km / h " び数秒間点 
滅します。 

ま意！ 

制限速度を設定ずるとをは、周囲 

の状況、特に後方の車などに;主意 

しなびら操作してくだごい。事故 

を起こずおそれびあります。 


設定速度を上げる 

► レバーを①のち向に軽く操作します。 

1 km/h 単位で設君ま度び上びります。 

希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放します。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを ①の方向にいっぱいまで 
操作します。 

1 Okm/h 単位で設定连度び上びり 
ます。 

1 km/h 単位の端数で速度び設定さ 
れていたとさは、設定速度び切り 
上びり、その後] Okm/h 単位で設 
定速度び上びりまず。 

希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放します。 

そのとをの速度に設定されます。設 
定速度びマ j レチフアンクシヨンデイ 
スプレイに数秒間表ホされ、その後 
車両肩報サブ画面に移動します。 


設定速度を下げる 

► レパーを思の方向に軽く操作します。 

1 km/h 単位で設定逆宴び下びりまず。 

希望ずる速度になったらレバーか 
ら手を放しまず。 

そのとさの速度に設定されます。 
または 

► レバーを ②の方向にいっぱいまで 
操作します。 

1 Okm/h 単位で設定速度び下びり 
まず。 

1 km/h 単位の端数でま度び設定さ 
れていたとをは、設定连度び切り 
下びり、その後] Okm/h 単位で設 
定速度び下びります。 

希望ずる速度になったらレバーひ 
ら手を放しまず。 

そのときの速度に設定されます。設 
定速度びマルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに数秒間表示され、その後 
車両肩報サブ画面に移動しまず。 
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可変スピードリミッターを解除ずる 

► レバーを③の方向に操作しまず。 
次の操作をしたとさち解除されます。 

► レバーを⑥の方向に押します。 
レバーの表示灯⑧び消好し、ク 
ルーズコント□ールの操作びでさ 
る状態に切り替わりまず。 


運転ずるとさ 


可変スピードリ=ッター ■ 


ま意！ 

巧変スピード US ッターを解除し 
てを、設定速度は記憶されていま 
す。記憶ごれている速度び走行速 
度よりち1氏い場合、記憶されてし、 
る連度に再度設定ずると、アクセ 
ルペダルを踏んでいてを車は減速 
します。 


知識 

次の操作をしたとをは可変スピー 
ド US ッターび自動的に解除され 
ます。 

• アクセルペダルを踏んでキック 
ダウンしたとさ。 

このとをは警告音び鳴ります。 

ただし、走行速度び設定速度よ 
り約 20 km / h しソ上低いときは、 
キックダウンし てち 可変 スピ— 5 

ド U ミッターは解除されません。— 

• エンジンを停止したとき。 
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運転ずるとき 


卜□ニック 




パーク ト □ニックは、 フ□ント と 1」 ア 
のノ くンノ く一にあるセンサーで障害物な 
どを感知し、車と障害物とのおよその 
距離を、インジケーターと警告音で運 
転ちに巧らせまず。 

ま意！ 

パークト□ニックは運転者を支援 
するシステムでず。運転ちはパー 
クト□ニックだけに頼らず、必ず 
周囲の状況を確認して < ださい。 
特に周辺に人や動物びいないこと 
を確認してください。 


①センサー 

フ□ントバンパーの巨個のセンサーと 
U アノ（ンノ く一の4個のセンサーび車の 
周辺の障害物などを感知しまず。 


ま意！ 

-センサーにおや氷、雨、水しぶ 
さなどび付着したとをは、赤色 
インジケーターび点灯して、約 
2□秒後にパークト□ニックの機 
能び解除されることびあります。 

-センサーに損傷を与えないよラ 
にを意してください。正しく作 
動しな < なるおそれびあります。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異な D ます 
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運転ずるとさ 


フ□ント 

①左側インジケーター 
③ち側インジケーター 
③作動表示灯 

フロントのインジケーターと作動表示 
丹はダッシュボード上の図の位置にあ 
0ます。 



1」ァ 

④左側インジケーター 
© ち側インジケーター 
愈作動表示灯 

リアのインジケーターと作動表示灯は 
ラゲ ッ ジルーム上方の図の位置にあり 

cJ's 9 〇 


パークト□ニック 

バンパーと障害物などとのおよその距 
離を、インジケーターの点 I 灯数で示し 
ます。 

注意！ 

システムに異苗びあるとをは、ホ 
色インジケーターだけび点 I 灯して 
警告音び約 2 秒間鳴り、約 20 秒後 
にパークト□ニックの機能び解除 
されることびあります。このとさ 
は、パークト□ニックオフスイッ 5 
チの表示打び点打します。 — 

知識 

エンジンスイッチを吕の位置にす 
ると、すべてのインジケーターと 
作動表示打び一瞬点灯します。 
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運転ずるとき 


卜□ニック 


r パークト□ニック①作動条件 _ ] 

エンジンスイッチび吕の位置でパーキ 
ングブレーキび解除されているとを、 
シフトポジションに応じてじ(下のよう 
に作動します。 


シフト 

ポジション 

作動内容 

■0 

フ□ントのセンサーび 
作動し、フ□ントの作 
動表示灯③び点灯し 
ます。 

■am 

フ□ントと U アのセン 
ヴーび作動し、フ□ン 
卜と U アの作動表示灯 
③⑧び点灯しまず。 

la 

パークト□ニックは 作 
動しません。 


知識 

• パークト□ニックび作動したと 
さ、センサーの感知範囲に障害 
物などびあると、その距離に応 
じてインジケーターび点灯し、 
警告音ち鳴ります。 

• パークト□ニックは、ま度び約 
1 Skm / hli (下のとさに待機状 
態になります。连度び約 
1 Skm / hli (上になると機能び 
解除ごれまず。 
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運転ずるとさ 


パークト□ニックの作動 
センサー感知節囲に障害物び入ったとさ 

センサー感知範囲（已 -104) に障害 
物び入ると、黄色インジケーターび1 
個点灯しまず。 

障害物との距離び短<なるにつれ、点 
巧する黄色インジケーターの数び増え 
ていをまず。 


障害物と①距離び近くなったとき 

障害物との距離びセンヴーの最短感知 
距離に近くなると、黄色インジケー 
ターに加えて]個目のホ色インジケー 
ターび点巧し、警告音び断続的に約3 
秒間鳴ります。 

最短感知距離（約20〜1已巳 m) になる 
と、上記のインジケーターに加えて2 
個目の赤色インジケーターび点打し、 
警告音び連続的に約3秒間鳴りまず。 


パー クト□ニック 

を意！ 

障害物との距離びセンサーの最短 
感知距離よりち近くなると、セン 
サーは障害物を感知でさなかった 
り、正當に作動しなくなることび 
ありまず。 

また、点打していたインジケー 
ターび消灯ずることびありまず。 
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運転ずるとき 


卜□ニック 


センサーの感知節囲 


ま意！ 



10 M 






フ□ント 

バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約] 00 cm 〜20 cm 

コーナー 

約巨日 cm 〜]目 cm 

U ア 

バンパー側 

センサー感知節囲 

中央 

約] 20 cm 〜20 cm 

コーナー 

約 80 cm 〜]目 cm 


車の中巧でバンパーか5約 
20 cm じ(内、 コーナーで バン 
パーから約]已 cm じ(内にある障 
害物は感知でをません。 

センサーの周辺にアクセサ U — 
などを取り付けないで < ださ 
い。パークト□ニックび正常に 
作動せず、車を損傷したり事故 
につなびるおそれびあります。 

針金や□ープなどの細い物や、 
植木鉢や建物の張り出しなどセ 
ンヴーの上下にあるちのに十分 
を意してください。これらびを 
近距離（約 30 cm ) 内にあると 
き、状況によっては、センサー 
びこれらを感知せず、車や物を 
損傷ずるおそれびありまず。 


-センサーは雪などの超音波を吸 
収しやすい物を感知しないこと 
びあります。 

• 電波を発ずる物び近くにあるとき 
や、不整地などを走行していると 
きは、パークト□ニックび正甫に 
作動しないことびあります。 

-洗車機や大型車の排気ブレーキ、 
工事用のエアコンプレッサーな 
どび近くにあると、超音波び乱 
され、パークト□ニックび正常 
に作動しないことびあります。 

-温度や湿度び高いとをや超音波 
や1氏周波を発生させる機器び車 
の近くにあるとを、またエンジ 
ンルームの温度び高いとさは、 
パークト□ニックび正當に作動 
しないことびありまず。 

運転ちはパークト□ニックだけ 
に頼らず、必ず周囲の状況をお 
認してください。特に車の周辺 
に乂や動物びいないことを確認 
してくださし、。 
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運転ずるとさ 


パークト□ニック 


パークト□ニックの機能の解除 

センターコンソールのスイッチで、 
パークト□ニックの機能を解除ずるこ 
とびでをます。 

ま意！ 

システムに異常びあるとをは、ホ 
色インジケーターだけび点灯して 
警告音び約2秒間鳴り、約20秒後 
にパークト□ニックの機能び解除 
されることびありまず。このとさ 
は、パークト□ニックオフスイッ 
チの表示灯び点打します。 


ML 3已0 / ML 已已〇 



オフ□ー ドバッケージ装備車 

① バークト□ニックオフスイッチ 

② 表示な 


ML 巨3 AMG 



⑦ パークト□ニックオフスイッチ 
②表示巧 


知識 

パークト□ニックの機能を解除し 
てを、次にエンジンスイッチを2 
の位置にしてパーキングブレーキ 
を解除したとさ、パークト□ニッ 
クは自動的に作動します。 


パークト□ニックの機能を解除ずる 

► エンジンスイッチび吕の位置のと 
を、 パーク ト □ニック オフスイ ッ 
チ①を押します。 

スイツチの表示な③び点打します。 


パークト□ニックを作動させる 

► 再度、パークト□ニックオフスイ 
ッチ①を押します。 

スイッチの表示打③び消好しまず。 
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運転ずるとき 


サイドビューカメラ 



助手席側ドア S ラー下部に装着された 
カメラにより、助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の映像を、 
マルチフアンクシヨンコント□ーラー 
のディスフレイに表示しまず。 

また、ガイドラインにより、 カーブな 
どでの走行を補助しまず。 

発進する際などには、必ずサイド 
ビューカラで助手席側のフ□ントタ 
イヤ周辺や助手席ドア下方の状況を確 
認してください。 


警告 A 


. サイドビューカメラは運商ちを 
支援するシステムです。運転ち 
はサイドビューカメラだけに頼 
日ず、おず周囲の状況を確認し 
てください。特に周辺に人や動 
物びいないことを確認して < だ 
さい。 

. サイドビューカメラ使用時にお 
いてをま全確保やち険回避につ 
いては、運乾ちに全責任びあり 
ます。 


-ディスプレイの映像にはおくにあ 
る障害物の遠近感び正しく映し出 
ごれなかったり、映像び非南に見 
えづらいことびあります。ディス 
プレイの映像だけを見て発進や路 
肩への幅寄せなどをすると、人や 
他の車、障害物に衝突したり、事 
故につなびるおそれびありまず。 

サイドビューカメラ使用時におい 
てを、目視によるま全確認を行な 
し、 なびら運商してください。 


ま意！ 

. 乗車人数や荷物の積載量によ 
り、サイドビューカメラの映像 
範囲は変化し、それに伴いガイ 
ド線の示ず位置にち誤差び生じ 
ます。必ず自分の目やミラーで 
周囲の状況を直接確認してくだ 
ごい。 

-ボディ側面前方や後ちにある物 
はディスプレイには表示されま 
せん。 

-外気温び1氏いとさは、画面び暗 
くなったり、映像び薄くなるこ 
とびあります。また、動いてい 
る物の映像び歪んだり、画面に 
表示されないことびありまず。 
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運転ずるとさ 


• 必ず指定されたサイズのホイー 
ルやタイヤを装着して<ださ 
し、。指定じ(外のホイールやタイ 
ヤを装着すると、システムに影 
響を及ぼずことびあります。 

• ドアを開閉ずるとさやドア S ラ 
一を格納/展開するとさなど 
は、カメラを損傷しないように 
を意してくだごい。 

• カメラやカメラの周囲に強し、衝 
撃を与えないでください。カメ 
ラび故障したり、カメラの取り 
付け位置や角度びずれるおそれ 
びあ0ます。 


• ドアミラーやカメラを損傷し 
たり、カメラの取0付け位置 
や角度びずれたとさは、ずみ 
やひに指定サービスエ場で力 
メラの修理および調整を行な 
つてくださし、。 

• カメラの修理および調整は必ず 
指定サービスエ場で行なつてく 
ださい。お客様自身で作業を行 
なうと、システムび正南に作動 
しな < なるおそれびあります。 

• カメラや関連部品の取りがしや 
分解、改造は絶巧に行なわない 
で < ださし、。 


サイドビューカメラ ■ 

-ガイドラインび表おごれないな 
ど故障のおそれびあるとさや、 

"ガイドでさません。オーナーズ 
マニュアルを参照ください’’と 
いラメッセージび表示されたと 
さは、ずみやかに指定サービス 
工場で点検を受けて < ださい。 

-じ(下のよラな場合は、サイド 
ビューカメラは正常に作動し 
ません。 

5 

◊助手席ドアび完全に閉じて — 
いないとを 

〇助手席側ドア S ラーび完全 
に展開していないとを 

◊スノーチェーンや応急用ス 
ペアタイヤを装着している 
とを 
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運転ずるとき 


サイドビューカメラ 

◊激しい雨や雪び降っている 
とさや霧のとを 

◊ 夜間や暗い場所で使巧ずる 
とさ 

◊カメラに へッ ドランプや曰 
光の反射などの強い光び直 
接当たったとを 

〇堂光灯の下で使用するとを 
(映像にちらつさび出ること 
びありまず） 

◊ 急激な温度変化びあったと 
を（寒冷時に暖房ごれたガ 
レージに入るとさなど） 

◊カメラび曇ったり水滴び付 
着したとさ（雨の曰や湿度の 
高い曰、洗車した直後など） 

◊カメラにミ尼やミちれび付着し 
たとさ 


洗車ずるとをのを意 

. 洗車時に高圧のスプレーガンを使 
用するとをは、ノズルをカメラや 
カメラの周囲に近付けないでくだ 
さい。水圧び高いため、故障の原 
因になりまず。 

-カメラを清掃するとをは、されし、 
な水でちれを落とし、やわらかい 
巧で巧を取ってください。有機ミ容 
剤や強アルカ U 洗剤などは使用し 
ないでください。 

また、強い力で乾担:をしないでくだ 
ごい。変色の原因になったり、カメ 
ラを損傷するおそれびあります。 

-ボディにワックスをかけるときは、 
カメラにワックスび付着しないよ 
ラにを意してください。付着して 
しまった場合は、水と純正カーシ 
ヤンプーを;屋ぜた洗;争液で巧を取 
つてくださし、。 


サイドビューカメラの位置 



①助手席側ドア吉ラー 
③サイドビューカメラ 

サイドビューカメラ②は助手席側ドア 
S ラー①の下部に装備されていまず。 
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運転ずるとさ 


サイドビューカメラ 


サイドビューカメラの表示範囲 



①サイドカメラの表示範囲 

サイドビューカメラは、助手席側のフ 
□ントタイヤ周辺や助手席ドア下方の 
範囲①を表示します。 


サイドビューカメラの作新 



① ON キー 

② INFO キー 

サイ ドビューカメラを作動さはる 

► エンジンスイッチを吕の位置にしまず。 

► マルチフアンクシヨンコント□一 
ラーの ON キー①を押しまず。 

► INFO キー③を押しまず。 

知識 


エンジンスイツチび吕じ(かの位置 
のときにサイドビューカメラを作 
動させよ5とすると、マルチファ 
ンクシヨンコント□ー ラーのモニ 
ターに"サイドカメラは利用できま 
せん’’と表示されまず。 



③"サイドカメラ’’ソフトキー 

► "サイドカメラ’’ソフトキー③を押 
し ^ 〇 


マルチフアンクシヨンコント □— 
ラーのモニターに、 サイド ビュー 
カメラの映像とガイドラインび表 
示されます。 


知識 

それまでのマルチフアンクシヨン 
コント□ーラーの操作内容によつ 
ては、 ON キー①や INFO キー②を 
押したとさに、サイドビューカメ 
ラの映像び表示されます。 


5-109 






































運転ずるとき 


サイドビューカメラ 
サイドビューカメラの映像 



① 自車 

② 助手席側フ□ントタイヤ 

知識 

走行速度び約 20 km / h を超えると、 
サイドビューカメラの映像は表示 
されなくなりまず。 

このときは、ディスプレイに"ま全 
のため、走行中は利用でをません。’’ 
と表示されます。 

走行速度が約] 8 km / hLU 下になる 
と、ヴイドビューカラの映像は 
再び表示されまず。 


ガイドライン 

^助手席側フ□ントホイールの中む 
U 位置を表示するガイドラインです。 

助手席側の車体から約3日〜 
® 3己 cm の位置を表示ずるガイドラ 

インです。 

ステアリングをいっぱいにまわ 
して®がったときの、助手席側 
U 懐輪の軌道の目安を表示ずるガ 
イドラインでず。 

現在のステア U ング操船角で巧 
がったとさの、助手席側後輪の軌 
道の目安を表示ずるガイドライン 
® でず。 

ステアリング操驼角び変化する 
と、角度び変化します。 


知識 

ガイドライン⑤および⑥はが下の 
ときには表示されません。 

-助手席方向にまわしたステア U 
ング操船角び約90°じ(下のとを 

-ステア U ングび運転席方向にま 
わしてあるとを 

• シフトポジションび ra のとを 

また、な下のとをはガイドライン 
③および④石表おごれません。 

-助手席ドアび完全に閉じていな 
し）とを 

ディスプレイに’胡手席側ドアび 
開いているため、ガイドでさませ 
ん。"と約日秒間表示されます。 

-助手席側ドアミラーび格納され 
ているとを 

ディスプレイに"ドアミラーが 
格納されているため、ガイドで 
さません。’’と約已秒間表示され 
ます。 
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運転ずるとさ 


路肩などに車を寄せるとを 



③助手席側フ□ントホイールの中むを表 


おするガイドライン（青色） 

④助手席側の車体から約30〜 35 cm の 
位置を表示ずるガイドライン（青色） 


路肩などに車を寄せるとさに、車体と 
路肩の縁石などの目標物との位置関係 
を確認でをます。 

► 左図のように、ガイドライン④び 
目標物の端に接するよラに車両を 
幅寄せしまず。 

► ガイドライン④を目標物と平行に 
ずることで、目標物に沿って駐車 
でをます。 


サイドビューカメラ ■ 

ガイドライン③の位置により、助手席 
側フ□ントホイールのおよその位置を 
巧ることちでをまず。 
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運転ずるとき 


サイドビューカメラ 


障害物のあるカーブを曲がるとを 



⑤ステア U ングをいっぱいにまわして巧 
びったとさの助手席側後輪の軌道目ま 
を表示するガイドライン（青色） 


⑥ 現在のステア U ング操妮角で巧びった 
とさの、助手席側を輪の軌道目まを表 
おするガイドライン（黄色） 

⑦ 障害物 


ま意！ 


助手席側に障害物びあるカーブを曲び 
るとをに、車体の予想進路と障害物と 
の位置関係の目まを確認でをまず。 

► ステア U ングを助手席側にまわし 
ます。 

左図のように、ガイドライン⑥び 
障害物⑦より外側にくるときは、 
車体と障害物び接触しない目まに 
なります。 

注意！ 

ガイドラインは目まをおすちのであ 
り、車両の移動軌道を保証ずるちの 
ではありません。ガイドラインは目 
まとして使用し、実際は必ず周囲の 
状況を直接確認してください。 


ディスプレイの表示はあくまで目 
まです。走行ずるとをはディスプ 
レイの表示だけに頼らず、必ず周 
囲の状況を直接確認してください。 


ただし、よりステア U ングを助手 
席側にまわし、ガイドライン⑧び 
障害物と重なったり、障害物より 
を内側にくると、車体と障害物び 
接触するおそれびあります 

ガイドライン⑥び障害物より外側 
にくるようにステアリング操船角 
を調整して走行してくだごい。 


5-112 

















運転ずるとさ 


サイドビューカメラ 



上図のように、ガイドライン⑥び障害 
物⑦よりが側にあるときは、ステア U 
ングをいっぱいにまわして巧びって 
ち、車体と障害物び接触しない目をに 
なりまず。 


サイドビューカメラの停止 



① ON キー 


サイ ドビユーカメラを停止ずる 

► マルチフアンクシヨンコント□一 
ラーの "ON" キー①を押します。 

マルチフアンクシヨンコント□一 
ラーび停止し、ディスプレイを消 

/U 9 〇 


5 


ま意！ 

ガイドラインは目まを示ずものであ 
0、車両の移動軌道を保証するちの 
ではありません。ガイドラインは目 
まとして使用し、実際は必ず周囲の 
状況を直接確認してくださし、。 
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運転ずるとき 


サイドビューカメラ 


他のモードに切り替える 



② INFO キー(外の八ードキー 

► 切り替えたいモードの八ードキー 
③を押します。 

選択されたモードびディスプレイ 
に表示されます。 



感 INFO キー 
④ソフトキー 

または 

► INFO キー③を押します。 

上記の画面び数秒間表示されまず。 
► 切り替えたいソフトキー④を押し 

cK 9 〇 


知識 

サイドビューカメラの映像び表示 
されているとをに、シフトポジ 
ションを la にすると、パーキン 
グアシスト U アビューカメラ（已- 
11已）の表示に切り替わりまず。 

再度、シフ h ポジションを raw 
外にずるとサイドビューカメラの 
表术 I L おります。 
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運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビユーカメラ 


八キングアシストリアビユーカメラ 


テールゲートに装着ごれたカメラによ 
り、車両後ちの映像をマルチファンク 
シヨンコント□ーラーのディスプレイ 
に表巧します。 

また、ガイドラインと音声案内により、 
車庫入れや縦列駐車などの後退操作を 
補助しまず。 

警告 A 


• パーキングアシスト U アビユー 
カ メラは運転者を支援する シス 
テムです。運転ちはパーキング 
アシスト U アビユーカメラだけ 
に頼らず、必ず周囲の状況を確 
認してください。特に周辺に人 
や動物びいないことを確認して 
くだごい。 

• パーキングアシスト U アビユー 
カ メラ使用時のを全確保や危険 
回避については、運乾ちに全責 
任びありまず。 


ま意！ 

• パーキングアシスト U アビユー 
カメラは運転ちを支援ずるシス 
テムです。絶巧にディスプレイ 
の映像だけを見て後退や車庫入 
れなどをしないで < ださい。 

• システムの特‘性上、ディスプレイ 
の映像には障害物の遠過惑び正し 
<映し出されなかったり、映像び 
が萬に見えづ日いことびありま 
す。ディスプレイの映像だけを見 
て後退などをすると、人や他の車、 
障害物に衝突したり、事故につな 
びるおそれびあります。必ず自分 
の目や云ラーで後ちや周囲のを全 
を確認してくだごし、。 

. 柔車人数や荷物の積載量によ 
り、パーキングアシスト1」アビ 
ユーカメラの映像範囲は変化 
し、それに伴いガイド線のおず 
位置にち誤差び生じまず。必ず 
自分の目や S ラーで周囲の状況 
を直接確認してくださし、。 


• ディスプレイに表示される物な 
どび歪んだ形状で表おされた 
り、鮮明に表示されないことび 
ありまず。 

• I 」アバンパーの至近距離や下方 
にある物はディスプレイには表 
おされません。 

運転をはディスプレイの映像だ 
けに頼らず、必ず自分の目や S 
ラーで周囲の状況を直接確認し 日 
てください。特に周囲に人や動— 
物びいないことを確認してくだ 
さい。 

• カメラの周囲に強い衝撃をちえ 
ないでください。故障の原因に 
なりまず。 

-必ず指定されたサイズのホイー 
ルやタイヤを装着してくださ 
し、指定じ(がのホイールやタイ 
ヤを装着すると、システムに影 
響を及ぼすことびありまず。 
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運転ずるとき 


パーキングアシストリアビューカメラ 

. 車の後部を損傷したとさは、ず 
みやかに指定サービスエ場で力 
メラの点検および調整を行なつ 
てください。 

-ガイドラインび表示されなし、な 
ど故障のおそれびあるとをは、 
指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 

-パーキングアシスト I 」アビュー 
カメラは、じ(下のとをは正しく 
作動しません。 

◊テールゲートび正しく閉じら 
れていないとを 

◊カメラやカメラの周囲に損傷 
びあるとさ 

-テールゲートを開閉ずるとをな 
どは、カメラを損傷しないよラ 
にを意してください。 


L ソ下のよラな場合はシステムを 
使用しないでください。 

◊激しい雨や雪び降っていると 
さや、カメラびミちれていると 
さなど、ディスプレイの映像 
び見えづらいとき 

◊積雪路面や凍結路面など、夕 
イヤびス U ップしやすいとさ 

◊坂道やカーブなどの平坦また 
は直線でない道路 


知識 

-テールゲートび開いているとさ 
にシフトポジションを13にし 
たとさや、パーキングアシスト 
U アビユーカメラび作動してい 
るとをに テール ゲートを開いた 
とさは、パーキングアシスト U 
アビユーカメラは作動しません。 
このとさディスフレイに’’テール 
ゲートび開いています。ガイド 
びでさません’’と表おごれまず。 

• パーキングアシスト1」アビユーカ 
メラを作動させているとをに、マ 
ルチフアンクションコント□ーラ 
一の他の機能を作動ごせると、パ 
ーキングアシスト1」アビユーカメ 
ラの映像び中断されます。 

• マルチフアンクションコント □ 
ーラーに地図ディスクを入れて 
いないとをは、音声案内は行な 
われません。 
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-じ(下のとをは映像び見えづらくな 

りますび、異常ではありません。 

〇夜間や暗し場所で使用するとさ 

◊ 急激な温度変化びあったとさ 
(カメラに冷水や温水びかか 
ったとさなど） 

〇カメラ付近の温度び極端に高 
いとさや低いとを 

◊カメラにへッドランプや日光 
の反射などの強い光び直接当 
たったとを（映像に白い縦線 
び入ることびありまず） 

〇堂光 I 灯の下で使用するとさ 
(映像にちらつをび出ること 
びあります） 

◊ 急激な明るさの変化びあった 
とさ（ガレージから出入りず 
るとさなど） 

〇カメラに水滴び付着したとさ 
(雨の曰や湿度の高い曰、洗 
車した直後など） 

◊カメラにおやミちれび付着し 
たとを 


運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 


洗車ずるとをの注意 

• 洗車時に高圧のスプレーガンを使 
用ずるとをは、ノズルをカメラや 
カメラの周囲に近付けないでくだ 
さい。水圧び高いため、故障の原 
因になります。 

• カメラを清掃するとをは、されし、 
な水で巧れを落とし、やわらかい 
巧でなを取ってください。有機溶 
剤や強アルカ U 洗剤などは使用し 
ないでください。 

また、強い力で乾拭さしないでく 
ださし''。変色の原因になったり、 
カメラを損傷することびありまず。 

• ボディにワックスをかけるときは、 
カメラにワックスび付着しないよ 
ラにま意してください。付着して 
しまった場合は、水と純正カーシ 
ヤンフーを混ぜた洗浄液で巧を取 
つてください。 


カメラの位置 



⑦カメラ 

カメラ①は テールゲー ト八ンドルの 
横に装備されています。 

ディスプレイに表示される映像は、ル 
ーム S ラー やドア S ラーで見るのと同 
じ左ち反転させた鏡像となります。 
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運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 


後退駐車モード 

駐車場の駐車 スペース などに後退す 
るときなどに補助をするモードです。 

ま意！ 

• 後方に駐車している車のバンパ 
一やトラックの荷台など、路面 
に接していない立体の障害物は、 
ディスプレイの映像では実際よ 
りち遠くにあるように見えまず。 
ガイドラインだけで距離を判断 
せず、おず周囲の状況を直接お 
認してくださし、。 


後退駐車モードにずる 



① ソフトキー 

② "後退駐車"ソフトキー 

③ 八ー ド キー 


• 障害物に向かって後退している 
とさは、 0.2 已 m ガイドライン⑥ 
を越えないよラにミ主意してくだ 
さい。障害物によっては、 
0.2 已 m ガイドライン⑥までを退 
するし U 前に衝突するおそれびあ 
ります。 

• ステア U ングをまねしなびら後 
退するときは、車のフ□ント部 
びイ也の車や障害物に接触しない 
よラにま意してください。 


► シフトポジションを la にしまず。 
マルチフアンクションコント□一 
ラーのディスプレイに後方の映像 
び表示ごれます。 

縦列駐車モードになっているとを 
は、いずれかのソフトキー①を押 
しまず。 

左記の画面び表示されまず。 

'後退駐車’ソフトキー③を押します。 

後退駐車時のガイドラインび表示 
されまず。 

知識 

マルチフアクションコント□—ラ 
一を使用しているとをに後退駐車 
モードにしたとをは、八ードキー 
③を押ずと元のモードに戻ります。 

再度パーキングアシスト U アビュ 
一カメラの映像を表示させるには、 
シフトポジションを一度 la じ(夕りこ 
して、再度 ra にします。 
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運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 


ステア U ングをまわさないで 
まっすぐ後退駐車ずる 



© ①が表示されているときの自車位置 
感 4.日 m ガイドライン（黄色） 

® 予想進路ガイドライン（黄色） 

⑥1.日 m ガイドライン 
愈日ぶ己 m ガイドライン（ホ色） 


► 予想進路ガイドライン®が駐車ス 
ペースに収まっていることを確認 
しなびら、まっすぐに後退します。 


ま意！ 

ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物などが 
ないことを確認して < ださい。 


5 
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運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 


ステア U ングをまわしなび!5 
を退駐車ずる 



③①び表示されているときの自車位置 

④ 予想進路ガイドライン（黄色） 

⑤ 1.0 m ガイドライン 

⑥ 0.2 已 m ガイドライン（赤色） 

⑦ 直進ガイドライン（青色） 


直進ガイドライン⑦は、ステアリン 
グび直進状態で車び後退ずるとさの 
進路を示します。 

予想進路ガイドライン④は、そのと 
さのステア U ングの角度で車び後退 
するとをの予想進路を示しまず。 

► 予想進路ガイドライン④び駐車ス 
ペースのなかに収まるよラにステ 
ア U ングをまわしなびら、ま意し 
て後退しまず。 

► 直進ガイドライン⑦び、駐車しよ 
ラとしているスペースと平行にな 
つたら、ステア U ングを直進位置 
に戻して、後退してくださし、。 


ま意！ 

-ガイドライン内およびその周辺、 
および上方の空間に障害物など 
びないことを確認してください。 

-ステア U ングをまわして予想進 
路ガイドライン④の位置を調整 
してち、予想進路ガイドライン 
内に障害物び入つてしまラ場合 
は、駐車スペースび狭ずぎます。 
そのスペースには駐車しないで 
ください。 
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運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 


縦列駐車モード 

路上の駐車スペースなどに縦列駐車 
ずるとをに、画面表示と音声案内で 
後退操作を補助するモードです。 


縦列駐車モードにずる 



① ソフトキー 

② "縦列駐車’’ソフトキー 

③ 八ー ド キー 


► シフトポジションを la にします。 
マルチフアンクションコント□一 
ラーのディスプレイに後方の映像 
び表示されます。 

► 後退駐車モードになっているとを 
は、いずれかのソフトキー①を押 
しまず。 


左記の画面び表おされます。 

► "縦列駐車"ソフトキー③を押します。 5 

縦列駐車時のガイドラインび表示 — 
されます。 


知識 

マルチフアクションコント□ーラ 
一を使用しているとをに縦列駐車 
モードにしたとさは、八ードキー 
③を押すと元のモードに戻りまず。 

再度パーキングアシスト U アビュ 
一カメラの映像を表示させるには、 
シフトポジションを一度 ra じん外に 
して、再度 m にしまず。 
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運転ずるとき 


パーキングアシストリアビューカメラ 


縦列駐車ずる 



③駐車スペース前ちの駐車車両 
③駐車スペース 


► 駐車スペース前方の駐車車両③か 
ら約] m 間隔を空けて平行に、駐車 
車両③の前端から自車び約半分ほ 
ど前に出た位置で、停車しまず。 
ステア U ングは直進状態にします。 



► 垂直ガイドライン④び、駐車スぺ 
ース前方の駐車車両③のを端に合 
ラまでステア U ングをまねさずに 
を退します。 

► 垂直ガイドライン④び駐車車両の 
を端に合ったら、停車します。 


知識 


駐車スペース③の前方に駐車車両 
②びないとをは、後退駐車モード 
で駐車することをお勧めしまず。 


ミち意！ 

. 垂直ガイドライン④び駐車車両 
②の後端から外れていると、正 
しい位置に駐車ずることはでを 
ません。 

-ステア U ング操作は、必ず停車 
した状態で行なって < ださい。 


5-122 




























車兩周辺を直接確認してください 


® 垂直ガイドライン 
愈駐車位置ガイドライン 
愈駐車位置ガイドライン 


運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 



(道路側) 
(縁石側) 


停車すると、数秒後に駐車位置ガ 
イドライン⑥および⑥び表示され 
ます。 


停車した状態で、駐車位置ガイド 
ライン（道路側）⑥び駐車車両の 
タイヤの接地面に接するまで、ス 
テア U ングをまわしまず。また、 
このとき駐車位置ガイドライン 
(縁石側）⑥び、駐車スペースの前 
後の車両や道路の縁石、巧や電柱 
など道路脇の障害物にひかってい 
ないことを確認してくだごし、。 


ま意！ 

-駐車位置ガイドライン（道路側） 

⑥び駐車車両のタイヤ部分に交 
わってし'!ると、正しし'!位置に駐 
車することびできません。 

-駐車位置ガイドライン（縁石側） 

⑥び正しい位置に合っているこ 
とを確認してください。正しし、 
位置に合わせないまま後退する 
と、駐車車両や障害物に衝突す K 

るおそれびありまず。 — 

-ステア U ングをまわして駐車位 
置ガイドライン（縁石側）⑧の 
位置を調整してち、駐車位置ガ 
イドライン（縁石側）⑥内に駐 
車車両や障害物び入ってしま5 
場合は、駐車スペースび狭すぎ 
まず。そのスぺースには駐車し 
ないで < ださい。 

-ステア U ングをまねしすざたと 

さは"ガイドでをませんステア 
リングを戻してください"と表 

示されます。 
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運転ずるとき 


パーキングアシストリアビューカメラ 


► 駐車位置ガイドライン（縁石側） 
⑥を正しい位置に合わせたら、ス 
テア U ングはそのままで、ゆっく 
りと後退しまず。 

後退をはじめると、画面から垂直 
ガイドライン④、駐車位置ガイド 
ライン（道路側）⑤、駐車位置ガ 
イドライン（縁石側）⑥び消え 
まず。 

知識 

• ゆっくり後退しないと、ガイド 
び間に合わないことびあります。 

• け下のとさはガイドび中止され 
ます。 

◊シフトポジションを la じ(外 
の位置にしたとき 

◊"戻る"ソフトキーまたは’’後 
退駐車’’ソフトキーを押した 
とさ 

◊マルチフアンクシヨンコント 
□ーラーの他の機能を作動ご 
せたとを 


ま意！ 

-後退するとをは必ず周囲の状況 
を直接確認してください。特に 
車のフ□ント部び乂や他の車、 
障害物などに衝突しないよラに 
ま意して < ださし、。 

• 後退をはじめた後は、ステア U 
ングをまわさないで<ださい。 
ステア U ングをまわすとガイド 
び中止され、画面に"ガイドで 

さません"または"ガイドでさま 
せんステア U ングびずれました" 

と表示ごれます。 

-ガイドび中止された場合は、最 
巧]から後退操作をやりなおして 
ください。 



⑦ステアリング角度ガイドライン 


► ゆっくり後退をはじめると、ステ 
ア U ング角度ガイドライン⑦び表 
示されます。縁石などの駐車スぺ 
ースの縁に、ステア U ング角度ガ 
イドライン⑦び合ラまでステア U 
ングをまねさないで、そのままゆ 
っくり後退します。 

► ステア U ング角度ガイドライン⑦ 
び正しい位置に合ったら、停車し 
^ 〇 
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⑧ 直進ガイドライン（青色） 

感予想進路ガイドライン（黄色) 


運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 


► ステア1」ングを反巧ち向にいっぱ 
し、までまねします。 

直進ガイドライン⑨と予想進路ガ 
イドライン⑨び表示されます。 

► 直進ガイドライン⑨び縁石などの 
駐車スペースの縁と接するまでゆ 
っくり後退しまず。 

予想進路ガイドライン⑨と縁石な 
どの駐車スペースの縁び合わない 
とさは、ステア U ングで進路を調 
整してくださし、。 

注意！ 

後退ずるとをは必ず周囲の状況を 
直接確認してください。特に車の 
フ□ント部び前方の駐車車両など 
に衝突しないよラにミ主意してくだ 
ごし、。 


► 車び駐車しよラとしているスペー 
スと平行になったら、ステアリン 
グを直進状態に戻します。 

ま意！ 

ステア U ング操作は、必ず停車し 
た状態で行なつてください。 


5 
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運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 


音声案内の切り曾え 

U アビユーアシストカメラ作動時の 
音声案内を停止/作動でをまず。 

ま意！ 

マルチフアンクシヨンコント □— 
ラーに地図ディスクを入れていな 
いとさは、音声案内は行なわれま 
せん。 



① ON キー 

② INFO キー 

③ "システム’’ソフトキー 

► ON キー①を押しまず。 

► INFO キー③を押します。 

上記の画面び表おごれます。 
"システム"ソフトキー③を押し 

cK 9 〇 



④"駐車設定"ソフトキー 

システム情報-設定画面び表示され 
ます。 

► "駐車設定’ソフトキー④を押します。 

知識 

それまでのマルチフアンクシヨン 
コント□—ラーの操作内容によつ 
ては、 INFO キーを押したとさにシ 
ステム情報-設定画面び表示され 
9 〇 
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運転ずるとさ 


パーキングアシストリアビューカメラ 



► " ON " ソフトキーまたは " OFF " ソ 
フトキー⑤を押します。 

知識 

音声案内び停止しているときは 
" ON " び、音声案内び作動している 
ときは " OFF " び表示されまず。 


システム情報.設定画面に戻るには、 
"戻る’’ソフトキー⑥を押します。 


⑥ " ON " ソフトキー/ " OFF " ソフトキー 

⑥"戻る’’ソフトキー 5 
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エアコンディショナー 
(ML 3已 0) 

6-2 

エアコンディショナー 
(ML 已50 / ML 巨3 AMG ) 

6-18 

ルーム ランプ 

6-38 

サンバイザー/バニティミラー 

6-43 

グ □ーブボックス 

6-44 

ル物入れ 

6-4 已 


. 快適.室内装備 


カップホルダー 

6-47 

収納ネット 

6-48 

灰皿 

6-49 

ライター 

6-51 

12 V 電源ソケット 

6-52 

アシストグ U ップ 

6-53 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ ML 350) 


ンデイシヨナー （ ML 350) 


エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、外気温度や曰射の強さなど 
に応じて、送風量や送風口の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちます。 


環境 9 


• エアコンディショナーの冷媒に 
は、新冷媒 R ] 34 a を使用して 
います。 

• 地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されていまず。また、 
ずべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスが適切に処理されるよ 
ラ努めなければな0ません。 

• エアコンディショナーの冷媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定ヴービスエ場で行なつて< 
ださい。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


ま意！ 

-送風温度を高めに設定してある 
とさは、送風□び過熱して高温 
になり、火傷をずるおそれびあ 
ります。また、暖気び送風され 
ているときは、送風□に身体を 
近付けたままにしていると低温 
火傷のおそれびあります。十分 
にま意してください。 

-送風温度を低めに設定してある 
とさに送風□に身体を近付ける 
と、しをやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
て < ださし、。 

• 皮膚の弱い人は、送風□に身体 
を近付けすぎないよラにを意し 
て < ださし、。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

-ボンネットの吸気□び雪や氷で 
覆われないよラにしてくださし、。 

-送風□や車内の吸排気□び覆わ 
れないよラにしてください。 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

• ドアウインドウやスライディン 
グルーフ*び開いていると、設 
定温度を維持することびでさま 
せん。 

-一度に大幅に設定温度を変更し 
てち、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

-エアコンディシ ヨナーの 機能や 
モードのなひには、併用可能な 
組み合わせびありまず。 

• エアコンディシ ヨナー のフィ 
ルター類は定期的な交換び必 
要です。また、交換時期は使 
用環境によって異なりまず。 

フィルター類び目づまりを起 
こしていると送風量び減るこ 
とびあります。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ML350) 


L コント□ールパネル 



① 

送風温度調整ダイヤル 
(助手席側） 


AUT 日スィッチ 

感 

デフ□スタースイッチ 


送風量調整スイッチ(強） 

⑤ 

送風口選択スイッチ 
(フ□ントウインドウ送風口/ 
サイド送風 □ /ドアウインドウ 
送風口） 


© 

U アエアコンディシヨナー 

オフスイッチ 

③ 

送風温度調整ダイヤル 
(運転席側） 

® 

AC スイッチ/余熱ヒーター- 
ベンチレーシヨンスイッチ 

@ 

送風 □ 選択スイッチ 
(サィド送風 □ /中央送風 □ / 

ドアウインドウ送風 □) 


⑩ 

送風□選択スイッチ 
(足元送風 □ /サイド送風 □ / 

ドァゥィンドゥ送風 □) 

⑩ 

送風量インジケーター 

⑩ 

送風量調整スイッチ頂副 

⑩ 

U アデフォッ ガース イッチ 

⑩ 

内気循環スイッチ 

⑩ 

室巧温度センサー 

⑩ 

オフスイッチ 


※エアコンディシヨナーのスイツチ類の給柄や配列などは、予告なく変更される場合びあります。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ML350) 


通常の使いかた （AUTO モード) 



①送風温度調整ダイヤル（助手席側) 
恩 AUTO スィッチ 
⑦送風温度調整ダイヤル（運転席側) 


エアコンディシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ②を押します。 

スイッチの表示灯び点打します。 

送風□の組み合わせと送風量び自 
動的に調整されるよラになりまず。 

► 送風温度調整ダイヤル①または⑦ 
をまわして、ダイヤル内側のイン 
ジケーターを好みの温度に合わせ 
ます。 


知識 

-通萬は22でに設定ずることを 
お勧めします。 

-送風温度は左ち別々に設定でを 
ます。 

- U ア送風□の送風温度は助手席 
側の送風温度に連動します。 

• AUTO モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させると、自動 
的に AC モード（巨- 9) および 
外気導入モード (6-11) に設 
定されます。 


6-4 





快適-室内装備 


エアコンデイシヨナーの停止 



⑩オフスイッチ 


エアコンディシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑩を押しまず。 

スイッチの表示巧び点なしまず。 

再度、オフスイッチ⑩を押ずと表 
示巧び消灯し、元の設定で作動し 
ます。 


エアコンディシ ョナー （ ML 350 )^fc 
知識 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じているとをにエア 
コンディショナーを停止すると、 
ウインドウび曇りやすくなりまず。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ML350) 


送風量の調整 



® 送風量調整スイッチ（強) 
⑩送風量インジケーター 
⑩送風量調整スイッチ（弱) 


送風量を手動で調整でをます。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ（強）®を押し 
ます。 

送風量インジケーター⑩の点灯数 
び増えます。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ（弱）⑩を押し 
9 〇 

送風量インジケーター⑩の点灯数 
び減ります。 


知識 

• エアコンデイシヨナーび AUTO 
モー ドで作動しているときに、 
送風量調整スイッチを押ずと、 
送風量の AUT 日モードび解除さ 
れ、 AUT 日スイッチの表示灯び 
消灯します。 

• 送風量調整スイッチを操作ずる 
と、 U ア送風口からの送風量を 
増減します。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ML350) 


送風□の選択 



送風口を手動で選択でさまず。 

送風口を選択ずる 

► 送風□選択スイッチ⑤⑨⑩のし''ず 
れかを押します。 

選択されたスイッチの表示灯び点 
に[します。 

送風□の選択を解除ずる 

► 選択されているスイッチを押し 
まず。 

スイツチの表示灯び消灯します。 



送風 □ 

選択スイッチ 

主に送風される送風口 

⑤田 

フ□ントウインドウ送風□⑥ドアウインドウ送風 □© 

サィド送風 □® 

⑨ El 

ドアウインドウ送風 □© 中巧送風□⑥サイド送風口® 

⑩口 

ドアウインドウ送風□⑥サイド送風口®足元送風□⑥ 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ ML 350) 
知識 

• エアコンデイシヨナー び AUTO 
モードで作動しているとをに、 
送風□還択スイッチを押ずと、 
送風□選択の AUTO モードび解 
除され、 AUTO スイッチの表示 
灯び消灯します。 

再度、送風□還択スイッチを押 
してずベての送風□選択スイッ 
チの表示灯を消打させると、 
AUTO モードに戻りまず。 

-複数の送風□選択スイッチを押 
すと、組み合わせた送風□から 
送風でをます。 

-選択した送風口(外の送風□か 
らち、微量の送風び行なわれる 
ことびあります。 


送風 □① 開閉 

サイド送風口®と中央送風□⑥を開 
閉でさまず。 

送風□を開< 

► 送風□開閉ダイヤル⑨⑨をち側に 
まわします。 

徐々に送風□び開さ、送風量び上 
びります。 

送風□を閉じる 


► 送風□開閉ダイヤル⑥⑩を左側に 
まわします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下 
びります。 

送風□開閉ダイヤル⑥⑥を停止ず 
るまで左側にまわずと、送風□び 
閉じます。 


知識 

-送風□開閉ダイヤルを停止ずる 
まで左側にまわしてち、完全に 
送風□を閉じることはできま 
せん。 

-サイド送風口®を閉じると、 
ドアウインドウ送風□©ち閉 
じます。 
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送風□の風向き調壁 

サイド送風口®と中央送風□⑥は風 
向さを調整することびでさます。 

風向きを調整ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動か 
します。 

I 知識 

換気効率を上げるため、各送風口 
の風向きを中央にすることをお勧 
めします。 


AC モード 



⑨ AC スイッチ 


環境 

Q 

AC モードを解除すると、 

エンジン 

への負荷び軽減し、燃費び向上し 

ます。 



快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ML350) 

AC モードでは除湿/を房された空気 
び送風されます。 

AUTO モー ドでエアコン デイシヨナー 
を作動させたとさは、自動的に AC モ 
ードになり、スイッチの表示打び点打 
しまず。 

AC モードを解除ずる 

► AC スイッチ⑨を押します。 

スイッチの表示灯び消 I 灯し、除湿 
/冷房されていない空気び送風さ 
れまず。 


ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び開いているとをに AC 
モードを解除ずると、ウインドウ 
び曇りやす < なります。 


AC モードを設定ずる 

► 再度、 AC スイッチを押します。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ ML 350) 
知識 

-除湿/ :令房された空気はエンジ 
ンびかかっているとさに送風さ 
れます。 

- AC スイッチを押したときに表 
示好び点滅石しくは消打したま 
まのとをは、エアコンデイシヨ 
ナーのを媒び減っています。除 
湿/冷房は行なわれません。ず 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

- AC モードを解除しても、しば 
らくは除湿/ :令房ごれた空気び 
送風される場合びあります。 


内気循環モード 



⑩内気循環スイッチ 


トンネル内など、空気びミちれた場所で 
が気を車内に入れたくないとさなどに 
使用しまず。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*を開閉でさまず。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑩を押しまず。 
スイッチの表示打び点打します。 

内気循環スイッチ独を2秒じ(上押し 
続けると、開いているドアウイン 
ドウとスライディング ルーフび自 
動で閉じます。 


内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間び経過ずると(下のよラに外 


気導入をはじめます。 

外気温度び目む LU 上の 
とさ 

約30分後 

外気温度び目む LU 下の 
とさ 

約已分後 

AC モードを解除してい 
るとさ 

約已分後 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


6-10 







快適-室内装備 


内気循環 モー ドを解除ずる 
(外気導入 モー ドにずる） 

► 内気循環モードのとをに内気循環 
スイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示好び消灯します。 

内気循環スイッチ独を2秒 L ソ上押し 
続けると、ドアウインドウとスラ 
イデイングルーフび、前回開いて 
いた位置まで自動で開さます。 


ま意！ 

• ドアウインドウやスライデイン 
グルーフを閉じているとをに内 
気循環モードにするとウインド 
ウび曇りやずくなります。 

ウインドウび曇りはじめたとを 
は内気循環モードを解除してく 
ださい。曇り具合びひどいとを 
はデフ□スターモードにしてく 
ださい。 

• 巧気循環スイッチでドアウインド 
ウやスライディング ルーフを 閉じ 
ているときに、挟み込みなどの抵 
抗びあると、ただちに動をを停 
止して少し開く機能びありまず 
び、柔員び身体を巧まれないよう、 
十分にま意してくだごし、。 

• 内気循環スイッチでドアウイン 
ドウを開いているとをは、ドア 
ウインドウに身体を寄りかけな 
し、でください。ドアウインドウ 
とドア フレームの 間に身体を引 
さ込まれるおそれびあります。 


エアコンデイシ ヨナー （ ML 350 )^fc 
知識 

-外気温度び非常に高いとさは、 

冷房効率を高めるために自動 
的に内気循環モードに切り替 
ねることびありますび、この 
とさ内気循環スイッチの表お 
灯は点灯しません。約30分経 
過ずると、一定の割合で外気 
導入をはじめまず。 

- AC モードを解除するひデフ □ 
スターモードにずると、外気導 
入モードになりまず。 

-内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウやスライデイング 
ルーフを別のスイッチで開いた 
場合、開いたドアウインドウや 
スライディングルーフを内気循 
環モードの解除操作と連動して 
前回開いていた位置まで開< こ 
とはでさません。 
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快適-室内装備 


エアコンディシ ヨナー （ML350) 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► サイド送風□び開いていること 
を確認します（巨-8)。 

► デフ□スタースイッチ③を押し 
まず。 

スイッチの表示巧び点巧します。 



じ(下の内容でエアコンディショナーび 
作動します。 

-送風温度び高くなります。 

-フ□ントウインドウ送風□とドア 
ウインドウ送風□、サイド送風 □ 
から送風されます。 

-除湿された空気び送風されます。 

知識 

送風量は、が気温度により自動的に 
調整されまず。 
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快適-室内装備 


デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ③を巧 
します。 

スイツチの表示灯び消灯します。 


知識 

• 曇りび取れたら、すみやかに解 
除して < ださし、。 

• デフ□スターモードを解除する 
と、送風量と送風温度、送風 □ 
の選択は、デフ□スターモード 
に設定する前の設定に戻ります。 

• デフ□スターモードを解除する 
と、 AC モードを解除していた場 
合は AC モードに設定されます。 
AC モードを解除していて内気循 
環だった場合は、外気導入にな 
りまず。 


エアコンディシ ヨナー （ML350) 

ウインドウの夕1•側び量るとを 

車外の湿度び高いとをなどに、フロ 
ントウインドウやフ□ントドアウイ 
ンドウの外側び曇ることびあります。 
このとをは、ウインドウに冷気び当 
たらないよラに送風□を調整ずると、 
が側の曇りを軽減でをます。 

また、フ□ントウインドウ外側の曇り 
をとるとをには、ワイパーを作動させ 
て < ださし、。 


6-13 




快適-室内装偏 


エアコンデイシ ヨナー （ML350) 


U アデフオッガー 



⑩リアデフ オッガース イッチ 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび吕の位置のとをに 
使用でをまず。 

ミ主意！ 

-ウインドウに雪や氷び付着して 
いるとさは、運転前にそれらを 
取り除いて視界を確保してくだ 
ごい。事故を起こすおそれびあ 
りまず。 

-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
さい。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► U アデフォッガースイッチ⑩を押 
します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

U アデフォッガーを停止ずる 

► 再度、 U アデ フォッガースイッチ 
⑩を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

U アデフォッガーは約己〜20分後に 
自動的に停止します。 

知識 

-外気温度と走行速度により 、 U 
アデ フォッ ガーび自動的に停止 
ずるまでの時間は異なりまず。 

-バッテ U —の電圧びおくなると 
自動的に停止し、表示灯び点滅 
します。電圧び回復すると自動 
的に作動を再開しまず。 
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快適-室内装備 


を熱ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 



⑨ ま熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
スイッチ 

⑩ オフスイッチ 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
をに使用しまず。 

エンジンスイッチび0ひ1の位置のと 
を、またはキーを巧いているとをに使 
用でさまず。 


を熱ヒーター-ベンチレーシヨンを使 
用ずる 

► 余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ⑨を押しまず。 

スイッチの表示なび点なしまず。 

エンジンを停止ずる前の設定温度や 
外気温度により、送風口の選択や送 
風温度は自動的に調整ごれます。 

を熱ヒーターベンチレーシヨンを停止 
ずる 

► 再度、を熱 ヒーター •ベンチレーシ 
ヨンスイッチ⑨を押します。 


または 


► オフスイッチ⑩を押しまず。 

余熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ン 
スイツチ⑨の表示灯び消打しまず。 


エアコンデイシ ヨナー （ML350) 

じ(下のとをは、余熱ヒーター-ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• エンジンスイッチを吕の位置にし 
たとさ 

-使巧を開始してから約30分経過し 
たとさ 

-バッテ U —の電圧び1氏下したとを 


知識 

-バッテ U —を保護ずるために、 

送風量は弱の設定で一定になた 
れまず。 6 

• エンジン冷却水の温度び低し、 

とさや外気温度び高いとさは、 
暖気び送風されないことびあ 
りまず。 

• U ア送風□からは送風されま 
せん。 
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快適-室内装偏 


エアコンデイシ ヨナー （ML350) 


U ァ送風 □ 

U ア送風□には、 liTF の二つの送風 □ 
びあ0まず。 

• センターコンソール後端部のリア 
中巧送風 □ 

• フ□ントシート下の U ア足元送風 □ 

知識 

U ア送風□の送風温度や送風量は、 
助手席側のエアコンディシヨナー 
の設定に連動します。 

ただし、車内温度や外気温度、曰 
射の強ごなどによっては、助手席 
側のエア コンディシヨ ナーで設定 
した送風温度や送風量で送風び行 
われないことびありまず。また、 
U ア中央送風□または U ア足元送 
風□いずれかか5の送風になる場 
合びあります。 


IJ ア送風□か5①送風の停止 



⑥ U アエアコンデイシヨナー 
オフスイッチ 


フ□ントのコント□—ルパネルでリア 
送風□ひらの送風を停止でをまず。 

リア送風□か5の送風を停止ずる 

► I 」アエアコンデイシ ヨナーオフ ス 
イッチ⑥を押します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

U ア送風□か5送風ずる 

► 再度、 U アエアコンデイシヨナー 
オフスイッチ⑥を巧します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ ML 350 )^fc 


知識 


リア中巧送風□の風向き調壁 


フ□ントエアコンデイシ ヨナー の 
送風量を最大にずるとをは、リア 
送風□ひらの送風を停止してくだ 
さい。 



⑩ 

リア中央送風口 

(左側） 

⑩ 

リア中央送風口 

(も側） 


U ア中巧送風□⑩⑩は、風向さを調整 
でさます。 

► U ア中巧送風□⑩⑩のノブを上下 
左ちに動ひします。 


6 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ML 550 / ML 己3 AMG ) 


エアコン デ イシ ヨナー 
(ML 已已0 / ML 呂3 AMG ) 


エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、が気温度や曰射の強さなど 
に応じて、送風量や送風□の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちます。 

環境 9 


• エアコン デイシヨナー の冷媒に 
は、新;令媒 R ] 34 a を使用して 
います。 

• 地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されていまず。また、 
ずべての自動車オーナーは、フ 
□ンガスび適切に処理されるよ 
ラ努めなければな0ません。 

• エアコンデイシヨナーの冷媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定サービスエ場で行なつてく 
ださい。 

* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


ま意！ 

-送風温度を高めに設定してある 
とさは、送風□び過熱して高温 
になり、火傷をずるおそれびあ 
ります。また、暖気び送風され 
ているときは、送風□に身体を 
近付けたままにしていると低温 
火傷のおそれびあります。十分 
にま意してください。 

-送風温度を低めに設定してある 
ときに送風□に身体を近付ける 
と、しちやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分にま意し 
て < ださし、。 

• 皮膚の弱い人は、送風□に身体 
を近付けすぎないよラにを意し 
て < ださし、。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンデイシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

-ボンネットの吸気□び雪や氷で 
覆われないよラにしてくださし、。 

-送風□や車内の吸排気□び覆わ 
れないよラにしてください。 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

-ドアウインドウやスライディン 
グルーフ*び開いていると、設 
定温度を維持することびでさま 
せん。 

-一度に大幅に設定温度を変更し 
てち、設定温度に達するまでの 
時間はあまり変わりません。 

-エアコンディシ ヨナーの 機能や 
モードのなひには、併用可能な 
組み合わせびありまず。 

• エアコンディシ ヨナー のフィ 
ルター類は定期的な交換び必 
要です。また、交換時期は使 
用環境によって異なりまず。 

フィルター類び目づまりを起 
こしていると送風量び減るこ 
とびあります。 
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快適.室内装備 


エアコンデイシ ヨナー （ML 550 / ML 已3 AMG ) 


コント□—ルパネル 



の③ ⑤任）®® @ ® ③ 


L 

MAX 

1 1 

OP 网 

Ot> ぃい H 

f _ f I 

じ •、 

A/C 

一圓 

巧 •け T 




© 

u アデフォッガースイッチ 

③ 

送風□選択スイッチ（運転席 
側：フ□ントウインドウ/サイ 
ド/ドアウインドウ送風 □) 

愈 

1」アエアコンディシヨナー 
コン 卜□—ルスイッチ 


送風温度調整ダィヤル健転席側） 

⑩ 

オフスイッチ 


① 

送風温度調整ダイヤル(助手席側） 


AUTO スイッチ 

③ 

送風□選択スイッチ（助手席 
側：フ□ントウインドウ/サイ 
ド/ドアウインドウ送風 □) 

④ 

デフ□スタースイッチ 

⑤ 

送風量調整スイッチ（強） 


⑩ 

送風□選択スイッチ（運転席 
側：足元/サイド/ドアウイ 
ンドウ送風 □) 

⑩ 

送風□選択スイッチ（運輯席 
側：サイド/中央/ドアウイ 
ンドゥ送風 □) 

⑩ 

AC スイッチ/を熱ヒーター- 
ベンチ レーシヨ ンスイッチ 

⑩ 

ディスフレイ 

⑩ 

送風量調整スイッチ（弱） 

⑩ 

内気循環スイッチ 

⑩ 

送風□選択スイッチ（助手席 
側：サイド/中央/ドアウイ 
ンドゥ送風 □) 

⑩ 

送風□選択スイッチ（助手席 
側：足元/サイド/ドアウイ 
ンドゥ送風 □) 

⑩ 

室内温度センサー 

⑩ 

運居席モードスイッチ 


※エアコンディシヨナーのスイツチ類の絵柄や配列などは、予告なく変更される場合びあります。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ ML 已50 / ML 己3 AMG ) 


通常の使いかた （ AUTO モード) 



①送風温度調整ダイヤル（助手席) 
恩 AUTO スィッチ 
⑨送風温度調整ダイヤル（運転席) 


エアコンディシヨナーを作動させる 

► AUTO スイッチ②を押しまず。 

スイッチの表示巧び点打します。 

送風□の組み合わせと送風量び自 
動的に調整されるよラになりまず。 

► 送風温度調整ダイヤル①または⑨ 
をまわして、ダイヤル内側のイン 
ジケーターを好みの温度に合わせ 
ます。 


知識 

-送風温度は左ち別々に設定でを 
ます。また、 U アエアコンデイ 
シ ヨナー (巨-3已） の送風温度 
を独立して設定でをます。 

-通萬は22でに設定することを 
お勧めします。 

• AUTO モードでエアコンデイ 
シヨナーを作動させると、自動 
的に AC モード （6-吕已） および 
外気導入モード （巨- 27) に設 
定されます。 
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快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ML 5已0 / ML 已3 AMG ) 


エアコンデイシヨナーの停止 



エアコンディシヨナーを停止ずる 

► オフスイッチ⑩を押しまず。 

スイッチの表示灯び点灯しまず。 

再度、オフスイッチ⑩を押すと、 
表示打び消巧し元の設定で作動し 
ます。 


を意！ 

ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じているとをにエア 
コンディショナーを停止すると、 
ウインドウび曇りやすくなりまず。 


⑩オフスイッチ 


6 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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快適-室内装備 


アコンディショナー （ ML 已已0 / ML 巨3 AMG ) 


送風量の調整 



風送風量調整スイッチ（強) 
⑩送風量インジケーター 
©送風量調整スイッチ（弱) 


送風量を手動で調整でをます。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ⑥を押しまず。 

ディスプレイの送風量インジケー 
ター⑩の点な数び増えまず。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ⑩を押しまず。 

ディスプレイの送風量インジケー 
夕一⑩の点好数び減りまず。 


知識 

エアコンデイシヨナーび AUTO 
モードで作動しているとさに、送 
風量調整スイッチを押すと、送風 
量の AUTO モードび解除され、 
AUTO スイッチの表示灯び消灯し 
9 〇 
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快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ML 5已0 / ML 己3 AMG ) 


送風□の選択 


⑤ ⑦ 



@ @ © @ 


送風□を手動で選択でをまず。 

送風□を選択ずる 

► 送風□選択スイッチ③⑦⑩⑩⑩⑩ 
のいずれかを押します。 

選択されたスイッチの表示灯び点 
なします。 

送風□の選択を解除ずる 

► 選択されているスイッチを押します。 
スイッチの表示灯び消灯します。 



送風口選択スイッチ 

主に送風される送風口 

③⑦ 田 

フ□ントウインドウ送風口⑥ドアウインドウ送風 □© 
サイド送風口® 

⑩⑩凸 

ドアウインドウ送風 □© 中央送風□⑥サイド送風口® 

⑩⑩田 

ドアウインドウ送風 □© サイド送風口®足元送風□⑥ 
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快適-室内装備 


アコンディショナー （ ML 已已0 / ML 巨3 AMG ) 


知識 

-エアコンデイシヨナーが AUTO 
モードで作動しているとさに、 
送風口選択スイッチを押すと、 
押した側の席の送風口選択の 
A U T 日モードび解除され、 
AUTO スイッチの表おなが消灯 
します。 

再度、送風□選択スイッチを巧 
してずベての送風□選択スイッ 
チの表示灯を消打させると、 
AUTO モードに戻りまず。 

-複数の送風□選択スイッチを押 
すと、組み合わせた送風□から 
送風することびでをまず。 

-選択した送風口(外の送風□か 
らち、微量の送風び行なわれる 
ことびあります。 


送風□の開閉 

サイド送風口®と中央送風□⑥を開 
閉でさまず。 


► 送風□開閉ダイヤル⑥⑨をち側に 
まねします。 

徐々に送風□び開を、送風量び上 
びります。 


► 送風□開閉ダイヤル⑥⑩を左側に 
まわします。 

徐々に送風□び閉じ、送風量び下 
びります。 

送風□開閉ダイヤル⑥⑨を停止ず 
るまで左側にまわずと、送風□び 
閉じます。 


知識 

-送風□開閉ダイヤルを停止す 
るまで左側にまねしてち、完 
全に送風□を閉じることはで 
きません。 

-サイド送風口®を閉じると、 
ドアウインドウ送風□©ち閉 
じます。 


送風□を閉じる 


送風□を開ぐ 
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送風□の風向き調整 

サイド送風口®と中央送風□⑥は風 
向さを調整することびでさます。 

風向きを調整ずる 

► 各送風□のノブを上下左ちに動か 
します。 

I 知識 

換気効率を上げるため、各送風口 
の風向きを中央にすることをお勧 
めします。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ML 5已0 / ML 已3 AMG ) 


Lac モード 



⑩ AC スイッチ 


環境 


AC モー 

'ドを解除すると、エンジン 

への負荷び軽減し、燃費び向上し 

9 〇 



AC モードでは除湿/を房された空気 
び送風されます。 

AUTO モー ドでエアコン デイシヨナー 
を作動させたとさは、自動的に AC モ 
ードになり、スイッチの表示打び点打 
しまず。 

AC モー ドを解除ずる 

► AC スイッチ⑩を押しまず。 

スイッチの表示灯び消 I 灯し、除湿 
/冷房されていない空気び送風さ 
れまず。 


ドアウインドウやスライディング 
ルーフ*び閉じているとさに AC 
モードを解除ずると、ウインドウ 
び曇りやす < なります。 


AC モー ドを設定ずる 

► 再度、 AC スイッチを押します。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ ML 已50 / ML 己3 AMG ) 


知識 

-除湿/ :令房された空気はエンジ 
ンびかかっているとさに送風さ 
れます。 

- AC スイッチを押したとさに、 
表示巧び点滅をし< は消灯した 
ままのとさはエアコンデイショ 
ナーのを媒び減っています。除 
湿/冷房は行なわれません。ず 
みやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

- AC モードを解除しても、しば 
らくは除湿/ :令房ごれた空気び 
送風される場合びあります。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


内気循環モード 



⑩内気循環スイッチ 


トンネル内など、空気びミちれた場所で 
が気を車内に入れたくないとさなどに 
使用しまず。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動し 
て、ドアウインドウやスライデイング 
ルーフ*を開閉ずることびでさます。 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑩を押しまず。 
スイッチの表示打び点打します。 

内気循環スイッチ⑩を2秒じ(上押し 
続けると、開いているドアウイン 
ドウとスライディング ルーフび自 
動で閉じます。 


内気循環モードに設定されていてち、 
一定時間を経過ずると(下のよラに外 
気導入をはじめます。 


外気温度び目む LU 上の 
とさ 

約30分後 

外気温度び目む LU 下の 
とさ 

約已分後 

AC モードを解除してい 
るとさ 

約已分後 
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内気循環 モー ドを解除ずる 
(外気導入 モー ドにずる） 

► 内気循環モードのとをに内気循環 
スイッチ⑩を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

内気循環スイッチ⑩を2秒 L ソ上押し 
続けると、ドアウインドウとスラ 
イデイングルーフび、前回開いて 
いた位置まで自動で開さます。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ML 5已0 / ML 已3 AMG ) 


ま意！ 

• ドアウインドウやスライデイン 
グルーフを閉じているとをに内 
気循環モードにするとウインド 
ウび曇りやずくなります。 

ウインドウび曇りはじめたとを 
は内気循環モードを解除してく 
ださい。曇り具合びひどいとを 
はデフ□スターモードにしてく 
ださい。 

• 内気循環スイッチでドアウイン 
ドウやスライ デイ ング ルーフを 
閉じているとさに、挟み込みな 
どの抵抗びあると、ただちに動 
さを停止して少し開く機能びあ 
りまずび、乗員び身体を挟まれ 
なし''よラ、十分にま意してくだ 
ごい。 

• 内気循環スイッチでドアウイン 
ドウを開いているとをは、ドア 
ウインドウに身体を寄りかけな 
いでください。ドアウインドウ 
とドア フレームの 間に身体を引 
さ込まれるおそれびあります。 


知識 

-外気温度び非常に高いとさは、 
冷房効率を高める ために 自動 
的に内気循環モードに切り替 
ねることびありますび、この 
とさ内気循環スイッチの表お 
灯は点灯しません。約30分経 
過ずると、一定の割合で外気 
導入をはじめまず。 

- AC モードを解除するひデフ □ 
スターモードにずると、外気導 
入モードになりまず。 

-内気循環スイッチで閉じたドア 
ウインドウやスライデイング 
ルーフを別のスイッチで開いた 
場合、開いたドアウインドウや 
スライディングルーフを内気循 
環モードの解除操作と連動して 
前回開いていた位置まで開< こ 
とはでさません。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ ML 已50 / ML 己3 AMG ) 


デフ□スターモード 



④デフ□スタースイッチ 


フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 

デフ□スターモードに設定ずる 

► サイド送風□び開いていること 
を確認します（巨- 24)。 

► デフ□スタースイッチ④を押し 

cK 9 〇 

スイッチの表示巧び点巧します。 


じ(下の内容でエアコンディショナーび 
作動します。 

-送風温度び高くなります。 

-フ□ントウインドウ送風□とドア 
ウインドウ送風□、サイド送風 □ 
から送風されます。 

-除湿された空気び送風されます。 

知識 

送風量は、外気温度により自動的 
に調整されまず。 
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デフ□スターモードを解除ずる 

► 再度、デフ□スタースイッチ④を巧 
します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ML 550 / ML 已3 AMG ) 


知識 

• 曇りび取れたら、すみやかに解 
除して < ださし、。 

• デフ□スターモードを解除する 
と、送風量と送風温度、送風さ 
れる送風 □は、 デフロスター 
モードに設定ずる前の設定に戻 
りまず。 

• デフ□スターモードを解除する 
と、 AC モードを解除していた場 
合は AC モードに設定されます。 
AC モードを解除していて内気循 
環だった場合は、外気導入にな 
ります。 

• デフ□スターモードに設定する 
と、 I 」アエアコンディショナー 
(巨-3已）び停止しまず。 


ウインドウの夕1•側び量るとを 

車外の湿度び高いとをなどに、フロ 
ントウインドウやフ□ントドアウイ 
ンドウの外側び曇ることびあります。 
このとをは、ウインドウに冷気び当 
たらないよラに送風□を調整ずると、 
が側の曇りを軽減でをます。 

また、フ□ントウインドウ外側の曇り 
をとるとをには、ワイパーを作動させ 
て < ださし、。 
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快適-室内装偏 


エアコンデイシヨナー （ ML 已50 / ML 己3 AMG ) 


U アデフォッガー 

⑥リアデフ オッガース イッチ 


U アウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 

エンジンスイッチび吕の位置のとをに 
使用でをまず。 

ま意！ 

-ウインドウに雪や氷び付着して 
いるとさは、運転前にそれらを 
取り除いて視界を確保してくだ 
さい。事故を起こすおそれびあ 
りまず。 

-消費電力び大さいため、曇り 
び取れたら早めに停止してくだ 
さし、。 


リアデフォッガーを使用ずる 

► I 」アデフォッガースイッチ⑥を押 
します。 

スイッチの表示灯び点灯します。 

U アデフォッガーを停止ずる 

► 再度、 U アデ フォッガースイッチ 
⑧を押します。 

スイッチの表示灯び消灯します。 

U アデフォッガーは約己〜20分後に 
自動的に停止します。 

知識 

-が気温度と走行速度により 、 U 
アデ フォッ ガーび自動的に停止 
ずるまでの時間は異なりまず。 

-バッテ U —の電圧びおくなると 
自動的に停止し、表示灯び点滅 
します。電圧び回復すると自動 
的に作動を再開しまず。 
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を 熱ヒーター- ベンチ レーシヨ ン 



⑩ オフスイッチ 

⑩ ま熱ヒーター.ベンチレーシヨン 
スイッチ 

エンジン停止後に車内を暖房したり、 
車内に外気を導入して換気を行なラと 
をに使用しまず。 

エンジンスイッチび 0 ひ 1 の位置のと 
を、またはキーを巧いているとをに使 
用でさまず。 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ML 550 / ML 己3 AMG ) 


を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを使 
用ずる 

► 余熱 ヒー ター.ベンチ レーシヨ ンス 
イッチ⑩を押します。 

スイッチの表示なび点なしまず。 

エンジンを停止する前の設定温度 
や外気温度により、送風□や送風 
温度は自動的に調整されます。 

を熱ヒーター-ベンチ レーシヨ ンを停 
止ずる 

► 再度、余熱ヒーター.ベンチレーシ 
ヨンスイッチ⑩を押しまず。 

または 

► オフスイッチ⑩を押しまず。 

を熱 ヒーター. ベンチ レーシヨ ンス 
イツチ⑩の表示巧び消なします。 


じ(下のとをは、余熱ヒーター-ベンチ 
レーシヨンび自動的に停止しまず。 

• エンジンスイッチを吕の位置にし 
たとさ 

-使巧を開始してから約30分経過し 
たとさ 

-バッテ U —の電圧び1氏下したとを 


知識 

-バッテ U —を保護ずるために、 
送風量は弱の設定で一定に保た 
れまず。 

• エンジン冷却水の温度び低し、 
とさや外気温度び高いとさは、 
暖気び送風されないことびあ 
りまず。 

• U ア送風□からは送風されま 
せん。 
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快適-室内装偏 


エアコンデイシヨナー （ ML 已50 / ML 己3 AMG ) 


運輯席モード 



⑤⑩送風量調整スイッチ 

⑦⑩⑩送風口選択スイッチ（運転席側) 

⑨ を風温度調整ダイヤル（運転席側） 

⑩ 運転席モードスイッチ 


助手席および U アエアコンディショ 
ナーの設定の一部を運転席と同じ設定 
にでさまず。 

運転席の設定を変更ずると、助手席お 
よび U アエアコンディショナーの設定 
ち変更ごれまず。 

運転席モードに設定ずる 

► 運転席モードスイッチ⑩を押しまず。 
スイッチの表示 I 灯び点、打しまず。 

助手席の送風温度および送風□の 
選択び運転席の設定に連動しまず。 

また、 U アエアコンディショナー 
び AUTO モードで作動し、送風温 
度の設定び運転席の設定に連動し 
ます。 


運輯席モードを解除ずる 

► 再度、運転席モードスイッチ®を押 
します。 

スイッチの表示灯が消灯しまず。 

知識 

助手席やリアエアコンデイシヨナー 
の設定を変更したとさは、運転席 
モードは自動的に解除されます。 
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フ□ントのコント□ールパネルでリア 
エアコンディショナーを操作ずる 



@ AUT 日スィッチ 

©リアエアコンディシ ョナー コント 
□ ールスイッチ 

@送風温度調整ダイヤル（運転席側） 

⑩オフスイッチ 

邸 U アエアコンディショナー作動 
インジケーター 

@ U アエアコンディショナーモード 
インジケーター 

@ U アエアコンディショナー停止 
インジケーター 


快適.室内装備 


エアコンデイシヨナー （ ML 已已0 / ML 巨3 AMG ) 


フ□ントのコント□ールパネルでリア 
エアコンディショナーを作動/停止さ 
せたり、 U アエアコンディショナーの 
送風温度を調整でさます。 

リアエアコンディショナーを作動させる 

► リアエアコンディシ ョナー コント 
□ールスイッチ®を押します。 

スイッチの表示灯が点灯し、ディ 
スプレイに U アエアコンディショ 
ナー作動インジケーター⑩と U ア 
エアコンディショナーモードイン 
ジケーター⑩び表示されます。 

また、 U アエアコンディショナー 
コント□ールパネルの AUTO ス 
イッチの表示打 （巨-3已） び点好し、 
U アエアコンディショナーび 
AUTO モードで作動しまず。 


知識 

U アエアコンディショナーコント 
□ールスイッチ⑨を押してから約 
3秒間何ち操作をしないと、ス 
イッチ⑨の表示灯とディスプレイ 
の U アエアコンディショナーモー 
ドインジケーター⑩び消巧し、フ 
□ントのエアコンディショナーを 
操作でをる状態に戻りまず。 
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快適-室内装備 


エアコンデイシヨナー （ ML 已已0 / ML 己3 AMG ) 


U アエアコンディシヨナー①送風温度 
を調壁ずる 

► U アエアコンデイシヨナースイッチ 
⑨を押します。 

スイッチの表示巧び点灯し、ディ 
スプレイに U アエアコンデイシヨ 
ナーモー ドインジケーター⑩び表 
示されます。 

► 約3秒(内に送風温度調整ダイヤ 
ル（運転席側）⑨で送風温度を調 
整します。 

設定した送風温度のインジケー 
ターび点巧します。 

U アエアコンデイシ ヨナー コント 
□ールパネルの送風温度調整ダイ 
ヤル（巨-3已）の内側のインジケー 
夕一び、 設定した送風温度に移動 
します。 


U アエアコンディシ ヨナーを 停止ずる 

► U アエアコンディシヨナースイツ 
チ⑨を押します。 

スイッチの表示灯び点灯し、ディ 
スプレイに U アエアコンディシヨ 
ナーモー ドインジケーター⑩び表 
示されます。 

► 約3秒し U 内にオフスイッチ⑩を押 
しまず。 

ディスプレイに U アエアコンディ 
シヨナー停止インジケーター⑩び 
表示されまず。 

U アエアコンデイシヨナーび停止 
しまず。 


知識 

-通萬は22でに設定ずることを 
お勧めします。 

• フ□ントのコント□ールパネル 
から、 U アエアコンディショ 
ナーの送風□の選択や送風量の 
調整を行なラことはでさません。 

• フ□ントのコント□ールパネル 
で U アエアコンディショナーを 
操作しているとをは、 U アエア 
コンディショナーのコント □— 
ルパネル（巨-3已）は操作でき 
ません。 
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エアコンデイシヨナー （ ML 己50 / ML 已3 AMG ) 


リアエアコンデイシ ヨナー 

U アエアコンデイシヨナーは、フ□ン 
トエアコンデイシヨナーび作動してい 
るとをに作動ごせることびでをまず。 


知識 

• フ□ントシートの下に U ア足元 
送風□びあります。 

• フ□ントのエアコンデイショ 
ナーびデフ□スターモードのと 
さは U アエアコンディショナー 
のコン 卜□ールパネルは操作で 
きません。 

-フ□ントのコント□ールパネル 
でリアエアコンディショナーを 
操作しているとき （6-33) は、 
U アエアコンデイショナーのコ 
ント□ールパネルは操作でさま 
せん。 



① 

U ア中央送風 □ (左側） 

© 

U ア中央送風 □ (ち側） 

@ 

送風温度調整ダイヤル 

® 

AUTO スイッチ 

(D 

送風□選択スイッチ 
( U ア中央送風 □) 

愈 

送風□選択スイッチ 
( U ア足元送風 □) 

③ 

オフスイッチ 

@ 

送風量インジケーター 

(D 

送風量調整スイッチ（強） 

⑩ 

送風量調整スイッチ（弱） 
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エアコンデイシヨナー （ ML 已50 / ML 己3 AMG ) 


U アエアコン デ イシ ヨナーの 作動/停止 

リアエアコンデイシヨナーを AUTO 
モー ドで作動させる 

► AUTO スイッチ④を押します。 

AUTO スイッチの表示灯び点好し 
ます。 

送風量の調整と送風□の選択は自 
動的に行なわれます。 

► 送風温度調整ダイヤル③をまわし 
て、ダイヤル内側のインジケータ 
一を好みの温度に合わせます。 

知識 

通常は22でに設定することをお勧 
めしまず。 


U アエアコン デ イシ ヨナーを 停止ず る 

► オフスイッチ⑦を押しまず。 

オフスイッチの表示打び点灯し、 
U アエアコン デ イシ ヨナー び停止 
し 〇 

再度、オフスイッチ⑦を押すと、 
U アエアコンデイシヨナーび元の 
設定で作動します。 

I 知識 

フ□ントエアコンデイシ ヨナーの 
送風量を最大にするとをは、リア 
エアコンデイシ ヨナー を停止して 
<ださし、。 


U アエアコン デ イシ ヨナーの 
送風量調壁 

U アエアコンデイシヨナーの送風量を 
手動で調整でさます。 

送風量を上げる 

► 送風量調整スイッチ⑨を押しまず。 

送風量インジケーター⑨の点な数 
び増元ます。 

送風量を下げる 

► 送風量調整スイッチ⑩を押しまず。 

送風量インジケーター⑨の点灯数 
び減ります。 

知識 

1」アエアコンデイシヨナーび 
AUTO モードで作動しているとき 
に送風量調整スイッチを押すと、 
送風量の AUTO モードび解除され、 
AUTO スイッチ④の表示灯び消打 
します。 
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エアコンデイシヨナー （ ML 己50 / ML 已3 AMG ) 


U アエアコンディシ ヨナーの 
送風□選択 

U アエアコンディショナーの送風□を 
手動で選択でをます。 

送風□を選択ずる 

► 送風□選択スイッチ⑤⑥のいずれ 
かを押します。 

選択されたスイツチの表示灯び点 
灯します。 


送風口選択 
スイッチ 

送風される送風口 

風 田 

U ア中央送風口 

①③ 

©口 

U ア足元送風口 


知識 

U アエアコンデイシヨナーび 
AUTO モードで作動しているとを 
に、送風□還択スイッチを押すと、 
送風□選択の AUTO モードび解除 
され、 AUTO スイッチ④の表示好 
び消灯します。 

再度、送風□選がスイッチを押し 
て、すべての送風□選択スイッチ 
の表お I 灯を消打ごせると 、 AUTO 
モードに戻りまず。 


U ア送風□の風向き調舊 

U ア中央送風□①②は、風向さを調整 
でさます。 

► U ア中央送風□①②のノブを上下 
左ちに動かします。 
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II 



①フ□ント読書灯（左側）スイッチ 

③ ラゲッジルームランプスイッチ 
@点灯モード選択スイッチ 

④ フ□ントルームランプスイッチ 

⑤ フ□ント読書灯（ち側）スイッチ 

⑥ フ□ントルームランプ 

⑦ フ□ント読書灯（ち側） 

⑨フ□ント読書灯（左側） 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


ルームランプの点!打モードの還択 
自動点灯モードにずる 

► 点巧モード選択スイッチ③び押さ 
れていない状態にします。 

しソ下の操作をするとフ□ントルームラ 
ンプや U アルームランプ、ラゲッジ 
ルーム ランプおよび テールゲート 裏側 
のランプ*び点 I 灯/消灯します。 

• ルームランプ';肖灯遅延機能 （4-40) 
び設定されているとさは、エンジ 
ンスイッチからキーを抜くと点な 
し、約] 0秒後に消打します。 

• U モコン操作で解錯すると点灯し、 
約30秒後に消灯しまず。 


-いずれかのドアまたはテール ゲー 
卜を開くと点打します。 

◊エンジンスイツチび吕の位置の 
とさは、ドアやテールゲートを閉 
じるとただちに消なします。 

ドアや テールゲー トを開いたま 
まのとをは、消打しません。 

◊エンジンスイツチび 0 か 1 の位 
置のとさ、またはキーび巧いて 
あるとさは、ドアや テールゲー 
卜を閉じると約7秒後に消巧し 
ます。 

ドアや テールゲー トを開いたま 
まのとをは、約已分後に消巧し 
ます。 
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ミ主意！ 

車を施錠したとさは、ルームラン 
プび消灯することを確認してくだ 
ごい。 

知識 

. 車種や仕様により、周囲び巧る 
いとをは、自動点 I 灯モードにし 
ていてち、ルームランプなどび 
点灯しないことびあります。 

• 点灯しているルームランプや読 
書灯などは、 U モコン操作で施 
挺ずると、数秒後に自動的に消 
I 灯しまず。 


常時消なモードにずる 

► 点巧モード選択スイッチ③び押さ 
れた状態にしまず。 

(下のいずれかの操作をしてち、 
ルームランプは点巧しません。 

• エンジンスイッチからキーを巧く 
• U モコン操作で解錠ずる 
• ドアまたはテールゲートを開く 


快適-室内装備 


ルーム ランプ 

フ□ントルームランプの点!打/消な 
フ□ントルームランプを手動で点'灯/ 
消灯ずる 

► フ□ントルームランプスイッチ④ 

を押します。 

フ□ントルームランフ⑥び点打/ 

消打します。 

フ□ント読書灯の点!打/消な 
フ□ント読書打を点灯/ミ肖なずる 

►フ□ント読書好スイッチ①⑤を押 0 

しまず。 — 

フ□ント読書灯⑦⑨び点灯/消灯 
します。 
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II 


リアルームランプの点な/消灯 



⑨リアルームランフ（左側) 


ま意！ 

U アルームランプを長時間点灯ず 
ると、 U アルームランプび熱くな 
ります。义傷をするおそれびあり 
ますので、操作するとをなどはま 
意してください。 


ラゲツジ j レームランプ①点灯/消な 


⑩ラゲツジルームランプ 



U アルームランプは左ちリアドアウイ 
ンドウの上ちにありまず。 

リアルームランプを手動で点な/消 
灯ずる 

► U アルームランプ⑨の前部（矢印 
の部分）を押します。 

U アルームランプび点打/消巧し 
ます。 


ラゲッジ j レームランプはラゲッジルー 
ムの上方にあります。 

ラゲッジルームランプを手動で点:打/ 
消なずる 

► ラゲッジルームランプスイッチ③ 
(6-38) を押します。 

ラゲッジルームランプび点好/消 
灯しまず。 


6-40 









快適-室内装備 


フットウエルランプ 

フ□ントシートおよび U アシートの足 
元*に乗降用のランプびあります。 

ルームランプの点灯モードび自動点灯 
モードのとをに、 LU 下の操作をずると 
点灯/消なしまず。 

• U モコン操作で解錠ずると1 氏し、照 
度で点灯し、約30秒後に消灯し 
ます。 

• エンジンスイッチを吕の位置にずる 
と低い照度で点灯し、 21 i (がの位置 
にずると約7秒後に消好しまず。 


-いずれかのドアを開くと明るく点 
に[します。 


◊エンジンスイツチび吕の位置の 
ときは、ドアを閉じると減光し 
9 〇 


◊エンジンスイツチび吕じ(外の位 
置のとさは、ドアを閉じると減 
光し、約7秒後に消灯します。 

ドアを開いたままのとさは、約 
已分をに消灯します。 


ルームランプ 

センターコン ソール ランプ 

ルームミラーの下部にあります。 

ェンジンスィッチび1か吕の位置のと 
をに点打します。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 
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ルーム ランプ 
ドア下部のランプ 

ドア下部に柔降用のランプびありまず。 

ルームランプの点打モードび自動点な 
モードのとをに、じ(下の操作をすると 
点灯/消なします。 

• ドアを開くと点灯します。 

• エンジンスイッチび吕じ(外の位置 
でドアを開いたままのとさは、約 
已分後に消灯します。 


I ドア S ラー下部のランプ_ I 

運転席側ドア S ラー下部に乗降用のラ 
ンプびあります。 

ルームランプび自動点灯モード（巨- 
38) のとをに、 L ソ下の操作をずると 
点 I 灯/消灯します。 

• いずれかのドアを開くと点打し、 
ドアを閉じると約7秒後に消灯し 
ます。 


-ドアを開いたままのとをは、約30 
秒後に消灯します。 


知識 

車種や仕様により、周囲び明るい 
とさは、自動点灯モードにしてし、 
てを、ドア下部のランプ、ドア S 
ラー下部のランプなどび点灯しな 
いことびあります。 
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サンバイザー/バニテイミラー ■ 


前方からのにしさを防ぐ 


バニテイミ ラー 


サ ンバイザー 


► サンバイヴー①を下げまず。 


バニテイミラーを使用ずる 



① サンバイヴー 

② フック 

③ 補助サンバイプー* 

④ バニテイミラーカバー 

⑤ バニテイ吉ラー 

⑥ 照明 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 


t 黄ち向か5①眩しさを防ぐ 

► サンバイヴー①を下げまず。 

► サンバイヴーをフック②から外し 
よ す〇 

► サンバイヴー①を横にまわしまず。 

前ちからの眩しさを防ぐとさは、 
補助ヴンノ くイヴー*を下げまず。 

使用後は、補助サンパイヴーを元の位 
置に戻してから、サンバイヴーを元の 
位置に戻します。 

ま意！ 

サンバイヴーを横にまわずときは、 
バニテイミラーカバー④を閉じて 
ください。ルーフ内張りやバニ 
テイ S ラー カバーを損傷するおそ 
J れびあります。 

知識 

車種や仕様により、横にまねしたサ 
ンバイヴーを、軸方向にスライドす 
ることびでさます。 


► サンバイヴー①を下げます。 

► バニテイミラーカバー④を上方に 
開さまず。 

照明⑥び点巧しまず。 

ま意！ 

眩惑を防ぐため、走行中はバニティ 
ミラーを使用しないでくださし、。 

知識 

サンバイヴーをフック③から外す 
と、照明⑥は点打しません。 
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ブボックス 



① 八ンドル 
© カバー 
③ キー シリンダー 


注意！ 

走行中は、グ□ーブボックスの力 
バーを開いたままにしないで<だ 
さい。急ブレーキ時や衝突時に収 
納物び飛び出して、乗員びけびを 
するおそれびありまず。 


グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル①を引さます。 

カバー③び開をまず。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー③を押して□ックします。 

知識 

-グ□—ブボックスには CD チェ 
ンジャーとが部音声入力端テ 
( AUX ) び装備されています。 

詳しくは、別冊「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー取扱 
説明書」をご覧くださし、。 

• グ□ーブボックスにはペンホル 
ダーび あ0ます。 

• エンジンスイッチび1か吕の位 
置のとさにグ□ーブボックスを 
開くと、グ□ーブボックスラン 
プび点灯します。 


r グ□—ブボックスの施錠_ ] 

キーシ U ン ダー③にエマー ジェン シー 
キ ーを差し込んで、 グ□ーブボックス 
を施綻/解錠でをまず。 

グ□—ブボックスを施錠ずる 

► キーを水平位置にまわしまず。 

確実に施淀されていることを確認 
します。 

グ□ー ブボックスを解錠ずる 

► キーを垂直位置にまわしまず。 

を意！ 

貴重品はグ□ーブボックス内に保 
管しないでください。 

知識 

駐車場などでキーを預ける場合に、 
グ□ーブボックスを開けられた< 
ないとさは、グ□ーブボックスを 
施錠してください。その際は、エ 
マージェンシーキーをキー本体か 
ら取り外し、携帯してください。 
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ル物入れ 


コント □ -ル/ ':ネ j レ下部の d V 物入れ* I 



① カバー 
③ マーク 

コント□ールパネル下部のか物入れを 
開< 

► カバー①のマーク③を巧しまず。 

ル物入れび開をます。 

コント□ールパネル下部のル物入れを 
閉じる 

► カバー ①の マー ク③を押して □ッ 
クします。 



ル物入れを開く 

► レバー ①を引いて カバー ②を開き 
与 0 

小物入れを閉じる 

► カバー②を下げて□ックしまず。 


①レバー 
③ヵバー 

6 

フ□ントシートのアームレスト内部に 
ル物入れびありまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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ル物入れ 
ま意！ 

-走行中は必ずル物入れのカバー 
を閉じて<ださい。急ブレーキ 
時や衝突時に収納物び飛び出し 
て、柔員びけびをするおそれび 
お0まず。 

-カバー③び閉じなくなるような 
大をな物をル物入れに入れない 
でください。アームレストや収 
納物び損傷するおそれびあり 
ます。 

-ル物入れには食料品を収納しな 
し、で < ださい。 


携帯電話の接続 

フ□ントアームレストのル物入れには 
携帯電話用のコネクターび装備されて 
いまず。 

コネクターに携帯電話を接続すると、 
電話の発信/受信びでをます。 

携帯電話を取り付ける 

► 携帯電話のが部端テをコネクター 
に接続しまず。 

携帯電話を取り外ず 

► コネクター左ちの□ック解除ボタ 
ンを押しなびら、携帯電話をコネ 
クターから取りがします。 


ま意！ 

携帯電話びコネクターに接続でを 
ないとさは、無理に取り付けない 
で < ださい。 


《電話の操作については、別冊「マルチ 
フアンクシヨンコント□—ラー取扱説日月 
書」をお読みください。 
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カップホルダー 


ま意！ 

• 义傷防止のため、熱い飲み物 
び入った容器を置かないでく 
ださい。 

• カップホルダーの サイズに 合っ 
たフタ付をの容器を使用してく 
ださい。 

• 走行中はカップホルダーを使用 
しないでくださし、。 

• カップ ホルダーに 飲み物を置く 
とさは、スイッチや電装品など 
に飲み物をこぼしたり、結露し 
た水滴び垂れないよラにミ主意し 
て < ださし、。 

スイッチや電装品などを損傷し 
たり、ショートして発乂するお 
それびありまず。 


センターコンソールのカツプホルダー 



① カップホルダー 
③ カードホルダー 

センターコンソールにはカップホル 
ダー①び装備されていまず。 

また、2つのカップホルダーの間には 
カー ドホルダー②びあります。 

知識 

カー ド ホルダー ②は上方に引を上 
げて取り外すことびでをます。 


カツプ 


r リアアームレストのカップホルダー] 



⑦ アームレスト 
③ カップホルダー 


U ア アーム レスト にはカッ プホ j レダーび 
ありまず。 

U アアームレストのカップホルダーを 
使用ずる 

► アームレスト①を引を下げて使用 
しまず。 

収納ずるとさはアームレスト① 
を引さ上げまず。 


ミ主意！ 

容器を置いたまま U アアームレス 
卜を収納しないでくだごい。 
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収納ネッ 


助手席の足元とフ□ントシートの背面 
に新聞や雑誌などを収納でさるネット 
を備えていまず。 


ま意！ 


• 収納ネットには、重い物やかた 
し、物、ビンやち、割れやすい物、 
鋭利なお状の物を入れないでく 
ださい。 


①助手席足元の収納ネット 


-収納ネットから収納物びはみ出 
さないよラにしてください。 


②フ□ントシート背面の収納ネット 
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快適-室内装備 




灰皿 


フ□ント①巧皿 



① カバー 
③ マーク 
③灰皿 


灰皿を開< 

► カバー①のマーク③を軽く押します。 

灰皿を閉じる 

► カバー①を前ちに押して閉じまず。 

灰皿を取りかず 

► 灰皿③を上方に引を上げて取り外 

しか5 〇 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿③び□ックずるまで押し込 
みます。 

知識 

灰皿を取り外すとル物入れとして 
使用でをます。 


を意！ 

• 吸いびらやマッチの乂はお実に 
消してください。 

-紙くずなどの燃えやすい物は入 
れないで < ださし、。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 

-の皿を取りがしてル物入れとし 
て使用しているとをは、灰皿と 
して使用しないでください。 

6 
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快適-室内装偏 


皿 

リアの灰皿 リアの灰皿は、リアセンターコンソー 

ルにありまず。 

灰皿を開く 

► カバー③のボタン③を軽く巧します。 

灰皿を閉じる 

► カバー③を押して閉じまず。 

灰皿を取りかず 

► 灰皿①を引を上げて取り外しまず。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿①び□ックするまで押し込み 
ます。 

知識 

灰皿を取りがずとル物入れとして 
使用でをまず。 



③ ヵバー 
③ボタン 


ま意！ 

• 吸いびらやマッチの义は確実に 
消してください。 

-紙<ずなどの燃えやすい物は入 
れないでください。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 

-の皿を取りがしてル物入れとし 
て使用しているとをは、灰皿と 
して使用しないでくだごし、。 
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快適-室内装備 



①ライター 


A 


ライターは必ずノブの部分を持つ 
てください。金属部を持つと火傷 
をするおそれびあります。 


エンジンスイッチび1か吕の位置のと 

さに使用でをます。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みまず。 

熱せられると、ライターは元の位 

置に戻りまず。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の 

位置に戻しまず。 

ま意！ 

• を全のため、モ供を柔せると 
さはライターを抜を取ってく 
ださし、。 

• ライターを押し込んだ後、押 
さえ続けないでください。ラ 
イターを損傷ずるおそれびあ 
ります。 

-赤熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。火災 
び発生するおそれびあります。 


ライター ■ 

. ライターを改造したり、純正品 
じ(がのライターを使用しないで 
ください。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、火災 
び発生ずるおそれびあります。 

• ライターび戻らなくなったとき 
は、エンジンスイッチを0の位 
置にずるか、エンジンスイッチ 
から キーを 抜いて、指定 サービ 
スエ場に連絡してくださし、。 

-アクセヴ U —電源としてライ 
ターソケットを使用するとさ 
は、最大消費電流1已 A な下の規 6 

格に合った電気製品を使用して 
<ださい。 

• 電動エアポンプ* (7-1 已）の 
プラグをライターのソケット 
に差し込まないで<ださい。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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快適-室内装備 


12 V 電源ソケット 



1」アセンターコンソールの電源ソケット 
① ソケットカバー 

U アセンターコンソールとラゲッジ 
ルームに 12 V 電源ソケットを装備し 
ています。 

エンジンびかかっているとさに使用し 
てください。 

知識 

エンジンスイッチび 0 か 1 の位置の 
とさや、エンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとをち使用する 
ことびでさますび、バッテリーの 
電圧び低下ずると自動的に機能を 
停止しまず。 



ラゲッジルームの電源ソケット 
①ソケットカ バー 

12 V 電源ソケットを使用ずる 


► ソケットカバー①を開を、電気製 
品の電源コネクターを確実に差し 
込ホます。 


ま意！ 

-電源ソケットにライターを差し 
込まないでくだごし、。 

• ソケット内に指などを入れない 
でください。感電ずるおそれび 
ありまず。 

• エンジンびかかっていないとを 
は長時間使用しないでくださ 
し、バッテ U —びあびるおそれ 
びあります。 

• 電源ソケットを使用しないとき 
はカバーを閉じてください。異 
物び入ったり、水びかかると故 
障の原因になることびあります。 

-接続する電気製品の最大消費電 
流び 20 A を超えないよラにして 
ください。 

-必ず DC 1 2 V の電気製品を使用 
してくださし、。 


6-52 










快適.室内装備 



各ドアウインドウの上方にアシストグ 
U ップびありまず。コーナ1」ング時の 
姿勢な持などに使用します。 


U アのアシストグ1」ツプには、コート 
フックび装備されています。 


警告 A 


SRS ウインドウバッグの作動を巧 
げたり、作動時に物び飛んで柔員 
びけびをするおそれびありまずの 
で、し U 下の点にミ主意してください。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセサ U —など物をかけない 
で < ださい。 

• コートフックには軽く柔らかい 
巧服しソ外の物をかけないで<だ 
ごい。 

• コートフックを使用ずるとをは、 
八ンガーなどを使用せず、巧服 
を直接かけて < ださい。 


アシストグ U ップ 

ミ主意！ 

-アシストグ U ップにぶ5さびつ 
たり、必要 liLh の大をな荷重を 
かけないで<ださい。アシスト 
グリップを損傷ずるおそれびあ 
りまず。 

-運転者は運転中にアシストグ 
U ップを使用しないでください。 

• コートフックを使用するとさ 
は、巧)®び運転者の視界の巧げ 
にならないよ5にを意してくだ 
さし、。 e 
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万一のとき 


■ I I || I 


事故-故障のとを 


A 


燃料などび漏れている場合は、ずぐ 
にエンジンを停止してください。ま 
た、車に火気を近付けないよラにま 
意してください。火災び発生したり、 
爆発ずるおそれびあります。 


r 事故が起きたとを_ I 

すみやかにが下の処置をとってくだ 
さい。 

• 続発事故を防ぐため、交通の巧げ 
にならない安全な場所に停車し、 
エンジンを停止してください。 

• 負傷ちびいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するとともに、 
負傷者の救護を巧なって < ださい。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は負傷ちをむやみに動かさないで 
ください。 

• 警察に連絡して<ださい。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷を 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

-巧手の方の氏名や住所、電話番号 
などを確認してくださし、。 

-自動車保険会社に連絡してくだごい。 


r 路上で故障したとき_ ] 

ま全な場所に停車して、非當点滅灯を 
点滅させて<ださい。高速道路や自動 
車専用道路では、車の後方に停止表示 
ネ反を置くことび法律で義務付けられて 
います。追突のおそれびあるため、柔 
員は車内に残らず、ただちにま全な場 
所に避難してください。 


車び動かなくなったとさ 

シフトポジションを ui にして、同 
柔ちや付近の人に救援を巧め、ま全 
な場所まで車を押して移動してくだ 
さい。このとをは、車速感応ドア 
□ックによるキーの閉じ込みにま意 
して < ださし、。 

シフトポジションを ui にでをないと 
さは、乗員をま全な場所に適難させて、 
続発事故を防いで < ださし、。 

ま意！ 

踏切内で動けな<なったとさは、 
ただちに踏切の非苗ボタンを押し 
てください。票急を要するとさは 
非當信号用具を使用してください。 










非常信号用具 


救急セツ 


懐中電灯をドアポケットに備えてい 
9 〇 


知識 

• 新車時は電池の自然放電を防ぐ 
ため、電池の間に紙び挟まれて 
います。使用ずるとをは紙を取 
り除いてください。 

• 懐中電灯び十分な明るさで点灯 
することを定期的に点検してく 
ださい。 



① クリップ 

② カバー 


万一のとさ 


非常信号用具/救急セット ■ 



救急セツトはラゲツジルーム左側のル 
物入れに収納されていまず。 

救急セットの中身び揃っていて、使用 
巧能であることを定期的に点検してく 
ださい。 


救急セツトを取り出ず 

► 2つのク U ツフ①を矢印のち向に 
約90度まわし、カバー③を取り外 
し 〇 


► 救急セットを取り出します。 

救急セットを収納ずる 

► 救急セッ h を入れてから、カバー 
②を閉じます。 
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万一のとさ 





①八ンドル 

③ラゲッジフ□アボード 

③ フック 

④ テールゲー ト開口部上端 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


車載工具はラゲッジルーム巧のラ 
ゲッジフ□アボードの下に収納され 
ています。 

ラゲッジフ□アボードを開く 

► 矢印の部分を押して八ンドル①を 
起こし、ラゲッジフ□アボード® 
を引さ上げます。 

► ラダッジフロアボード裏にあるフ 
ック感をテールゲート開口部上端 
® にかけまず。 

ま意！ 

フック感をテールゲート開口部上 
端®にかけたまま、テールゲート 
を閉じないで<ださい。フックや 
テールゲートを損傷するおそれび 
あります。 


ML 350 / ML 己50 



⑤応急用スペアタイヤ 
愈ホイールレンチ 
③応急用スペアタイヤ用 


ホイールボルト* 

愈停止表示板ケース 
® けん引フック 
® ガイドボルト 
⑩スクリュー 
©トレイ 

※車種や仕様により車載工具の内容が異な 
る場合があります。 

※応急用スペアタイヤ用ホイールボルトは、 
応急用スペアタイヤ用ホイールに添付さ 
れていたり、応急用スペアタイヤの下や 
横に収納されていることびありまず。 
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万一のとさ 


ML 63 AMG 



⑤応急用スペアタイヤ 
© ホイールレンチ 
愈停止表示板ケース 
感けん引フック 
® ガイドボルト 
⑩スクリュー 
® トレイ 
® 電動エアポンプ 
〇ジャッキ八ンドル 

※電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラ 
ストと異なる場合があ0ます。使用方まが 
わからないとをは、指定サービスエ場にお 
たずね < ださい。 


I 応急用スペアタイヤを取り出ず 1 

応急用スペアタイヤの下にを、ジヤツ 
キや輪止めなどび収納されています。 

► ML 3已〇と ML 已已〇は、スク 
U ユー⑩を反時計回りにまねして取 
り外し、トレイ⑩を取り出しまず。 

ML 63 AMG は、電動エアポンプ 
⑩とトレイ⑩を取り出してから、 
スク U ユー⑩を反時計回りにまわ 
して取り外しまず。 

► 応急用スペアタイヤ⑥を取り出し 
まず。 

► ML 63 AMG は、応急用スペアタ 
イヤの下のシートを取り出しまず。 


車載工具 



応急用スペアタイヤを取り出した状態 
(ML 3已0 / ML 已已 0) 

© ジャッキ 
® 輪止め 

⑩ヒューズ配置表（英文） 

® ジャッキ八ンドル 

ミち意！ 

トレイや応急用スペアタイヤを取 
り出すとさは、必ず保護のため手 
袋を着用して<ださい。素手で作 
業するとけがをするおそれびあり 
ます。 


※車載工具の内容や収納場所は取扱説明書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 















万一のとを 


停止表示板/輪止め 



①スタンド 
® 反射板 


《停止表示板の形状が異なる場合があり 
ます。 


停止表の板を組み立てる 

► 停止表示板ケース （7-4、已） から 
停止表示板を取り出しまず。 

► 反射板③を引を出し、頂点をかみ 
合わせて□ックします。 

► 左ちのスタンド①を引き出しまず。 

► スタンド①をあげて地面に立て 
まず。 



輪止めは図の順番で組み立てます。 


ま意！ 

輪止めを使用するとをは図④の矢 
印の方向にタイヤびあたるよラに 
します。方向にミ主意してくださし、。 
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万一のとさ 


パンクしたとを 


A 


• パンクしたとをは、あわててブ 
レーキ ペダルを踏まないでくだ 
ごい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、ま 
全な場所に停車してください。 

-パンクしたタイヤで走行しなし、 
でください。車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれび 
ありまず。また、タイヤび異當 
に過熱して、义災び発生するお 
それびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 


ま意！ 

• 車速感応ドア□ツク (4-44) 
を設定した状態で車を押した 
り、車を持ち上げるとをは、 
エンジンスイツチを0の位置に 
してください。車輪び回転す 
ると車び自動的に施綻され、 
車外に閉め出されるおそれび 
あ0ます。 


• タイヤ交換をずるとをは、必ず 
手袋を着用してください。素手 
で作業を行なラとけびをするお 
それびあります。 

• タイヤ交換をずるとをは、エン 
ジンを始動しないで < ださい。 

. 停車したとさは、お萬点滅灯を 
点滅させてくださし、また、十 
分ミ主意しなびら車の後方に停止 
表示板を置いて < ださし、。 


知識 

高速道路や自動車専用道路では、 
車の後方に停止表示板を置くこと 
び法律で義務付けられていまず。 


パンクしたとき ■ 

► AIR マティックサスペンション装 
倫車は、車高び通萬走行レベルに 
なっていることを確認します （已- 

巨 9、 S 1 )。 

► ま全を確保でさる、かたくてずべ 
りにくい水平な場所に停車します。 

► 非當点滅打を点滅させます。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せ、シフトポジションを la にし 
ます。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら柔員を 
車ひら降ろして、ただちにま全な 
場所に避難させます。 

► エンジンを停止して、エンジンス— 
イッチからキーを巧をます。 

► ホイールレンチ、ガイドボルト、 

応急用スペアタイヤ用ホイールボ 
ルト * を準備しまず。 

ML 63 AMG は、電動エアポンプ 
を準備します。 





万一のとさ 


パンクしたとき 
応急用スペアタイヤを取り出ず 

警告 A 


• 応急用スペアタイヤに交換した 
とをは、必ず801<171/111^<(下で走 
行してください。 

また、 ESP の機能を解除しない 
で < ださし、。 

• 応急用スペアタイヤは短い時間 
の使用にとどめ、でさるだけ早 
く標準タイヤに戻してくださし、。 

• 応急用スペアタイヤと標準タイ 
ヤのサイズび異なるため、応急 
用スペアタイヤを装着した場合、 
走行特性び大を<変化します。 
ミ主意して走行してください。 


► 応急巧スペアタイヤを取り出しま 

す (7-5) 〇 

ま意！ 

-トレイや応急用スペアタイヤを 
取り出ずとさは、必ず保護のた 
め手袋を着用してください。素 
手で作業するとけびをずるおそ 
れびありまず。 

-応急用スペアタイヤを2本が上 
装着して走行しないで < ださし、。 

-応急用スペアタイヤは各車種専 
用です。他車のちのは使用しな 
いでください。 

► 輪止め、ジャッキ、ジャッキ八ン 

ドルを取り出しまず。 


輪止めをずる 

► 交換ずるタイヤの対角線の位置にあ 
るタイヤの前後に輪止めをします。 

やむを得ず傾斜地でタイヤ交換を 
ずるとをは、じ(下のよラに輪止め 
をしまず。 

〇前輪のいずれかを交換するとを 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをしまず。 

〇後輪のいずれかを交換するとさ 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをしまず。 

知識 

輪止めは]個車載されています。 
をラ]個必要なとさは、適切な大 
ささの木片か石を輪止めとして使 
用してください。 
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万一のとさ 


ジャッキアップ 



①ホイールレンチ 

► ホイールレンチ①で、交換する夕 
イヤのホイールボルト（已本）を 
約1回輯ほどゆるめまず。 

この時点では、ホイールボルトを 
取りがしません。 

知識 

伸縮式のホイールレンチび装備され 
てし''るとさは、ホイールレンチの柄 
を引いて伸ばして < ださい。 


注意！ 


ホイールレンチを使用ずるとさに、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれび 
あります。し U 下の点にミ主意してく 
ださい。 

• ホイールレンチを確実に差し込 
んでくださし、。 

• 足で踏んでまわごないで<だ 
ごい。 

• 両手で握り、ホイール側に巧し 
付けるよ5にしなびらまわして 
<ださし、。 


I I I ■ 



© ジャッキ先端 

③ ダイヤル部 

④ ジヤッキヴポート 


► ダイヤル部③を手でまわしてジャ 

ッキを伸ばしなびら、交換する夕 7 
イヤに近いジャッキサポート④に — 
ジャッキ先端②をあてまず。 

このとを、ジャッキ先端②び 
ジャッキサポート④に接してぐら 
つかない程度までダイヤル部③を 
まわします。 
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• ジャッキの下に、ブ□ックや木 
ななどを置いてジャッキアップ 
しないで<ださい。ジャッキ 
アップした車び落下するおそれ 
びありまず。 

知識 

ジヤッキサポートは前輪の後方、 
後輪の前方のボディ下部4力所に 
設けられています。 



⑥ジャッキ八ンドル 


万一のとさ 


パンクしたとき 
ま意！ 

. ジャッキサポートし i (外の位置で 
ジャッキアップしないでくだ 
さい。 

. ジャッキアップする前に柔員や 
荷物を車から降ろしてくだごし、 

-側面から見て、ジャッキび垂 
直になるよラに取り付けてく 
ださい。 

-ジャッキの底面び、確実に路面 
に接地するよラに取り付けて< 
ださい。 



► ジャッキ八ンドル⑥を、 ’’AUF 
UP " の文きび見える面び手前にく 
るよラに取り付けまず。 

► ジャッキ八ンド V レ⑤を繰り返し操作 
し、タイヤび地面ひら離れるまでゆ 
つくりとジャッキアップしまず。 


(左）正しい取り付けかた 
(ち）間違った取0付けかた 
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万一のとさ 


I ■ 


警告 A 


車び車載のジャッキだけで支えら 
れているとさは、ミ夫して車の下に 
身体を入れないで < ださい。 
ジャッキび外れると、車に挟まれ 
て致命的なけびをするおそれびあ 
りまず。ジャッキは車を一時的に 
持ち上げるとをだけに使用して< 
ださい。 

ま意！ 

• ジャッキアップしているとさ 
は、エンジンを始動したり、ド 
アや テールゲー トを開閉した 
り、パーキングブレーキを解除 
しないでくだごい。車び落下ず 
るおそれびあります。 

• ジャッキアップしたとをのタイ 
ヤの高さは、地面から 3 cm じ ( 
内にしてください。 


タイヤの取りかし 



⑥ガイドボルト 


► 上側のホイールボルトを]本がし 
ます。 

► そのネジ巧にガイドボルト⑥をね 
じ込みまず。 

► 残りのホイールボルトを外して、 
タイヤを取り外します。 


を意！ 

-ホイールボルトに砂やミ尼び付 
着しないよラにま意してくだ 
さい。 

• タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないで< 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびありまず。 

• ホイールを外したとをは、ホ 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。 U ムの凹 
みや巧びりは空気圧減少の原因 
になり、タイヤを損傷ずるおそ 
れびありまず。 

-ホイールボルトに損傷や鐘びあ 
るとをは交換してください。ま 
た、ネジ山にはみしてオイルや 
グ U スを塗巧しないでくださ 
し、ボルトびゆるむおそれびあ 
りまず。 

-ホイール八ブのネジ山び損傷し 
てし''るとさは、走巧しなし''で、 
指定ヴービスエ場に連絡してく 
ださい。 
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万一のとさ 


I 


ホイールボルト 装着されているホイールにより、応急 17インチホイール装備車 

用スペアタイヤに使用するホイールボ標準ホイールに使用されている、短し、 
ルトび異なりまず。 ホイールボルト②を使用してくださし、。 

18/19 インチホイール装備車 

標準ホイールに使用されている、長い 
ホイールボルト①は使用しないでくだ 
ごい。 

応急用スペアタイヤ用の短いホイール 
ボルト③を使巧してください。 

吕〇インチホイール装備車 

標準ホイールに使用されている、長し、 
ホイールボルト①を使用してください。 



※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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万一のとさ 


I ■ 


知識 



応急用スペアタイヤのホイールに添付され 
た、応急用スペアタイヤ用ホイールボルト© 


応急用スペアタイヤ用ホイールボ 
ルトは、応急用スペアタイヤのホ 
イールに添付されているか、トレ 
イ （7-4) の上、または応急用ス 
ペアタイヤの下や横に収納されて 
います。 


警告 A 


ホイールボルトは、ホイールに適 
合した純正品だけを使用してくだ 
さい。純正品し i (外のボルトを使用 
ずると、ホイールび脱落して事故 
を起こずおそれびあります。 


ま意！ 

] 8インチホイール装備車、および 
19 インチホイール装備車に応急用 
スペアタイヤを装着する場合は、 
必ずホイールボルト③を使用して 
<ださい。 

標準タイヤのホイールボルトで応 
急用スペアタイヤを取り付けると、 
ホイールを十分に固定することび 
でさず、走行中にタイヤび外れた 
りブレーキシステムを損傷ずるお 
それびあります。 


《上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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万一のとさ 


パンクしたとき 
応急用スペアタイヤの取り付け 



①応急用スペアタイヤ 
③ガイドボルト 


► 応急用スペアタイヤ①のホイール 
および八ブの接合面に砂や汚れな 
どびないことを確認しまず。 

► ガイドボルト③に合わせて応急用 
スペアタイヤを取り付けます。 

► 4本のホイールボルトを取り付け 
て、対角線の順番に軽く締め付け 
ふ9 〇 

► ガイドボルトを取りがし、己本目 
のホイールボルトを取り付けて、 
軽 < 締め付けます。 


警告 A 


ジャッキアップした状態でホイー 
ルボルトを強<締め付けないで< 
ださい。締め付ける勢いでジャッ 
キびがれるおそれびありまず。 
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応急用スペアタイヤに空気を入れる 
(ML 巨3 AMG) 

車種や仕様により車載されている電動 
エアポンプび異なります。 

警告 A 


-空気圧のあいタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、义災を起こすお 
それびあります。必ず規定の空 
気圧を巧ってください。 

-タイヤに空気を入れずざないで 
<ださい。空気を入れずざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やすくなります。必ず規定の空 
気圧を守ってください。 


万一のとさ 


I I I ■ 


空気圧ゲージ別体型 



①フラップ 
© 電源スイッチ 
感電源プラグ 
® 空気圧ゲージ 
風エアホース 
愈空気圧調整バルブ 


空気圧ゲージー体型 



③電源スイッチ 
@電源プラグ 
@空気圧ゲージ 
⑤エアホース 
(7) 空気圧調整ボタン 


► フラップ①を開いて電源プラグ® ► 電動エアポンプの裏面から電源プ 
とエアホース⑥を取り出しまず。 ラグ®とエアホース⑥を取り出し 

► 空気圧調整バルブ®び閉じている かよ。 

ことを確認しまず。 


《電動エアポンプの形状や絵柄などは、イラストと異なる場をがあります。 
使用ち法がわからないとさは、指定サービスエ場におたずねください。 
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万一のとさ 


パンクしたとき 

► 応急用スペアタイヤのバルブキヤ 
ップをがします。 

► 電動エアポンプのエアホース⑤を 
応急用スペアタイヤのバルブに取 
り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ② 
を 〇 (停止の位置）にしまず。 

►12 V 電源ソケット （巨-已吕） に、 
電源プラグ③を差し込みます。 

注意！ 

センターコンソールのライター用 
ソケットには電源プラグ③を差し 
込まないでください。 

► エンジンスイッチを1の位置にし 
ます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ③ 
をI (作動の位置）にしまず。 

電動エアポンプび作動して、応急 
用スペアタイヤに空気び送り込ま 
れます。 

※上記の内容は取扱説明書作成時点のわので、 


► 空気圧 ゲージ④び 3.已 バールになつ 
たら電動エアポンプの電源スイッチ 
③を〇 (停止の位置）にします。 

3.已バールを超えたとさは、空気 
圧調整バルブ⑥をゆるめるか、空 
気圧調整ボタン⑦を押して空気を 
抜いて調整します。 

► ] 2 V 電源ソケットから電源プラグ 
③を抜き、応急用スペアタイヤの 
バルブからエアホース⑥を取り外 
しまず。 

► 応急巧スペアタイヤのバルブキヤ 
ップを取り付けまず。 

ま意！ 

-電動エアポンプを作動させると 
をは、電動エアポンプに貼付ご 
れている取扱方法ち参考にして 
<ださい。 

-応急用スペアタイヤを取り付け 
る前に、応急用スペアタイヤに 
空気を入れないでください。 

予告なく変更されることびあります。 


-電動エアポンプの最大連続作動 
時間を守ってください。ポンプ 
び過熱して損傷したり、火傷を 
ずるおそれびあります。最大連 
続作動時間は、電動エアポンプ 
に貼付されているステッカーに 
記載されています。 

-電動エアポンプを再び作動させ 
るとさは、ポンプび冷えた状態 
になっていることを確認してく 
ださし、。 

-電動エアポンプを作動させてい 
るとさはエンジンを始動しない 
で < ださい。 

-電動エアポンプやエア ホースは 
作動中に金属部分などび熱くな 
ります。必ず手袋をして作業し 
て < ださい。 
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万一のとさ 


I ■ 


ジャッキダウン 

► ジャッキ八ンドルを、 "AB DOWN" 
の文字び見える面び手前にくるよ 
うに取り付けます。 

► ジャッキ八ンドルを繰り返し操作 
し、ゆっくりボディを下げてタイ 
ヤを接地させまず。 

► ジャッキを外します。 

ま意！ 

ジャッキ八ンドルは、"八日 
DOWN" の文字び見える面び手前 
にくるよ5に取り付けないと、ジ 
ヤツキタ'ウンでをません。 


r ホイールボルトの締め付け 



► 図の順までホイールボルトを均一 
に締め付けまず。 

ホイールボルトの締め付けトルク 
の規定値は1已 k 邑- m (:]已〇 Nm) 
です。 

► ジャッキを元の状態に戻し、車載 
工具や輪止めなどととちに元の位 
置に戻します。 

► 外したタイヤはラゲッジルーム内 
に収納し、確実に固定してくだ 
ごい。 

タイヤサイズにより、応急用スぺ 
アタイヤの収納スペースに収納で 
をる場合びありまず。 


※上記の内容は取扱説明書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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万一のとさ 


パンクしたとき/けん引 
ま意！ 

ホイールレンチを使用ずるとさ、 
ホイールレンチびホイールボルト 
からがれると、けびをしたり、ホ 
イールボルトを損傷するおそれび 
ありまず。じ(下の点にを意してく 
ださい。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで<ださい 

-足で踏んでまわさないで<だ 
さい 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
<ださし、 

また、ホイールレンチにパイプを 
継ぎ足してまわずなど、必要(上 
にホイールボルトを締め付けなし'' 
で<ださい。ホイールボル h やネ 
ジ巧を損傷するおそれびあります。 


けん引 


ま意！ 

-けん引はできるだけ避けてくだ 
ごし''。自走できなし'!とをは、専 
門業者に依頼して車両運搬車で 
移送してくださし、。 

-トランスミッションを損傷して 
いるとさは、車両運搬車で移送 
してください。 

-やむを得ず、他車にけん引して 
ちら5とをはじ(降に記載する説 
明に従ってください。 


けん引フックの取り付け 



フ□ント 

① カバー 
③ マーク 


けん引フックの取り付け位置 
(フ□ント） 

フ□ントバンパーの向かって左側にあ 
0ます。 

► マーク③を押し、カバー①を手前 
に引いて外します。 

カバーは完全に取り外さないでく 
ださし、。 
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万一のとさ 





I 」ア 

① カバー 
③ マーク 


けん引フックの取り付け位置 
(リァ） 

U アバンパーの向かってち側にあり 
^ 〇 

► マーク②を押し、カバー①を手前 
に引いて外します。 

カバーは完全に取り外ごないでく 
ださい。 



③ カバー 

車種や仕様により、カバーのあ状び異 
なります。 

► AMG スポーツパッケージ装備車 
は、カバー③のくぼみにドライバ 
一などを差し込み、矢印の方向に 
押してカバー③を取り外しまず。 


けん引フックを取り付ける 

► 車載工具（7-4、已）からけん引フ 
ックとホイールレンチを取り出し 
ます。 

► 内部のネジ巧にけん引フックをね 
じ込み、止まるまで手で締め込み 
9 〇 

► さらに、ホイールレンチの柄の部 
分をけん引フックの1」ング部分に 
差し込み、確実に締め付けます。 
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万一のとさ 


けん引 
けん引ずる 

エンジンむ巧台動でさるとさ 

► エンジンを始動し、シフトポジシ 
ヨンを Ul にしまず。 

エンジンが$台動でさないとを 

► エンジンスイッチを1または吕の位 
置にして、 ブレーキ ペダルを踏み 
なびらシフトポジションを Ul にし 
ます。 


フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引ずるとを 

► シフトポジションを Ul にしまず。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 


ま意！ 

フ□ントまたは U アをつり上げて 
けん引ずるとさは、エンジンス 
イッチを0の位置にしてください。 

ESP び作動して接地している車輪 
にブレーキびかかりまず。 

また、ブレーキシステムを損傷ず 
るおそれびありまず。 


r バッテリーがあがっているとを I 

バッテ U —びあびっているとをは、シ 
フトポジションび15■に□ックされる 
ことびあります。シフトポジションを 
Ul にずるには、ブースターケーブル 
を使用して他車のバッテ U —から電力 
を供給してください（7-吕4)。 

それでちシフトポジションを Ul にで 
さないとさは指定サービスエ場に連絡 
してくださし、。 
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万一のとさ 


ま意！ 

• けん引されるとさは、けん引防 
止警報機能*を解除してくださ 

し、（3-64)。 

• けん引されるとをは、車ま感応 
ドア□ックを解除してください 
(4-44) „車輪び回転すると車 
び自動的に施銳され、車がに開 
め出されるおそれびあります。 

• エンジンを始動していないと、 
ブレーキ 倍力装置や パワー ステ 
ア U ングび作動しません。ステ 
ア U ングをまわすとさやブレー 
キ ペダルを踏み込むとさに非苗 
に大をな力び必要になります。 

• 一般道では 30 km / hli (下の速度 
で、距離は已 0 km じ(内に限り、 
けん引走行することびでをま 
す。距離び已 0 km を超えるとさ 
は、必ず車両運搬車を利用して 
ください。トランス云ツシヨン 
を損傷するおそれびあります。 


• プ□ペラシャフトの取り付け 
ナットは再使用でさません。プ 
□ペラシャフトを取り付けると 
さは、必ず新品の取り付けナッ 
卜を使用して < ださし、。 

詳しくは指定サービスエ場にお 
たずね < ださし、。 

• けん引□ープを使用してけん引 
されるとさは、(下の点にま意 
して < ださい。 

〇ワイヤー□ープやチェーン 
を使用しないでくださし、。 
車を損傷ずるおそれびあり 
ます。 


0 □ープの長さは已 m じ(内と 
し、□ープの中央に白巧 
(30 巳 m X 30 cm じ(上）を付 
けて2台の車び□ープでつな 
びれていることを周囲に日月 
おしてください。 

0□—プは両車とをできるだけ 
同じ側につないでください。 


けん引 

〇けん引フックじ(外には□一 
プをかけないで < ださい。 

〇□ープに無理な力や衝撃び 
かか5ないよラにして<だ 
さい。 

◊走行中、 □ ープをたるませ 
ないよラに前車の ブレーキ 
ランプにま意しなびら車間 
距離を調整して < ださい。。 

• 車両運搬車に積載して車両を固 
定するとをは、固定□ープをサ 
スペンシヨンなどのメンノ（一部 
にかけないでくだごい。車体を 
損傷ずるおそれびありまず。 


* オプションまたは仕様により装備び異な D ます 
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万一のとさ 


けん引 

けん引ずるときの注意 

トランスファー*やアクスルび故障し 
ているとさは、じ(下の点にま意してけ 
ん引してください。 

この作業はでさるだけ専門業者に依頼 
してください。 

ま意！ 

トランスファーやアクスルび故障 
したとをは、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに故障/警告メッ 
セージび表示ごれます。詳しくは 
(10-11) をご覧ください。 


* オフシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 


トランスファーが故障しているとを 

► 前後のアクスルとトランスファー 
の 間のプ □ペラシャフトを外し 
ふ9 〇 

► フ□ントアクスルを上げてけん引 
しまず。 

フ□ントアクスルび損傷しているとき 

► U アアクスルとトランスファーの 
間のプ□ペラシャフトを外しまず。 

► フ□ントアクスルを上げてけん引 
しまず。 

U アアクスルが損傷しているとを 

► フ□ントアクスルとトランスファ 
一の間のプ□ペラシャフトをがし 
ます。 

► U アアクスルを上げてけん引します。 


めかるみか5けん引ずるとを 

めかるみに埋まって動けな<なったと 
さは、じ(下の点にミ主意してけん引して 
<ださい。 

-車を急激に引を出したり、斜めに 
引き出ごないでください。車体を 
損傷するおそれびありまず。 

-トレーラーをけん引している場合 
は、絶対にトレーラーを接続した 
まま車を引き出さないでください。 

この場合はトレーラーを外し、車 
面後部のトレーラーカップリング 
を引くようにして、できるだけ走 
行してをたわだちにおって後方へ 
引を出して < ださし、。 
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万一のとさ 


オー八’ーヒートしたとさ 


h —八‘ーヒートしたとを 


オーバーヒートしたとをは、 L ソ下のよ 
ラな症状びあ 5 われまず 

-冷却水温度び約] 20度 LU 上を示し 
ている 

-冷却水に関ずる故障/警告メッ 
セージび表示されている 

-エンジン ルームから 蒸気び出ている 


A 


-エンジン ルームから 蒸気び出て 
いるとをや冷却水び吹さ出して 
いるとをは、ただちにエンジン 
を停止し、冷えるまで車から離 
れてください。漏れた液体び発 
火して义災び発生するおそれび 
ありまず。 

-水温び下びるまで、絶対にボン 
ネットや U ヴーブ タンクの 
キャップを開かないで < ださし、。 
高温の蒸気や熱湯び吹さ出して 
火傷をするおそれびあります。 


ま意！ 

• マルチフアンクシヨンデイス 
プレイに、冷却水に関する故 
障/警告メッセージび表示さ 
れたとをは (10-12) をご覧 
<ださい。 

• オーバーヒートした状態で走行 
したり、：令却水び吹を出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にずると、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

• オーバーヒー h したとをは必ず 
指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 


才ーパーヒートしたとさは、じ(下のよ 
5に処置してください 

► ただちにま全な場所に停車しまず。 

► エンジンをアイド U ング状態で;令 
却しまず。 

エンジンフアンび停止していると 
をや、冷却水び吹を出していると 
きは、エンジンを停止してをミロし 
ます。 

► エンジンび十分に冷えてから、冷 
却水量、水漏れ、エンジンフアン 
などを点検します。 

► 冷却水び不足していたら補給しま 

ず（8-7)。 


を意！ 

冷却水は、エンジンび熱いとさに 
補給しないでください。エンジン 
を損傷するおそれびありまず。 
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万一のとさ 


バッテリーがあがったとき 


^ IJ 一があげつたとを 


バッテ U —の電圧び低下し、エンジン 
の始動び困難なとさは、ブースター 
ケーブルを使用して他車のバッテ U — 
を電源として始動することびできま 
す。容量の大さい太めのブースター 
ケーブルを使用してくださし、。 

他車のノ（ッテ U —とブースターケーブ 
ルを接続するとさは、エンジンルーム 
の向かって左側にある®端子と台端モ 
にブースターケーブルを接続しまず。 

ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イに、バッテ U — に関する故障/ 
警告メッセージび表示ごれたとさ 

は (10-3,7,8) をご覧くださし、 


警告 A 


-作業を始める前に必ず(降に記 
載ずる説明を読んでくださし、。 
説明を巧らないと、電気装備を 
損傷したり、バッテ U —び爆発し 
てけびをするおそれびありまず。 

-運転席シート下部にあるバッテ 
U — に、 直接 ブースターケーブ 
ルを接続しないで < ださし'1。 
ショートして义災び発生するお 
それびあります。 

• イ也車のバッテ U —を電源として 
始動しているとをは、バッテ 
U —をのぞさ込まないでくださ 
し、。爆発したとさに、けびをず 
るおそれびあります。 


. 他車のバッテ U —を電源として 
始動しているとさは、じ(下の点 
にを意してください。バッテ 
リーび爆発してけびをするおそ 
れびあります。 

◊バッテ U —を傾けないでくだ 
さい。 

〇たばこなどの火気を近付けた 
り、火花を発生させないでく 
ださい。 

〇静電気を発生させないよラに 
ま意して < ださい。 


知識 

バッテ U —あびりなどで1」モコン 
操作で解綻でをないとをはエマー 
ジェンシーキーで運転席ドアを解 

綻しまず（3-37)。 
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万一のとさ 


バッテリーがあがったとき ■ 


始動のち法 

► バッテ U - 電圧び同じ（:] 2 V ) で、 
バッテ U —容量び同程度の救援車 
を用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこ 
とを確認します。 

► パーキングブレーキを確実に効か 
せて、シフトポジションを ra に 
します。 


► 救援車のエンジンを停止しまず。 

► 両車のエンジンスイッチを0の位 
置にして、電気装備をすべて停止 
します。 

► ボンネットを開をまず。 



① 自車の®端テカバー 

② 自車の台端子 


► 自車の®端テカバー①を矢印の方 
向に開をまず。 

► 救援車のバッテ U —の®端テ③に 
赤色ブースターケーブルを接続し 
ます。 

► 自車の®端テ④にホ色ブースター 
ケーつ) レの反対側を接続します。 



③ 救援車の®端テ 

④ 自車の®端テ 
⑥救援車の白端子 
⑥自車の台端子 

► 救援車のバッテ U —の台端子⑥に 
黒色ブースターケーブルを接続し 7 

ます。 

► 自車の台端子⑧に黒色ブースター 
ケーブルの反対側を接続します。 


► 救援車のエンジンを始動し、アイ 
ド U ング状態にしまず。 
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万一のとさ 


バッテリーがあがったとき 

► シフトポジションび ra になってい 
ることを確認してください。 

► 自車のエンジンを始動します。 

ま意！ 

電気回路を巧るため、エンジンを 
始動したら、ただちにエアコン 
デイショナーや U アデフォッガー 
などの電気装備を作動させてくだ 
ごい。ただし、ランプは点打させ 
ないでください。 


► 取り付けたとをと逆の手順でケー 
ブルをがします。 

► 必要のない電気装備を停止します。 


ま意！ 

-救援車により接続ち法び異なる 
ことびありまず。接続前に救援 
車の取扱説明書ちお読みくだ 
さい。 

• 急速充電器などを接続してエン 
ジンを始動しないでくださし、。 
車の電気装備を損傷しまず。 

-触媒装置の損傷を避けるため、 
(下の点にま意してください。 


〇「押しびけ」や下り勾配を 
利用してエンジンを始動し 
ないでくだごい。 


〇エンジンび暖まっていると 
さは、化車のバッテ U— を 
電源としてエンジンを始動 
しないでください。 

〇エンジン始動を2〜3回試み 
てち始動でさないとをは、時 
間をおいてから、再度始動し 
てください。それでを始動し 
ないとさは指定サービスエ場 
に連絡してください。 


-ブースターケーブルは、十分な 
容量（太さ）のケーブルを使用 
してくださし、。 

〇ケーブル部分や絶縁部分び 
損傷しているちのは使用し 
ないで < ださし、。 

〇ケーブルびエンジンフアン 
やソベルトに卷さ込まれない 
よラにして < ださい。 

• エンジンを始動でをたとをち、 
ずみやかに指定サービスエ場で 
バッテ U —の点検を受けてくだ 
ごい。 
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知識 

• 放電したバッテ u — 液は、 
約 一] 〇でで凍結しまず。凍結 
しているとさは、义気を近付け 
ずに已〇でじ(上にならないよう 
にバッテ U —全体を暖め、バッ 
テリー液を解凍してからエンジ 
ンを始動してくだごし、。 

• バッテ U —の電圧び低くなる 
とマルチフアンクシヨンデイス 
プレイに ’’ A '' ッテ U - ホ]''’’と表おさ 
れ、一部の電気装備び自動的に 
停止することびありますび、電 
力び回復すると自動的に作動を 
開始しまず。 


万一のとさ 


バッテリーがあがったとき ■ 

• バッテ U —びあびったり、バッ 
テ1」一の接続び一時的に断たれ 
たとさは、じ(下のよラな作業び 
必要になることびありまず。 

〇マルチファンクシヨンコン 
卜 □ ーラーの再設定 

〇ドアウインドウのリセット 

◊スライディングルーフ*の 
I 」セット 

◊施錠時のドア S ラー格納の 
U セット 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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万一のとさ 


I III 


-ズの交換 


注意！ 

-カバーを取りがしたときに、 
ヒユーズボックスの内部に水分 
やほこりなどび入らないよラに 
して < ださい。 

-カバーを 取り付けると をは、 
ヒューズボックスのシールび 
正しく密着するよ5にしてく 
ださい。 


r エンジンルームのヒューズボックス1 



ML 己3 AMG 
①フック 
③ カバー 


2力所のフック①を外し、 
②を取りがしまず。 


カバ‘一 
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ラゲ ッジルー ムのヒ ューズボッ クス 



③ クリップ 

④ カバー 


グ□—ブボックス横のヒューズボックス 



⑤ 切り夕さ部 

⑥ カバー 


万一のとさ 


ヒューズの交換 

► グ□ーブボックスを開をまず。 

► 切り欠を部⑥に指をひけて、矢印 
の方向にカノ（一⑥を開をまず。 

カバーを取り付けるとをは、最初に力 
バーの前部を A ピラーの内側に差し込 
みまず。 


► コインなどを使用して、クリップ 
③を矢印の方向にまわします。 

► カバー④を取り外しまず。 
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万一のとさ 


ヒュ-ズの交換 
ヒューズの 交換 

電気装備び作動しないとさはヒューズ 
び切れていることび考えられます。 

ヒューズび切れているとさは、ヒュー 
ズを交換してください。 

ヒューズー覧は (9 - 巨) をご覧ください。 


A 


規格や容量の異なるヒューズ、改 
造や修理をしたヒューズを使用し 
ないでください。また、針金など 
で化用しないでくだごい。火災な 
どび発生するおそれびあります。 


ヒューズを 交換ずる 

► すべての電気装備を停止します。 

► エンジンスイッチからキーを抜を 
ます。 

► ヒューズー覧を参考に、作動しな 
い電気装備に該当ずるヒューズを 
確認します。 

► 該当ヒューズを取り外します。 

► ヒューズを点検し、む線部び切れ 
ている（溶断）とさは同じ電流値 
(色）のヒューズと交換しまず。 


知識 

ヒューズ配置表（英文）は、応急 
用スペアタイヤの下 （7 -已）にあ 
ります。 


ま意！ 

じ(下のよラなとさは、ただちに指 
定サービスエ場で点検を受けてく 
ださし、。 

• ヒューズを交換してちすぐに切 
れるとさ 

-ヒューズに異常はないび、電気 
装備び作動しないとを 
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万一のとさ 


電球の交換 


電球び切れてランプび点灯しないとさ 
は、規格に合った同容量の電球と交換 
して < ださし、。 

LE □やキセノンへ ッ ドランプは ユニッ 
卜交換になるため、必ず指定サービス 
工場で交換作業を行なってください。 
その他の電球の交換ち、指定サービス 
工場で行なうことをお勧めします。 

やむを得ずユーヴー自身で交換すると 
をは、(下のを意を守って該当箇所の 
電球を交換して < ださい。 

電球一覧は （9 -已）をご覧ください。 


警告 A 


• エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチび2の位置の 
とさは、キセノンヘッドランプ 
のバルブソケットや配線に手を 
触れないでください。高電圧の 
発生部分や高温部分びあり、そ 
れらに触れると非萬に危険です。 


• キセノンヘッドランプのバルブ 
交換は、必ず指定サービスエ場 
で行なって< ださい。 


電球の交換 ■ 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
故障/警告 メッセー ジ 

マルチフアンクシヨンディスプレイに 
ランプに関ずる故障/警告メッセー 
ジび表示されたとをは （10-13) を 
ご覧ください。 

このとをは、すみやかに電球を交換し 
て < ださし、。 

知識 

ドア S ラー部政外の方向指示灯の 
電球び切れると、方向指お丹作動時 
にち向指示表示灯の点滅と作動音 
の間隔が通常より短くなって、運 
転者に知らせます。 7 
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万一のとき 


電球の交換 

スタンバイランプ機能 

方向指示巧、ブレーキランプ、車幅灯、 
テールランプなどの電球び切れると、 
他の電球び代替として点灯ずる場合び 
あります。 


電球の取り扱い 

電球を交換ずるとをは、(下の点にま 
意してください。 

-電球を交換ずるとをは、防護眼鏡や 
手袋などを着用して、直接手で電球 
に触れないようにしてくださし、。 

電球は高温になるため、電球の表 
面に油などび付着ずると切れやず 
くなりまず。電球に触れたときは、 
薄めた中性洗剤を含ませた柔らか 
いなで電球をよくないてください。 

-指定 L ソがの電球を使用しないでく 
ださい。過熱してレンズを損傷し 
たり、故障の原因になるおそれび 
あります。 


-電球び熱くなっているとをは、電 
球に触れたり、電 i まを取りがさな 
いで<ださい。電球には圧力のか 
かったガスび封入されているため、 
破裂するおそれびありまず。 

-落下したり、衝撃び加わった電球 
を使用しないで<ださい。破裂す 
るおそれびあります。 

• 電球はテ供の手の届かなし'!ところに 
保管してくだごい。 
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点検と整備 




メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、ま全かつ 
快適に運転するためには、指定サービ 
スエ場で点検整備を受ける必要びあり 
ます。指定サービスエ場ではじ(下のよ 
ラな点検を行ないまず。 

• ダイムラー社指定の点検整備 

ダイムラー社の指示による点検整 
倫項目びありまず。これらはメン 
テナンスインジケーターの表示に 
応じて実施しまず。 

•] 年および2年点検整備 

] 年、2年点検整備は、車検時を含 
め、法律で定め5れ実施ずるちの 
でず。 


メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検整備の時期を巧らせ 
る目をとして、メンテナンスインジ 
ケーターび装備されています （4- 1 3) 。 


舊備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


次の点検時期を示すステッカーび 
フ□ントウインドウに貼付してあ 
ります。 


詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねください。 


日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料巧給時な 
ど、日常、車を使用するとをに、お客 
様ご自身の判断で実施していただ < 点 
検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとをに異苗び発見され 
た場合は、すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


8-2 






点検と整備 


エンジン ルーム 


エンジンルーム 


ML 350 4MATIC 



① 

冷却水 U ヴーブタンク 

8-6 

③ 

エンジンオイル 
フィラーキヤッフ 

8-9 

③ 

ウォッシヤー液 

U ヴーブタンク 

谷-14 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

谷-1 ] 

⑥ 

ヒューズボックス 

7-28 

⑥ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-8 


ML 5已〇 4MATIC 



① 

冷却水 U ザーブタンク 

8-6 

② 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

8-9 

③ 

ウォッシャー液 

U ヴーブタンク 

8-14 

④ 

ブレーキ液 

U ヴーブタンク 

8-1 1 

⑥ 

ヒューズボックス 

7-28 

⑥ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

8-8 


ML 63 AMG 



① 

冷が水 U ヴーブタンク 

谷-目 

③ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

谷-目 

③ 

ウォッシャー液 

1」ヴーブタンク 

8-14 

④ 

ブレーキ液 

1」ヴーブタンク 

8-1 1 

⑤ 

ヒューズボックス 

7-28 

⑥ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

谷-8 
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点検と整備 




r エンジンルーム内の点検 _ ] 

エンジン J レーム内の各所を点検すると 
をは li (下の事項を厳巧してくださし、。 


警告 A 


• イグニッシヨンシステムおよび 
キセノンへッドランプのバルブ 
ソケットや配線に手を触れない 
でください。高電圧び発生して 
し、るため 、感電するおそれびあ 
ります。 


• エンジンスイッチからキーを抜 
いているとさでを、：令却水の温 
度び高い場合はエンジンフアン 
などび自動的に回転することび 
あります。エンジンフアンなど 
の回転部には身体や物を近付け 
ないでください。 


環境 9 


環境保護のため、オイルなどの各 
種の油脂類やフルード類の交換お 
よび廃棄は、指定サービスエ場で 
行なってくださし、 
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点検と整備 


エンジンルーム内の手入れ 

手作業で巧いてください。火傷や感電 
をしないようにを意してください。 

エンジンルームにはをくの電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、スチーム洗ををしないで<だ 
さい。 


ま意！ 

• ェンジンや補器類の熱や動をに 
十分を意してください。火傷や 
けびをするおそれびあります。 

-ラジェターに手を触れないでく 
ださい。火傷やけびをするおそ 
れびあります。 

-作業はま全な場所を選んで行 
なって < ださし、。 

• 適切な工具を使用して < ださし、。 

• 部品や工具をェンジンの上な 
ど、ェンジンルーム内に置かな 
いでください。中に落とすおそ 
れびありまず。 

• 油脂類（オイルなど）やフルー 
ド類（ブレーキ液、ウォッ 
シャー液、：令巧水など）は、十 
分ま意して取り扱ってくださし、。 
万一目に入った場合は、ただち 
に清潔な水で十分に洗い流し、 
医師の診断を受けて < ださい。 


エンジンルーム 

-油脂類やフルード類び皮膚に付 
着したときは、ずぐに石けんで 
洗い流して<ださい。放置する 
と皮膚に障害を起こすおそれび 
あります。 

-油脂類やフルード類の容器は、 
テ供の手び届くところや火気の 
近< に保管しないで<ださい。 


Vベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないか点検して < ださい。 
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点検と整備 




冷却水 


► 水平な場所に停車します。 


G 令却水の量を点検ずる 



ML 3 已〇 


① リヴーブタンク 

② キャップ 

③ パー 


を却水び冷えている状態で、 U 
ヴーブタンク①の白と黒の境目ま 
で液面びあれば適量です。 


または 

► 水平な場所に停車します。 

► 冷却水び冷えていることを確認し 
ます。 

► U ヴーブタンクのキャップ②を反 
時計回りにゆっくり約]/2回転ま 
でまわして、圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、キヤッフ②をさ 
日に反時計回りにゆっくりまわし 
て取り外します。 


► 冷却水の液面び U ヴーブタンク巧 
のノ く一③の上面に達していれば適 
量でず。 


知識 

水温び高いとさは液面び若干高< 
なります。 

警告 A 

-水温び少しでち高いとさは、絶 
巧に U ヴーブタンクのキャップ 
を開かないで<ださい。高温の 
蒸気や熱湯び吹さ出して、火傷 
をずるおそれびありまず。 


-不凍液をエンジンルームにこぼ 
さないよラにしてください。熱 
くなったエンジン I こ不凍液び付 
着すると、発火して义傷をする 
おそれびありまず。 


ま意！ 

冷却水の減りかたび著しいとさは、 
ただちに指定サービスエ場で点検 
を受けてくだごし、。 
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点検と整備 


冷却水を補給ずる 

冷却水び不足している場合は、冷却水 
び;令えているとさに U ヴーブタンクに 
補給します。 

► U ヴーブタンク①のキャッフ②を 
反時計回りにゆっくり約]/2回転 
までまわして、圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、キャップをさら 
に反時計回りにゆっくりまわして 
取りがします。 

► 液面の高さにミ主意して冷却水を補 
給します。 

通常は水道水に純正の不凍液を混 
ぜて使用します。 

車を使用する地域（最低気温）に 
よつて濃度を変スまず。 


不凍液の濃度 


不凍液混合率 

凍結温度 

約已日％ 

-3 TC 

約已曰％ 

一 4已で 


ま意！ 

• :令却水の巧給は、冷却水び;ちえ 
てから行なってください。 

• :令却水にはおず不凍液を混ぜて 
<ださい。不凍液には防鐘の効 
果ちあります。 


• 不凍液の濃度は已0%から已已％ 
の間にしてください。濃度を 
已已％じ(上にすると、：令却性能 
び低下しまず。 

• 指定 L ソ外の不凍液や不適当な水 
を使用しないでください。鐘や 
腐をなどの原因になります。 

• 不凍液は塗装面を損傷させま 
す。ボディに付着したときは、 
すぐ I こ水で洗い流してください。 


冷却水 ■ 

• 冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、指定サービスエ場で点検を 
受けて < ださい。 

• マルチフアンクションデイスプ 
レイに冷却水に関ずる故障/警 
告^ッセージが表示されたとさ 
は、オーバーヒートしてエンジ 
ンを損傷ずるおそれびありま 
す。ただちに指定サービスエ場 
で点検を受けて < ださい。 


冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととちに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。 

詳し < は指定サービスエ場におたずね 
<ださい。 8 
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点検と整備 


I I III 


エンジンオイル 


r エンジンオイルの量を点検ずる 



ML 百已〇 

① エンジンオイルレベルゲージ 
③ 上限 ( max ) 

③ 下限 （ min ) 


► 水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動して、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、已分ほど待ち 
まず。 

エンジンび冷えているとさは、約 
3□分じし h 待ちます。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜を取り、されいに巧いて差し込 
みまず。 

► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
を巧を取り、付着したエンジンオ 
イル量とミちれ具合を点検します。 
オイル量はエンジンオイルレベル 
ゲージの上限 （ max ) ③と下限 
( min ) ③の間にあれば正萬です。 

► エンジンオイルび下限じ(下のとを 
は、エンジンオイルフィラーキヤッ 
プを開いて、指定のエンジンオイル 
を規定の量まで補給します。 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジンオイル量に関する故障/ 
警告メッセージび表示されたとさ 

は （10-1 3、 14) をご覧ください。 

知識 

慣らし運転中のエンジンオイル消 
費量は多少増加することびありま 
す。また、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行すると、エンジンオ 
イル消費量は増加します。 
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点検と整備 


エンジンオイルを補給ずる 



ML 3已〇 

④エンジンオイルフイラーキャップ 


► エンジン オイル フィラーキャップ 
④を反時計回りにまわして取り外し 
ます。 

► 指定のエンジンオイルを補給し 
ます。 

ま全に十分ミ主意して、作業を行 
なつて< ださし、。 

► エンジン オイル フィラーキャップ 
④を巧給□に合わせ、時計回りに 
まわして取り付けます。 


エンジンオイル 

警告 A 


エンジンオイルをエンジンルーム 
内にこぼさないでください。エン 
ジンび熱いとさにオイルび付着ず 
ると、発火して火傷をずるおそれ 
びあります。 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 
にエンジンオイル量に関ずる故障/ 
警告メッセージび表示ごれたとを 

は （10-1 3、 14) をご覧ください。 
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点検と整備 


エンジンオイル 


エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびフィルターは定 
期的に交換ずることをお勧めします。 
交換時期はメンテナンスインジケー 
ターを目まとしてくださし、。 

ただし、交換時期は使用状況によって 
異なりますので、詳し<は指定サービ 
スエ場におたずねください。 

注意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用して<ださい。指定じ(がのエ 
ンジンオイルを使用して故障び 
発生した場合は、保証び適用さ 
れないことびあります。 

-種類の異なるエンジンオイルを 
ミ居ぜないでください。エンジン 
オイルの特性び発揮されません。 

-エンジンオイルに添加剤などを 
使用しないで < ださい。 


-エンジンオイル量びをずざると 
故障の原因になりまず。 

-エンジンオイルの減りかたび著 
しいとをは、ただちに指定ヴー 
ビスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

-エンジンオイルは使用している 
間にミちれた0劣化するだけでな 
く、消費され減少しまず。定期 
的に点検し、必要であれば必ず 
補給または交換してくださし、。 


-エンジン オイルび エンジンルー 
ム内に付着したとさは完全に巧 
を取ってください。 


使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

グレードと粘度は、下図を参考にして、 
使用する場所のが気温度に合わせて選 
択してください。 


W 気温度 SAE グレード 
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点検と整備 




ブレーキ 液 




ML 3已〇 

①ブレーキお U ヴーブタンク 
③レベルインジケーター上限 （ MAX ) 
③レベルインジケーター下限 （ MIN ) 


► ブレーキ液 U ザー ブタンク①のレ 
ベルインジケーターで点検します。 

ブレーキ液の液面びレベルインジ 
ケーター上限 （ MAX ) ③と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常でず。 


を意！ 

マルチフアンクシヨンデイスフレ 
イにブレーキ液に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとをは 
(10-8) をご覧ください。 


8 
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点検と整備 




r ブレーキ液の交換 _I 

定期的に指定サービスエ場で交換をし 
てください。詳しくは指定サービスェ 
場におたずねくださし、。 


警告 A 


• マルチフアンクシヨンデイスフ 
レイにブレーキに関する故障/ 
警告メッセージび表示されたり、 
ブレーキ警告灯 （3-8 已）び点 
灯したとさは、むやみにブレー 
キ液を補給しないで < ださし、。 
補給によつて故障び解消するこ 
とはありません。 


ま全な場所に停車し、指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

-必ず指定のブレーキ液を使用し 
てください。指定(外のブレー 
キ液を使用したり、他の銘柄を 
ミ昆ぜると、ブレーキの効さ具合 
やブレーキシステムに悪影響を 
与え、を全なブレーキ操作びで 
さな < なるおそれびありまず。 


• ブレーキ液のネ甫給は、エンジン 
び冷えてから行なってください。 
また、上限を超えないよラに補 
給してください。あふれたブ 
レーキ液び熱<なったエンジン 
や排気系部品などに付着ずると、 
発火して义傷をするおそれびあ 
ります。 
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点検と整備 


ま意！ 

-ブレーキ液の減りかたび著しい 
とさは、指定サービスエ場で点 
検を受けてくだごし、。 

-ブレーキ液のネ甫給や交換は、指 
定ヴービスエ場で行なつてくだ 
さい。 

-補給のとさは、ゴミや水び U 
ヴーブタンクの中に入らないよ 
ラにしてください。たとえルご 
なゴ云でち、 ブレーキび 効かな 
<なるおそれびあ0ます。 


-レベルインジケーターの上限を 
超えて補給すると、走行中に漏 
れて塗装面を損傷するおそれび 
あ0まず。ボディに付着したと 
をは、すみやかに水で洗い流し 
て < ださし、。 


-ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
まず。劣化した状態で使用ずる 
と、苛酷な条件下ではベーパー 
□ックび発生ずるおそれびあり 
ます。 


ブレーキ液 ■ 

ベーパー□ック：長い下りあや急な下 
りあなどでブレーキペダルを踏み続け 
ると、ブレーキ液び沸騰してブレーキ 
パイプ内に気泡び発生し、ブレーキぺ 
ダルを踏んでち圧力び伝わらず、ブ 
レーキび効かな < なる現象のことでず。 
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点検と整備 


■ ウオッシヤー液 



「ウオッシャー液を補給ずる 



ML 3已〇 

① ウォッシャー液リヴーブタンクの 
キャップ 

警告 A 


ウォッシャー液は可燃性です。乂 
気を近付けたり、おくで喫煙をし 
ないでください。また、エンジン 
び熱くなっているとさには補給し 
ないでくださし、。 


► U ヴーブタンクのキャップ①を開 
いて補給します。 

使用ずるウォッシャー液 

専用の純正ウォッシャー液を水にミ昆ぜ 

て使用します（9-10)。 

知識 

• ウォッシャー液には夏用とを用 
の2種類びありまず。夏用には 
ミ由膜の付着を防ぐ効まびあり、 
を用には凍結温度を下げる効果 
びありまず。 

• ウインドウウォッシャー液と 
へッドランプウォッシャー•液の 
U ヴーブタンクは兼用でず。 


ま意！ 

• ウォッシャー液は、リヴーブタ 
ンクに補給する前に別の容器で 
適正なミ居合比にミ屋ぜてください。 

• 粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用すると、塗装面を損傷 
ずるおそれびありまず。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
とをは、ウォッシャーの操作を 
しないで < ださい。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 

-へッドランプには樹脂製レンズ 
を使用してし''るため、必ず専用 
の純正ウォッシャー液を使用し 
てください。純正 L ソがのウォッ 
シャー液を使用ずると、レンズ 
を損傷ずるおそれびあります。 

• マルチフアンクシヨンディスフ 
レイにウォッシャー液に関する 
故障/警告メ ッ セージび表示さ 
れたとさは (10-14) をご覧 
<ださい。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品およ 

び承認されている製品を使用してく 

ださい。詳しくは指定サービスエ場に 

おたずねください。 

タイヤの点検 

► タイヤ空気圧ゲージを使巧ずるか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適切であるか点検します。 

► タイヤに大さな傷びないか、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないか点検します。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端 
にすり減っていないか点検しまず。 
ス U ップサイン（別冊「整備手帳」 
参照）び出ているとをは、新しい 
タイヤに交換します。 


警告 A 


-タイヤの摩耗には十分にミ主意し、 
ス U ップサイン（別冊「整備手 
帳」参照）び現われたら、すぐ 
に交換してください。タイヤの 
溝の深さび 3 mmLi (下になると 
著しく滑りやずくなり、事故に 
つなびるおそれびあります。 

-必ず規定の空気圧を守ってくだ 
さい。燃料給油フラップの裏側 
に、規定のタイヤ空気圧を記載 
したラベルび貼付してあります 

( 8 - 18 )。 

-空気圧の低いタイヤで走行しな 
いで<ださい。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびありまず。 


タイヤとホイール 

-ホイールボルトはホイールに適 
合した純正品だけを使用してく 
ださい。純正品(外のホイール 
ボルトを使用ずると、ホイール 
び脱落して事故を起こすおそれ 
びあります。 

-再生タイヤを装着した場合、ま 
全性のな証はでをません。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 
ま意！ 

• タイヤに空気を入れてちすぐに 
空気圧び低下するとさは、パン 
クやホイールの損傷、タイヤバ 
ルブからの空気漏れなどのおそ 
れびあります。ただちに指定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

-タイヤのトレッドやサイド 
ウォールびひどくずり減った 
り、傷び付いているとをは交換 
して < ださい。 

-タイヤの摩耗は巧一ではありま 
せん。タイヤの摩耗を点検する 
とさは、おずタイヤの内側石点 
検してくださし、。 

-ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
ま全性に支障をさたずおそれび 
友 D ます。 

-回転ち向び指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された 
回転ち向の矢印などの指おに 
従って装着してください。 


-路面の段差などを柔り越えると 
をは、速度を落とし、ま意して 
走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷ずるおそれびあり 
ます。 


-純正品または承認された製品し U 
かのタイヤやホイールを装着す 
ると、道路運送車両法違反にな 
ることびありまず。 

-装着ずるタイヤは指定されたサ 
ィズ' および4輪と石同じ銘柄 
のちのにしてください。サイズ 
や銘柄び異なるタイヤを組み合 
わせて装着すると、操縦性に悪 
影響をおよぼし、事故を起こず 
おそれびありまず。 

-摩耗具合にかかわらず、日年し U 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換してくださし、。 

応急用スペアタイヤち同様に交 
換してくださし、。 


知識 

• 新品のタイヤを装着したとさ 
は、走行距離び約] 00 km を超 
えるまでは速度を控えて運転す 
ることをお勧めしまず。 

-タイヤ/ホイールは、オイルや 
グリース類の付着するおそれの 
ない、乾燥した冷暗所に保管し 
て < ださし、。 
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点検と整備 


タイヤ□—テーシヨン 



タイヤ□ーテーシヨンのちを 


タイヤとホイール 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大をく異なり 
まず。 

百， 日日日〜]日， 0 日日 km を目安に摩韩具 
合を点検し、偏摩耗の兆候がはっさり 
した時点でタイヤ□ー テーシヨ ンを行 
なって< ださし、。 

タイヤ□—テーシヨンを巧なラ 

► 前後のタイヤ位置を入れ誓えます。 


注意！ 

タイヤまたはホイールのサイズび 
前後で異なるときは、タイヤ ロー 
テーシヨンを行なわないで < ださ 
い。前後のタイヤを入れ誓えると 
車の安定性や操縦性び確保でさま 
せん。 


知識 

-タイヤ□ーテーシヨンを適切に 
実施ずると、タイヤの摩耗を均 
一化ずることがでさまず。この 
結果、タイヤの寿命を延ばすこ 
とびでさまず。 

• タイヤを入れ替えた後に空気圧 
を調整して < ださい。 

• 空気圧は、燃料給油フラップの 
裏側に貼付してあるタイヤ空気 
圧ラベルで確認してください。 

-ホイールボルトの締め付けトル 
クは1己 kg-m (1 己日 Nm ) でず。 

タイヤローテーシヨンを行なつ 
たあとは、指定 サービス エ場で 
ホイールボルトの締め付けトル 
クを確認して < ださい。 8 
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点検と整お 


タイヤとホイール 



タイヤ空気圧ラベル 



タイヤ空気圧ラベル①は燃料給油フ 
ラップ裏側に貼付されています。 

乗車人数と荷物の量に応じて、前輪と 
後輪の空気圧を調整して < ださい。 

単位は 「 bar （与 kg / cms )」 と 「 psi 」 
で示してし''まず。 


タイヤ空気圧ラべ j レの例 


①タイヤ空気圧ラベル 


《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なる 
ことがあります。 


8-18 















点検と整備 


警告 A 


-空気圧の1氏いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびあります。必ず規定の空 
気圧を守ってくださし、。 

• タイヤに空気を入れずざないで 
くだごい。空気を入れずぎた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やす<な0ます。また、タイヤ 
空気圧警告システムび正しく作 
動しなくなったり、車両操縦性 
に悪影響をおよぼすおそれびあ 
りまず。 


知識 

• 曰頃からタイヤの空気圧を点検 
してくださし''。特に重し'!荷物を 
積んで高速走行するとをなどは 
必ず行なって < ださし、。 

• 走行した直後や炎天下のよ5に 
タイヤ自体び高温になっている 
ときは、約0.3 bar （ k 旨/ cme ) 
ほど空気圧び高くなります。空 
気圧はタイヤび冷えているとさ 
に測定してください。 

• 応急用スペアタイヤの空気圧 
については （9-13) をご覧く 
ださい。 


タイヤとホイール ■ 
環境 9 


定期的にタイヤの空気圧を点検し 
てください。タイヤの空気圧びイ氏 
いと、燃料をホ計に消費します。 
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点検と整お 




こ IJ — 


r バッテ U- の位置_ ] 

バッテ U —は運転席シート下部にあり 
まず。 

知識 

他車のバッテ U — を電源としてエ 
ンジンを始動するとをは、エンジ 
ンルーム内の端テにブースター 
ケーブルを接続してください （7- 

吕已）。 


r バッテ U- の交換 



①バッテ1」 一カバー 

この作業は指定サービスエ場に依頼ず 
ることをお勧めします。 

► パーキングブレーキを確実に効か 
せて、シフトポジションを la に 
しまず。 

► エンジンスイッチからキーを抜を 
ます。 

► 運転席シートをいっぱいまで前方 
に動かしまず。 

► バッテ U — カバー①を矢印の方向 
に持ち上げて取り外しまず。 



③カーペット 


► ミシン目びある位置まで、白い点 
線に沿ってカーぺット③にカツ 
ターなどで切り込みを入れます。 


ミ主意！ 

カッターなどでカーぺットに切り 
込みを入れるとさは、けびをしな 
し'!よラに十分ま意してくださし、。 
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点検と整備 



③カーペット 


► 運転席シートをいっぱいまで後ち 
に動かします。 

► カーぺット②の後端を矢印の方向 
にめ < ります。 



③ エアダクト 

④ 固定クリップ 


► 運転席シートをいっぱいまで前方 
および上方に動かしまず。 

► 固定ク U ップ④を取り外しまず。 

► エアダクト③を矢印の方向に引さ 
抜をます。 





⑥保護カバー 
⑥バッテリー 

► 保護カバー⑥を取りかします。 
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点検と整備 





⑦©端子 
⑨台端モ 


► バッテ U —ひら台端テ⑨を取り外 
し、後からがず®端子⑦と接触し 
ない場所に置をます。 

► ® 端モ⑦のカバーを取り外しまず。 

► バッテ U —ひら®端テ⑦を取り外 
します。 


バッテリーの取りがし 



⑨ ブリーヴーホース 

⑩ 取0付けボルト 
⑩ブラケット 

► ブ U — ヴーホース⑨を取り外します。 
► 取り付けボルト⑩を取り外しまず。 
► ブラケット⑩を取りがします。 



⑩バッテリー 

► バッテ U — ⑩を矢印の方向に持ち 


上げて取り出しまず。 
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バッテ u -①接続 /取り付け_ 

を意！ 

バッテ U —を接続するとさは、じ ( 
下の手順を巧って、絶対に端テの 
取り付けを間違えないよラにして 
<ださい。けびをするおそれびあ 
りまず。また、車両の電気装備を 
損傷するおそれびありまず。 


点検と整備 




► 電気装備をすべて停止します。 

► 取り外したとをと逆の手順でバッ 
テ1」一を取り付けます。 

► ©端子⑦を取り付け、カバーち取 
り付けまず。 

► ©端テ⑨を取り付けます。 

► 取りがしたとをと逆の手順で車両 
を元の状態に戻します。 


知識 

バッテ U —の接続び一時的に断た 
れたとさは、攻下のよ5な作業び 
必要になることびでさまず。 

• マルチファンクシヨンコント 
□ —ラーの再言及お 

• ドアウインドウのリセット 

-スライディングルーフ*の U 
セット 

-施錠時のドア S ラー格納の U 
セット 


8 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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点検と整お 


バツテリー 


r バッテ U - 取り扱いの一般的なミち意 I 

バッテ U — を取り扱ラとさはじ(下の点 
に十分ミ主意してください。 

バッテ U —の充電、交換などの作業は、 
指定サービスエ場で行な5ことをお勧 
めします。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みのバッ 
テリーは、新しいバッテ U —をお 
買い巧めになった販売店に廃棄処 
分を依頼してください。 


警告 A 


静電気にま意 

静電気び発生すると、可燃性のガ 
スに引火し、バッテ U —び爆発す 
るおそれびあります。じ(下のこと 
にミ主意してくださし、。 

• 巧などでバッテ U —を巧かない 
でくださし''。また、カーペット 
の上などでバッテ U — を引さず 
らないでください。 

-バッテ U — に触れるとさは、先 
に車体などに触れて、身体の静 
電気を放電させて < ださい。 

また、バッテ U — に火気を近付け 
ないで < ださい。 


バッテリー液にミ主意 

-バッテ U - を取り扱うときは、 
傾けたり横倒しにしないでくだ 
ごい。バッテ U —液び漏れるお 
それびあります。 

-バッテ U —液び目に入ると失明 
するおそれびあります。パッテ 
U —を取り扱うとさは、保護眼 
鏡を着用してください。 

-バッテ U —液び皮膚に付着ずる 
と火傷を起こしまず。すぐに清 
潔な水で十分に洗い流し、医師 
の診断を受けてください。 

• バッテ1」ーケース側面部の液量 
表示び 「 min 」 (下のときは、 
エンジンを始動したりバッテ 
U — を充電しないでください。 
液量不足のまま充電すると、劣 
化を早めたり爆発ずるおそれび 
あります。ただちに点検を受け 
てくだごい。 
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点検と整備 


子供に注意 

バッテ U - を取り扱うときは、子供 
を近寄日せないでください。 

シヨー トに注意 

バッテ U —をショートさせると、 
可燃性のガスに発火して、バッテ 
U —び爆発ずるおそれびあります。 
な下のことにま意してくだごい。 

-金属製の工具などをバッテ U — 
の上に置かないでください。 

-接続ずるとをは、極性（プラス 
@、マイナス©)を間違えない 
よ5にを意してください。 


ま意！ 

• 指定のバッテ U —を使用してく 
ださい。詳しくは指定サービス 
工場におたずねください。 

-エンジンびかかっているとさや 
始動ずるとさは、バッテ U — 端 
子を外したり、ゆるめないでく 
ださい。 

• 定期的にバッテ U —の点検を行 
なってください。バッテ U — 液 
び減っているとをはバッテ U — 
液を補給してくださし、。 

-車を長期間使用しないとさや、 
短距離、短時間の走行びをし、と 
きは、通當よりを頻繁にバッテ 
U —液量などを点検してくだ 
さし、 


バッテリ- 

• バッテ U —端テの接続をゆるめ 
たり、外すとをは、エンジンス 
イッチを 0 の位置にするかキー 
を巧を、すべての電気装置を停 
止してください。 

-バッテ U —を充電するとをは車 
から取りがしてください。 

-バッテ U —端テの取り付けボル 
卜は確実に締め付けてくださし、。 

-バッテ U —端テを取り外したと 
をは、な下のよラな作業び必要 
になることびありまず。 

◊マルチファンクシヨンコン 
卜〇—ラーの再設定 

〇ドアウインドウのリセット 

(3-68) 

8 

0スライディングルーフ*の U — 

セット (3-74) 

〇施錠時のドア5ラー格納の 
I 」セット 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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点検と整備 


バツテリー 


「インジケーター付をバッテリー 



①インジケーター 


ケースび黒色で、上面にインジケー 
夕一①びあるバッテリーは、バッテ 
U —液の補充はでをません。 

インジケーター①は、バッテ U —の液 
量や充電状態び適正なとさは黒色に、 
バッテ U —の交換び必要なとさは白色 
になりまず。 

インジケーターび白色になったとを 
は、指定サービスエ場に交換を依頼し 
てくださし、。 

また、危険ですので分解は絶巧に行な 
わないで < ださし、。 


rVRLA バッテリー _ ] 

バッテ U —のケースび黒色で、上面に 
VRLA - 日 ATTERY のラベルびある場 
合は、バッテ U —液量の点検や補充は 
でをません。また、危険ですので分解 
は絶巧に行なわないでください。点検 
については指定サービスエ場におたず 
ね < ださし、。 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い ■ 


寒を時の取り扱い 


寒を時には、通萬とは異なった取り扱 
いび必要です。必ず L ソ下の;主意事項を 
巧ってください。 


を却水/バッテリー 

指定サービスエ場で、冷却水の不凍液 
の濃度び適正であることやバッテリー 
の液量や充電状態に不足びないことを 
点検してください。 


エンジンオイル 

車を使用する場所のが気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 


ウォッシャー液 

ウォッシャー液には、夏用とを用びあ 
りまず。を用の純正ウオッシャー液を 
使用してください。 


ウインタータイヤ/ スノーチェー ン 

積雪地域では、ウィンタータイヤ、ス 
ノーチェーンび必要でず （8-31 、3吕、 
9-1 吕)。 

スノーチェーンは、ダイムラー社の 
指定品を使巧してください。取り扱 
いについては、スノーチェーンに添 
付されている取扱説明書にしたびつ 
てくださし、。 


を季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
とさは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださし''。凍結防止剤び付着したまま放 
置ずると、腐をの原因になります。凍 
結防止用の塩類をまく地方の場合、] 
年に一度ボディ下回りの防鐘処理をす 
ることをお勧めします。 


積雪 

ボディやウインドウに雪び積ちったと 
をはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を巧げるおそれび 
あります。 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 

ドア やテールゲー ト①凍結 

ドアやテールゲートび凍結していると 

をはしソ下のよラな方法で走行ずる前に 

解凍するか、氷を取り除いてください。 

• 氷を取り除くとをは、樹脂製のへ 
らなどを使用し、ボディやウイン 
ドウを傷付けないよラにミ主意して 
<ださい。 

• ドアやテールゲートび凍結して開 
ひないとさは、開□部周囲にめる 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシ1」ンダー 
にはめるま湯びかからないよラに 
して < ださい。 

• 再凍結を防止するため、を分な水 
分はをれいに巧さ取ってください。 

• 凍結したまま無理にドアやテー 
ルゲートを開こラとすると、周囲 
の防水シールを損傷するおそれび 
あります。 


ボディ下部の着氷 

• 走行前にボディ下部やフェンダー 
の内側を点検して<ださい。ブ 
レーキ関連部品やステア1」ング関 
連部品、サスペンションなどに雪 
や氷塊び付着していたり凍結して 
いると、ボディを損傷したり、車 
のコント□ールを失って事故を起 
こすおそれびあります。 

• 雪や氷塊び付着しているときは、 
めるま湯をかけるなどして、部品 
やボディを損傷しないよラにま意 
しなびら、雪や氷塊を取り除いて 
<ださい。 


-走行中にを、はね上げた雪や水し 
ぶきび凍結し、氷となってボディ 
下部やフエンダーの内側に付着し 
まず。休憩時ちこまめに点検し、 
雪や氷塊が付着しているときは、大 
きくなる前に取り除いてください。 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 


ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、テールゲート、 
ドアウインドウ、スライデイングルー 
フ*などび凍結しているとさに、無理 
に動かずとモーターを損傷するおそれ 
びあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してくださし、。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 


乗車前に 

靴底などに付着した雪や氷を取り除い 
てから乗車してください。ペダルを操 
作するとさに滑ったり、車内の湿度び 
高くなってウインドウの内側び曇りや 
すくなります。 


雪道を走行ずるとき 

雪道や凍結路面ではタイヤびが常に滑 
りやすくなっています。十分な車間お 
離を確保し、いつをより控えめな速度 
で憤重に走行してください。 

ま全な走行と操縦性を確なするため、 
(下のを意事項を巧ってください。 

• ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

-急八ンドル、急ブレーキ、急加速 
などを週けてください。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍 
結し、 ブレーキの 効きび悪くなる 
ことびあります。 

このよラなとさは、後続車にミ主意 
しなびら低速で走行し、ブレーキ 〇 
の効さび回復ずるまでブレーキぺ— 
ダルを数回軽く踏んでくださし、。 


* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 

雪道で動けないとを 

雪道で動けなくなったとさは、先にマ 
フラーほ f 気ガスの出 □) と車の周囲 
から雪を取り除いてください。排気ガ 
スび車内に侵入してくるおそれびあり 
まず。 


警告 A 


マフラーなどび雪に垣ちれた状態 
でエンジンをかけていると、排気 
ガスび車内に入り、一酸化炭素中 
毒を起こしたり、中毒死するおそ 
れびありまず。 


駐車ずるとさ 

寒冷時や積雪地での駐車時はし U 下の点 
にミ主意してください。 

• パーキングブレーキび凍結ずるお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、シフトポジ 
シヨンを la にして、確実に輪止め 
をして < ださい。 

• でさるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たるち向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび;令えず 
ざないよ5にしてください。 

• 軒下や樹木の陰には駐車しないで 
ください。雪やつららび落ちてを 
てボディを損傷するおそれびあ0 
ます。 


• エンジンを毛巧でカバーしたり、 
フ□ントグ U ルの内側にダンボー 
ル や 新聞紙な どを 挟まないで くだ 
さい。放置したままエンジンを始 
動すると、火災や故障の原因にな 
りまず。 
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点検と整備 


ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとをは、ウィ 
ンタータイヤの装着をお勧めしまず。 

このよラな路面状況では、ウィン 
夕ータイヤを装着することで、 A 巨 S 
や ESP 、4 MAT にの効果び発揮され 
ます。 

装着するウィンタータイヤは、指定さ 
れたサイズで4輪とを同じ銘柄のちの 
にしてください （9-1 吕）。 


ま意！ 

• 回転方向び指定されているウィ 
ンタータイヤは、タイヤの側面 
に記された回転方向の矢印な 
どの指示に従って装着してくだ 
ごい。 

• ウィンタータイヤの装着時に、 
応急用スペアタイヤを装着ずる 
と、車両を定性や制動性能び大 
さ < イ氏下するのでま意して < だ 
さい。 

• スペアタイヤは応急的に使用 
し、できるだけ早くウィンター 
タイヤに戻してください。 

• ウィンタータイヤの溝の深さび 
4 mm じ(下になったとをは、必 
ず新品と交換して < ださい。 


寒;ち時の取り扱い ■ 

• ウインタータイヤを装着してし、 

てち、雪道や凍結路面では、ク 
ルーズコント□ールを使用しな 
いで < ださし、。 

また、オフ□ー ド-ドライ 
つ'. プ□グラム*を作動させ 
たり□ー レンジ*にしなし、で 
<ださい。 

• ウインタータイヤ/ホイール 
は、オイルやグ U —ス類の付着 
するおそれのない、乾燥した;令 
暗所で保管して < ださし、。 


* オプションまたは仕様により装備び異なりまず 
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点検と整備 


寒;ち時の取り扱い 

スノー チ 王ー ン 


ウィンタータイヤでを走行び困難なと 

をは、スノーチェーンを装着してくだ 

さい。 

• スノー チェーンは、ダイ ムラー社 
の指定品を使用して<ださい。取 
り扱いについては、 スノー チェー 
ンに添付されている取扱説明書に 
したびってくださし、 

• スノーチてーンは必ず後輪に装着 
して < ださい。 

• スノーチェーン装着時は約 
已 Okm / h じ(下の速度で走行してく 
ださい。 

• スノーチェー ン装着中は、 ESP の 
機能を解除したほラび走行しやず 
い場合びありまず。 


※ウィンタータイヤ、スノーチェーンについ 
て、詳しくは指定サービスエ場におたず 
ね < ださい 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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ま意！ 

-スノーチェーンを装着したと 
をは、 ADS * のサスペン 
シヨン モードを SPORT モー 
ドに しないで ください。 

-スノーチェーンを装着している 
ときは、オフ□ー ド-ドライ 
つ'. プ□グラム*を作動させた 
り□ーレンジ*にしないでくだ 
さい。 

-指定品(がの スノーチェーンを 
装着ずると、タイヤからがれた 
り、車体に接触ずるおそれびあ 
りまず。 


• スノー チェ ー ンの脱着は、周囲 
の交通を妨げない、ま全で平坦 
な場所で行なってください。路 
面に雪や凍結びなくなったとを 
は、 スノー チェーンを外してく 
ださい。 




点検と整備 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でを車を美しく保つことびできまず。 

日常の手入れには、ダイムラー社び指 
定ずる用品のみを使用して < ださい。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
<ださい。 


警告 A 


-一部の合成ク U —ナーなどには、 
有機溶剤や可燃性物質び含まれ 
てし）ることびあります。カーケ 
ア用品を使用ずるときは、おず 
添付の取り扱い上のを意を読み、 
指示に従ってくだごし、。 

• 車内でカーケア用品を使用する 
とさはドアやドアウインドウを 
開を、十分に換気してくださし、。 
有機溶剤による中毒を起こした 
り、静電気び可燃性ガスに引火 
して义災を起こすおそれびあり 
9 〇 


-車の手入れをずるとさに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
いでくださし、中毒を起こした 
り、気化ガスに引火して火災を 
起こすおそれびあります。 

-カーケア用品は、子巧の手び届 
くところや火気の近くに置いた 
りな管しないで < ださい。 


曰常の手入れ ■ 

• 走行後は、ボディに付着したほこ 
りを毛ばたさなどで払い落として 
<ださい。 

• 少なくと石月に]度は洗車をして 
<ださい。 

-飛び石により塗装面を損傷すると、 

鐘の原因になりまず。早めに補修 
を行なって < ださい。 

-保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をお勧めします。 

-おや虫の死びい、鳥の面ん、樹液、 

ミ由脂類、ガソ U ンおよび タールな 
どび付着したとさは、すみやかに 
拭を取ってください。特に、鳥の 
ふんは塗装面を損傷しやすいので、 

でさるだけ早 < 水で洗い流して< 
ださい。 8 

-凍結防止剤び散巧してある道路を 
走行したとさは、ずみやかに洗車 
し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流してください。 


8-33 








点検と整備 


日常の手入れ 

-直射日光び強く当たる場所や走行 
した直後でボンネッ h び熱<なつ 
ているよラなとさに、塗装面の手 
入れをずると、塗装面を損傷する 
おそれびありまず。 

• ボディの表面にステ ッカー や フィ 
ルム、マグネットなどを貼り付け 
ないでください。塗装面を損傷ず 
るおそれびあります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めに指定サービスエ場で補修ず 
ることをお勧めしまず。 


車内 

• プラスチック部分は、少量の中性 
洗剤などを混ぜた水を柔5かい布 
に含ませて巧を取ります。 

また、乾いた巧や目の粗い布、か 
たい巧などを使用したり、強くこ 
すらないで<ださい。表面を損傷 
するおそれびあります。 

• ウッドト U ムなどの部分は、水で 
湿らせた柔らかい巧を使用してお 
を取ります。頑固な巧れには少量 
の石けん水を使用します。 


また、有機溶剤を含むクリーナー 
などは使用しないで < ださし、。 
ウッドト U ムなどを損傷するおそ 
れびります。 


• ウインドウに、極細の熱線やアン 
テナ線びプ U ントされている車種 
びありまず。ガラス面の内側を清 
掃するとさは、湿った柔らかい巧 
を使巧して、熱線やアンテナ線に 
沿って巧さ取り、傷を付けないよ 
ラにミ主意してください。 

また、乾し''た巧で巧し'!たり、研磨 
剤や有機を剤を含むク U —ナーな 
どを使用しないでください。 

• ウインドウに遮光フイルムなどを 
貼り付けるとラジオなどの電波の 
受信性能び低下するおそれびあり 
ます。詳しくは指定サービスエ場 
におたずね < ださい。 

警告 A 


エアバッグの収納部分には、有機 
溶剤を含むク U —ナーなどを使用 
しなし、でください。エアバッグび 
正南に作動しなくなり、けびをず 
るおそれびあ0ます。 
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点検と整備 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流しまず。 

► 水に カーシヤンプーな どを混ぜた 
洗ミき液を用意し、車全体にかけま 
す。夕 i 気取り入れ□付近では少量 
にし、ダクト内に洗ミき液び残らな 
いよラにを意してください。 

► スポンジやセーム巧などを使用し 
て、十分な量の水で洗い流します。 

► 洗車後は、ずみやかに水滴を巧を 
取りまず。 


ミホ車時のを意 

洗車をずるとをは、じ(下の点にま意し 
てください。 

-水び凍るような寒いとさや直射日光 
び強<当たる場所、走行した直後で 
ボンネッ h び熱<なっているよラな 
とさは洗車をしないで < ださい。 

-虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださし、。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 

-洗車をするとをはマフラーやその周 
辺にま意して<ださい。マフラーや 
その周辺に触れて火傷をしたり、け 
びをするおそれびあります。 

-走行した直後は、ブレーキディスク 
やホイールに直接水などをかけない 
で<ださい。ブレーキディスクび熱 
し、ときに急激にをやすと、ディスク 
を}員傷するおそれびあります。 


曰常の手入れ ■ 

-ホイールには酸性のホイールクリー 
ナーを使用しないでください。ホ 
イールやホイールボルトび腐食ずる 
おそれびありまず。 

-ホイールク U —ナーなどでホイー 
ルを清掃した後にそのまま放置ず 
ると、ブレーキディスクやブレー 
キパッドなどび腐食するおそれび 
あります。 

このようなとさは、しばらく走行 
して、ブレーキディスクやブレー 
キパッドを乾燥させてくださし、。 

•へッドランプを含むランプ類は樹 
脂製レンズでず。流水または水と 
カーシャンプーを混ぜた洗浄液で 
洗い流してください。有機ミ容剤や 
強アルカ1」洗剤などを使用すると、 〇 

レンズを損傷ずるおそれびありま — 
す。また、乾いた巧などで強くこ 
すると細かい傷を付けるおそれび 
あります。 
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点検と整備 


曰常の手入れ 


• パーク ト □ニック センサー*を清 
掃ずるとさは、乾いた巧、目の粗 
し、 巧、かたい巧などは使用しない 
でください。また、純正し U 外の手 
入れ用品を使用したり、強し''力で 
乾巧きしないでください。セン 
ヴーを損傷するおそれびあ0ます。 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スフレーガンのノズルは、 
車から十分離して使用してくださ 
し、。水圧び高すざると、塗装面を 
損傷するおそれびあ0ます。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分、サスペンシヨ 
ン、電気装備、コネクター類など 
に近付けないでください。水圧び 
高いため、車内に水び侵入したり、 
防水シールや塗装面を損傷するお 
それびあります。 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車ずるとさはけ下の点 

にま意してください。 

-車のミちれびひどいときは、自動洗 
車機で洗車する前に水洗いをして 
ください。 

-自動洗車機び車のサイズに合って 
いることを確認してください。 

• 洗車前にドアミラーを格納してく 
ださい。 

• ワイパーの作動モード （已-31、 
34) を停止の位置にしてください。 

• 回転ブラシのかたさによっては、 
細かな傷び付を、塗装面の光;尺び 
失われたり、劣化を早めるおそれ 
びあります。 

• 洗き後は、フ□ントウインドウや 
ワイパーブレードに付着した洗浄 
液を巧さ取ってください。 


• 高圧式スプレーガンのノズルを夕 
イヤに向けないでください。水圧 
び高いため、タイヤを損傷するお 
それびあります。 

• パークト□ニックセンサー、 パー 
キングアシスト U アビューカメラ 
やサイドビューカメラには、高圧 
式スプレーガンや スチーム ク U — 
ナーを使用しないでください。セ 
ンサーやカメラ、塗装面を損傷ず 
るおそれびありまず。 


* オプシヨンまたは仕様によ D 装備び異なります 
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サービスデータ 


純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー社では、点検や整備に必要 
な純正部品を豊冨に用意してし''ます。 

x ルセデス-ベンツ純正部品は厳格な 
基準により品質管理されております。 
点検や整備、修理のとさは必ず純正部 
品を使用して < ださい。 

アクセサリーについてち、ダイムラー 
社またはルセデス-ベンツ日本株式 
会社び指定する製品だけを使用して< 
ださい。 

警告 A 


どんな場合でち、ブレーキ関連部 
品などの重要保ま部品や走行系統 
に使用ずる部品に、純正部品じ(外 
のちのを使用しないでくださし'1。 
事故やけびの原因になります。 


ま意！ 

• しソ下の場所の周囲には、エア 
バッグや シー トベルトテン シヨ 
ナーのコント□ール ユニッ トや 
センサー類び取り付けられてし、 
ます。これらの部位にオーディ 
才などを追加装備したり、修理 
や飯金作業などを行な5と、エ 
アバッグや シー トベルトテン 
シヨナ ーの 作動に悪影響をちえ 
るおそれびあります。 

〇エアバッグ収納部 

〇 シー トベルト 

〇インストルメントパネル 

〇 センターコンソール 

◊ドア 

◊シート 

〇 ピラー 付近 

〇サイドシル付近 

詳しくは指定サービスエ場にお 

たずねください。 

• 車の電モ制御部品やソフトウェ 
アを改造しないでください。事 
故や故障の原因になります。ま 
た、関連する化の装備にち悪影 
響を与えるおそれびあります。 


-車載無線機など電装アクセサ 
U —を装着ずるとをは、指定 
サービスエ場に相談してくださ 
し、装着方法などび適切でない 
と、車の電子制御部品に悪影響 
を与えることびあります。また、 
電気配線を間違えると、义災や 
故障の原因になりまず。 

-ウインドウに透日月な吸盤を貼り 
付けないでください。吸盤びレ 
ンズとして作用し、火災び発生 
ずるおそれびありまず。 

知識 

純正部品じ(外の部品を化用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連箇 
所に不具合び生じてち、保証を適 
用でをないことびありまず。 

環境 9 


ダイムラー社では、資源の有効利 
用を促進ずるため、1」サイクル部 
品を積極的に導入しています。 


9-2 










サービス デー タ 


ビークルプレート H 


ビークルプレート 


純正部品をを文するとをに車台番号 
あるいはエンジンま号などび必要に 
なることびあります。 

車台番号やエンジン番号などは図の 
箇所に記されています。 



③エンジン番号 
③車台番号 

⑥ 車台番号 

⑦ オプシヨンコードプレート 


ニューカープレート 



①ニューカープレート 


運転席側または助手席側のセンター 
ピラー 下部に車台番号および カラー 
コー ドび記載された ニューカープ 
レート①び貼付してありまず。 


r エンジンま号 



ML 己已〇 

② エンジン番号 

エンジンブ□ック後部にエンジンま号 

③ び巧刻されています。 
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サービスデータ 


ビークルプレート 
車台ま号 



③ 車台番号 

④ リアシートクッション 

⑤ カーペット 

ち側リアシート下部のボディフレーム 
に車台番号③び巧刻されています。 

車台ま号を確認ずる 

► ち側の U アシートクッション④を 
引を起こします。 

► カーペット⑥をめくり上げまず。 



⑥車台番号 

ダッシュパネルの図の位置にを車台ま 
号⑥び巧刻されています。 


オプションコードプレート 



⑦オプシヨンコードプレート 

ボンネットの裏側にオフシヨンコード 
を示すプレート⑦び貼付してあります。 
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サービスデータ 





注意！ 

電球を交換ずるとさは、実隙に車 
両に装着されてし''る電球の規格を 
確認してください。 



ランプ 

ワット数け見格） 

① 

パーキングランプ/車幅灯 

目 W 

③ 

へッドランプ（上向き） 

5己 W (H7) 

③ 

ヘッドランプ（上向き/下向き） 

3已 W (キセノン D] S) 

④ 

ドアミラー方向指示打 

LED (発光ダイオード） 

⑥ 

フ□ント方向指示灯 

已 W (黄色） 

⑥ 

フ□ント方向指示灯 

21 W (黄色） 

⑦ 

フ□ントフォグランプ 

目己 W (H11) 

⑨ 

八イマウントブレーキランプ 

LED (発光ダイオード） 

⑨ 

ブレーキランプ 

21 W 

⑩ 

U ア方向指示灯 

21 W (黄色） 

⑩ 

⑩ 

テールランフ/パーキングランプ 
/ U アフォグランプ（ち側のみ） 

21 W (2 個使用） 

⑩ 

バックランプ 

21W 

⑩ 

ライセンスランプ 

曰 W 


※言 己載の内割ま、取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


ヒュースー覽 



111 

112 
1 13a 

114 

115 

116 
] 17 
118 

119 

120 

121 

122 

123 

124 

125 


30 A 

7百 A 
15 A 

巳 A 
已 A 
7.已 A 
7万 A 
巳 A 

10 A 

20 A 
2己 A 


オー トマチック 
トランス云ッシヨン 

ヘッド ランプ光軸自動調整 

ホーン 

診断ソケット、エンジンコ 
ント□—ルユニット 

ESP 

オー トマチック 
トランス云ッシヨン 

オプション 

エンジンコント□一 J レ 
ユニット 

お就 

エンジンコント□一 J レ 
ユニット 

余熱 ヒーター 

エンジン スターター 

お就 

お朗 

お就 


ヒューズボックス 
(グ□ーブボックス横) 


ヒユーズ 
番号 

アンペア 

数 

装置名 

10 

10 A 

U アエアコンディショナー 
ブ□ァモーター 

11 

已 A 

インス トル六ントノ f ネル 

12 

15 A 

エアコンディショナー 

モジュール 

13 

已 A 

ステア1」ング謂陸、 

スイッチノ f ネル 

14 

7万 A 

エンジンスイッチ、 

C □チてンジヤー 

1已 

已 A 

コンパスモジュール 

16 

— 

ぉ朗 

17 

— 

ぉ郎 

18 

— 













31 


10 A 


ヒューズボックス 
(ラゲツジルーム内ち側) 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

20 

已 A 

アンテナ 

21 

已 A 

U アコント□—ルパネル 

22 

已 A 

パークト□ニック、を熱 
ヒーター 

23 

10A 

携^^舌ユニット 

24 

40A 

シートベルトテンシヨナー 

2已 

1己 A 

ラジオ 

26 

2已 A 

瞬席側ドア 
コント□—ルユニット 

27 

30A 

目好席シート調整 

2扫 

30A 

W 骗シート調整 

29 

40A 

シートベルトテンシヨナー 

30 

40A 

1 燃料ポンプコント□一 J レ 

ユニット 


32 

33 

34 

3已 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 


15A 
2 已 A 
2已 A 

30A 

10A 

已 A 

10A 
7 百 A 
40A 

2已 A 
2 已 A 
20A 


サービス デー タ 


ヒュースこ貴^^! 


オプション 

AIR マティックサスペン 
ションコント□ールユ 
ニット 

オプション 

側ドア 

コント□—ルユニット 

オーディオアンプ 

VICS システム 

パーキングアシストリア 
ビューカメラ 

マルチフアンクション 
コント□— ラー 

タイ中空気システム 

EASY-PACK 自動開閉 
テールゲート 

ルーフユニット 

スライデインクV レーフ 

オプション 

お朗 


45 

20A 

1 2V 電源ソケット（セン 
ターコンソール後端、ラ 
ゲッ巧 b- ム） 

46 

15A 

ライター 

47 

10A 

オプション 

48 

已 A 

EASY-PACK 自動開閉 
テールゲート、リアディ 
ファレンシャル□ックコ 
ント□ールユニット 

49 

30A 

リァデフォッガ ー 

已〇 

15A 

U ァワイパー 

己] 

己 A 

エンジンコント□ールユ 
ニット 

已2 

己 A 

シートベルトテンショ 
ナ ー、 U アディファレン 
シャル□ックコントロ ー 
ルユニット 

已3 

己 A 

AIR マティックヴスペン 
ション、燃料ポンプコン 
卜□—ルユニット 

54 

已 A 

ヘッドランプ光軸自動調整 
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サービス デー タ 


它ューズー覽 


63 

30 A 

シー ト讓 

64 

— 

お就 

白已 

- 

お朗 

白己 

2已 A 

または 

30 A 

マルチコント□ール 
シートバッ女 

67 

2已 A 

1」アファン 

白8 

— 

お就 

6白 

30 A 

1」アディファレンシャル 
□ックコント□ールユ 
ニット 

70 

— 

mm 

71 

— 

お就 

72 

— 

お朗 


(200 巨-〇已 -0 己 • A 1 64 004 99 99) 


ヒューズ 

番号 

アンペア 

数 

装置名 

巳己 

7百 A 

インストルメントノ f ネル、 
ランプスイッチ 

已臣 

已 A 

自己診断ソヶット 

已7 

20 A 

燃料ポンプ 

已8 

7百 A 

診断ソヶット 

59 

7百 A 

NECK PRO アクティブ 
へッ ドレスト 

60 

已 A 

グ□ーブボックスランプ 
フ□ントワイノ（一 

V 1 CS システム 

61 

10 A 

エアバッグシステム 

62 

30 A 

贈席シート醒 


知識 

-仕様-装備などの違いにより、 
ヒューズび異なることがあり 

CJ^ 9 〇 

-記載の内容は取扱説明書作成時 
点のをので、予告なく変更され 
ることびあります。 
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サービスデータ 


I I II I III ■ 


オイル-液類 


必ずダイムラー社の純正品または指定詳し<は指定サービスエ場におたずね 
品のみを使用して < ださい。 < ださし、。 



車種 

容量（ぶ） 

指定品目 

備考 

エンジンオイル 

ML 3已日 4 MATIC 

約8.日 

承認オイル 

オイルフィルター分を含む 

ML 己已〇 4 MATIC 

約9.日 

ML 色3 AMG 

約 9. 7 

ディファレンシャル 
オイル 

全車 

— 

承認オイル 

八イポイドギアオイル 
SAE 90、 8己 W 白0 

パワーステアリング 

オイル 

全車 

— 

純正パワーステア 

U ングオイル 

専用オイル 

ブレーキ液 

全車 

— 

純正ブレーキ液 

□0 T 4規格 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


■ I III I III 



車種 

容量（む 

t 曰ぶ□□口 

備考 


ML 3已〇 4 MATIC 

約9.己 



ちま P 水 

ML 已已〇 4 MATIC 

約]日.0 

純正不凍液 

水に純正不凍液をミ居ぜて 
使用。濃度にま意 (8-7) 


ML 63 AMG 

約11.目 



ウォッシャー液 

全車 

約 7.7 

純正ウインドウ 
ウォッシャー液 
冬用、夏用 

水と純正ウォッシャー液を 
混ぜて使用 


注意！ 

• オートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルの交換については 
別冊「整備手帳」をご参照 < だ 
さい。 

•才ートマチックトランス S ッ 
シヨンオイルは専用品のみを使 
用して < ださい。 

※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることがあります。 


• オートマチックトランス三ッ 
ションオイルの漏れを見つけた 
り、トランスミッションの作動 
に異萬を感じたときは、指定 
サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 
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サービス デー タ 



車種 

容量（ぶ） 

指定品目 

バッテリー 

全車 


1 2 V / 9曰 Ah 

エアコン デ イシ ヨナー 
冷媒 

全車 


R 134 a 

燃料 

全車 

約9己.日 

無鉛プレ S アム 
ガソリン 


ま意！ 

• 燃料は無鉛プレミアムガソ U ン 
を使用してください。 


• 指定(がの燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用ず 
ると、燃料系部品の腐食や損傷 
などによりエンジンび故障した 
り、火災び発生するおそれびあ 
りまず。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 


オイル.液類 ■ 
備考 

運転席シー h 下部に装備 

R -1 2を使用しないこと 

警告灯点な時の残量 
約] 

( ML 巨3 AMG は約]已む 

指定(外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用し 
て、故障び発生した場合はな証 
の適用外となりますので、ご了 
承ください。 
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サービスデータ 


ホイール 


タイヤとホイール 


[標準タイヤ/ウインタータイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールヴイズ 

オフセット 

ホイール材質 

ML 350 4 MATIC 

235 / 6曰 R ] 7 

7.5 JX 17 

目巨 mm 

軽合金 

ML 3已日 4 MATIC 
スポーツパッケージ装着車 

2已已/已 OR ] 9 

8.0 」x ] 白 

60 mm 

軽合金 

ML 350 4 MATIC 
ラグジユア U —パッケージ装着車 

235 / 巨己 R ] 7 

7.已 」X ]7 

已目 mm 

軽合を 

ML 己己0 4 MATIC 

2已5 /已已 R ] 8 

8.0 」x ] 谷 

巨日 mm 

軽合金 

ML 己已〇 4 MATIC 

AMG スポーツパッケージ装着車 

2曰5 / 已 OR ] 9 

8.5 JX 19 

目谷 mm 

軽合金 

ML 巨3 AMG 

29已 / 40 R 20 

1 0.0 JX 20 

46 mm 

軽合を 


注意！ 

ウィンタータイヤのサイズはダイ 
ムラー社び指定ずるちので、日本 
国内で発売されているスタッドレ 
スタイヤは、表記のサイズに対応 
していないことびあります。 


知識 

-燃料給油フラップの裏側にタイ 
ヤ空気圧ラベルび貼付してあり 
ます。 


• ウィンタータイヤや スノー 
チェーンについては、指定サー 
ビスエ場におたずねく ださい。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービス デー タ 


タイヤとホイール 


G 応急用スペアタイヤ 


車種 

タイヤサイズ 

ホイールサイズ 

オフセット 

ホイール材質 

タイヤ空気圧 

ML 350 4 MATIC 

T ] 已己/ 90 D ]8 

4.00巨 X ] 8 

40 mm 

スチール 

4.2 bar / 61 psi / 420 kpa 

ML 550 4 MATIC 

T ] 百曰/ 90 D ]8 

4.00巨 X ] 8 

40 mm 

スチール 

4.2 bar / 61 psi / 42日 kpa 

T ] 曰 5/80 R ] 吕 

4.己巨 X ] 白 

40 mm 

スチール 

4.2 bar / 61 psi / 420 kpa 

ML 63 AMG 

] 8已 / 65-1 9 

己.己巨 X ] 目 

1 3 mm 

軽合金 

3.5 ba 「 / 己 ] psi 


注意！ 

応急用スペアタイヤにはスノー 
チェーンを装着しないでください。 
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※記載の内容は、取扱説明書作成時点のもので、予告なく変更されることびあります。 
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サービスデータ 


積載巧物の制限重量 


積載荷物の制限重量 


車種 

ルーフレール 

し 全車 

1 00 kg 


I 知識 

ルーフ レールの 制限重量には、 
ルーフラックやアタッチントの 
重量も含まれまず。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時点のわので、予告なく変更されることびあります。 
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故障/警告メッセージ 



10-2 トラブルの原因と対応 10-1 已 


10-1 




こんなとさは 


故障/警告 メツセー ジ 


故障/警告メッセージ 


車の機能やシステムに故障や異南び発 
生すると、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイに警告やミ主意、対応方法など 
び表示されます。 

知識 

-故障/警告メッセージによって 
は警告音び鳴ることびありま 
す。また、重要度の高いメッセ 
ージは、赤色で表おされます。 

-重要度の低いメッセージは、数 
秒後に自動的に消えます。 

• ステア1」ングの MBI liHI や 
0区3、または U セットボタ 
ン （3-8 巨） を押ずと、メッセ 
ージび消え、故障内容び記憶さ 
れまず。 

-重要度の高いメッセージは、 
故障や異萬び解消するまで、 
メッセージび消えない場合び 
あります。 


ま意！ 

• 走行ずる前にエンジンスイッチ 
を吕の位置にして、メーターパ 
ネルの表示好/警告灯び点 I灯 
し、マルチフアンクシヨンデイ 
スプレイび表示されることをお 
ず確認してください。 

• メーターパネルやマルチフアン 
クシヨンディスプレイび故障し 
た場合は、表おI 灯/警告灯や故 
障/警告メッセージび表示され 
ません。車の操縦性などに悪影 
響をおよぼずよラな故障や異萬 
び発生した場合は内容び確認で 
をないため、ただちに指定サー 
ビスエ場に連絡してくださし、。 

-表示される故障や異萬は、一部 
の限られた装備についてであ 
り、また表示される内容ち限ら 
れています。故障表示機能は運 
転ちを支援ずる装置でず。発生 
した故障や異苗に対処して車の 
安全性を維持ずる責任は運転ち 
にありまず。 


-点検整備や修理などは、必要な 
専門知識と専用工具を備えた指 
定サービスエ場で行なラことを 
お勧めします。 

特にを全に関わる整備について 
は、必ず指定サービスエ場で点 
検整備や修理を行なつてくださ 
し、不適切な作業を行なラと、 
事故や故障の原因になりまず。 

》記載の故障/警告メッセージは、 
取扱説明書作成時点のちのです。マ 
ルチフアンクションディスプレイの 
表記などは、予告なく変更-追加さ 
れることびあります。 


10-2 






こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


文字メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え6れる原因および症状 

対応 

ABS 

ABS 卜 ESP シヨのカノウ！ 

7ニユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがあります 

システムの自己診敞び完了していないなどのた 
め、一時的に A 巨 S と ESP び作動しない状態に 
なっている。同時に巨 AS の機能わ解除されて 
いる。 

上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ時 
の制動力は確保されている。 

► 約 20 km / hUI 上の速度で短い距離を走行してください。 

乂 ッセージび消えれば、作動でさる状態になりまず。 



A 事故のおそれがあります 

電圧低下のため、 ABS と ESP 、 PRE - SAFE の 
機能び解除されている。同時に巨 AS の機能ち解 
除されている。 

上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ時 
の制動力は確保されている。 

► 十分ミ主意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A 目 S 卜 ESP ] ショウ 
にユアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ABS と ESP 、 PRE - SAFE の機能 
び解除されている。同時に巨 AS の機能も辭除さ 
れている。 

上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ時 
の制動力は確保されている。 

► 十分ミ主意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

A ” ツテリ-ホ]’’： 

] ン丸-トキノウ 
ヶ、’州。イ 
フカノウ 

バッテリーの電圧び低下しているため、リア 
デフォッガーなどの電気装備に電力の供給び 
でさない。 

電圧び回復ずると、電気装備を作動でさるよラになります。 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 


cop ESP シヨウテ。キマセン! 

に L アルヲサンシヨウ 


ESP ] ショウ 
7ニュアルヲサンショウ 


] ショウ 

にュアルうサンショウ 


考え5れる原因および症が 

対応 

A 事故のおそれがあります 

システムの自己診断び完了していないなどのた 
め、一時的に ESP び作動しない状態になってい 
る。同時に BAS の機能を解除されている。 

► 約 20 km/h 政上の速度で短い距離を走行してください。 

方ッセージび消えれば、作動でさる状態になります。 

A 事故のおそれがありまず 

電圧低下のため、 ESP と巨 AS、PRE-SAFE の 
機能び解除されている。 

上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ時 
の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点横を受けてください。 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 ESP と日 AS、PRE-SAFE の機能 
び解除されている。 

メーターノ ネルの ESP / ETS 表示好び点灯して 

し''る。 

上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ時 
の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走巧してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

走行中にメッセージび表示され、六ーターパネ 
ルの ESP / ETS 表示灯び点滅しているとをは、 
ブレーキの過熱を防ぐため ETS の機能び解除さ 
れている。 

ブレーキび冷えれば、 ETS は自動的に待機状態になりまず。 

乂 ッセージび消え、 ESP / ETS 表示灯ち消口します。 


10-4 






ディスプレイ表示 

P レンシ。" 

テイシグノミ 

セレク州" 

ソウ:!クイチ 

■ 

■ 

1 ] ン对-トキノウ 

以ョゥ テ。キマス 

■ 

キ''柯 I ング切'‘二 
] ウシ''ヨウテ'‘テンケン 

[-.3 

I ングンスタ-卜 
ノが 

P マ州 N ニシつ卜 

フ。レトフ 

] ショウ 
にュ乃け 
サンショウ 


考え5れる原因および症状 

走行中にシフトポジションを la にしようと 
した。 


シフトポジションび1〇、 la、igl のいずれ 
かのときに運輯席ドアを開いた。 


バッテリーの電圧び回復し、電気装備び作動 
でさるよラになつた。 

故障のため、シフトポジションを変更でき 
なし、。 


シフトポジションが ra か la のとをにエン 
ジンを始動しようとしている。 


PRE-SAFE び故障している。 

エアバッグなど化の棄員保護装置の機能は確 
保されている。 


こんなとさは 


故障/警告メツセージ ■ 


対応 


► 周囲の状況にミち意しなびら、すみやかにを全な場所に停車し 
て < ださい。 

► シフトポジションを la にしてください。 


► 車から離れるときは、シフ h ポジションが la になっていて、 
パーキングブレーキび確実に効いていることを確認してく 
ださい。 


シフトポジションが lO のとき 

► シフトポジションを ID から動かさないよラにして、指定 
ヴービスエ場まで走行してください。 

シフトポジションが Ml 、 |〇、 la のいずれかのと去 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


► シフトポジションを la か ui にしてくださし、。 


► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 
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こんなと走は 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

夕仆クウキアジ 

タイヤヲテンケン！ 

タイヤ空気圧警告システムびタイヤからの空 
気漏れを検知した。 

► 周囲の状況に注意しなびら、急八ンドルや急ブレーキを避 
けて停車してください。 

► タイヤを点検してくださし、。 

► タイヤ空気圧を点検し、必要であればタイヤ空気圧を適正 
にして < ださい。 

► 必要であれば該当するタイヤを交換してください（7-7)。 

► タイヤを交換し、適正なタイヤ空気圧に調整した後に、タイ 
ヤ空気圧警告システムを再起動して<ださい（4-9)。 

夕仆ヲテンケン 

ソノ]、、 

タイヤクウ巧ツ 
ケイ]クシステム 
サイ外''ウ 

タイヤ空気圧警告システムの警告び行なわ 
れた。 

► ずべてのタイヤの空気圧び適正であることを確認してくだ 

さし、。 

► タイヤ空気圧警告システムを再起動してください (4-9) 〇 

タイヤクウキアツ 

ケイ]クシステム 
] ショウ 

故障のため、タイヤ空気圧警告システムの機 
能び辭除されている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

クル-: r ] ントロ- 
ル巧ピ 
化。-ドリミッタ- 

] ショウ 

クルーズコント□ールまたは可変スピードリ 
=ッターび故障している。 

► 指定サービスエ場でクルーズコント□ールおよび可変スピ 
ード U S ッターの点検を費けてください。 

クル-ス” 

] ントトル 

—— km/h 

設定条件を満たしていないとさにクルーズコ 
ント□ールを作動させよラとした。 

► 設定条件を満たしているとさは、約 30 km / h 政上の速度で 
走行して、クルーズコント□ールを設定してください。 

または 

► クルーズコント□ールの設定条件を確認してください。 


10-6 














こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


イラストメッセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 



テールゲートび完全に閉じていない状態で走 
巧している。 

► テールゲートを閉じて < ださい。 



A 事故のおそれがあります 
盗難防止警報システム装備車 

ボンネットび完全に閉じていない状態で走行 
している。 

► 周囲の状況にミ主意しなびら、を全な場所に停車してください。 

► ボンネットを閉じて<ださい。 

■誦 


A 事故のおそれがあります 

ドアび完全に閉じていない状態で走行して 
いる。 

► ドアを閉じてください。 

nn 


ラジェターの冷却ファンび故障している可能 
性びある。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

■Ml 


政下の原因によりバッテ U —び充電されてい 

ない。 

• オルタネーターの故障 
- v ベルトの損傷 
• 電気システムの故障 

► 周囲の状況に注意しなびら、ただちに停車してください。 

► v ベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとを 

► 走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトが切れていないとさ 

► ただちに指定サービスエ場で点検を費けてください。 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え5れる原因および症状 

対応 

■Ml 

A " ッテリ-/オルタネ-夕 
テイ外シテクタ'‘サイ！ 

バッテ I 」一び故障している。 

► 周囲の状況に注意しなびら、ずみやかに安全な堤所に停車して 
ください。 

► 走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

因 

つ’、レ-キ"。ッド7モウ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 

► すみやかに指定サービスエ場でブレーキパッドを交換して 
<ださい。 

圆 

EBV . ABS , ESP 
] ショウ 

7ニュアルヲサンショウ 

A 事故のおそれがありまず 

故障のため、 E 巨 V と A 巨 S 、 ESP と PRE-SAFE 
の機能び辭除されている。同時に日 AS の機能ち 
辭除されている。 

上記の機能は作動しないび、通常のブレーキ時 
の制動力は確保されている。 

► 十分注意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


T レ-キオイル 
レ V )レテンケン 

A 事故のおそれがありまず 

I 」ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 

し)る。 

► 周囲の状況に注意しなびら、すみやかに安全な場所に停車 
して < ださい。 

► 走行しないでください。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

►状況を問わず、ブレーキ液を補給しないで<ださい。ブレ 
ーキ液を補給してち問題は解消しません。 

圆 

/ r - キング T レ-キ 
カイシ'‘ョシテクタ''サイ！ 

パーキングブレーキを解除しないで走行し 
ている。 

► パーキングブレーキを解除してください。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 6 れる原因および症状 

対応 


SRS システム 
] ウシ''ョウテ'‘テンケン 

棄員保護補助装置び故障している。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


フュ-1ル7イルタ 
セイソウ 

燃料フイルターに水びたまっている。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 

国 

レへ' 'J げョウセイシヨの力 

政下のとをには車高の調整びでをない。 

-設定しようとしている車高レベルに対して、 
走行速度び速すぎる 
-けん引車両びある 
-けん引装置を使用している 

► 速度を落としてから、車高を調整してください。 

► けん引装置を使巧していないか確認してください。 


] ン T レッサレイキャク 
才巧クタ''サイ 

車高レベルを頻繁に変更したためにエアポン 
プを;令却ずる必要びあるとをに、車高を上げ 
よラとした。 

► 車高レベルに合わせて走巧してください。 

► 路面との間に十分な空間び確保されていることを確認して 
<ださい。 

► エアポンプび冷却されるまで待ってください。 

エアポンプび冷却されるとメッセージび消え、選択した車 
高レベルに設定されまず。 


グョウショウチュウ 

max . 30 km/h 

車高びオフ□ー ドレべル3 * に設定されよラ 
としている。 

► 約 30 km/hUrF の速度で走行してください。 


max . 30 km/h 

車高びオフ□—ドレべ J レ3 * に設定されている。 

► 約 30 km/hUrF の速度で走行してください。 
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* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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こんなと走は 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 


国 

力]ウチュウ 

max . 30 km/h 


ソクド30 km / h イカニ 

ヶ。ンソク 

閣 

テつ□ツクシステム ] ショウ 
] ウシ'‘ョウテ'' テンケン 


テ''兀ツクシステムカネツ 
ス]シオ巧クタ'‘サイ 

圈 

] ショウ 


考え5れる原因および症状 

車高びオフ□ー ドレべル 3* からオフ□ー ド 
レベル吕 * に設定されよラとしている。 

A 事故のおそれがあります 

車高びオフ□ー ドレべル 3* のときに、走行 
速度び約 30km/h を超えた。 

ディファレンシャルシステム*び故障している。 

ディファレンシャルシステム*び過熱してい 
るため、デイファレンシャル□ックび解除さ 
れている。 


故障のため、 DSR の機能び解除されている。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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対応 


► 車高びオフ□-ドレべル2に設定されるまで約 30km/h しソ下 
の速度で走行してください。 

► 約 30 km/hUrF の速度で走行してください。 

► 変化したノ Vンド IJ ング特性に合わせて走行^してください。 

► 急激および大舌なステアリング操作をしないでください。 

► 八ンド U ング特性の違いにミち意して走行^してください。 

► 約 80 km/h を超えないように走巧してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けて<ださい。 

► 十分注意して走行してください。 

► ディファレンシャルシステムび;令却されるまで待ってく 
ださい。 

ディファレンシャルシステムびを却されるとメッセージび 
消え、デイファレンシャルび□ックされまず。 


► 指定サービスエ場で DSR の点検を受けてください。 










こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

閣 

テイ外 

/、--キング T レ-キソウサ 

□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り替えび完 

了していない。 

トランスファー*びニュートラルになってい 
て、エンジンと駆動輪びつなびっていなし、。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な堤所に停車してください。 

► パーキングブレーキを確実に効かせてください。 

► 走巧しないでください。 

► 再度□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り誓え操作を巧なっ 
て < ださい。 

圈 

] ウシ''ヨウテ'' テンケン 
テイ外グ P 了レ-キソ州 

トランスファー*び故障している。 

► 約 80 km/h を超えないように走行してください。 

► 駐車するときは、パーキングブレーキを確実に効かせてくだ 
さぃ。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


max . 70 km/h 

テ、、 V 0 D 

走行速度び約 70 km/h を超えているため、 □ 
ーレンジからノーマルレンジへの切り曾え操 
作びでさない。 

► 約 70 km/h 政下の速度で操作してください。 


max . 40 km/h 

テ、、 ？)] ゥ 

走行速度び約 4 C ) km/h を超えているため、ノ 
ーマルレンジから□ーレンジへの切り誓え操 
作びでさない。 

► 約 40 km/h 政下の速度で操作してください。 


タングカン N 二 
シ 7 トシテクタ''サイ 

シフ h ポジションが IJI になっていないとを 
に、トランスファーキを操作しようとした。 

► シフトポジションを IM にしてください。 


シフトド州キャンセル 
サイキドうシテクダサイ 

□ーレンジ/ ノーマルレンジの切り替えび完 

了していない。 

► 再度切り替え操作を行なってください。 
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* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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こんなとさは 


故障/警告 メツセー ジ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

nn 

レイキャクスイテイ外シテ、 

エングンヲテイシ！ 

冷却水の温度び高ずざる。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止して < ださし、。 

► 方ッセージび消えてからエンジンを始動してください。メッ 
セージび消えるまで待たないと、エンジンを損傷するおそれ 
びあります。 

► 冷却水湿度画面 (4-11) で冷却水湿度を点検してください。 

► :令却水温度び再び上昇する場含は、ただちに指定サービスエ 
場で点検を賣けてください。 



V ベルトび切れている可能性びある。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止してくださし、。 

► V ベルトを点検して < ださい。 

Vベルトが切れていると走 

► 走行しないで < ださい。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 

Vベルトが損傷していないと走 

► ッセージび消えない場合はエンジンを始動しないでくだ 
さい。エンジンを損傷ずるおそれびあります。 


レイキャクスイすが、ュウ 

冷却水量び不足している。 

► 冷却水を補給してください（8-7)。 

► 通常より頻繁に;令却水を補給している場合は、指定サービス 
工場で;令却システムの点検を受けてください。 


10-12 








了 


イスプレイ表示 


考え5れる原因および症状 


の 


国 




try D - ピ-ムり 

ちへッドランプ(□—ビーム)び切れている。 

才-トラ仆 
] ショウ 

ランプセンサーび故障している。自動的にラ 
ンプび点なする。 

ラン T ヲ 

ケシテクタ"サイ！ 

ランプスイッチを区因の位置にしたままエン 
ジンスイッチからキーを振さ、運転席ドアを 
開いた。 

I ア州-ナ 
] 如ン 

エアフイルターの交換時期になっている。 

わウユノサイニ 
オイル 1/ V ' ルテンケン 

エンジンオイル量び限巧まで下びっている。 

キ助ノサイニ 

1リツタ-オイル3ツ伽 

エンジンオイル量び不足している。 


1) 他のランプび切れたとさは、この例しソ外のメッセージび表おされます。 
車外ランプいずれかに異甫び発をすると、その箇所び表おされます。 


こんなとをは 


故障/警告メツセージ ■ 


対応 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

►マルチフアンクシヨンディスプレイの各種設定で、ランプ 
を手動点口に切り替えてください（4-37)。 

► ランプスイッチでランプを点な/消灯してください。 

► ランプスイッチを匡■の位置にしてください。 


► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► エンジンオイル量を点検して、必要であれば補給しくださ 

い（8-8、9)。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 
定:サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れていないか 
点検を受けてください。 

► エンジンオイルを補給して、エンジンオイル量を点検して 
ください（8-8、日)。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 

定サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れていないか 10 
点検を受けてください。 "" 
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こんなとさは 


故障/警告メツセージ 


ディスプレイ表示 

考え 5 れる原因および症状 

対応 


エングンオイルレへ、、ル 
テイ外シテエングンテイシ 

エンジンオイルびほとんどな<なっている。 

エンジンを損傷ずるおそれびある。 

► 周囲の状況に注意しなびら、安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止して < ださし、。 

► エンジンオイルを補給して、エンジンオイル量を点検して 
ください（8-8、9)。 


エングンオイルレへ''ル 
オイル 3 31 イテクタ''サイ 

エンジンオイル量びをすぎる。エンジンや触 

媒を損傷するおそれびある。 

► エンジンオイルを损いてください。オイルを廃棄ずるとを 
は規則に従ってください。 


オイルレへ''ルシテイノ 
] ウシ'‘ョウテ'' テンケン！ 

エンジンオイル量び限巧まで下びっている。 

► エンジンオイルを補給して、エンジンオイル量を点検して 
ください（8-8、9)。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場合は、指 
定サービスエ場で、エンジンからオイルび漏れていないか 

点検を費けてください。 


エングンオイルレへ''ル 
ソクテイフカノウ 

エンジンオイル量計測システムび故障して 
し)る。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


キ -3 

] 如ンシテクタ'‘サイ 

キーび機能しなくなっている。 

► 指定サービスエ焉で点検を受けてください。 

四 

ネンリョウリサ'‘-つ'' 

キュたシテクタ'‘サイ 

燃料の残量びかなくなっている。 

► 最寄りのガソリンスタンドで給油してくださし、。 

固 

ウオッ外 I キ 
ホグュウ 

ウォッシャー液量び U ヴーブタンクの約1 /3 

まで減っている。 

► ウォッシャー液を補給してください（8-14)。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


トラブルの原因と対応 


スイッチやボタンの表示な/警告な I 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状 

巧応 

シートヒータースイッチの表示灯び点 

滅してし)る。 

多くの電気装備び使巧されているために電圧 
び低下し、シートヒーターび自動的に停止し 
ている。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、シートヒーターは自動的に作動を開始 
しまず。 

エアコンディショナーの AC スイッチを 

押して右、表示灯び点灯しなかったり、 
点ミ威ずる。 

エアコンディショナーの AC スイッチ 

を巧しても、除湿/冷房されない。 

エアコンディショナーの;令媒び不足している 
か、冷却システムび故障している。 

► 指定ヴービスエ場でェアコンディショナーの点検を受けて 
<ださい。 

1」アデフォッガースイッチの表示:〇び 

点滅している。 

リアデフォッガーび短時間で停止ず 
る。または作動しない。 

多くの電気装備び使用されているために電圧 
び低下し、 U アデフォッガーび自動的に停止 
している。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復ずると、 U アデフォッガーは自動的に作動を開 
始します。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[メ—夕-パネルの表示な/警告灯] 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

ViSW エンジンびかかってい 
るときに黄をの ABS 

警告灯び点灯ずる。 

A 事故のおそれがあります 

故障のため、 A 日 S の機能び辭除されている。 
同日寺1こ巨 AS と ESP 、 PRE - SAFE などの機旨目 
も解除されている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている 
び、上記の機能は作動しないため、急ブレー 
キ時などにタイヤび□ックする可能性びある。 

► 十分注意して走行してください。 

► マルチフアンクションディスプレイの故障/警告メッセー 
ジに従って < ださし、。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


A 事故のおそれがあります 

電圧低下のため、 ABS の機能び解除されてい 
る。バッテリーび充電されていない可能性び 
^5る。 

同日寺1こ巨 AS と ESP 、 PRE - SAFE などの機旨目 
も解除されている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている 
び、上記の機能は作動しないため、急ブレー 
キ時などにタイヤび□ックする可能性びある。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

電圧び回復すると、 A 巨 S は作動でさる状態になりまず。 
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トラブル 考え5れる原因および症状 

エンジンびかかつてい A 事故のおそれがあります 


るとさに黄色の ESP / 
ETS 表示灯、ホ色のブ 
レーキ警告灯、黄色の 
ABS 警告灯び点灯し、 
警告音わ鳴っている。 


故障のため、 E 巨 V の機能び解除されている。 
同時に A 巨 S と巨 AS 、 さらに ESP と pre ¬ 
safe などの機能ち辭除されている。 

通常のブレーキ時の制動力は確保されている 
び、上記の機能は作動しないため、急ブレー 
キ時などにタイヤび□ックする可能性びある。 




走巧中に黄色の ESP / 
ETS 表示灯び点滅する。 


A 事故のおそれがあります 

タイヤびグ IJ ップを失いかけているか車び横 


滑りをしているため、 ESP や ABS またはトラ 


クシヨンコント□—ルび作動している。 
クルーズコント□ールを自動的に解除される。 


エンジンびかかつてい A 事故のおそれがありまず 


るときに黄色の ESP / 
ETS 表示灯び点なずる。 


ESP の機能び解除されている。 

車が横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、 
車両操縦性や走巧安を性を確保ずることびで 
さない。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 B 


対応 

► 十分注意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► 発進ずるとをは、アクセルペダルを必要じ(上に踏み込まな 
いで < ださい。 

► 走 t 子中はアクセルペダルをゆるめてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運區してください。 

► ESP の機能を觸除しないでください（雪道などでの走行を 
除<)。 


► ESP を待機状態にしてください（雪道などでの走行を除く）。 
► 路面と天候の状態に合わせて運輯してください。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と対応 



SRS 


画 


トラブル 考え5れる原因および症が 

エンジンびかかつ てい^ 事故のおそれがあります 


るとさに黄色の ESP 表 
示灯び点なする。 


故障のため、 ESP の機能び解除されている。 
車び横滑りしたとさや車輪び空転したとさに、 
車両操縦性や走行安定性を確保することびで 
をない。 


エンジンびかかってい 
るとさに赤色のエアバ 
ツグシステム警告口び 
点灯ずる。 


A けがのおそれがあ0ます 

秉員保護補助装置に異常びある。エアバッグ 
やシートベルトテン シヨ ナーび不意に作動し 
たり、事故のとさに作動しない可能性びある。 


走行中にホ色のブレーパーキングブレーキを解除しないで走行して 
キ警告灯び点灯し、警いる。 

告音ち聞こえる。 


エンジンびかかってい 
るとをにホ色のプレー 
キ警告灯び点灯し、警 
告音ち聞こえる。 


A 事故のおそれがありまず 

I」ヴーブタンクのブレーキ液量び不足して 
し）る。 


10-18 


対応 

► マルチフアンクシヨンディスプレイの故障/警告メッセージ 
(10-4) に従ってくださし、。 

► 十分注意して走行してください。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► パーキングブレーキを解除してください。 
警告なび消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 


► 走行しないでください 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 

► マルチファンクションディスプレイの故障/警告メッセージ 
(10-8) に従ってください。 

►状況を問わず、ブレーキ液を補給しないで<ださい。ブレ 
ーキ液を補給してち問題は解消しません。 








トラブル 


考え6れる原因および症状 




エンジンびかかってい政下に異常びある。 

るとをに黄色のエンジ •燃料噴射システム 
ン警吉灯び点灯ずる。 •排気システム 

• イグニッシヨンシステム 
排出ガスの成分び基華値を超えたために、ェ 
ンジンびエマージェンシーモードになってい 
る可能性びある。 

フ□ントドマを閉じて ^ けがのおそれがあります 

てソシンを始動ずる前席の乗員びシートベルトを着用していない。 
と、ホ色のシートべル 

h 胃 A けがのおそれがあ0ます 

助手席シートの上に荷物を置いている。 



赤色のシートベルト» A けがのおそれがあります 

曰なか…、;威し' 日=口曰前席の栗員びシートベルトを着用していない 
&U 扇の。 状態で走行し、速度び約2已 km/h を超えた。 


A けがのおそれがあ0ます 

助手席シートの上に荷物を置いた状態で走巧 
し、速度び約2已 km/h を超えた。 

エンジンびかかってい燃料の鶏量びかなくなっている。 

るとさに黄色の燃料殘 
量警告灯び点灯する。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► ずみやかに指定サービスエ場で点検を受けてください。 


► シートベルトを着用してくださし、。 
シートベルト警告灯び消灯します。 


► 助手席シートの上に置いてある荷物を、別の場所に確実に 
固定して < ださい。 

シートベルト警告灯び消灯します。 

► シートベルトを着用してくださし、。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 


► 安全な場所に停車してから、助手席シートの上に置いてあ 
る荷物を、別の場所に確実に固定してください。 

シートベルト警告灯び消灯し、警告音ち鳴り止みまず。 

10 

► 最寄りのガソ1」ンスタンドで給油して < ださい。 


10-19 





こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


L 警告音 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が 

対応 

盗難防止警報び作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のときに、 
運転席ドアをエマージェンシーキーで解錠し 

て開いた。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさに、 
車内のレバーを引いてドアまたはテールゲー 
卜を開いたか、ボンネットの□ックを解除した。 

► キーの HI または ra を巧してください。 

または 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでください。 

警告音び鳴った。 

マルチフアンクションディスプレイに故障/警 
普メッセージび表示されている。 

►故障/警告メッセージをご覧ください（10-吕〜）。 


パーキングブレーキを解除しないで走行して 
し)る。 

► パーキングブレーキを解除して<ださい。 


ランプスイッチび因 a の位置のとさにエンジ 
ンスイッチからキーを抜き、運輯席ドアを開 
し''た。 

► ランプスイッチを D の位置にしてください。 

エンジンスイツチを吕の位置にする 
かエンジンを始動ずると、警告音び 
約已秒間鳴る。 

A けがのおそれがあ0ます 

運転席の乗員びシートベルトを着用してい 
なし、。 

► シートベルトを着用してください。 

速度び約 2 已 km/h 政上になったと 
さに警告音び鳴る。 

A けがのおそれがあ0まず 

運転席または助手席の柔員びシートベルトを 
着用していない。 

► シートベルトを着用してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 


10-20 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


事故のとを 


トラブル 

考え 5 れる原因および症状 

対応 

燃料び漏れている。 

A 爆発のおそれがあります 

燃料供給システム、または燃料タンクび損傷 
している。 

► ただちにエンジンを停止してください。 

► エンジンスイッチからキーを损いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に弓I火したり、爆発するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

損傷の程度びわからない。 

または 

損傷箇所び見当たらない。 


► 指定サービスエ場に連絡してください。 

運転席と助手席のへッドレストび前 
方に動いた。 

後方からの追突などのま故により、 NECK 
PRO アクティブへッドレストび作動した。 

► NECK PRO アクティブヘッドレストをリセットしてくださし、 

(3-24)。 
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10-21 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[燃料と燃料タンク 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

燃料び漏れている。 

A 爆発のおそれがあります 

燃料供給システム、または燃料タンクに問題 
びある。 

► ただちにエンジンを停止して<ださい。 

► エンジンスイッチからキーを损いてください。 

► 状況を問わず、エンジンを始動しないで<ださい。 

漏れた燃料に引火したり、爆発するおそれびありまず。 

► 指定サービスエ場に連絡してくださし、。 

燃料給油フラップび開かない。 

燃料給油フラップび辭錠されていない。キー 
の電池ち消耗している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください 

(3-37)。 

► 車内からテールゲートを開いてください（3-46)。 

► 燃料給油フラップを手動で解錠してください（3-61)。 


燃料給油フラップは辭錠されているび、開閉 
機構に異常びある。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


10-22 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


エンジン 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

対応 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にずると 
スターターモーターの音びずる。 

-エンジンの電気システムに異常びある可能 
性びある。 

-燃料供給に異常びある可能性びある。 

► エンジンを再始動する前に、エンジンスイッチを0の位置に 
戻してくださし、。 

► 再度、始動操作を行なってください （已 -4)。 

ただしエンジン始動操作を長時間何度ち巧なラと、バッテリ 
一びあびるおそれびありまず。 

何度始動を試みてちエンジンが始動しないとき 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンび始動しない。 

エンジンスイッチを3の位置にしても 
スターターモーターの音びしない。 

バッテ U —びあびっている可能性びある。 

► 他車のバッテ IJ - を電源として始動してください （7 -吕 4)。 
エンジンが始動しないとさ 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 


過度の負荷によりスターターモーターび過熱 
している。 

► スターターモーターび冷えるまで、約 2 分間待ってください。 

► 再度、始動操作を行なってください。 

エンジンが始動しないとさ 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンの回転び滑らかでなく、 S ス 
ファイアち起をている。 

エンジンの電気システム、またはエンジン制 
御システムに異常びある。 

► アクセルペダルを踏みすぎないで<ださい。 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けてください。 

触媒を損傷ずるおそれびありまず。 
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10-23 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 
トラスレ 

冷却水温度び約12び C を超えている。 
警告音わ鳴っている。 


エンジンび停止しない。 


考え 6 れる原因および症が 

巧応 

U ヴーブタンクの;令却水量び不足している。 
冷却水の温度び高ずぎて、エンジンび冷却さ 
れていない。 

► 周囲の状況に注意しなびら、すみやかに安全な場所に停車し 
て < ださい。 

► エンジンと冷却水を冷やしてください。 

► エンジンと;令却水び冷えてから;令却水量を点検し、必要で 
あれば冷却ホ:を補給してください（8-6、7)。 

冷却水量び正常なとさは、エンジンフアンび 
故障してし''る。 

冷却水の温度び高ずぎて、エンジンび冷却さ 
れていない。 

► 最寄りの指定サービスエ場に連絡してください。 


► エンジンルーム内にあるヒューズボックスを開さます。 

► エンジンルーム巧ヒューズボックスの120番のヒューズを 

旅きます（7-30、日-6)。 

エンジンを再始動ずるとき 

► ヒューズを交換してください。 

過度の負荷によりスターターモーターび過熱 
している。 

► スターターモーターび冷えるまで、約2分間待ってください。 

► 再度、始動操作を巧なってください。 

エンジンが始動しないとさ 
► 指定サービスエ場に連絡してください。 


10-24 





才ートマチックトランス S ッシヨン I 

トラブル 考え5れる原因および症状 

トランスミッションび正しくをまし トランスミッションオイルび減っている。 

なし、。 

加速性能び悪化している。 トランスミッションに異常びある。 

トランス S ッションび変速しない。 


こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


対応 

► ただちに指定サービスエ堤でトランス S ッションの点検を 
費けてくださし、。 

エマージェンシーモードにして、2速ギアか U バースギアで走 
巧でをる場合びあります。 

► 停車してください。 

► シフトポジションを la にして<ださい。 

► エンジンを停止して < ださし、。 

►約10秒 L ソ上待ってから、エンジンを再始動しまず。 

► シフトポジションを lO にしまず。 

2速ギアになりまず。 

または 

► シフトポジションを ra にします。 

U バースギアになります。 

► ただちに指定サービスェ堤でトランス S ッシヨンの点検を 
費けてくださし、。 
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10-25 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[パークト□ニック* 


トラブル 

考え5れる原因および症が 

対応 

パークト□ニックの赤色インジケータ 
一だけび点灯して約 2 秒間警告音び鳴 
った。 

約 20 秒後にパークト□ニックび解除 
され、パークト□ニックオフスイッチ 
の表示灯び点なした。 

パークト□ニックに異常びあり、機能び停止 
している。 

► 指定サービスエ場でパークト□ニックの点検を費けてくだ 

さし、。 

パークト□ニックのホ色インジケータ 
一だけび点灯し、約 20 秒後にパーク 
卜□ニックび解除された。 

パークト□ニックセンサーび巧れているか、 
付着物などびある。 

► パークト□ニックセンサーを清掃してください（8-36)。 
►再度、エンジンスイッチを吕の位置にしてください。 

が部の電波や超音波の干渉などにより、機能 
び停止している。 

► 場所を変えて、パークト□ニックの作動を確認してください 

(己- 10 吕)。 


* オフシヨンまたは仕様により装備び異なります 


10-26 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


へッドランプ/方向指示 I 灯 


トラブル 

考え6れる原因および症状 

対応 

へッドランプまたはドアミラー方向指 
お灯の内側び曇っている。 

外気の湿度び高くなっている。 

► へッドランプを点口して走行してください。 

しばらく走 t 子ずると、へッドランプ内側の曇りは取れまず。 


へッドランプユニットやドア S ラー方向指示 
灯ユニットび密閉されていないため、水分び 
侵入してし)る。 

► 指定サービスエ場でへッドランプやドア=ラーの点検を受 
けて < ださい。 


ワイパー 


トラブル 

考え5れる原因および症状 

巧応 

ワイノて一び正しく作動しない。 

ウインドウに障害になる物び付着している。 
ワイパーモーターの作動び停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキーを振いてください。 

► 障善物を取り除いて < ださし、。 

►再度、ワイパーを作動させてください。 

ワイパーび作動しない。 

ワイパーび故障している。 

► コンビネーションスイッチをまわして、別のモードを選択 
してください（己-31)。 

► 指定サービスエ場でワイパーの点検を受けてください。 
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10-27 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


[ウインドウ 


トラブル 

考え 5 れる原因および症が 

対応 

ドアウインドウを閉じることびでを 

なし、。 

A けがのおそれがあ0ます 

-ドアウインドウとドアフレームの間に障善 
になる物び挟まっている。 

-ドア内部のガイドレールなどに障害になる 
物び挟まっている。 

► スイッチから手を放してください。 

その位置からドアウインドウび少、し開さまず。 

► ドアウインドウを開いて < ださい。 

► 障害物を取り除いてください。 

► ドアウインドウび閉じるまでスイッチを軽く引きます。 

ドアウインドウに挟まれないよラに注意してください。 

ドアウインドウを閉じることびで舌 

なし、。 

A けがのおそれがあ0まず 

原因びわからない場合。 

► ドアウインドウび閉じないときは、一度スイッチから手を 

放し、ずぐにスイッチを軽く引さ続けます。 

または 

► ドアウインドウび自動で全開しないとさは、約己が、じ(内にス 
イッチをいっぱいに引をまず。 

挟み込み防止機能び働かない状態でウインドウび閉じます。 
ウインドウに挟まれないよラに注意してくださし、。 

数秒後に、挟み込み防止機能が働く状態になります。 

► それでち全開しない場合は、指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 


が- 


ドア S ラーび無理に前方/懐ちに曲 ► ドア云ラー格納/展開スイッチ （3-80) を、ギアび噓み合 

げられた。 ラ音び聞こえるまで巧します。 


10-28 










こんなとさは 


トラブルの原因と対応 ■ 


キ- 


トラブル 

考え 6 れる原因および症状 

対応 

U モコン操作で解錠/施錠でさない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの先端を運転席ドア八ンドルに向け、至近距離から再 
度リモコン操作をしてください。 

リモコン操作ができないとさ 

► エマージてンシーキーで運転席ドアを解錠してください 

(3-37)。 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換してください （3- 

1已)。 


キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで運転席ドアを解錠してください 

(3-37)。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を費けてください。 

キーのボタンを巧してち表示灯び点な 
しない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください （3-1 已）。 

電池は指定サービスエ場で入手でさまず。 

キーを紛失した。 


► ただちに指定サービスエ場に連糖してください。 

新しいキーの入手については、指定サービスエ場におたず 
ね < ださい。 

► ただちに自動車保険含社へキー紛失の事実を報告してくだ 
さし、。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換してください。 
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10-29 







こんなとさは 


トラブルの原因と対応 


トラスレ 

考え5れる原因および症が 

対応 

エマージェンシーキーを紛失した。 


► ただちに指定:サービスエ場に連絡してください。 

新しいキーの入手については、指をサービスエ場におにず 
ね < ださし、。 

► ただちに自動車保険含社へキー紛失の事実を報告してくだ 

さい。 

► 必要であればキーシ1」ンダーち交撰してください。 

エンジンび始動しない。 

バッテ1」一の電圧び低下している。 

► 必要のない電気装備を停止してから再度エンジンスイッチ 
をまねして < ださし、。 

それでちエンジンスイッチがまわ百ないとを 

► バッテ U —を点検し、必要であれば充電してください。 

または 

► 他車のバッテ U - を電源として始動してください （7 -吕 4)。 

または 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 


G 車を使用しないとを 


トラブル 

ちえ 5 れる原因および症状 

巧応 

エンジンを始動しない期間び約己週間 
じ(上におよぶとさ。 


► 対応について、指定サービスエ場におたずねください。 

► バッテ1」一からケーブルをがしてください。 


10-30 








さ < いん 


1 1-2 


. さくいん 




さ < いん 



アシストグリップ .6-53 


アシストグリップ .6-53 

雨降りや濃霧時の運転 .1-1 吕 

インストルメントパネル .3-2 

ウォッシャー液 .8-14 

ウォッシャー液を補給ずる .8-14 

エアコンディシヨナー （ ML 350) ……6-吕 

コント□ールパネル .6-3 

通常の使いかた （ AUTO モード）••… 6-4 

エアコンディショナーの停止 .6-5 

送風量の調整 .6-6 

送風口の選択 .6-7 

送風口の開閉 . 白-8 

送風口の風向き調整 . 巨-日 

AC モード .6-9 

内気循環モード .6-10 

デフ□スターモード . 色-12 

U アデフォッガー .6-14 

余熱ヒーター.ベンチレーション… 6-1 己 

U ア送風口 .6-16 

エアコンディシ ョナー 

(ML 已已0 / ML 63 AMG ) …… 6-18 

コント□ールパネル .6-19 

通常の使いかた （ AUTO モード） ■••6-20 

エアコンディショナーの停止 .6-21 

送風量の調整 .6-22 


送風口の選択 .6-23 

送風□の開閉 .6-24 

送風口の風向を調整 .6-2 己 

AC モード .6-2 己 

内気循環モード .6-26 

デフ□スターモード .6-28 

U アデフォッガー . 己-30 

を熱ヒーター•ベンチレーシヨン… 6-3] 

運転席モード .6-32 

フ□ントのコント□ールパネルで U ア 
エアコンディシヨナーを操作する…己-33 

1」アエアコンディシヨナー . 己-3己 

U アエアコンディシヨナーの 

作動/停止 .6-36 

U アエアコンディシヨナーの 

送風量調整 .6-36 

U アエアコンディシヨナーの 

送風口選択 .6-37 

U ア送風口の風向き調整 .6-37 

エアバッグ （ SRS エアバッグ） .2-1 1 

運転席/助手席エアバッグ .2-1 1 

フ□ント/ U アサイドバッグ…… 2-12 

ウインドウバッグ .2-12 

エンジンオイル . 召-召 

エンジンオイルの量を点検する一… 8-8 

エンジンオイルを補給する .8-9 

エンジンスイッチ . 已 -2 


エンジンの始動と停止 . 曰-4 

エンジンルーム .8-3 

オイル•液類 . 曰-曰 

才ーデイオ .4-2 已、（別冊） 

才ートマチック車の運転 . 曰-17 

エマージェンシーモード . 己-22 

才ートマチック車の取り扱い .1-13 

才ートマチックトランスミッション…已 -6 

セレクターレバー . 已-已 

シフトポジション表示 . 己-8 

走行モードの切り替え .5-9 

テイップシフト . 己-11 

才ーパーヒートしたとき .7-23 

オフ□-ドでの走行 . 已-已0 

オフ□ー ドを走行する前に . 己-己0 

オフ□—ドを走行するとき . 己-己1 

坂を上るとき . 己-己2 

坂を上り切ったとき . 己-己2 

坂を下るとき . 己-己3 

巧川などを渡るとき . 己-己4 

最大許容水深値 . 己-己已 

アプ□ーチ/デ’ノ くーチャーアンクル…己-己已 

障害物を柔り越えるとき . 己-己7 

砂地を走行するとき . 己-己7 

わだちを走行するとき . 己-己8 

オフ□-ドを走行した後に . 己-己8 
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オフ □ー ド. ドライブ.プ□グラム 

.5-65 



懐中電灯（非常信号用具） .7-3 


懐中電灯（非常信号用具） .7-3 

カップホルダー .6-47 

センターコンソールの 

カップホルダー .6-47 

U アアームレストの 

カップホルダー .6-47 

ガソリン（燃料） . 曰-11 

巧変スピードリミッター . 己-日已 

可変スピードリミッターの使いち… 5-97 

寒;を時の取り扱い . 呂 -27 

キー .3-7 

U モコン機能 .3-8 

施錠時のドア S ラーの格納 .3-1 1 

□ケイターライティング .3-1 1 

エマージェンシーキー .3-12 

ヴ マー ォープニンク‘機能 .3-13 

コンビニエンスク□—ジンク‘機能…… 3-14 

電池の交撰 .3-1 巳 

救急セット .7-3 

クルーズコント□-ル . 己-日0 

クルーズコント□—ルの使い方•….‘己-日1 


グ□—ブボックス .6-44 

グ□ーブボックスの施錠 .6-44 

携帯電話の接続 .6-46 

けん引 .7-18 

けん弓 I フックの取り付け .7-18 

けん引ずる .7-20 

フ□ントまには U アをつり上げて 

けん引ずるとを .7-20 

バッテ U - があがっているとき…… 7-20 
けん引ずるときのミ主意 .7-22 

けん引防止警報機能 .3-64 

故障/警告メッセージ . 10 -2 

子供を乗せるとき .1- 曰 

ル物入れ . 百-4己 

コント□ールパネル下部の 

ル物入れ . 臣 -4 已 

フ□ントアームレストの小物入れ…巨-4已 

こんなことにもま意 .1-1 己 

サイドビューカメラ . 曰-10百 

洗車するときのま意 . 已 -1 日8 

サイドビューカラの位置 . 已 -1 日8 

サイドビューカ方ラの表示範囲 ---5-1 09 

サイドビューカラの作動 .5-109 

サイドビューカ方ラの映像 . 已 -1] 0 


路肩などに車を寄せるとき . 己- 1] 1 

障害物のあるカープを巧がるとき日-1 ] 2 
サイドビューカメラの停止 . 5-1 13 

サンバイザー/バニティミラー…… 6-43 

事故-故障のとき .7-2 

事故び起きたとき .7-2 

路上で故障したとき .7-2 

車が動かなくなったとを .7-2 

非常信号用具 .7-3 

救急セット .7-3 

車載工具 .7-4 

停止表示板 . 7-已 

輪止め . 7-已 

パンクしたとき .7-7 

けん引 . 7-18 

オーノ（ーヒートしたとを .7-23 

バッテリーがあびったとき .7-24 

シートベルト .2-3 

シートベルトの着巧 .2-4 

フ□ントシートベルトの高さ調整 - -2-5 

シートベルト着用警告 .2-7 

シートベルトテンシ ヨナー .2-8 

ベルトフォースリミッター .2-8 

ジャッキ . 7-已 

収納ネット .6-48 

純正部品/純正アクセサリー . 日-2 
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ステアリング .3-81 

ステア U ングの調整（手動式）…… 3-81 
ステア U ングの調整（電動式）…… 3-82 

ステア U ングスイッチ . 4ぶ 

スライディン グルー フ .3-69 

スライディングルーフを開閉ずる… 3-6 日 
スライディングルーフをチルト 

アップ/チルトダウンずる .3-69 

自動チルトアップ機能 .3-72 

サンシエード .3-73 

スライディングルーフの U セット • 3-74 

積載荷物の制限重量 . 日-14 

センターコンソール .3-4 

オフ□ー ドパッケージ装備車 .3-4 

オフ□ー ドパッケージ非装備車••… 3-5 
ML 色3 AMG .3-6 

走行するとき .1-8 

走行ずる前に .1-2 

走行中に異常を感じた5 .1-10 



タイヤとホイール .8-1 己、日-1吕 

タイヤ□—テーシヨン .8-17 

タイヤ空気圧ラベル .8-18 

ウィンタータイヤ .8-31 

標準タイヤ/ウインタータイヤ --9-12 


応急用スペアタイヤ .9-13 

正しい運転姿勢 .2-2 

チャイルドセーフティシート .2-17 

純正チャイルドセーフティシート… 2-1 日 

助手席エアバッグオフ表示灯 .2-19 

チャイルドセーフティシート固定機構 •••2-20 
IS 0- FIX 対応チャイルドセーフティ 

シート固定装置 .2-21 

テザーアンた一 .2-22 

駐車ブレーキ . 已 -3 百 

駐停車ずるとき . 1-1 1 

定期点検 . (整備手帳） 

停止表板 . 7-臣 

ディファレンシャル□ック . 已 -8 百 

テールダート .3-40 

車外からのテールゲートの開閉…… 3-41 
車内からのテールゲートの開閉…… 3-44 
テー )レゲート裏側のレノ '：；— での解錠… 3-46 

電球 一覧 . 日-已 

電球の交換 .7-31 

電源ソケット . 百-己2 

ドア .3-34 

ドアの開閉 .3-34 

イージーエント U —.3-3 己 

ドアごとに解錠/施錠する .3-36 


エマージェンシーキーで運転席ドアを 


解錠する .3-37 

非常時の車の施錠 .3-37 

ドア□ックスイッチ .3-38 

車速感応ドア□ック .3-39 

チャイルドプルーフ□ック .3-39 

ドア巧一 .3-77 

ドアミラーの角度調整 .3-77 

助手席ドア S ラーのパーキング 

ヘルプ機能 .3-78 

ドアミラーの格納/展開 .3-80 

盗難防止警報システム .3-62 

けん引防止警報機能 .3-64 

トラブルの原因と巧応 . 10 -1 曰 

ナビゲーシヨン . （別冊） 

慣5し運転 .1-7 

日常の手入れ .8-33 

燃料 . 日-11 

燃料給油 □. 3-已曰 


燃料給油フラップび開かないとを…3-已1 


11-4 
































































さ < いん 


A 


队皿 .fa-49 

フ□ントの灰皿 .6-49 

U アの灰皿 .6-50 

パーキングアシスト U アビューカメラ…曰-11已 

洗車ずるときのを意 .5-1 17 

力^ラの位置 .5-1 17 

後退駐車モード . 己-118 

縦列駐車モード .5-121 

音声案内の切り替え . 已 -1 2色 

J キングブレーキ . 已 -3 色 

パークト□ニック . 曰-100 

パークト□ニックセンサー . 己-100 

インジケーター/作動表示灯……己-101 
パークト□ニックの作動条件…… 5-102 

パークト□ニックの作動 . 己-103 

センサーの感知範囲 .5-104 

パークト□ニックの機能の解除…己 -10 已 

バッテ U —.8-20 

バッテ U — の位置 .8-20 

バッテ U — の交撰 .8-20 

バッテ U —取り扱いの 

一般的なま意 .8-24 

インジケーター付をバッテ U — …… 8-26 
VRLA バッテ U —.8-2 色 

パッテ U — があげったとき .7-24 


始動のち法 .7-25 

J のーゥイン ドウ .3-66 

ドアウインドウの開閉 .3-66 

セーフテイスイッチ .3-68 

ドアウインドウが自動で開閉しないとさ 
.3-68 

パンクしたとさ .7-7 

応急用スペアタイヤを取り出す…… 7-8 

輪止めをずる .7-8 

ジャッキアップ .7-9 

タイヤの取り外し .7-1 1 

ホイールボルト .7-1 2 

応急用スペアタイヤの取り付け…… 7-14 
応急用スペアタイヤに空気を入れる 7-1 已 

ジャッキダウン .7-17 

ホイールボルトの締め付け .7-17 

ビークルプレート .9-3 

ニューカー プ レー ト .9-3 

エンジン番号 .9-3 

車台番号 .9-4 

オプションコードプレート .9-4 

非常信号用具（懐中電灯） .7-3 

非常点滅灯 . 己-30 

ヒューズー覧 .9-6 

ヒューズの交換 .7-28 


エンジンルームのヒューズボックス •••7-28 


ラゲッジムのヒユーズボックス -•-7-2 目 
グ□—ブボックス横のヒューズボックス 


.7-29 

ヒューズの交換 .7-30 

ヒルスタートアシスト . 已 -64 

ブレーキ . 已 -37 

EBV . 己-38 

ML 63 AMG のブレーキのま意事項 

.5-38 

ブレーキ液 . 召-11 

ブレーキ液の量を点検する .8-1 1 

ブレーキ液の交撰 .8-12 

フ□ントシート .3-17 

4ウェイパワーシートの調整 .3-1 8 

パワーシートの調整 .3-1 9 

が UM 寸パヮーシートの讓 .3-20 

ヘッドレストの調整 .3-21 

ランパ'-ヴポート .3-22 

NECK PRO アクティブへッドレスト 

.3-23 

シートヒーター .3-2 已 

シート位置の方モ U —機能 .3-27 

マルチコント□—ルシートノ（ック…… 3-28 

へッドランプウォッシャー . 已 -33 

方向指示 . 已 -2 日 

ボンネット .3-56 
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ボンネツトを開く .3-56 

ボンネツトを閉じる .3-57 

ボンネットを垂直に開く .3-58 



マニュア J レギアシフト . 曰-13 

マニュアルギアシフ トの選択 . 已 -1 3 

シフト操作 . 已 -1 目 

シフトアップ表示 (ML 63 AMG)--5-16 
マルチフアンクシヨンコント□—ラ——（別冊） 
マルチフアンクシヨンディスプレイ… 4-1 

ステアリングスイッチ . 4-2 

メイン画面一 覧 . 4-3 

車両情報 . 4-4 

車両情報;/イン画面 . 4-5 

車両情報サブ画面 .4-6 

タイヤ空気圧警告システム画面…… 4-8 

冷却水温度画面 . 4-11 

サブスピードメーター/ 

外気温度表示画面 . 4-12 

ンテナンスインジケーター画面… 4-1 3 

AMG 表示 .4-16 

ギア表示.油温表示画面 . 4-17 

ギア表示-電圧表示画面 . 4-18 

ギア表71^ * レースタイマー画面 . 4-1 日 

オフ□—ドモード設定 . 4-24 

オフ□ー ドモード設定画面 . 4-24 


才ーデイオ .4-2 日、（別冊） 

ナビゲ—シ ヨン. 進行方向方位表示 

.4-2 己、（別冊） 

車高レベル/オフ□—ド表示 •… 4-26 

車高レベル/デイファレンシャル 


□ツク表示画面 .4-2 己 

車高レベル表示画面 (ML 63 AMG ) 

.4-26 

故障表示 .4-27 

各種設定 .4-29 

各種設定メイン画面 .4-30 

設定グループ選択画面 .4-30 

各種設定項目の初期化 .4-31 


車速感応ドア□ック設定画面 .4-44 

テールゲート開度の設定画面 .4-4 已 

コンフオート .4-4 已 

イージーエント U - 設定画面 .4-47 

施錠時のドア S ラー格納設定画面‘ィ-斗扫 

車両設定 .4-49 

DSR 速度設定画面 .4-50 

けん弓 I 防止警報機能設定画面 .4-51 

トリップコンピューター .4-52 

ショートト U ップ^ーター画面 .4-53 

□ングト U ップ方一夕一画面 .4-54 

走行可能距離画面 .4-55 

電話 .4-56. (別刪 


インストルメントクラスタ .4-32 


速度-距離単位設定画面 .4-33 

ヴブス ピー ド メーター 単位 


政が画面 .4- d 4 

ディスプレイ言語設定画面 .4-34 

車両情報ヴブ画面の表示設定画面 • • -4-35 
ラ仆 .4-36 


へッドランプ点灯モード設定画面 
□ケイターライティング設定画面 
車列ランプ消灯遅延機能設定画面 
J b - ムランプ消灯屬固^能設 Si ® 

シヤリヨウ . 


.4-37 
.4-38 
.4-3 白 
.4-4 己 
-4-41 


エンジン停止時の表示設定画面一… 4-42 
ウィンタータイヤスピード U S ッター 
設が画面 .4-43 


メー ターパネル .3-83 

ABS 警告灯 .3-84 

巧変スピードリミッター表示巧…… 3-84 

ESP / ETS 表示口 .3-8 己 

ブレーキ警告に r .3-8 已 

ち向指示表示口 .3-8 已 

メーター照度調節ボタン .3-8 已 

U セットボタン .3-8 已 

シートベルト警告灯 .3-87 

エアバッグシステム警告口 .3-87 

エンジン警告口 .3-87 

八イビーム表示灯 .3-88 

燃料計 .3-88 

燃料給油口位置表示 .3-88 

燃料残量警告口 .3-89 
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タコ;—夕一 .3-89 

マルチフアンクシヨンディスプレイ 3-89 

スピード方一夕一 .3-90 

時計 .3-90 

メンテナンス .8-2 



ライター . 6-已1 

ラゲッジルーム .3-47 

ラゲッ ジルームカバー .3-47 

ラゲッジルームカバー収納 U — ル… 3-48 

セーフティネット .3-49 

荷物固定巧 U ング .3-53 

荷物固定の例 .3-54 

ラゲッジルームに荷物を積むとき •. ‘3-己已 

ランプ . 已 -23 

ランプスイッチ . 己-23 

へッ ドランプ .5-24 

へッドランブ下向き/上向きの切り替え 

.5-25 

フォグランプ .5-26 

パーキングランプ . 己-2色 

コーナ I 」ングランプ . 己- 27 

アクティブライトシステム .5-27 

車外ランプ消に r 遅延機能 .5-28 

U アシート .3-2 曰 

へッドレストの高さを調整する…… 3-29 


へツドレストの脱着 .3-29 

分割可倒式リアシート .3-30 

ルームミラー .3-7 己 

ルームミラーの調整 .3-7 已 

自動防眩機能 .3-76 

ルームランプ .6-38 

ルームランプの点灯モードの選択… 6-38 
フ□ントルームランプの点な/消灯… 6-3 日 
フ□ント読書灯の点口/消口…… 6-39 
U アルームランプの点口/消口 ---6-40 
ラゲツジルームランプの点な/消灯… 6-40 

フツトウエルランプ .6-41 

センターコンソールランプ .6-41 

ドア下部のランプ .6-42 

ドアミラー下部のランプ .6-42 

冷却水 .8-6 

冷却水の量を点検する .8-6 

冷却水を補給する .8-7 

レインセンサー . 己-33 

□—レンジモード . 已 -83 

マルチフアンクシヨンディスプレイの 
警告少ッセージ . 己-8已 



ワイ パー . 已 -31 

フ□ントワイパー .5-31 

レインセンサー . 己-33 

へッドランプウォッシャー . 己-33 

U ァワイパー . 己-34 

輪止め .7-6 


英字"数字 


ABS . 已 -3 曰 

オフ□—ド A 巨 S . 己-41 

AIR マティックサスペンション 

(オフ□-ドパッケージ装備車）…已 -67 

ADS . 己-67 

レベルコント□—ル . 己-6日 

AIR マティックサスペンション 

(ML 百3 AMG). 已 -77 

ADS . 己-77 

レベルコント□—ル . 己-7日 

BAS . 已 -42 

DSR . 已-已9 

DSR の作動と解除 . 己-己0 

マルチフアンクションディスプレイで 

DSR の速度を設定ずる . 己-己2 

レノ '：； 一操作で DSR の設定速度を 
変更する . 己-己2 11 
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ESP . 己-4己 

オフ □—KESP . 己-47 

ESP オフスイッチ .5-47 

ETS . 己-43 

オフ□—ド ETS .5-44 

PRE SAFE (プレセーフ） .2-10 

PRE SAFE の作動 .2-10 

SRS エアバッグ . 吕 -11 

4MATI 巳 .5-49 

1 吕 V電源 ソケット . 色-日吕 
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" ESP ®" はダイムラー社の登録商標です。 


対象モデル 


ML 350 4 MATIC 
ML 550 4 MATIC 
ML 63 AMG 


《この取扱説明書の内容は、2008年2月現在のちのです。 






メルセデス-ベンツ曰本巧式を社 

干 106-8506 東京都港区六本木一下目9#捐"六本木ファーストビル 


環境保護のため、この取扱説明書は再生紙を使用致しました。 
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